
第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

本び壬については、誹量巨的に雫らし、あえて自歪た拡嘩夕多くとったため．その■計には限界があることから、全  
回答を公曇することを当初より予定し、訴査に当たり、唱人が特定さ九るd報を除き、全互苔を公表する予定である  
ことを告狂して冥嬉しました。  

なお、全回答一瞥義は、以下の方法で処理し≠した．  
（争Wt♭上の雪苔はダウンロードし、郵送による宣誓についてはデータをex¢elファイ／しに直接入力しました．明らかな  

誤字は捧正し手した。  
②旦手書や対t著など領人の特定につながる五首址所はよ丸でマスクし手した（但し、▲丸の瞥は文字数を反映  
していません）∴訂暮雪の特定を避けるためにt蔓な倉！分をマスクしなければならない場合も生じ、かえって回答者  
の震選に反する堵tになるのではないかとも考えましたが、留人の特定を避けることを環荒して対応することとしま  
した．  

なお、箋苔寺の特定を避けるために行ったマスクについては、室さ三着者がマスクを外すことを希望される壌含に  
は、声雪いたしますので．マスクrの文書を必ず明示して（本人であることの樽掛こ必葦です）平成22年之月26日ま  
でに手織で婁■までご遭ヰください．遵ヰ先は、夫君大字大字E医学系研更科托民王乙蜂データ管理宇山□拓洋  
〒り3一自655文京正本場7－3－1東京大字迄芋如何罵舗暁です。  
③密書看の所t部霊及び行政姥麒年数は、三善者のI鼻定につながる可能性があるため、全体の集計にのみ用  

も  

い、言喜一覧暴からtま裾験しました．  

l一，   ｝   ユーI．  3－2  ヨー3  3一   4．   l】    覇      l  
存じでしたか？ ださい。  。 ざいましたら、ご自由にお書きください。  

の整●や個★文化のあり方などに臍し、環状を持去え克服すべき  
饅鴫やそれを象り纏えるための性菓を、ご自由にお暮きください。  

か？   
PMD∧  はい   とちbともい  まい  裏1噌拡大に伴い、a禽チーム筍ヌが′▼い．隠珠で故翳されているように盟             えない    われる。特に；ノ時点の人材の暴威力の障ズは．和束の仏文品行般のあ リ  

方のチーム樺ズにつながると予甥されるため．相場の上の人間l引用川棚  
すべきと考える。ただでさえ外憂品行政のゞ娩・良筆也■研が増霞させるこ と11浴¶であるにも拘らず 

、内出の人旬が自己批判でさえない（英仏的に  
はエ拷拘f与に填る丘岩のプロセスが声与しない、Jii力てなされていない）  

というエ範は」封肘的虔■がし甘い同封心てあるとL・1†Iに、第一次躍苫  
l句ホに喋る華ゃに中寺なポイントてはないかと用う。  

PIJD人   

皐空夢している  下  るどの】壬叩．どの立場てあれ．ほとんどの人々がまじれに、スピード王舞子  

】  でこれほどの内示が王とめられたことから．拶人軋壬杓♯、行鰻の方々のl一旦とご  ‡†ってせネlニ辺り抽んでいもJうlこ某動ナら九王す．以且壌においてIユ上 ！ニー三に加え、上位の人々は、がハにおける噂広い嚇qの空励や泊食なq  
㌫芳がしのば丸吉す。少量；Ⅰによる嶋’さ’があってはならないことですが．特に大磯な  l 
ことは、一事大・中■‾な塔7■・㌦作雫の貴重や払大を璃止することであろうと1えま  

す。勿．a、今璽のq．1はこのことに有用てあると皿わ丸ますが、このIq点をもとに史  ・■ 
に損り込んだ検量ナが必着ではないでしょうかも   臨んでいることが職われますし、この自覚を相成する風土があるようにも  

躾じられます凸  

）  

PMDA  今互初めて知った  全体的に′くランスのとれた内ホであリー知将できるものと宰じました。  1）についてのu血からのじfこです。・よもの；乍可・虎謹l…l沌ふ▲データの箭押が、   
ぢ：二▼も甘1の中のマユから丁れ†王．大束すさんです．誓合戸Iル、、不十分なとこ  の時代で、甘食壇】lのit買方斜に対して非常lこ好ましいものを鵠じておリ  ことだと躾じています。  
ろは今と人りチ童人して－まゎるべきでT。社Ⅸ昔的一貫は慮畿丁べきです．  ました．少しでも良くLていこう∴ぴしい外出のA〃を取り入れていこうとい  
3汗こついての旭△からのじ集て丁，・Aポからのご】句ホで．1～3勺から人手¶むが  うトンシフダウンの房州久の中で、＊えば、よざ噂ざ■の人のりの沖摩更  
行わhるu状でIi、そのような人▲JF∧Iニことは不可転です。た‡左l：1下についての  くための庁qや、トIlの人に接するたわの㌔け皆咋がありました。しか  
l石塀冒の緊むをやめていただきたいと三っいます．・太字iからのこ向者に本当の且  し、最近はそのような辞任がなくなっているのではないかと禦います．（少  

l▲の1キスパートはいません。量も：上についての吏∇弁j士のようなエキスパート  なくとも㌻周東ごの貞．内で賞えがありません）間研lこ、近鶴Ⅳ璃んからは押  

を看いて欲しいです。行故甘の！垂聖1の舞lコと不1れで手lたきを甘ヰうことが往々  念がぢ示されていますが、それを文化としていくための具体的謹むが伴つ  
にしてあります。・企貫こみ√にもさ愴の仕暮に手コさせるペき†三と況います．企  ていないように感じます。   
案出打者は企Xに右封じ甘酢下すだろうという予見は昔3し、です。I上命撲と■任  
ヰを持ち、しかもu真を知っている人たちが蛋司されているので、川ニA企夫にとって  
は謹にこわい存在です。  

7  

4  PMDA  1nっているし、内～事も  はい  はい  はい 正喜貫への故ヰ立代により、独立一千慮法人への風雲たりが稚くなり．今後  

把ギしている  lだ㌘厳禁霊票㌧彗望ヒ三三チる莞3いている机仕柵ける  

5  PMDA  知っているし、内示も  （アンケートの！三正について） りの空含が少し違っています。コ）仙こついても、記  はい  どちらともい  はい    班ギ化てきる甘分が多いよつに彗じます。人員声増やす－とも大切とは甜   年末立柏をはさんて済め切りをd定いただけると、回答に十分な時間をか  
jF ■lTいる   が完全 ■Iあ且王せん一  兵ない  い随」雰叩ね1三じ奴葬ヱ1三郎ろ単三L蜂底地わこと簸じま  

6  PMOA  1ごつモいるし、内示も  

1  

はい  
綬禦Lている  

7   
1久王晶．久■疇罫の¢蔓との人i史書を可Eにしてはどうか。  はい  はい  はい  
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t 1 ユニー   ーユ  3－t  

存じでしたか？  ださい。   向け．人材の書威・ヰ保、そのような人材が鍵力を貴書できる環墳  ざいましたb、」自由にお暮きください。  

の暮■や絶■文化のあり方などに開し、環状を疎まえ寛岨すべき  
霹■やそれを集り観えるための提英を、ご自由にお暮きください．   

か？   

ますか？   

か？   

l  PlJD∧  知っでいるが、内さ  
界）にt露な方が多く流れるヰ畠（合鍵面も含め）について、薫外での状況も含めて  

い  

n        ク    ュ，  ユ                              】  l    ＝・  Il 第一次攫雷を‾   本拠書に関してご鷺見などがございましたら、ご自由にお●きく  総合牡れでは5つの行動司書を掲げてい手す。この糧食の実現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合也れでの仕事について、悪じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実篤する－とに関して、一書見が－            仕事にや りがいを 悪じます   この暮斗 に勤め縫 けたいと 考えてい   この暮増 を、あなた の捜1な どにも勧 めます   自由にお■きください。 層は」乳酪の儀儀屠’●’るとい‾とても＃鳥た‾ものだと迂濾Z   t▲の上火モ畿概していただけることはと衰嵩りかたいと思っており、ぜ  
は麗さしていない．  

えない  
あるいは．関心がな  磯村ナペきと書えます。また．鰻ヰの人轟t■として．■生芳t書からの出向及び  、 

〝生芳t篇への出向についてはあ雷だと思います．斡lこ入省数年の言い出句の  （拉広医事含む1が入社しn、手ナが、圧倒抑＝持■ナる立増の人取鮒引  
方々については、暮暮・安全対策稟穫の実隈を知っていただく上でt憂だと患いま  りす、かえってせ事1が増え．勅書が獲ちている状況です．人が増えれば  
す。   安全対策あるいは■暮が雫くなるといった▲織な間8ではないことをもつ  

と担っていただ倉たいと景い事丁（1の怪し＼人間が安全弄翼＆雷書を行う  

妄㌘諾完望慧誌芸宅提言禁i点き恥た昭一こは量書のl  
坤憧憬が羞し、と書い、かたや十分な対策モとつn、ても市■tに予期Lな  
い封作雫が生じたヰ舎に一方的に規叫当局やを葬翳する罰Eの体貫（マ  
スコミにあおられている艶分が多分にあると思い千丁が）についても、壬え  

ていく必事があると考えます．承控舞の限ら九たデータから【iどうしても予  

測できない劃作用はあり、そのようぢ劃作早の乗浸が拝されないのであ九  
ぱ、瞥藁の承認はで書手せん．もちろん．予期盲ぬl】彗零が彙讃したとき  
の対応については迅速に行わなければならないと考えます。  

9  Pl■）A  知っているし、内容も  還   
把握している  ている今、勧内l＝おいても，什蠣の美事、書積のつながりが升い．割間では王に事  えない  

い．過去の多くの最研が人の紀壇のみiこ1っている．t子化し．効事のまい暮董を  
行いたい．執事的な暮暮と．レギュレーションのバランスがより明櫨になる上うにして  

放しい。仕事が多すぎて、今謂し付けあっている状態。もっと心に余裕をもてるくらい  
の仕事1にしてほしい。   

10  PMDA  知っているが、内専  はヽ   
は把裾していない、  えない  

象るいはll■1轟くな   

l  

t － ▲事榊－、鞠Ⅶがかかリーぎる一句ヰ大7のt■に工事の川神を具現するためのアンケヰptのようなもの   
知っているし、内 杷鋼している  1 が多いので．境又としてほとんど月芳書と引二文化声真布することにちって【で委員会として実線丁るめ雷があもか野間です・アンケートよりも現Ⅷに  

↓ いる．そのたわh自性が★繹でさない飼分もある．新人を大1江平してい…きて妄熟をょくよていただき方卑怯モきわていただきたい・円劇∧には1  
．こ るにもかかわらず箕3．■Eや■附く多い。Pl瓜▲の■■の手を僧りるこは腐片雲■さやP優妻▲さ事様々な■l▼章入会もぁります。それらの  

1任体■l声明轍にして両檎併記ではなく範さを出すべきと考えます・  の実絶する霊精とは即、PHDAの暮穫を明確にして科学的視点での判断をするた  とが多く包の暮環の下講的ち豪農が事い．正と一体であるならば増■を－ジ方々の毛鼻舌聾くことも書1になると思し、ます。  
提舌をまとめた方々は四民の生命及びt鷹を守るために兼散を極って■くことので  元化してすべてな食で菓施して電瞥公環▲笠みのや遇とするべき。くた！主  

きる輸す蜂を持った1の書い人材をどのように縫保したらいいのか、青成したらいい  相反の間且も適蓋できるのではなL、か）モの暫E凛曇▲金的なものを作  

のか、どのような環凛だったら良好なオ彿なのか具体的に提書されるべきである。  るめ事は■いと患い手丁．（大臣が▲∈手縛って対処丁べきと乱ヽます．）  

耳■の書見を丘〈にしても理想社をいえばきりがないと凱、ます．●■のモチぺ－  独立市致主人ということで犠墓びでせⅦかち丘しい巨でみら九ることには  
ションにも塞1がか」、例えIf研究絶世を併設して科竿附研究ができる環境が望ま  抵抗がある．このR篭自慢を彙揮すもべき。   

しい事々個人差があるのではないかと患います。与えられた瑠璃の中で機雷に沿っ  
た兼隷を持って暮董書にあたることになると思います．（機雷は■胃的で艶花的に  
なっていると思います。t先順位やエ程妻が示された方が■■としてはやりやすい  
と思います．）   

12  WIA  す回初めて知った  ！い  どち▼ともい   誓書亙積々仁ことそ暴じ考えながら仕事をしているので、このような1  
ま↑．しかし、駁舎tllでせ手引寺っていくうえでは．虎■のこと声どこまで天舞に考  えない  ■一人一人の壬只をのべら九るようぢ媚があるのはいいことだと患う。   

えてあけら九るかということが粛常に大切だと男ってい王▼．患ホのこと李白分の書 や自身のことのようにろえら入るようぢヨ像力も必筆になってくると男し、ま  
楓自分  
す。思慮のことキー迫に島じることができるようになるたれにL．應薫と且鬼女換や  
．文夫、区■書蘭への訪問や野性の■嚢がもつとIlてたらいいと患います．新卒で入  
社し、匿■t関でのけ鰻がない新人は、匿■ロ増や患者のことをもっと知りたいと  
思っています．肌で蛙じることができろ場があればいいのにと思います．   

‡   
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t－7  2   3－l．  3－タ．  3－3  虹＿  

存じでしたか？  向け．人材の育成・確保．そのような人材が無力を先陣できる環壌  ざいましたら、ご自由にお暮きください。  
のなすや趨托文化のあり方などに蘭し、現状を拝まえ克服すべき  
霹糟やそれを集り越えるための捜藁を．ご自由にお●きください。   

か？   

ますか？   

かっ   
†l  ¶‾  

把等している  えない   ⊇檀…雛より高める効用もあり・ア櫛「  
るとlこ嬢している．しかしながら、貫首を発熱に防止てさす、そのぢ讐’声臨大したこと  

は立法を含む行殻のt任であると考えられます。また、医■環軋加美会社におけ  
る国への情憎環境に係るより強し、法的なしばりが求めら九る必要がある．；王ぎにも  

あるとおり「憂害再発防止のための員粁審を寧けにすることは不可欠であり、薬事  
法に明記する等の憂書法の見直しをおこなうペきであるも」ことに大賛成である．  

てしまった以上、雰訓として生かすべく、憺底的に諾重し、曾畑山を行政、匡膿岨   どちらともい えない  1芋豊禁等胃豊悪意豊毒だ警等諜課慧誓苧豊l  
関、象束企業等鞍合的に論じ、今後への提言としてまとめられたことは大変意慈潔  と考えます。一番甥朗を菩じているのは礼本的に業環に対する上で必要な知ぶを身  ながら欧米と比l史してもまだまだ紹鴎としては夫熱であり 素養途上であ  

こつけるスキルアップの曙さが蛋られていることです．今まで私のy喀した集縄は  るのも事実です．但Lここ数年で幕喜郎門．安全対策部門の大幅な増九  

宴  

主に奪禽ですが、仕事iがいつもき細状ワであるので一人一人に余裕が舞く、目の  
益‘の吐ふをこなすだけで毎日が達ぎていきます．≠た、あるⅠ；塩書い専門性を持っ  【   があったこともあり、今はまだメ一郎鎗ぺで成果に11びついてはおりません           が、躊真に良い方向に向いているものと考えます。精良、とにかく忙しいも  
た人〟をリクルートしているとのことてのですが、なかなかその曹門性を受1‘する檀  1－4 f   
嚢もないと換じます。ただ、追空檜∩プログラムは揖々にタ．文しており．少しずつ良  

ので「冊のせ穐についてふ岨的に1える慎裁iiありませんでしたが この  

lい方向には伺いているしのと柵  
ようなアンケートの1食を匂えて†nき、あらためて責任の叩い屯代である  
こと声鑓燻し、少しでも成長していけるよう聖力したいと1えております。   

】  

i  

杷叫してし＼る  のが第一印象でした。・過去の糞苫の万舛として、臥製品行政の不作為があったこ  u玖である。4亜叩三千より「】分のものとするためには、「管Il鈎であっても）三雲√と  えない  
の翼残量はそれほど変わっていないと皿われます。用純な人即nだけで  
はなく、エ摂の如剰ヒに向けた．ロ．j改藁・割腹改革が必顕と考えます。な  

お、】」在即lの温かを全うするためには、長Rl筍勤昂は致し方ないか。  
・州こユんヰ（♯☆位・濾介役）の痛hは所菅又尺が1申しており、汗日  
の三色王牒拝承爛沌くされている王」状にあります．止長嶋R員数声i杓やし  

て戦しいと思います。   

4      PMDA Pl叫DA     木津書に岬して、－竃見などが－ざいましたら、ご自由にお暮きく  総会織爛では5つの行動理念を掲げています．この理念の実現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕手について、愁じるところ、患うところをごこのようなアンケートを実施することに関してご麓見がご     lこっていもし．内容も  ださい。      仕事にや リがいを 感じます   この♯叫 に勤め績 けたいと 考えてい   この■壌 を、あなた の撞1な どにも劃 めます   自由にお暮きください。                 冨一次復古は塾攫■噺、無量食糧、行成lこ年るリスク†lliの竜1tと宅撞憎軸の言ユ  櫨Il蛋苧環舞の言攣薫食卓の透がl」払では攻く鷲わ九ます。苺員の意欲を高める  はい  どちらともい  どちらともい        今回初めて知った  価のmリ、行為が1〟Iけるというモ思決定を行わなかったことに重丁釣ぢ甥戯があ      肝炎、HrViの痛ましい薬害事件は決して起きてはいけないものと考えますが、薫き   必攣がある。（3－4も含む） 磯4の5つの行動雪含11どれも非常に重iなことであり、あたりまえに実現されなl† ればならないものと考えますが、私の印象では凛】Iはまだまだ発展途上にあるもの    えない       はい  iはい                       いものと考えます。  

15  PMDA  知っているし、内おも  ・第一次l．‥といっしともあり、両▲a例ユニが多く、方向性卦－1檀にで書ていないといつ  u在の糧Ilの王拷を－なしているだけでは、出前とはする噂曇がなかなかないのが  はい  どちらともい  いいえ  ・橿Il局員のり一ウライフ′くランスは老しくワーク琳lこ偏っています。職員 アンケート文附こついては特に異存ありません本アンケートにより「医  

の明朗く行われていますが、酔漢さ九るレベルも恵まっており、1人当たり度品行政の現場」の現状について少しでもご理財丁獅ナれば潅いです  
とは準よとぺえるが、当仰の決定を今日的朋怖から批判されており、当時の決定の  IIナも覆食事L壬けることがよし＼と1え王すノ糾えば人キ史兎によりふ綿筍て申lえは、   
nヱ・用事が叫檜でない∴当臓のd亡CISOntreeをl蓼l確にし、今墟、同膵の判斬がなさ  1勺甘砿上）憂ホ1持として片田ぺほぷ■にゞ弔Lたり、諒に鼠炭丁の董ホ鳴声糧】1  

れないためにはどのようにすべきか、ふ竜が必肴と童えます．（もっとも、これは行故  qRとして尋王声丁る色チエ†やすことにより、遭麟のおかれた机霊声より身近なものと  
仰が再うべきものと考え雇すが。）・払量品行政のど▲員・．｝l王qⅥ等の蒜訂lこは1  して践じることができ、それキ坤に、日々のエ只により▲lJノことがてさるのではと考え  

成です．   ます。  

i  

†6  PM11A  知っているし、内妻iも  ・製J企Ⅹ出身覇の活用Ⅵ、広いl†旅を1．†った人材をH促することが必要。・行政  広い現ばIに立って判貯声行うことが可託となるよう仰の抑鴇との交流、棚咋など検  はい  はい  どちらともい  
把補している  相場のあり方についての之泉（A案、8奥）については、押門性のこい真書であること  えない  

から、漸増のあり方にとらわれす、必要な人‡拍て柑俣できる体つ．叫とする必要がある。   

PMDA  知っているし、内‡iも  はい  どちらともい  
亭てい  ‡むい   

18  ・ホl’‘は1Fi：であ乙PMl∧では、之－3っねに見場声職むするジェネラリスト商議法は  

不声当。笥汀月声音れ少亡くとも5－7勾甘、一つの旦にキ¶させる岬鴫畏1放である  
ベき。・ニ数IlエF誌けぃンいこと血タクシー昇を膿止し、，lMまでにモd宅させる【充  
分休tを取り．1中的に馳く≠瑚とする。t笛汀こ色震電汁糾n檎に。年腎の計夏  

l  

（実行封【薔）と3年笥～5年「予のエカ「乗（弟持する将来性に向けた）計と暮の柾▲Q休  

胃ilで，拙こ管雄司について【ま、相対．il羞（各托‘・1ことに、壌巧い都不良など一定の  

重り伊．、，伊，．一肌、之か．、1〔r、）で分村し、昌平√王する。）。脚島項日（先見憎∴戚叩力、な  

ど‥）を明示する．   

】   
19   

把草している  もせめていqヱ塵芥の必塾性、励点に立ち搾ることの1暑さを禁ユさせられました。  什領」長いや押叫声嶋11し蝉較するためには、偶々人のqユや手†むだけでは職し  わるもので中野な仕申であり、どのような郎老・担当であってもやりがいを  
い詭が削脚榔醐であることが大  感じるものです机昨今は「独法」という言葉の一括りで物事が論じられる  

ことが多いように災います．   

2¢  PMnA  葡っているが、内あ  はい  はい  どちらともい  
は把ギしていない、  えない  
あいは㌍屯麺lな  

「   “  
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卜，  
1. 

存じでしたか？  。 
n  所■  ト1 事一次檀富を一   本棟青に関して一驚見などがござい苦したらご自由にお書きく  ク            】 総会牡■では5つの行動理±を掲げていますこの種含の菓覆に  ユl あなたは  11I あなたは  ユー3 あなたは  ユー1 総合也欄での仕事について、看じるところ、思うところをご   このようなアンケートを実篤することに関して、ご書見がご        一・■ ヽl■ ださい 

の書■や組■文化のあり方などに剛し、覆状を縫まえ充足すべき  
轟tやそれをtリ纏えるための攫茶を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？  

か？  

はい   
知っているし、内亭も 絶境している  ご櫨斉に隣しましては、まさに払たちが旨指して 力的にきつい日々であることは否めませんが．このせ事のや現くいの大さ  

る正書財諷での考え方ですが、ユーザーフィーとして鵬うべ舎点で、安全対先の財濃  さで、なんとかがんばれn、ます。現左、総合■qのマン′くっーの強化  
だけ匹tt点で良いのかということです．企霊からの★金でまかなわれる■董鰭■  を実施してⅧし、ておりますので．今礁．仕暮の1が呵責できれば、現在の  

当に良いのか疑問です飲米でも暮董霊用は全集からの手数料をⅡっておりま   Xを保ちながらも■理なく仕事ができるということで、仕事はやりやすくなる   
で本当に す帆やはり、日義もかなりの比率で入っているとWきます．書董富が食暮に1■糧  と期待しています。  

く量鬼を菖えるょうにするためlこも、企業で隻た九ていろMtで11．今後、鮭令■囁  
かち全量への兜書力が覇くなるのではないかと危慎します．   るのかという拍手待った、料亭抑＝正Lいtよであれば、先t廿■零に甘係なく、  

逼虞月く発言でき、そのま黒ば通るという環填ですし、間違った壬1は例え上司であ  
ろうとt瑠■であろうと絶対に通りません。■場全■の意識がれ、環境であれば、  
鯉■ト文化のあり方■を■じるまでもなく、それを当り働として、しつかり実行している  
ことが王事だと虚じますので、今後とも、患者のために書査をするということを貴社す  
る絶■として線続する努力は必事と愚L、ます．  

はdとしましては、■壌の且痍整備や文化というより、社食的な慮蹟や量kだと思  
い手す．ます、総合■檀の■■は．何よりも「重曹のためにjということで．霹憂呈の  
事食や買全対策事吊っており、頑護っているということ事理解してほしいと動、ます。  
っまり、全文苓りに何かを書えているのではないか？と1ったような不増築でみられ  
たり、承認後に副作用専が発生した時に、響董に対して換ろ向きの評価（例えば、市  
販後に発生した副作用だけに雷目して、開示された資料をチェックし、「暮貴殿幣の  
資料のこの■■から、市ttに発生したその副作用は予測できていた」などといっ  
たような、一子ストの間欄と答えを見た繰で、教科書のこことここを勉強しておけば百  
点とれたはず」と青った諸に近いような、♯ろ向きからの辞書）をされて、批判するよ  
うな体制等があっては、いくら理念を持って頑積っても、心折られてしまいますし、そ  
のような捜さでは膿も暮査を行う手機はわかないと凱、≠す。決して甘やか丁す娩  
を作れと言っているのではなく、現在の欄■がtlを嘉く締っていることを知ってもら  
い、信犠して欲しいということです．なお、日本では、医異晶の暮董について瓜が訴  
えられることがあることについて、印∧や∈MEAの方々からは、鳩薬品を開痍し販売  
している企業が訴えられるだけでは≠し、のか？」とか、rそのような憬壌でよく雷董で  
きるな．」と、言われております．やはり、免★されない日本特有の話なのでしようか・  
欧米のように、モのような面からも環撲整■していかないと欧米と伍していけないの  
かもしれません．  

●●、●●、この捜書は知りませんでした。今回初めて読ませていたし、 過去の■手島行政の反省に基づいて今後のあり方を擾書されていて、春量tなも  1饗箕の1仕芳t吊敵全欄l‾書えることで丁が現場の王事享■硯、け凛  
のだと愚じました．   

二王止いうょうな捉えカモされているょうなところが．足かせになるのではないて  t成という鵡でUw▲lま、塾法というお堰が▲iだと曳い手丁，   
し▲うか，倭☆を誇ったt責な人封を糧食、▼成ナるたわには、モの罫書となる蟻■  
を鼻綱的に安定した形で1苦していくことが多事であると患います．8治什書の辛  
化∈どによって．安■に鯛■が上すさ九たりされないような、強力なメッセージを発し  
ていくことがあ事だと思います．   

23  
はい  

♯】■LTいる  
2l   一 緒 も た事蔓運苫ができ   はい   
は杷凛していない、  る状況の4染がすべて前提になると考える。  

建っているし、内亭も 杷■している  ■孟の藁暮行最上に漬りがあっこて ▲るいは」鯛心か堪   
プデートされるぺきと考える。   ればなおよいというサ点で）   おける当■↓1の謹虹色が上がり．正艮の環ギがより望まってく九ることを  

戯う．  

28  
はヽ   

えない  用に当たっては、コミュニケーション能力モ持った人ガを選んでもらいた  
い．  

27  
知っているし、内おも 把宥している   

とは引見■えち九机、と盟う．ほについて 
る．   の柴■b考えてもらいたいと灰っている．   

Il   
非tに■仔方紆ヒ暮であると自負している，国丘の安全な弘美為の住  
用のため精一止がんばりたい。  

▲1   
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世  
市i心  第一次提言をご  本提言に闇して、ご意見などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合機構では5つの行動理念を掲げています。この理念の実現に  3‾l あなたは  コー2 あなたは  3‾ユ． あなたは  qL だ含穐欄での仕事について感じるところ緊うと‾ろを一  1 ‾のようなアンケートを実施する‾とに関して一鷺醗  

存じでLたか？  向け．人材の育成・橿保、そのような人材が舷力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由におtきください。  
の整ヰや相杜文化のあり方などに明し、現状を疎まえ克服すべき  
拝観やそれを集り越えるための獲藁を、ご自由にお暮きください．  

か？  

ますか？  
か？   

29  

㌣ 

30  
あるいは、関心がな  

ゆる象を痍射する必蓼があると誓う．また、王立鶴課や鹿茸Ⅰ二との伊qも壬憂に  

い  なってくるであろう．  
大きなせ力である。撼tを再■しても．機構の日城は失ってはならないと  
思う。  

定員削完等強化と逆行する様々な璽軌）くあり、今後の体制強化に惹影響を及ぼさ  
ない仕相みの機討が必要と患います。  

31  PIJDA   

】   

L＼  

えない   
して1月すべきである．  

点でストレスがたまることが多い。   凰終戦告での反映がどのようlこなされるのか、具体的なイメージを持てる  
ようにエ大して頂きたい。  

れるため、その役割を含めて必要性についてu．qされることを望みたい。  

n r   

32  PM【）A   

る．企文との珊▲勺においても∴il貯共闘′†鱒を利薫したn、日茶人でガイドラインを  
ら1Zケ月て承諾という目Iてが取打沈に叫－げられているが、l†成できるかは  

不安がある。また、12ケ月にした鳩舎に、叩こ点さ九ている品［＝ま棟数ある  

ため、ひとつの吼抽こかける文謂の都☆耶Ilは根暗血と比較し、減少す  
ることになってしまい、安全性について十分な検討ができるかlこついても  

書己足して頂きしまた、本‡ごfミを英訳することなどによって、日本人におけるデータの  

必要惟についての方針を示して軟しい。  
不安がある。  

，   人手ークのEが完少する傾ぎ研こあり、これまて以上に不縄文¶が：計すように饗し  満たすような長抑呈与時雫のデータ収1をすることを、明文化されていないといった 理由から、M色を示さ九ることも多い．本じ．1においては、この点についても考えを   ゞ州冊u†：tuギミの久廣ぷ，巧鰻の．†は■毘に獣葬があるとJ≡虹Lているが、久重 品行慮の警視・i†tl■Ⅵ（エ零監視n、久重℡現爪音む）をさらに認コ√檀那として   、 

かりや丁く示丁ために明文化したものと！巧います。  

汀念与え酬に拠8一事1って主席にMんでいるとIpいま   
います．ド】lくや仏で餞別こJ．tすべさ科料と禦いますb  
滞筈財荊の時好の†！り方：吏？i？叉の肘茄についてL、仇量，ニ・J血覆葛の製ご．j  

を通して、無量企ェは、密瑚〔休としての功脾間欠し最大触に〟周藩虻牒  

雫よJ・により利益を生み出している封文金王1のゝ．ニ堰∴王者から申出させ賄うべき  
すること声量井川兜やむJ」はニ㌧における乳挿の中で呼Ⅷしているとi改め  

約分もあるとJl！います。ただし承ニJこさせ・安全対王について、原貞を蓼出している封  
て減じることが凱、です．ただしその姿勢を貝くことはし営利企某として存  

量企エⅥから髭盲をうけることなく中立・公平に翼Rを遂行できる体制を持つために  
絨を仰ナた芯争の中で当ロのことともⅢし、ます。しかしながら、邑ぬは人  

雷に即して利位相反が呑在する可こ性もありますので、学食の璽′′壱顎についても  
の生由や，！附こ机！する分野であり、PluOAは独立行政法人として規制サ  

エ夫する必群があると肌し＼ます。  
人相笥戚：P、頭Ⅳ慎舌・鋸ゑ企工Ⅳ′長者・医血行郎至当看の人材交更についてホ  

適切に行うことによ切刃民のtl餓や財産を守ることが可附こなると似いま  

明性を保ちつつ可EとL促進させることは、本棚城全仏の従事椚の門を高めること  
すd時軋島外の行政偵Wで承ご治れれば【咽で燕臼ヱされたこととして、  

に繋がると思います。また、！員縞的に海外の班9．媚当方ろに人材月道をすることも史婁ユ  
東ホIr′主用可転にすればドラッグラグもなくなり良いという．隠見もl蕃地しま すが 

と兄います．  報をもとに対応を迫られるJ場合もあり．  
、それは葺qの織文であり洞民のt唖や財識を甘ることができなし、と  
蝿じます。  

q樗のイ】無に箪暢なく招来にわたり対応の員饉をワわれることに不安を感じます。  ・PMn人での業務は、集書法などの法Irを含め硯夢や一員棺が電課され  
W凛現員の免Åをあ外硯㈲当局と間伐に描俣する遁1月℡嬉も、即1的な人材の珂  ます。その一方で、PMD∧のⅦわる臥7・仇轟労川ま、日並月歩のもので  
俣、よ竹かつ迅ユな対応や新村餌・幼児的な甥増休制をエ‡＿ル匡塵品行政lこ役立  あリb期間に大きく万句竹の史化や【i】民のニーズや那心の史化u亡きえ  
てるためにも必毛とエモいます．  るのてiilJかつ女性なi：凪が必要なこともあります．玖戒u壕の息見や  

璧乏を丼切にかつi章1プにヰエ寸して、より相良の決膿が有効かつ安全に行  

えるようにする柔軟な仕側聞も設定すればよいと思います。・同内外で  
高額な直美品・臥抽斗苓が医膿埠済牟圧迫する檀食間朗ともなっていま  
す。葉書承認と侵攻承削tイコールになりがちな傾向を笠じていますが、  
医攫綬済に関するコストについても今後Jこ9を謹めることが壬要だと感じ  
ています．・筑景品の間食は軟米が中心で、白人を中心とした比丘試  
鰻慮榔こ基づき払子・治虫字が栗欄している状たです．なかなか日太人  
やアジア地ぜの何々としての有朋性及び富合Mの機腋諷肌郡附加㍑で  
あるので、榔甘心偶・台東丁のアジアの河口と仇■朽慮て塩力できるとこ  
ろは協力して、日本人を含めたアジアニ√柁でのi土庄i山一・地膚間食帯を椎  
ぶして∴制号の四民の彗l慮に役立てられるようにエ夫でき九ばと禁じま  

すh・企又やR休17曇・患鶉巨体含む）からの掬し入れや要班につい  
ても、利蔓ぺ！反の視点声巧慮すべきと飢、ます．   
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n  卜I   卜，  ク  ユーt  】lI  ユーユ  ユー1  1  
所見  

存じでしたか？  ださい。   向けト人材のT成・確保、そのような人材が無力を発揮できる環墳 の璽■や繊■文化のあり方などに隕し したら、ご自由にお書きください。  
、塊状を臨幸え克よすべき  

霹書やそれを■り越えるための檀茶を、ご自由にお書きください。   
か？   

手すか？   

か？   

IⅦA   －トl王座きもとに行わ九た痍i寸轄共について．フィード′くックをして  

杷概している  は、丈た的で書M的、かつ、バランスのとれた愚考ができる人材の充実が望まれる  えない  を島じております．文巳の土蔵においてIi、，つlつの¶附こおいて．事角  
と思います．  椚な■王」が心事でもり、また、しばしば．書ら九た用稚声もとに．苓濃して  

椚輔李雷iうBたが亀尽ことから．れしさし三宣しております．駄先皇及び  
医■t暮に対しては、正巳一人一人に、多けな思いや■えカがあもことと  
思い壬すが、■切な絹代異■声†ラい．■tのリスクt汗が行え九はと盟い  
ます．総会■叫での霊擢を逢して、人々のt■に書写でき九ば奪いです。   

38  PlJDA  知っているし、内容も  このような縫言は定期的に行い、傘8訓ま川こ政権交代の直後ということもあり、国民  互qがtよを述べあいオ凛をIl声することが錮書へのフィードバックにつながると  はい  いいえ  どちらともい  斬しい欄■でもり、色iな可篤恨があるところたと空し、ま丁．1∈のある  定顆的に行い、その増井がどのよに反映されるかを見守らせていただき  
杷優している  を中心に情報を発信していくことはt賽であると考えます，   用います．また、輌樺It丘が年々充実してきていることはありがたいです．  えない  ▲輝にやりがいと成きをさじfす．モの由で自分がtいている朋の■但で  

は一日の多くを遇ご丁とこちであり．那・江最多飴わとする書■が書きや丁  

いヨ丑を事欠して作ることtこセリ粥むべきだと曳います．今生のヱに独儀  
交代fよ繍してか、前のポ担がさ九ましたが、十分な披明はあったので  
しょうか？対外的は「ポスト壇やし」、一本省からの天下リjというm■を与え  

てしまいがちです．そこの射で書いている方の多くは、熊カがあるでしょう  

から、そのようなm■を拷たれることがマイナスになることを賛意していま  

す．tして、毘のt師は広疇集積が不博1な嶺角があるので．●櫨の虚  
書を望みます。   

87  PI瓜A  知っているが、内幸  ・瞬間の舞い宇で、よくおまとめになったと見い手す。・しかしながら．ト＝‥・という  ・にの胃 の貫現に向け．jという1積に1粕法があり王す．り一念止は、PHD人■  どちらともい  どちらともい  どちらともい  ・ヨmm∧は、才2については」訂鶴ちいと男いまrが．畔古詩責は欠如  L（エアンケート実篤にあたっての、婁■彙でのやりとり（折彙舘折）声樗丈し  

あるいは、帥心がな  玉音や事暮慨書はで倉ていないと思います（役■やt8鮭門の暮絆■A なく，アンケートの自的やその饅わ九万が疇零さ九ておらす．毒1かたが  
い   たということかと思います．・す墟rl畿鞘伍（撞1）」が手とめられもと兄い手すが、  とき、いつもこの理会夢見い起こしてほしいJと書わ九壬した．私は、この理念t＝■づ  は把馨していない、  東1もあった．また．・‥＝という乳別歳った．」という■琶が散見されるのは、「第  貞の†i敵の煤鞄となるものであり、P叫n人t員の中に柵原たるものとして存在すべき  えない  えない  えない  していると患い妻丁．赤字有朋や象山桝よに向けて，企■島貫でのよ慮  手Lた，そのぅえで．） ・当初より予定さ九ていたアンケートの冥庵では       一次壇菖」ということもあるでL▲う軋「こうすべき止いう緒論が出ない書綿があっ  ものと考えてい子丁，近■神事曇は、「みなさんが1禰を斤ラ上で寺うことがあった                  は 、公欝Å出向前が事（、重当の1屯での倉又擬苫を■につけている■ 毒たの｛揖拉で王権さ九たアンケートという乱、が強く．珂苓丁べきかど  

その段＃になっても．「由■伊㌘止いうような状況であれlま、このような事績は、（椎  いて、日々真横声4ぅっています。 ・ところで、r横Eき■さ」の壬▲方々の、＝の  はいぢい）．■■な理念があってもこ九を貢朽するインフう（■嬰モのも ≦うかも違いました（少ちくとも払は大量不快です）．アンケート丈毘にかか  
がどの時点で檎討しても）正解モ導くことは職しいということかと思います．  理念にかかる評傭・慮惣はどのようなものなのでLょうか？  の）が崇くなってしまう（償靂Lてしまうにとがあっては何もなり壬せん．t  

います．   瑠お門に、企集線嘗の綺職者を配tすることを榛肘する必事があると思   幸一萱喜筆。＝考・・ 
性は実施していただきたいと思います．   

38  l¶n▲  知っているが、内専  はい  はい  はい  
は幣礪Lていない、  

り1二】                ユ9  PMD∧  知っているし、内写も  ・一旨細事填が極めて蓼■にわたっていて、この嶋色書だけてIi人体的な妻がよえな  ・役立牡5年未を増さしたのみで、t■の大半かここ2－3年内の庄用ホヨであもと  はい  はい  はい  ・鰻■がま速に大書くなったこともあって．自分の鍼優しぢいセクシユンのbl・本アンケートは自由正戴がd心で、匡手織1がどのように取り手とめら  
把橿している  いものが事い．・鼓■文代櫨、これら¢椙曲事鳩がどのょうに尺皇方t著ゎるい  いう一件わて宅い鯛■Jである。・壬た．P■）人の著書が■王上乗遥の可否きま丁  きが臭えないことが事い．・円■】A全件てせ事をしている「実感頭叩てれるのか、取りまとめた筍■がどのようなことに償われるのか．司著者に  

は政府の鰻重に反吐さ九ていくのか、そのプロセスやタイムスケジュールも見えてこ  るという状況にありながら、法的な承辻札■は■三芳廿大臣にぁるたれに、ややも  るよう、もっとエ失すべきだと盟う．  とって不琴閃ことが多い，・この蝉I即＝急いでエアンケートを菓篭する壬  
ない．t現行の立欄虔を基に暮暮t安全・榔などの業務を執行するPHDAのサイ  味があるのかよく1つからす、亘菩も■きづらかった。   

ドからいうと、制度改正や舶■体制のよ直しばか研こ労力喜劇かれ、日頃の蔓痛が  
蓬ち着いてできなくなるようなことのないようにして欲しい．  たことは、それなりに亀■があると思う．  

ば杷媚していない、  ては、■いせJであると男うが、その貫引の万遼やせり蛸みまなどがヱLく、あfり  に洗わった払憂孟丁により．多くの余が助かったならば．自ずと坤烹が謹讃し．鯛■  る．穐電がないため，史■の隼禽箆や1年書がフしいと墓じも．社■食叫謎式なので、とこ王で01とできるかロ儒．もう少しl与甥多かけて、韻★震  
あるいは、関心がな  に共通だが、t人のqllの4大が禽4の蹟Ilき熱仏化させている．環ま の川●声してから文集すべき．この打島のアンケート声清まえて．鴇色t  

ベき測や方鷺などを多く含めた万が曳いのではないか．そういった意味では、行  †蛤与）血F良くすることと、巣の㌣：★や巣書の良い面、景い両チビデオ、秩声帯で教  を持つことや、■倭・丑ホ壊のみては、いすれ覆り立たなくなるIt素な人  （－舶lが作成されるのだとしたら．噸け．暮く一触）の門島声t．州（－り．吼】し  

敵の立■の者の員見も多く取り入れた万が良いと感じました。（偏りがあっては用リ  材確保が）のではないか。   たくなくなると盈う．アンケートの円満虻このレベルなち、転又として．文集  

ますが‥・）   すべきてはなかったと考える．1貝の気Ilちを知りたいという隻■の戯マ  
〔夏衣鼻1i鐘声良くすもためのヰニ享として■1の気Ilちを1ロることは1い  
ことではぁる）に＃し切られただけではないのか。   

れ  はい  はい  どちらともい  
だ声趣L  孟ない  

1，   はい  はい  はい   

－ このアンケートチtに事一次甘木Fはんだ．広重品Ii鰻のあるべき要（方向性）とし   から、野呂にしわるような臥彙品††厳に㌻丁る監視・i†qt鑑青書え．かつ誤三覇  か繹Lていさたいと爪い三千．  き文集していただきたい。  
性享1！王き1別の呈㌘かな戌■と蔓Ⅵな托坤盟仇乏uま丁－  
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事食にあたる虞舞の多くは、蝶含の支貧に貫けて努力し罵言モしていると思う。しか はい   まい  はい  

44  

効率と羊を共に上げるには、SOPなどの書王の簑サもー雷であるが、転居は集扱こ  
当たる看の能力し遥正に尽きると季じる。・隻しい社会帽弊の中、PMD∧ではこれ  
からもせ員予定と繋いており、このこと自体は大ま引ましい．F人には乗手に昭侍し  

；  

たい。しかし、F人を耳人し1てさた堵はから、填太的に鴫力が崖り仁いのではない  
か．暮掛こ向いてし、ないのではないか、と雇われる暑が多いのではと禁じる．・も  
ちろん．すでにわ環Lている奄にも托力や逓誓に？が勺く毒も少なからすいると彗じ  
る。・よリサ秀で適正のある人メノきけ呈するためlこ、貧紆1で渓幸丁る善に電力  
を存分に乗挿してもらえもよう、さちに桟道f柳こ嶋与）のせ雪があーと寺じも。  
M）Aの玉梓は日東てはPMnAでしかできないのだから。にqに．在橿電についても  

f  

苦労して努力して成文亨ごしている零には、そ九なりの鞋遇の誓書が必事と考え  

な  

∈  i ！  

【 戸  
いものだろうか？・その他 インターネットで、きちんと1琴をこなしている笥■菩  
傷つけるような℡き込みは絶対に許せない．精しいと思うが．上♯芦馴ま対漁を打て  

ないだろうか。   

45  PMDA  今互初めて知った  はい  どちらともい  
えない   

ヰ6  PMOA  今両部めて舐った  ともい  はい  はい  

47  tり王ありません。 どちらともい   
杷縞している   えない  となっている．まじめにぷ吸、休日と働いてもそれはごめられず、公撲■に  

対するr批判」のみ∴辞めたくなる人も多いのではないか。また、苦作処理  
で仕弔ができず、ノイロトーゼ零の人が多い．そのような人がいるのでさら  

に忙しくなる。→ノイローゼ、和神異常の人が多い。   

は把握していない、  食での穫討は、∬君の季夏から媒在の暮｛体制まで多岐にわたり桟討されており、  ると黒います。PMDAは当拝も1まエ界では知られていますが、レイニ手、研究者、大字  います．我々のエ拝が七の中の人にもっと五千（lしていただけるとうれしい  

あるいは、W心がな  ri－三等はPMnAのエ托内密を知らない人も多いと考えられるため．学食等で文書内  のですが、こi任されるのは、手■な占用用が起こった場合了であり、マイ  

い   王手を！毒す慎嚢があれは取払を】キち、香里看がこナえてくるのではないかと患います。  ナス血でしか二††iされていないのでは机、てしょうか？また、7曇に参加  

さらに、に言の中にも二戸鉱されていましたが、大学での塗エにレギュラトリーサイ工ン  しても．玖詳丁の介■を甘く墨り．ドラッグラグの二王をされ．さ介のⅣさを指  

スを加えてもらい、PMDAのエ摂の重塾性とやりがいを．1す捜彙を作ることがよりよ  けさ九重す．しかし、加重全文の【】▲ての¶先の〝れが大さな雲仙であ  

い人材き織ヴするために里モであると，雪し、ます。また、現在、，一l和があるため．企  リ、最近のさ禽はかなり？くなってきていると思います．王た、Ijた、PMDA  
業とPMnAの人月交禁がほとんどありませんが．FDAでは望んに行われており、FDA  が示すど才禽11甥はノ中川曾1のりち須切札含まれるので、PMnAが♯  
でむ拝することが次へのステップアップにつながっているようです血日本でも行わ九  ☆に要した略軋坤：l企慕が蓋した拍¶、軒務金牌Ⅶをそれぞれ公重し  
れば、紆たな血が吹き込まれることばq々な上嶋遭となると居います・  ないと、慕禽を担当した毒のカカが如I＝現れないとⅢし＼手す。I．Iにl年以  

48   内の追加訊いが行われた鳩舎、取り下げにもならず、そのために高倉が  
lが．工発が忙しくt【典の瞥作に¢加てき仁い扶観です．壬た・さ書ホ，1員蒼壬、専門  遅くなったことが分かりません．PMDAの努力がより明らかになる手法で乙平  

分耶の幾門1山王き点れる努力モしぢいといけませんが、声t司ても大7の幕末ギで  価していただけたら、幸いです。  
無傷できもくらいの箕巧がてきないとマネージメント11てきてしスペシャリストにはな  

・■ 
・ 

禦います。P仰∧て石黒さ食三蔵にほ萌ナる多くの方が．エ掛こ望きがい一度じて  
tおり．より雫射てよりぎ今な久美嘉を星く竺の利ここせるよう、8豊嶋払っています。  

最近では曇異に書l間発き臼穫に、コストの左い巳Ⅹ人の這寧日腋が少なくて沸む笹口  

l共庸鵬翻するグロ‾′くル企…えてきていjすさ 
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n  卜】  卜，  〉  コ▲l．  ユーI  ユー3  ユー1  1  

新茶  ★一次提言をご  本拠書に嘱して、ご意見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合牡れでは5つの行動理念を掲げています。この理念の実現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕事について、婁じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実篤することに明して、ご書見がご  
＃じでしたか？  ださい．   向け．人材の書成・韓傑、そのような人材が能力を発揮できる¶墳  ざいましたら、ご自由にお暮きください。  

のi■や錮■文化のあり方などに嘱し．ま状を鶴圭え克服すべき  
鐸■やそれを彙り縫えるための檀兼を、ご自由にお書きください．   

か？   

ますか？   

国幹共同治膿では全体で礪効性を示し、日本人でも同樺の方向を示していれlま、お  
そらく承認が可能と判断されることになりますが、外項人ではよくても、本当に日本  
人で萄効性なのか、安全性は大丈夫なのかは緒局のところ十分にわかりません．承  
致した場合でも、市t後に安全性を積放することが工事になってきますが、優に市販  
後にtlな著書暮tが起こった場合、1任は暮tを行った我々の■任となるので  
し上うか？また、鳳亡共編為躾では日一人の有効れが明らかにならなかった場合、  
糞外では承托されても．その或■では、日太では承辻でせないと判断せざるを欄な  
い場合があリfT．当鎖日1人で機転Tもさ嘲■は■まらないため、企業が月本で  
の東泉を中止した場令、こ九もドラッグラグと菖わ九、我々は1められるのでしょう  
か？海外ではき速さ九ている1州が、日iの臨広甜で1知性が■曝で、支全性  
であった場合、席召手厚草した上で追跡慮事文集すべきと考えます。さらドラッグ  
ラグが広がりますが、そ九l土日主人の虚名lことって、我々Ii量■なのでしようか？実  
眼．不蔵遭となった増舎、食エは由ユ手書リ下けるため、その成疇が曇に出ること l土まん 
ありせ．鳥書は．ただき辻が葺いということで手玉暮を捜近します．私遽は守  
埠暮痛があるため、事実モ∈えることがでモません．取り下けた1含でもま由が公  
表できるようにすることが、暮企の透明化ではないでLようか．  

ll  PHDA  知っているし、内容も  はい  はい  はい  帥Aのt■lir重曹さんのために」とのよ濾声帯って．韓日ヨくまで頑  
把橿している  張ってい手す。弄全対隻でもl00名1■さ九ると欝きfしたが．人tが増え  

ると、日々のルーチン蔓房にも韓¶的食撞ができ、鳩首さ九た封作零度例  
について、さらにいろいろな1よからのギ楼がユみ．さらなもぎ全天策モ  
実行することがでさると患っていtす．PunAの■■li薬事を起こさない1  
書の努力をしていることは∴専＃して下さい。  

50  PlJD∧  知っているし．内容も  はい  はい  いいえ  
鱗】暮している  

5l  PHD∧  今回初めて知った  ・暮ヰとして魅力的な書所にする必蔓があると思っています。ただ斗に人を♯めるだ  
けでなく、1度盛が感じられること、書門性毛より向上できることなどの施策がなけ九  えない   
ば優蒼な人材の定着は＃Lいと見いぎす。・ぎオ溺媚、冶■現場を具体的に理  雌でリスクとベネフィットのバランスをサーに見極めること、リスクをコント  
無した上で、■務にあたることが1璽と患います．   ロールするためのi櫓な対策を講じること、医■現壌、鳥篭様に正練な慣  

キを伝えることが大切であると考えています．  

5之  P柵A  知っているし、内容も  いいえ  いいえ  どちらともい  
ない  

縄■丁いる  どちらともい t仁  どちらともい iた  どちらともい  

lロj■l＿T■いる   ゼ・tl仕的ぬ傭虐♪なってい息′見おL重す＿   い   い   まない  
51  帥nA  座っn、るし、内蓉も  （J‖こついて）目の前の▲滞に追わ九て、新しい分野尊を習＃する時間を作ること  
把権している  が難しい。→時間を見つけて研ヰ（新薬説明会、虚触強食）へ参加する．   る．（会■事の賃料が王）壇■していく中で、何らかのエ夫が必憂．・積  

極性が王事。  

55  P叫DA  知っているし、内蕃も  どちらともい   どちらともい 貢な  どちらともい  
■l＿丁いる  ない   い   童ない  

J■  はい  l乱＼  はい  矧こ救済に関しては、儀■覆書にあわれた方からの餅ヌ雷雲きに処ぎ  
把犠している  し．個人1書鵜の秘密き厳守する、きわめて重い使命をあすかっている．常  

に♯lニ白々t■にlてヒGと 
PHDA  知っているが、内幸  にこ九参拝．  

えない   
アンケートを行う目的を轄毒しておらず申し訳ありません，   

は杷欄していない、  

へニー  
却っているし、内亭も  期捧しておりましたが、残念ながら、この提言は一触的にすでに周文の事実内容の  この～つの押食事おt化さ盲ないためには．マス⊃ミや鼓法的な宗応に峰輸し．国 年の間にその人■キ確保せぎる千礪机、秩父．このデフレの日本におい  

を呵己した将度であり、特段日を引くような棲吉事碩などは員あたらす、lあり方穣一†  lこ．封作用零の篭↑■陀仏Ii独法化の正に．rl倭事斤三芳t事がnうみが必筆．  て、t－といっても良いだちう。 内定■の亡には．一丈＃重合真の捜用  
曇Jを繰tしてまで作り上げた内払ま封鳳来えなかった。（宵十王鶉で文事などまと  1鴫■†重かち■生方t筍が濃けなL＼11飼が¢事．Jとのことから．ヰの鯛■外叫  に落ちた著なども令書九、罵のiい人山が付保てモると11不可kかと。  
められたのでは？）手た安全対策要▲をl00名増1とのことであるが、亭1■根拠を  tt囁が暮★・廿■し．け隻芳■雀研こ嶋告ナる）となリーLたが、これば大きな辞書  また■育毛の増Aを一書拝んでいるのは、堤ま早期Il雲看であるl壬ずの  
「あり万機討会」が公表しなかったことが、残念．   を生んでいると畠じる．霹芳稿の▲†＝ま、総合tl引こ岩しーマスコミ雪が狙いでい  轟が関集系富儀だと患う。ヰかに独仏の穀倉■llの人員で1i敢米並  

る製品はさつさと慮述するl暮春上の間血ムー止めても、書Miモ脱増しさつさと銅  みの書食や印書・分析は不可能カ、と現うが、t育もの1員が■が那稟系  
ち＝ーマスコミ等のせⅦが知らない安全性上の間盈は、極力総合■囁から鴇色しな  官憬の崎山ま向ポスト声欄やしただけとならないよう虻■が必暮．現  
いJ「マスコミ宗瓜はⅦ九た本省が対応」です．嚢ナ引こ、専門写1団である駁合  在、壇■に伴い総会■ll仰＝擢々な倒や注が突足しているようだが、全く  
t欄がな身のげdで．■倉や騨倉声し、モの揖虞が公にをることで．その壮の面倒  機能しておらす．人■だけオ圧して．その人tいこ瓜じたよ拝は捜で考える  
なマス⊃ミ・四●東庄き融けたいとのキャリアー一世むらでIiの先登がかほ丁．巴  的発熱ま、民間企業では萌えられないのではないか．  
令1囁内の什山戸みてLお分かりかと曳います．一触の封民声簸けば，餌良以上1  
はすべて■芳名からの1慕キャリアヒま向ホで占hら九ており、こ九はまさに鮭チ■  
llのエ潤筆■芳礪のコントロール下にTき．食エ†なこと事さ甘ないモせ釣な■面が  
伺え雷丁．11‖皿1と筍管をもった人月の■邑でありながら、このような上書出で  
占められた鯛■である屯り．同比8はてのIユ？的な的檜な¶斬111押と島じる。  

1～9   はい   
は把ギしていない．  不足、これまでの1深、多くの増訂な手挨き等により、各噂邑の良心がうまく仕利こ  によりⅦ野が広がることから、魅力的だと灰っている。   ていることをわかってもらえれは幸いてあも．  

あるいは、耶心がな  辰牧されない餌分はあるかもしれない。また．かなり多忙てあること、紆沸納け由か  
い  ら且騨のチ門uユが円られる鳩である嫡外の学会：ニュ札が内¶になってきていること  

は不ぎである。  



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

れ  コー2．  

融r  ぎいましたら、ご自由にお書きください。  
の整傷や繊■文化のあり方などに閲し、現状を踏まえ克服すべき  
畏増やそれを彙り縫えるための提案を、ご自由にお書きください。  

盲6  

は杷辞してい亡い、  ． 
・′  

81  

を 、 

で大切だと思います．  句だと思います．  
簾壌としてのスタンスを示し．穏鶉をもって凛示することが大切だと思し＼ま  

す。企異によっても．強く三蝿丁るところとそうでないところがありますがし  

どちらに㌻しても同柵こ対応する姿勢が、佳噂を！1るために重要と考えま  
す。   

62  はい  はい  はい  
iE耕している  

63  

杷礫している  
に群∬すべきだし、た或は捜轟をi墓瀾すべきです。一方、今三必璽なのは、乃連のや、宇篭で教書すらされていないじ含環▲lの1拝をうまくこなせる人材が野合覆－Ⅰ  

ためにはなにが必要なのか。日本でtT発開始が靂外より遅いことが背  

や叩甥とモ違の棄力をもつそれぞれがu何に憎頓を共イIしてその憎化が内包するのl「をたた〈ことなと雫J■だし、It糟みてあり、も㌻に見分けなどつきません。学業  
景となっているのだが、8追、より早く新しい薬を日本人に届けるため、日  

危枝憎書鱒足するシステムを一1壬することだと守男いたします。割として適切ではなの足Ii憬美春やせれた医礪びも零がど含即lての亡■をうまくこなせるとも輔りま  
エ人ての壌彊をペらしたいと主譲する企エが多い∴ぢ幣共剛台絨での日  

いかもしれ雪盲んが、けロ真暮ホlをP■内に投与しないよう翼きつけましょうと声を了ん．ビ含■11における託たit巧電力†ま．おそらく、1帯をこなしながら後天的に事  
太人ふq◆bnリ、【iユ叫様に止鱒てのさ脚数誉り、埠積左例では三内t相  

から丁ことば大事ですが．I！ロ真書削が椚顎ラインにつながらないと岬みを作ることめていくしかないのだと乃い言T．ピ舎嘩▲lは若い瑚tであり．綬鱒空戦土（少ちし、  
が鴨機筋止たれの封仏門仁又とぢりました．王′こ、ノ・毛なlトFr－・くe5トF；印が1I～ちハのP．ジき甘く三か丁、仏，Iがサっていると躾じま丁。自分でじつ〈り考えノ『n  

1   J鱗をやらないと三くlすも甘叉Lある．これに斉し、必蓼な長引bでの横 餅㌶認諾深詰襟悪忠恕悪  
の乃生策に一人いたとしても、黙■抹仁シグナルをdユヒ貢たかu甘です∴机人の礁r沃のための娃霊．を数多くし、堵1I＝嵩な先甘の兼良や、企三等の麦汁にニtされる  は鰻を実鴎していても）ド合れJlに≠頚な貴求をされたと学会等で発言す  

㌘晋諾課≡ミラ認笠急こ票還宣言書妄語蒜㌶諜宗怒諾l三業ケ誓詫言怒誓諾ニノ書芸ま三㌧、音詩雲≡…孟≡望忘こミ空諜認㌫  るしあるいは、それなら日本での同乗はしないとの脅しとも言えなくない主  

ように・さらにIi告Eを王かせるためlこ、どのよう仁万玉かとられるのでしょうか。亀・トi長を妨げている酌分があります。まずは、人員の確保が雷要だと患います．研削  
張をする顎の反応が葬ってくることがある。園内外でたiも用pが異なる孤  

摺だからですみますてしょうかh多くの王者の蚤皇を銅鐸酌に控覆している重責き読とが日代ユ弦云々を三lることがありますが、オーバーワークの鞘であることにご冨薫い  
剤が鳥然と存在する中で．日本人血石のために．日本人のデータを減ら  

から疇耀を噴い上けるシステムはあるのでし▲うかぃqlしたデータを蛋、江頑健ただかないと昌ります。  
すことが良いことなのか．甚だ疑問である。「安全かどうかよくわからない、  

l Ⅸ  

おそらくイl効な医員晶堰糧噴翠をより早く医血現場に届ける」ということで  
良いとは皿えない．一方で、このような状況を知ってか知らずか、外国で  

使っている量はすぐにでも日本でも使えるようにすべきとの．サツもある。医  
膚W堰椚．血書、盈民全体の忠一吼は奈辺にあるのか．その鮭漁に従っ  
て、桂台酢lの役割を巧えなければならないのか、良・いこ牲って仕璃をこ  
れまで通り進めるのが良いのか、といったところが、最近思うところ。  
もう一つ、扁巾王矧こ托わるq鋸よ．魁ポ、凰11填書名、企工尊からの妨  
訟の対象となりかねない裏務を日々き行している。海外の例に惜し、、法的  
に扁巾几の免Åを保証する∴ピ合庚】lに法丹の専門部門を眼ける顎の対  
孤をお兄いLたい。   

】   

6ヰ  

1   

なlりFF㍗うために、Il々な鶉■1Ⅶ堰の方々が1まって日々工拝も行っ   
ている．自分の鶉「り領は以外の方の耽旦鬼を・汚ことは自身のさ禽電力  

曜IlとのⅥ鴫7に牒し、Jl々な立場からのロ．pが交わされ、弓きl∴き．l．qがなされ  環の速達Jこの－むとして、近生技lて■超■の＝鸞■が㌻され、ぢ忘い≡‘ての環八がそ  

るものと思われるが、いずれにせよ、ます∫壬双方の人碍交：たをよリー簿充真させる  れぞれの三：汰を共石し合いJ二iを交わしているが．苦手響こ蛋花Rが急増したことを  
向上にとって大変有益である．また、扁こご三富☆王只を行う上では奴台場  
I薫のさ禽印門Hも行a的なjlけ層－コt！言放学びその上で科学的現lと  

ことで†責布共有の領化を行い、玉代の効箪化の向上を自指すことが空事と考える。  j含まえ、人材育成の方翼を犠化すペきと考える。  の′くランス丁をろえ、天文した手書を行うことが平井と上】1われる．その点  

で、】て＃べたとおり、匡眞品行dに複わるすlミー士が11蟻的に人弔交流す  
る必至があると勇われる．  

L  
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トJ   ？  ユー1  ユー7   1  l  

n    ト1                                         i         「  コー4      所峯  第一次提書をご  本拠菖に明してご暮見などがございましたら．ご自由にお書きく  総会■構では5つの行動理念を穐1fています。この理念の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合機群での仕事について、悪じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、一書見が－  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材の書戒・暮俣、そのような人材が能力を食事できる1墳  ざい手したら、ご自由にお暮きください。   

の1■や鴇書文化のあり方などに印し、環状を臨幸え克覿すべき  
霹tやそれをtリ払えるための捜藁を、ご自由にお暮きください．   

か？   

ますか？   

か？   

l■）A  却っているL、内舎も  ‾、▲檜‾▼九慣規  
事巴橿している  われているのか十分な■倉の上で慎tに行っていくべきと思う．透明化のために   えない   るのか。1■が招来のビジョンをどう考えているのかが見えない， 化されることばhLくないが．■櫨サイドの里見はせにUら九る■さが少  

暮董や安全蒼天の遅九手書たしてもいけない．内部で華Fの8■がきちんと土澤さ  ワークライフ／巧ンスを考える綿も机、ほどせ事にu書曾ざるを鞘なくなない．もしくは暮ったばかりにたちヂち藁樗量儀ととらえら九．せ℡の債叫  
れていることこそが1も大■であること享これてlまいけない。・絵料が決して良く  る巨壇没まは間鳥だ．・J芳書と■囁が互いの暮欝羊叶解し、功1的ーを失いかわちいから書いにくくもあり、札鼻の更の■を℡し、てもらえる■曇  
はなく世職の■しい複線がある中、書手な人材を大勢リクルートするには電界があ  に協力していくた軋ほ下り」という世Ⅶの短牡的碑えにEせす・20臣を与えられたことは附で青ると患う▼・アンケヰを実施することで伺  
リーqの食よは今あるマン／くっ一を蜘■の力、チームの力でいかに大さくできる  ＿30丘代の芸事■■の∫芳儀と徽Ⅶ甥での人事文法ほ叫鍾的‡こあるベーかをギ畏で雪るとも景えないが．この徽■に書Ilの1■の■■斗と間q鷺  
かにかかっていると患う．・多書の暮t晶うを抱え、かつ一つ一つが書手に書航  き。・甘鹸があり．書tにもカモ注ぐぺき敲三色、三∈クラスの1■の 九、8々の邑れとの良し、ぶりを読み取って1き、■増が雪線さらに託気を  
する案件である中 βにとする暮暮神職の1庄を罰撞とした義務進行に窮めてはい  主務が遥暮であり、新人敦tに訣別副、てし、ない．手だ看い鮪■であり∴1し．企暮、匿■従■専．t著の敷けとな九るような4吉につなが九ば幸  
るものの、点しい状況だ．本来、書■が不t全な残纂を快けてょうやく達成できるよ  逼ま縄にあるとはいえ．出口がよえない．・暮董の勅書化のため．鐘か  
うな岳書抜定はあってIiぢらない．・藁事行政、今換の藁のあり方尊、大きな鋤の  い点でIiあるが．打ち合わせ舞乱打ち合わ曾事訴人■、遭行事に、冥  
よ方を霊異ることも必壬で、そのための教青も大■だと患う。  鴨をptした上、より効1的なものぢものにできる彙堆はあるとモう．  

劃三宅、三≡クラスの遇t■嬉のみら九も街暮で烏Ll弓主任、主任クラス  
の■■を増やし、チームを分下して仕事を分散さマないと．昌亡のタイム  

1  

いる■■ほ辞儀さ九るべき．・雷士鮪では、三∈クラス以上でないと、  
地上l暑との交まほほとんどないこと帆■■の知ユや甥鰻の書りや．仕事  
の進め方のふ■間でのばらつきを望んでいるのではないか．   

PHD∧  知っているし 内呑も  蔓書がどのような婿■で彙生L．櫨書が拡大してしまったのかが、畔黒ケ⊇とともにわ  事さ事にな鍾的に蓼加し．自己の寄■喜囲っていもが、患者巨体との対話のt彙を  はい  はい  はい  貫tに1∈ぁる仕事をしているといっ英幸があり，やりがいをきじながら  疇にありません。  
紀■している  かりやすく記■さ九ていると景った．今司の第一次槌音により、藁薯の同比を再認暮  日々の■精にセリ増わています．   

することができた。   t雷と考える．  

67  叩∧  今匡切めて知った  どちらともい  

ll  PMDA  知っているが、内容  
はだ凛していない、  んtヰ的にIi凶が全1任を持つことは当然だと軋、ますが、■疇では「t鴨的な責  
あるいは、関心がな  住は庄だから」といった雰男気が蕗じられることがあり、そのような心持ちでは過去  
い  の教訓を重かすことはれしくなるのではないかと感じます。暮董・安全対策・救済す  

ぺてにおいて■■はどこまでの▲任を持つか明種にした方が1任慮を持って嘉毒そ  
行うことができるようになるのではないかと思います，   

60PMDA  書ガ書箭で人■蟹tをし、i切な人件書の割り振りをすへき。   はい  はい  どちbともい  

l  

えない   

▲鳥いはW心力くな             ‾  l   （  rT 、    善  く l環t；鶉 一ん【したが 辞虹してし、く‾  70「PHD∧   uっでいるし、内呑も  
把凛している   えない   

出丁 
、 

■鑓などの駐鰊の残しカについても潜み込んでよいと盟います．   ます。・もしかすると、心に余裕をもてない人ほど忙しいの机効率的にこなせてい  
ないのか、四民，患舌を土讃して嘉帯を行えていないケースも多いかもしれません．  

（                       ■    曹が 裏l‾｝る■はほ んど纏いの ある青嶋著書tで  71  PHDA  知っているL、内容も  
紀さしている   杜との人材交荒が必要。   えない   

とIlある．・仕事は書に山積み状島であり、一つ一つの仕事に濃度層は捧  ら…抑る0 

っ、 把零している   †丁  lW）A  知ているL内さも   イ第一次げ■」て＃べちれている暮は、仇薬品4号鼓の本員あるべさ鱒■愴jとして ㍍粧さ九ており‾の環彗●については個人的にはF属する机もしIり■1▲のu  5）「遇五の蓼くの－Jについては．PW∧声適意しているI－D∧の♯鮎自▲がモの理 貪き押甘されていないまま、Pun▲が詳言さ九披け、鱒■としての丁臼d・；†蚕‖叶臨  はい  どちらともい えない  どちらともし えな  か？」、「3－3ゎなたはこの■叫き、あなたの檎tなとにも似め壬す 弓壬なtさであり、書換にのようなアンケート絹■；i．必tlこ以一て買電し  
か？止いう司書とLて．Tどちらともいえ机、止ヌ供した打直として、与Eていただきたい．・このような丁ンケートき文集した増ゃIi．■にアンケー  状（PHl）人の擢える間穐血）暫址暮せすに このl第一次け品痛モの壬王支持すると  乏さ九ているようlこ思えるたれせ1があ事と盟われる（明らかに速成邑tな絶徽          尤・ると硬n凸▲りLより大■む闇鵡が生じることが墾貪さ九る，は嶋日のr5つの  日亡羊幅lす、帯れ的に℡えの良いq‖∫かり責▲さ九ていると只わ九る）．桝えば．  憂患間責lこ嘱aがあれは、rW▲の王祥内高負lいi．アカデミツウ．餌覆トを東尾丁るだけでなく．tい仏文や－不一次げgJへの反機状茨につい  

‡うむ押含Iに弄するコメント手間）・PWAの予事個人の不慮三省且び手甘Il科＝  lW∧の茶！期l三】期日横▼中嘲ミ†再の腹中■蓼  t臥製鷹合暮などに粉疇丁るよりも．長州筍て臥玉品研究のせ界声合 て細▲にフノード′くックしてい′ニ′ごきたい。・もし次月以qLこのよっ  
附する州汰む¶についてし「事－よけ言」て■■Tベき事鳩と1える・l叫■l人のI▼  （htlp．ソ…．PM山pJP小●鵬／トYO叫bノ？Ohフ1∝‖h．－h心劃／仙／hクI∝＝8油・叩l  仏的に月濃丁ことができ．fた、円内外の臥薬品何食のせ界む何事ダイナなアンケートを冥策丁るのてあ九は、Lう少し．アンケートの痛nについて  
収入については．りく斬久糞品闇凛山門の主な8人が一員辻由は丁甘茶1及びー三か麟  ミックに脾臓しながら．切々な広い址ユタ了ふことができる血が■常にイIは、IW∧の全休tや方向¶に饗丁る犬舎なテーマだけでなく、トピック（陣  

柑pT■お止なっているが膵あたりの■狂ゆJ粁牡及びカ月粗描押し込みれ   8てある机病濾のょうlこ、ⅦD▲の申鋸†串Ii．欧文の謀判当局のようiかを勧ったものし莫絶していただ書たい．  
■liせ界（8▲声含む）の仏藁品間欠状況零に後押しており．†点廷m濾TtBj  の用城にタイムリーに圭乱．相はn色一価．成分あたり平均相』包t‘乱とマイ  に聖文な揖嘲新島てはなく．i†再白≠が三根凶hであったり．嶋■い蕪に  

及びl治繊細は手■さ1いす九においても安定的な収入濃となっていないこと  ルストーンがは示されており．このたれにさtな人Å払大は丁，コ8名鵡Alとなってい  rp仙人の5つのI亨■汀含jと矛応丁る内さが鯛み人hら九ており．近大まj  

1川口∧の暮★間躊拇∩については蝮Xの∬叫1局lこ比べ．下▼の収入鰻の礪  も．LかLながら．鋼玉（W任l8月〉に．書★員不℡のム．頴鰻相田の受付賛汀が  の山耶†再▼ら培餓竹が】8任されぢい綿■であることから．w▲の甲支  

王¶が軋、専l、～上川n▲の予▼の豊科こあたってIi、PHn▲内でー策む的であるこ  なR期ビジョンが見出甘机、こと．ヱ・近年のIW∧の欄月エ†蕪lこより．  

とIIヽ■】人の出門1こより、予▼が不ぎしがちな山王と一丁が宍る城内lこある虹tとが  －・ 
あ一いか▼－の手●ふのd■■叱－により【払憂嘉H麟の▲Aあるべか削劃r舟   ・・ 
フ． ユトtが井貫に嘲ら九ておIJ．F汀代のq員最に比べて打蝕ポスト■が少  

員の1鋸こ必事なす▼声；りこ丁る′こめ．叉u包¶なサー血人（t▼IJi声只ilも  
り．つまり．え助削椚石油腋榔即ド＝柏餅＝月腋りl00｛）載れという円債が  

カ鰻叩鰻，事前i†色相p止いう巾ま歳はさ九る仔i三がない品田の惰包丁にl用と  
万力事：lぐという状別一食生している。【次I九日の■5つの4ラー叶まJに対する⊃ルト  l   州n▲山里；†斉に■り込王九、J冶鰻翔は巾■j声少しでL多くするたれに．餌遥の   、≡ミ   
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

岬  
所用  第一次捜富をご  本椎苫に関して、ご意見などがございましたら、ご自由にお暮きく   総合機構では5つの行動理念を掲げています。この種含の実現lこ    あなたは  コー2 あなたは  3一コ あなたは  り」W¶仙一．¶Ⅶ 総合喰綱での仕事について雷じるところ欒うと‾ろを一   q． ーのようなアンケートを実施する‾とに即して一書見がJ  

存じでしたか？  向け．人材の育成・謙保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  い札ら、ご自由にお書きく。 
の整1や蟻杜文化のあり方などに朋し、現状を踏まえ先祖すべき  
繹層やそれを彙り越えるための提案を、ご自由にお書きください。  

か？考えてい  
手すか？  

か？  

F過去の戴かり＝記の例の場合、治I一喝Eの受付ストンプ）」が汚かされていない事  
例の一つと思われる．（以上の点も．著書員の4■の蒙の「審青畳遵艶－1の支出  
乳に見合う「暮量甘遭舎叩の収入額′慮T）」が必要であることから、「治頬轄凝手  
駄科収入ノとして．美現不可電丁目嘩てある「治1t唱法を年1200件（月当たり】00件）  
ち葦」となったと思わ九る．）・2）「より有効で」とあるが、やこえば、PMDAの第2瑚  

の中期目礫・中期計重の担明責王斗  
（http＝／ルwwpmdさ・gOJp／【U・dモ／hyo叩・k8／20／h210316飢Sh－血i／仙′h2川コl¢sh吋。】  

－3pd勺の22ページのrtぢ霊薬晶の書手己∋化に向けたエ裾薬」において、平成21年  
度では「事r糾憂増漬」の導入が！三上されている．また、「礪ー象雫璧稽抜」とは、憫  

禁中の品目にかかる申；】予定資料（各和江鰻絵1＝こついて．■rに評巧を行い．  
甘d貞の篭ニ．は増の事理を丁るとともに、得られた楕果について評空箱各館を作  

】 i   

i一－・－  
－」というけ含と声管していると聖われる。「市㌻こ†は彗IJ」という鎧末弟崇IPこ点され  

n l   

る疾！三が亡い基巨の噸告雷にl澗と芳力を注ぐのてはなく．また、r零㌻．†囁喝」ミ」  

により、員かけ上、さ愴事摂屯丹那乍！ご零☆タイムクロック）が汚くなることに満足す  

るのではなく、孟ごり≡tこAされた五目は、！田中一丸となリー全ての品目に対して、1日で  

も扇ごユが早くなるように努力する苛こそ、本曳あるべき姿ではないかと考える。  
PMDAの斡奮三戸三、8々、声量エとは書火のエほを行っているのに対し．PMD∧の幹雲ミ  

j 

F  

以外のq員は、明らかに遽庄川nな郷塩日だ（PldDA中暇；・露）をヰげられている  
状禁下で、日々、淫孜まて工務を行っている扁童貞が存在する状況がPMDA発足拍  
から何も改善されていない。  

Pul】Aの幹封が、共にFil：虻の命と勺I膿を守るという埠㌻釣なt介鱗に基づき．震し＼  
濾叩乍の下てエ麟を壬巧」しているのてあれば、撃ちかにi†危弼岬ぢ山l■∈lてを持－  

⊇  

1iコ、された瞼も不史てあり、’長野のホ川‡：鼠＝椚門中った人相を再みながら、イl  

iつ電、安全陀について】二手釣壌点で的確な†巧Fを行います」という孝吉がq琉され  

ていないと思われる．・P帆Aの5つの行む理念どおりにキラbするのであれば∴t  
尽紗耶抹招の買～暇中異相1二ではなく．一業一次ヨ】」であげられているような本  
又あるべき鯛嶋佗に向け、連環可箪なマイルストーン（改定された中期日1て）を再  
度、－から立てなおし．本来あるべきIくたな「PMDA」に変化すべきと！】まわれる．  

73                             PMDA   知ているし内容も   嘩■自仏がゎしく、仏討た，，つていない．i－1や即量全体で立てた計画や目模がェエ  
把握している  リし∴引えば廣不法上の【巧劫をケノアでさぢいという環歪から、；†i暮が塵⊂て功押し  

たりする1冴えて．文nの人nやエ托騙を1藤しても、とても集叩な！十霞を麦血上立  
てているようぢ抗弁そ受ける．がl塩＝▲】はが＃しいたれやむをl「ぢいたlガもあるとは  

患うが、今吐こ鼻を天支していくことがJJ月てあるとエ巧う凸  

が必要だと環じるので、このよう仁ぢ吉の栗ごは」】q亀だと雷う．   74  PMD∧   今回初めて知った  望倉の内＃白廿は良いと叩った ま†・稟事◆の再発雪肌止するにはu本村ナ・月‡句し  が削、∴やりがいがi如、ない。   そうでなければ、このようなことをする食味がない。   

貞  

75  PMOA  今回初めて知った  はい   はい  どちらともい  
えない   

76  どちらともい  
は絶嘉していない、  えない  

77   はい  
78  PHDA   はい   はい  どちらともい  
は監事していない、  
あるいは灯心がな  えない  

11   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

n   卜J  J  ⊃1  ユー2  ▲  
所■  tl ★一次穫書をご   本縫書に関してご書見などがございましたら、ご自由にお書きく   総合■れでは5つの行動理恵を掲げています．この覆圭の菓覆に   あなたは   あなたは  3 

＃じでしたか？  ださい。   向け．人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる1墳  したら、ご自由にお書きください．   

の量■や繊■文化のあり方などに封し、現状を隷まえ克≠すべき  
霹■やそ九をtリヰえるための捜＃を、ご自由にお書きください．   

か？   

ますか？   

か？   

空    ー鼻血は々あた今誉  丁9  PI■）▲  知っているし、内さも  
た彊している   、 

ンの木島婁みても1芳雀と書11がそれぞ九の立場で里見を書うというより∴浪tで  でとう更えていくのか㌧封・班長のリーダーシップがない．・■llには正規t鼻の  手だね丑さ九，ポしいt▲1としての仕事の1れ方になっていない．・週 のアンケートでも同棲を暮1が出もと愚つが、鵡1を芙I了できるリーダー            三唱耶羽蟻研やマッキンゼ一に上る暮轟鯵群を受け．暮鶉車重に取り嶋机、ないことが闇鷹だと患うので、リーダー一旬書産も大きな遥放である・ア  
きる人肌、たいゐ仕■のキャッチボール香している生じである こ九は鰐t人事  ほ虚㌧裁ユ■■や算t勤1■がかなりいるが、こうした人遭には研♯の■●がほと  んだが．払Ⅱ長のリーダーシップのな舌ではとんど改エが1fない．こ九 ンケート銭丈をもとに、大陸な芳養畠市政なとのよ止しを吊っていただき  
がなれあい的に行わ九ている為、各々独自の考えが出せないのではないだろうれ  んど与えら九ていない．・こうLた慕い理念のもとに仕事をしているのは一部の人  は．髄江長に．■芳省で囁よや捧呈補佐♯のt員を揮ってきているため∴たい．潔扶のヰ仰ま＿∬芳■と■暮lの二1弔慮で、興削（かかるのはい  

汁で 先ほどの諷ユ1■や非常むt■は薬事法や暮童の知抜が不十分なまま、暮  鯛■tれ人事t4、若手の♯▼■、t亨tとしてやるべさ暮■知1が むめない．幾重の辞儀を轟量行っているが、昌檻が丑虞できなくても人声嗜  
査官などの手足となって書いている．  欠如しているからである．サ年堺めて．こhらの人々を斉tとしたt澤■  

研■を菓絶したしだいである．・以上のことからt舞な野人を江馬して  
も．青成・け暮するものがいないのが讃状である．・■芳■の暮■とt  
q独自星屑t■のⅦで処遇に1がぉも．同じ仕事をしても量芳雀の人は  
3－4皇で僕よだが．■l▲1■はそれ以上かかっている．   

は堆覆していたい   くt   

い   
時代のま九（治鑓の閤モ叱，分暮化）に対応で曾ているとはとても書えな ももので▲hは，もつ少L書い堵】那こ文集してし、ただいても良かったのて  

で茅一次け真l一角けてお札、したい－と亨以下に逼べも  幕一次昔書で既に遽  雫の所作事叉托丁るなど．人材の▼症・輔嗅が一定レベルに讐丁る手での嘱■的柑  い，■大な■の同数共同地壌に弄丁る汀★が近い覇真に荏えていることはないか．また、繹Ⅶ的にももう少L条喝があるとよかった．大Ⅵな聯鵬で  

あ を考えると、手だ間皿が小か、うちに崇応手繍翳しておくべきと事える．こ あり、自由虻■■が多いことから、このアンケートにある疇瞳のl和書割き．  
じたしかし行数にれわる書として1えるとよたしてそれらが実現できるのか鎚  に凱してlま、▲省■▲だけでなくPIJD刃■■についても多く、讐M性きÅめるのに＃  れについてIi諷外譲鞘当Gとのけ頓重さが不充分であることも原匡の－ たかったが．2墓噂Ⅶまの己では繁にご彊なとを含めた共裏予定が抜手っ  
間戸惑じた 現状でも人員Ii全く足りてい†－い状況であり汲々も纂幕方法を時代に  Tとぢつn、も勘，Iが少なからすある，モの亀虞、WAl■よりもー事企轟虻■の  つとなっている．また．m■lAのエーは∬竺芳tホのtlよ下に行われ、ていて充分とはいえぢかった．その分．1えが至ち仁いhl分があることをこ  

合わせてスリム化するあ■はあるもののモ九で得た新たな労tカーもってしても全  ほうがiい専門椚事朝つことも事い．W〟こは一石、総合的珊蛛を元にキャリア  業務分担があるが、モれが必すしもスムースな策九の出で行わ九ている ㌻毒欄欄ほ七い。  
てを実現するのは困¶な印■があるそこで♯二次礫書では各項巨について・サ  ▼ッブしていく場合とホM性を暮■）てし、く場合のキャリアパスが用量はさ九ている  とは雷い轟い．例えば．書生芳」■雀との¶専交換が緊空でないケースもあミ  
先度と東研性にまで経み込んだ虞hをお■いできれはと考える．例えば、多くの事  が、負えばわM書にある比寧以上はスペシャリストを配tするなど、全ヰとして目■  る．よ体的には．1再通知電灯萌のR－1D〟こ常丁るt見事鼻血t乗出のほ  

害で1け的な衛回となっている㌻禽の曹さに対するt杜」の故事は■優先でかつ、皿  ぽ1箭であり．象々が欄っn、る闇義手温い上けたり、せ定■lこ斉して大  

ぐにでも美行丁ることが事められも机筍穫ゎな府哲であるものについては代や蔓  きな変王を攫事Lたり丁る状ヨ引こはなかった、ということがある．主著、事  

手でを考えられないだろうか．■♯的には、喜壌計こ址先住をつけた上で、①潤岩  汝綬膿暑、倉暮♯の考えは葛熟t■であるが、墓所から躾めていも方々  
がわからなし、現場のけ亀を円墳すべきではなし、，王事の人■1動が城下  
であることも含め、両手一体となって1務を緩速丁るためのシステムIl井  
が望まれる．  

厄覿剛捕って暮董響モ行う以上、やむき碍ない部分がある。）申積者（製薬企業  
零）や各種鼠ヰの貢施ホ（測定・檎t■臥匡■■臥l弔蠣）のあるべき着にまで  
踏み込むことができるのであれば、お■いしたい．   

引  Pl■IA  今司初めて知った  人相育成フログラムが弱いよつに法じるが．護▲までは浮かばなし＼。  、一丈－  

82  PMDA  知っているし、内容も  1）計明性：充分ではない．内郡の櫨村会モ公開すべ書．Z）黒幕志向：量零のほう  

把橿している  に円いているとはいいがたい．対全量色が削ヽ．3）拉字的：安全については，l雫  
礁プロセス声明ちかにし、み手的ルギエラトリーサイエン入〉iこ基づいた羽好事＝ま  ピーして、■大な★ち誉食違するのがメインのと暮つiプ作男繍ド会  
だできていない）ヰ）多くの葛l土罵外食縫、辛会lこ行くが、その成よは疑わしい。   （月】回）は暮太的に症例か且例（3倒以上）たまっただけでま打の流れ？  

論理的悦明プロセスがない。  

83  一ⅦA  今回初めて知った  はい  どちらともい   どちらともい ≡な   
ない   い   

圭           i     邑■‾全に大きな 藁盲を言九ているわけでIiありま－んが 改れてキーるtさが′tいまま暮  ll  rPI■）∧  知っているが、内容  
は把機Lていない、  
あるいは、関心がな  鼠鼻晶・臥■t蓼は」L瞳化さ九、上り■鋤である一方で．その饅卑には場から壬鼻を暮めるというこのような抜みはヰ櫨L取り入れて覆しいです．  

い   よりご11多め璽とする製品が増えており、句にどのように注量を払うべきlでさ九ば」りした王1が反戦さ九も事を那主Lま丁。  

せ九ば一月知さ九る．デ かの墳丘L少したわってきているように壬じfナ．tかこは．少しの変化  
にも気づき、珂モーべきか．句ができるのかのt旗手IIちながらモーの】○  
の内分の立ち柏■と方向性を】事＃して藁痛手1わることが草れら九てい  

は1うt薫で大きむ冨千 るのでIiないでし▲うか．当事雷雲汁を帯ち、王事綬壌豊前と野藁一陣  
た．駄■に蘭丁る？捜薇《、罰■ネ●■により．自分のふ玉釣針■盲℡は自分で  つ鳥篭の間で立方向とも取れる壬よの利こ王か九ている1貫き正しくi言  
てきるような社食であhは⊃ンビニ受益の上うな現状もなく，多忙丁ぎる仇■u享有  価する事とともにt】lとしての声価暮遭の分量が莫れら九るょうに豊じて  
による巾縫ミス声劃けることができま丁，tRにより仇■の甲声．不繍叉M声色ホサ  います．   

イドにも叶ドして1え九は臥■ネがi丘劇■告ぎむして行い．組ボ轟切線声貢心し  
て受けることができるょうに盟わ九ま丁．伝鋤の■†・†けがあってこそ貢心がある1て  
す。それには訳■安全ふ▲法事叫定丁る事、拉嚢打芝声j宗王えたr即事伴う川嘲  
の慮工寸も必壬ぢのてIまないでしょうか。キ縫lこ卯1しています。   
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買6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

田  
示扁  

存じでしたか？  ざいましたら、ご自由にお書きください。  

畏穫やそれを彙り纏えるための檀羊を、ご自由にお書きください。   
か？  

ますか？   

藁環遽覆から三まれる′た範をその王立‘王墓壷とともに公表し、そ取乱朝引日子ェック   
総合櫨檎では5つの行動理念を穐げています，この理念の実現l   
する暮．総合1檀の稟繹全体に対する喜一■を今醜の貴事の支えとする暮t必事で   
す。けぢ事の総合濃檀の玉梓の琵事には乍らかの当て雷毛や吾ま雷き含めて   
さlマする■金吾彗畑こ九ら尊貴を嬢る■は、自噴一三気付かないた牒の宇期乗員や  
lq頓素月の知手的な方まを員こす壬に繋がるょうに軋ます．雪た．量書からの   
－；詐作犀萄告が和度′とされるまで王．電芽舎！のll作宰領号救済の中てトリアージによ  

l呈謡震慧誓言記…課一芸王謹言雷；妄言㌫す諾造岩諾㌶   
ちを更える努力と一人ひとりの自覚が求められるように思われます。  

貞  

】  
ぎ   

85   PIJDA   

いった看丁⊥虹乙と思う＿  
とちbともい 責な  とちらともい   いいぇ  無電が成熟していないからとも考ぇるが、一人当たりの負担にムラが大き  

い＿   

86  PMDA  今ヨュ‾めて王「った  

い   えない  
どちbともい  

主ない   
87   

っ  i三三こともい  とちbともい えない  とちbともい えない  

偉か！1られるのであ九はかまわないが．注げるnはリスクの零し＼手棋・なども含め全  

ての医血行為について対tにしないと不公平。また、n痔の王者￥を先に支捜すベ  
きではないか勺）   

88  PMDA   はい  はい  とちbともい   慨一lがてさた蝉qを右†引こおいてもネえ、巧むすることが仕利こつながる ㌘三 
えない   とわれます。   ます。   

；、lく′・  人〃が、王だチだ不蓋しています。   はい  はい  はい  
迅   どちらともい  

えない   1．っているが＼ホげ は監事していぢい、 あるいは、御心がな  
9l   檀－●、A虞∴一．久■囁芯．の（（．．さ☆エ書・圭今，、支玉代及び竜I膿域」拙 漬工只のユつを主審ぐ瓜ド：エ捨としているが 

【   

、軸えば点禁さ☆三縄を果てみると、  

き  且甘mr川中jけ川場＝一軒㌣訂大臣と仁っているとこちであり、貞；エに仰する  

えない   
い  負号の耳どが不鱒凱こ仁りかねない。冒咄二主全㌻三三薫についても∴，Jlの不  

▲！・・・  
がいえると1える．全くの払見であるが∴本ヌこのようなr持は三が直小て声宗す  

るところであり、蕃了ノ：lこ訂するÅ任のヰ壬が不l卯瞬になりかねない。同様  

ベきものてあると考えているが．一方、ヒ立行蓋法人†り1の貴職性を手糧してLまう  

に安全対ミュ腋こついても、FJlの弔がいえると考える。全くの私見であ  

ことも括てがたい．そこで．iil真の‖はに立ち甘貴．≡】I；血相嶋のあり方について、も  
るが、本来このような工賃烏パ拍車・帖で11害すぺきものであるとブコえてい  

るが．一方．竣立行d法人l川の貴校恨を手放してしまうことも輪てがた  
うー重た邦にふiするあ塁があるとろえも，  い。そこで∴iて民の臣拍に立ち払景品行政押絵のあり方について、もう－  

度飛車にふ；する必事があると1える。   

；  

92   

むても良し、からいろいろ耶∫Jてさる仕州みがあるといいとJ‡まいます。   
もっと民Ⅵのアイデアを傭人するとよりよい鮒臓lこなると思います。アン  

良いのではないだろうか？  
ケートは州成です。   

9コ  PMDA  どちらともい  
えない   えない   

鼻として貞男に欠けた支nと言わぎるえません。昼休みの略Ⅶは5～10  
分詞に食iにごるは、午後は30－60分17巧手に席を外すは、入割こ呆  
れてしまいます。●●、●●㌧●●、●●凋坐をかいている状隼です。折り  
しも、蝕q交代で天下りの町加があけられている的、こういう人戦が席を  
飢＼ていること次認が蛋糞櫨囁のレベルがひわれるのではないでしょう  
か。今後はql≡の■制こ当たっては、しっかり人挿していくべきと緩く感じ  
ています．こういう人戦が芸たにいること自体、メディアに天下り耶虞を批  

判されても仕方ないと朋うのではないでしょうか，  

PMD   

はii創畿、末暮とする畳書セのWJ長で、どうしても安全つのび穀な†l朴i、市はlん沖零に和一る引ご．てのケノテ／カルエ咋については．よりサイエンスベース、リスク  
櫨には鱒闇旺1沃言いことが多く、Phase4退偶に王ねられることになる■これらのぴ≧ベースで講☆ができる人揖が必彙てあも．そのたわにIi．戎手員のサイエンスベー  

な仕不であると思っている，しかし、人材の仕事への量り分lナ方には寺  

育子一夕は、l†l臆されている澗々からi文事1的けに惰鴫丘暮されることが土筆であり、F それらのデ 
門性を事uしたわ！万が鼻リl、あちこちに見られているように氾う．q托を  
含めた克nの正対世才を人碍盆では行う必蟄があると思う次認です．   

ータのon【01ngなド析とすばやい対応を実誇できるシステムが不可欠で  
はないかと思う。  とIi．ジェネラリスト声曹式丁るには良いが、スペシャリストが必篭とぢるほ食では、 u代のサイエンス声十ナ〉叩灯して間即由チノ1く千門阜Ii打たぢいのではぢいかと 爪印している．言，二 

．入㌍富ては良筍ヒこ♪1への不†ニがあるように珠じられる  

が、だ含壌Ilの帽月となった以上は環貞一十分花町しているはすてある。また．サ  

イエンスレベルは艮管の月うが長いと巧えた！王うが良いと．彗う．一礪の民丁出身者  

の㌫ニカの話環を考えるべきと代われる．  

H  

13   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

トl   ト，   n        ，  3－l  ユー，  ュー3  ユ■  1    所耳  ★一次擾書をご  本棟書に関して、ご鷺見などがござい手したら、ご自由にお暮きく  総合■構では5つの行動理恵を穐けています。この年意の美覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合也｛での仕事について、まじるところ、思うところをご  このよつなアンケートを実篤する－とに嘱して、し書見がし    存じでしたか？  ださい 
。   向け．人材の書成・ヰ保、そのような人材が能力を貴書できる1壌  ぎいましたら、ご自由にお書きください。   

の丑■や趨■文化のあり方などに嘱し、環状を縫手え寛翳すぺき  
霹■やそれをtリ縫えるための檀事を、ご自由にお暮きください。   

か？   

手すか？   

か？   

95  PMDA  今逆窮めて知った  ポ人の一成に測して5年10ヰの■位でないと暮食Åの雷慮はbしい。しかし、現状  
でみるとこの2象でポ遮の暮★■lま200以上の遭員がありその鮮人のt虔は靂省  えな   
からの浩司専ほ－3年で真名によってし手う人たち、ひどいと半年で庇ってし手う）が  
担わさ九ている．t叫のプロパーの手書Ali輪どM‘以樗の珪用れなので芋だ1  

成著■に司る事は七しいことである．t威プログラムのさ蔓性手盛じる。 独立！ラ慮ま人になって5量がたち手す机真電からの巴中書がいまだ事いのが現状  
で丁．暮書鶴Mは、この之－3年の闇で斬欄庄用が並でなしヽ暮雪採用しておりますの  
で出向者の且は少なく見えますが、お長以上の■■でプロパー暮■なんていないの  
ではないでしょうか、とにかく書■きが付いている人はほとんど太省からの出向者で  
あるということです．また．事叢書では課長代理以上すべて出司杜1で占められプロ  
バー■■は一人もいません．よくて係長どまりです．こんな本省の出先のような組■  
で独立行政法人などといっていられるのでしょうか。  

H16以降に注用された事務tは総合暮で幹琳候補生だとちやほやされているがや  

らされる仕事は要するに一般事輝でしかないのだから総合■と呼ぶのをやめてもら  
いたい。エ当の縫合上なら暮董部門の雷董■にも人暮」■勤で移動されて当然と患う  
がそれはありえないからです．また、この組■はとにかくいろいろな■tきが多すぎ  
て困ります．プロパーでもH16以降の援用とそれ以前で区分け（量刑だと凱、ます  
が）している。■lミも定年してからの採用舌とそうでない■托、そうでない■Eと■務  
q肋■の色別がわからない。そして、派遭■ll．いろいろと前書がありますが、事霧  
書の且■■があ壬りにも少なくその分を若い■託、事精巧勤■．濃遺書▲で嘲って  
いるのです軋且員■がヰ実前に少ないのでこういう鰻■としては、いかがなものな  
のでしょうか．マ慮書きは■1とFじ▲うにかかつていると11いえ．井★に不安で  
す。そして、－■おかしいと思うのはこういう鰻■にはpt叫射まあわないという  
ことだと思います。生産性の向上を望むこともなしl細書に騨価モ取り入れることは、  
評価というものにとらわ九、仕事自体に良い轄1を三むことがないと息われるからで  
す．もっと、錮ヰ的に透明になりプロ′く一暮1のt】事1が増え、プロ′く－t■が  
中心になって世事に取り槌むことができる撼暮になることこモ■■の励みになり仕事  
に対しての1任ややりがいを見出していけるようになると繋います．   

■－1 く          ‾′・‾た  たヽ ‾ ‾し  しい  ，6  ；PMD人  知っているが．内専  
は電導していない、  卯十ておくあ▼があると果う．・モのような慣疇を内払で兵事で書るような■申す  － 
あるいは、関心がな  浅手¶っておくことが大iてあると患う．t相手の立場に立って、籠事を考えていく  
い   ことを忘れないようにする．   

は控tしていく札ヽ  ます   ものなのだろうと思いますので、理念を作成したのはいいことであろうと患います，  p断‾－す′†▼盈仕蛸み彙‾る  97  11unA】追っているが 廷l皇   熟止しまし′こ．妻■のぜ欄々lこIi技書作成のご苦労は大変なものとお翳し申し上げ  鯛■てはせ2を掲げて．その先に共通里汝を持って暮矧こ励み、成t卓出していく  はい  どちらともい  どちbともい  邑R担一はPW）▲の0では少■濃のマイナー■声名で丁．富靡力■萱に一l，lJDAはあく事で沌亨わ′を行つ■でのて．了の仕蛸崩そ貢j 饗わりはじめた歴史はセ正に比べても浅く．加重（■ホさ社事）の現増で弓には真書や騨さが三礪とぢると重し、手丁．1叫）▲の■▲の明こもプロ            えない  えない  

あるいは、関心がな  tく■詳も8羊では■られています．したがってPl船人ての霞静の尊宅土くバー、王事かbの出向、他省からの出私大寧、■狭かbの岩筒と積々な  

い   か薬品も1薯もリスクは付青ものです不確実なリスクに対する予断刺抑こ壬点を  書えの霹－とすることはあまりに当然で、改めて編欄店れるものでもない■ですの  ■、キャリア′くスは不安定で】い上5年以上邑正広がP仙▲で暮雪王樗に1書すの方がいますので，当然キi方や玉江も遭うと男L、ます，このアン  

tく考‾は大切と患いますが瓜民にi正なリスクベネフィットの判断力がなけ九  で、日壌理念圭壬離することはありません。むしろ、あまりに理想すぎて．現実からt  域じることIi◆fでにもないと雲L、ます．したがって、攣雉釣なわ霧についサートではそこがつかめないと急い手す・このアンケートの飢止e。▼Mとし  
てはなんとも答えがたく、また、翳師からすると円uD∧の1精はかなり特殊－て欺精しているものは句なのでしょうか．多くの方々の手慣れをかけて行う  

l ぱ少しでも危険なものは承諾不可電となってしまいますゼロリスクを追＃すること  れた書1のように患います． 一方、潔壌掩はの■い方々（本省からの出向を含          は 正しいとは思えません壌ちれているデータについてリスクベネフィットを正しく判  む）がこの理念を実感を持ってとらえられるのか、遇刑な正t婁が誤った方向に走る  
断し不明土・点 注壬点は何かを明柑こすることがt葺かと乱、ます．また、書も1  ことはないのれ少々野間ではあります．  なため．誰にでも勧められるものではありません。むしろ．かなり碍らhたlものてすし．巨的がはっきりしないと■にやってみただけということになりか             方にしか山わられません．自分の▼門譲ヰ以外の品巨を事量するストレねなし、と苦いま丁。「藁曹の8きl壬嶋■文化にあるために王事を鱒ベ  
事なのは、医療硯増の人々（含む鼻毛さん）の理解かもしれません．   ユ）についてはPW）Aでは科手酌に義士しても、讃美には様々な憂国（モれは本手  スは相当のものがあります。（藁月度学」叩．JPh】mC咄P虫¶ioし13（1）iたい」といっても．PHDAは着く亀遵lこ1大した増■であり，膚芳雀〔♯個別壬  

のみならず、乱突き詰めれば瓜艮の皆繍のせ論も含めて）で闇、方向が変わる  Julヽe2tXI8：55－82   本省や他省からの方々ですが）の堵暮文化とは1うと思います。   
ことはあり、それはそれで仕方の■い事だとも思います。書M的知撫や暮暮▲として  
のブライドをかけて出した総輸が決して料亭的とは言えない丑点からくつがえされる  
のには失望しますし，このようなことがまかり通る仕組みでいいのかと疑問に患いま  
す。人材■戒lこⅦしては、臥字・養子血などにおいての鑑憂晶、書■の間責lこ関  
するユ■や、払庄試■について罰艮の故知度を上げるなど、より広い教▼詰むが必  
賽だと思います．  

ll  
‾ll  

はだ零していない．  る。・薬犠■法を中心とした駄■真ね声杷櫨するため、医■■Wとの人事支漁を  ・今後、本省（〝労雀）との経み分けが手附こならちいかた嘱しているとこ  

あるいは、関心がな  詔性化する。  ろである。  
い  

，ウ   折q4月に近再け事象が正信して、■ケ月のはaを輯て今の甘2があると盟ってい  

ほ監事していぢい、  はす，このⅣまはl・l糾なことてIiなく、あるよ仏書逼のことで丁が、ち員－Fで決め  つあると患じています。   ；犠1などで見ていると婁■会として何か言と重りに欠けているような課じが  

あるいは、郡心がな  たことによ払があると男いまT．まず111員一にがコレに向かった日々努力して邁  します．婁■が一体となってユitされることを抑lしています．   

い  事することが大事なことと男います。   

14   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

れ  2   

所産  
存じでしたか？  ■ヽ＿ 向け．人材の育成・謙俣．そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお書きください。  

の整■や絶■文化のあり方などに明し、現状を踏まえ克服すべき  

考えてい  
壬すか？   

か？   
i面  

琵零している  す．（研ヰ、指導亨）日々の羊碍の中で、矧こ1の任命悪を穫持し控†ナることはみな   
記の彗心の実演のための11内の璧ず書－比Iェ的′＿文しているよつに思いま   はい  

大更だと思っのて、冬1■の事温を玉将餌に寧だできるようぢ櫨会があればもっと  
薫く三雲し合えるようになれば両者のため．そして社会のためになると思い  い手す。このような機会を増やしまた回答は任意ですが全職員が回答  

曳いと軋、壬す。手た．3の最ピの！コ汝については、芦ⅦのFす翳り誓編できる  
ます。   するようなシステムを作っても良いと思います。   

1D】  

は；ぷ；q一一丁■Lヽ仁い  

あるいは、Ⅴ心がな  
は普通の会社と1なり≡民の保健医疇に空電しており、見て貰えるということは危す  
である，）・人材の雷成・汀侵については藁字異に偏ちず、坤々な人相甘受に努  らともいえな  

し＼   い  めることを享1美します。（→2上旦：分野は甘わぢいが環異ご身のPh．D）などのt素な  
奪は俣tほ■に直轄するので私濾はいかなる仕事においても員任感を持  
ち空けることが必壬てある。・巨大な増■（PMDA）になっているため、仲  

人材を躊受も考えるべきである）・F人芋響はあるI重量右ilだが．大学の竜王の  
ようで、必蔓性をqう．あるいは研修の内容を見ますべき考える。（→基礎＜応用と  繹増やそれを彙り越えるための攫藁を、ご自由にお■きください．   生宮嶋響から分qしし医よ晶庁とするべきと考える。   

㍗の鮒を≡える▼）   

」 i  

毘蓋がtわれる斌禦から、ヒトでの年率把鰻が噸㌢的に少ない蛋藁品が多くなり、いま丁． 一方で、ここ放生でユ急にi巾偏潮岬け人数が潤えたこともあって．絵  

】   

‖H＝    PMDA     知っているし内f‾も   えない   
今Ilの払重量1て蹟て中華な童！分であると爪います。したがって、市境護更全対策て乍こ含嶋Ilれの万との交禁がほとんどなく．邦Tに刃い腋祈Hほほ㌦烏丁る人が嬬  

ものを求められうる状況（予防脚iぜで対応して、胤こ篭会していた阿川が  苫をまとめるまでの瑚下情欄膚して早々l‾文略する必要があったのだろ  

の埴呂に！こ仏されている－とを海人に果行てきるよつにしていきたいと毘し、ます。lえてい王す．定職的に今qnがピケ慎Jl外の方と主菜キ声つことは諷Å上不可鷺  
起こらなかった場合、企Ⅹ尊からの墳，l二糖ⅦをニA票される可能性がありま  うと川賢しますがアンケ→・に回答する立場からすれば本アンケートの  

なお、慕ほ‥におし、てJ．qさ札ている「史書」については、どっいった1t崇をさLてい  
すが、そんな魂況ではまの畝メjでしか仕事しないのは当然です．）であり  ▲施を決定する声I一における検討委員金l■おける11の噂要を添付すれ  

るのか翠埼にすべきてはないかと悪います，平成21年11月6日に鱒甘されたヂJ炭  
それは弔後的に鉱かれるものである状況及び仲生労¶本璃のことになリ  ばより且It報告に翳するアンケートが叉施できたのではないかと訪えま  

予常吉h射こおいて、舛訪Jゎがび皇インフルエンザワクチンを10mLバイアルから  

ますが、松村明仁氏のように行政の不作為として担当J長クラスだけが升  す。稟界紙の憎道によると木アンケート実線の点姥的な決定は本年1l  

抽出▲－＝こわたって1．■を筐取する雫が持たぢよ’．一にならないかといっ介∴をされて  
事上の∬に¶われた状況が最hとしてあることを巧えると、ある程丘I！ll  月の座主ほh曇で決定しているようですしl弔事iではフォローしきれま  

おり、併人的には払血単機の色合いが填いと葛えているものも量1■‘という‥1でム  

をつんで、行政ではないHの立場から：、－内外粁わす玖夕品に閲する仕事  せん この段■；の意見については 市貝吊や検討委貞義へ出畑していた  

されてい手す∴重た．ニ．ヰフほ3月J8Elに閑曝された慕壬nさほlク互lのJネIJを  
に就〈ことも㌦択抜の一つとしてネえています．影富力という点は異なると  

見ると、畢hのⅦてJ．qしている「憂’J■」に対するヱヱの相浦があるようにも躾じら  
割、ますが、行鰻の立場ではなくても、人の役にたつ仕叩をすることは可  

れます∴右打‖てJ．qされている量1りこついて、各章艮がどういった秩霊を韓討対  

耗でし■う，そういったムをネ＃して、亡羊にやりがいを鰻じ手すがこ                 り検討委■象が直はメッセージを允すべき‾ととぺえましたので－一に  

染とする王子とお考えなのかよく分かり言せんでした。また、本乱．の5Jlでは、  
の見場には†丸めl．’：けたくないという1－1答になっています。その岬、今後  

フィブリノゲンl川1の孟コ：に聞丁る県城がI三虹されていますが、坤抽ユ7年にl≡ミドリ  
のピ合且11におlナろ蔓巧き考えたとき、予防握りl可で弄石して．牡ユしてい † 

十一社が爪漂川●鼻のnに号七した比丘Jl一読l引こついて、扇ご由；A＝から見て澗  

た¶Ⅷ餌だこらないことがわかった場合、介壬丁からの句作汽Ⅶ丁を二島求   

まに1たる研和ヰ～江の「れ憂嘉の封こ畏認などにWするi五万甘について」を引き  
される可㌻せはないのでしょうか．   た。20iF以上という選択I▲があるので、「‖揮以上－70年東浦」と皿いま  

合いに出してIま諒としている山が嬢抑蝿を声えます。技々がバご：さ令を行う場合．  
すが、そうすると、例示した年蝕はr5年以上－9年未満」にもは賀しないた  

嵐－エ臼こ‘†1のり？水イ及び替泉水イからりて．点伏胤ながらも．い打払暮の塵辛が  
め、チェックができないと患います．   

芳たされたものてあれば、それを一1諒とは‥い¶いと黒います．承ご中二轟き†におけ  

る科学水ヰ及びモ菜水；▼から果て、11葦であったのかよく分かりませんでした，  

本遥‥の10ご1かち111にかけて、乳量企ェから退出された引8名の症例－■血を  
含む疇Bの取りほいについて、デノミ労≠複において∫tこよの11定・ア，lOに向けた獣  

註が可託であったとされていますが、如こヤMトじ状況に署かれた場合、∫男前の特  

定・善玉ユを自ら行うことまでは空いヤっていないと災います．量キュは法文晶書取リ  

ほうものてあり、患√への告㌍下はIと広り嬢で行われるものと考えていたと思いま  
す。今でもこの象三分については、景亀法上．求められる軽■ぎJ汀えたものき求められ  

1 ”  n  H 川 l  

ているイメージがかほす。ただ、もちろん、本廷∴の門点から23′lにかけて求めら  
れている以上は、雪仕の㌻応の景山lこは零かれることになると思います．最後  
に、且眞暴行鰻の暫視・⊥亨は覆耶丁についても本絹∴に入っていますが、このように  

チェック噴転が戦くことは良いことだとエ巧い手す．ぢお．賢捜・ふ1鴫サWの井伏釣な王  

戸  

構内病や、旦nに末められる薫芹事は、Jと仏耶にu＆41マ中かと班し＼ます白似たよ  
うな蛸馳になるのか分かり芝せんが、平尾21年川牒78の；Il暮春夏nさにおいて、  
：tlす舌ド休に幣質する委員から「乗がん佗は一切ないということがき！堰できて王てめ  

てトクホのユ7可を与えるべきごという蒙古があった旨の！己事が日系ビジネスのオンラ  

イン建によ鉱されており、一個釣に兜ガンqが一切ないと＝鱒するのは本東上舞茸  
だと萌えますので、冷静なJこaが行われているのか莞瑠しています．■1，’毒員嚢のユ  

孝一】にはIJじ文吉が員当たりませんので、富里のあやかもしれませんがしリスクとべ  

ネフィットをじ堤琴貸して′l弄するものという諷桑島のu隼をさ罵言えた上で、五重晶  

行鰻の監塀・；†伍慎Ⅳでは喝にの1任を負いながら、ふ如く行われる場であってほ  
しいと思います．  

吋こ野正月ハ石軒蘭尊号〇、ら学ぷべき事が非架に多くあると思う  
が、日干の鵡層に㌔われ、1入当に守るべむ閏民のれとtl康のため’’という捜点を学  
ぴき九ていない   10ユ  PMDÅ  知っているが、内容 は把零していない、 あ皇主ユMイナがな  はい  はい  はい  
d声J＝、蚤藁≡】行辻に㌻して、もっとrq貫を毒入するべきて象る．  Eぎし三日j」＿ 丘っていもし．内示も E事している                】倶＝Pul）A    より多くの卿1、注文にこたえるた抑＝’iそ九なりの人と予アが必雷．  特になし   
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

トJ   〉  t   ユー  】－ユ  ユ1   
■】    ll                                          l  コー  き      1    所1  羊一次提富をご  本提言に開して、ご暮見などがござい手したら、ご自由にお■きく  総会櫨れでは5つの行動理念を掲げています。この理念の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合牡撫での仕事について、悪じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、こ書見が－  

存じでしたか？  ださい．   向け．人材の書成・確保、そのような人材が能力を発揮できる1墳  したら、ご自由にお暮きください。   
の董■や姐■文化のあり方などに期し、環状を鴎まえ克≠すべき  
霹tやそれをtリ越えるための檀幕を、ご自由にお●きください．   

か？   

ますか？   

か？   

10‘、  声i福A  l『っているし 内座目し  少ぢからす†ラさに闇わる■としては．非常に1い内層と思う．■り点者．機雷書中  欝樺や駕嚢■むどで、自分たちに軍めら九ている著書見い出Tt自責を強く丁るI■  はい  はい  どちらともい  大量週足Lており、やりがいを墾じている．しかし全仏として、もっと虚●丁  一トのみでは．皐員の考ぇ、1層の秩崇事は性糟には分かち一■いと  
把欄していも  むの吊むも色事と墓じる．しかし暮食にスピードが暮掌されるのもまた■実であり、  曇が必雷かと考える．しかし．現状でIま、そのようなチャンスはあったとしても、とて  えない  ぺき点11凱、と書える． 重■、篭書暮を事lに書え、行山している1え㌻考える．必暮であれば、インタビュー事も射、と思し、ます‥  

よリスキルアツプLていきたいと考える． 提言を受け、より良い改革が行われる．  も蓼属している筆筒があるとは書えないほど、日★暮幕に追われている．1■－  も多いと景うが、そうでない且■がいることも否定できぢい．その上うな計  

行っていくことを攣む．   人一人のスキルアップまたは増■などに上り．一人当たりの仕■暮または噌Ⅶを減  填で、やる気のある人Ⅶに宗してせ事が1¢し．ヰカ的にも環鵡抑こも．  
らし、あり方きよつわなお丁時間及び余報があ雷と藍じる．  ▲しい扶票になっていると養じる．エγンケートとは正擢虻僕ないが、軍と  

かしたいと考え、力不足ながらも労力している■■がいる事も知って敬し  
い。  

‖）7  PMD∧  量コっているし、内呑も  はい  はい  はい  匡靂晶や臣■t＃Iこ関するt事で1竺のあるせ事をしていると塞じてい  
把礪している  る．霊瀾は大更だが、とてもやりがいのあるせ暮をしているのだと日々霹  

じている．  

l馳  PHDA  知っているし．内毒も  はい  はい  はい  在民の禽と■tき守るといつヰ苅的な侵食巷l濾づき．ヰ壌とも主務を蔓  

電機している  吊していくことを改めて貢署し、たしました，今後とも■切に暮精憂爺を行い  

ます。   

I耶＝円虞DA   知っているし、内容も  各暮■は努力していると悪じる。ただ、ややすれば、著書の迅退化に傾きがちで、よ  くどちらともい  どちらともい  どちらともい  書手t亨pとの1娩が不十分．あるいは投n分担が不寧打と薯じるこ七  
杷櫨している  鐘固めが不十分と思われる点もみら九る．書門家08の（非）♯勤畏用（OJT指導  えない  えない  えない  がある．事暮のみならす、巧鼓約束応嘉手で京めら九ることもあも．暮雪  

■j、各分野の外部■M雷の一層の活用など．（まだ、各■で十分に人材が育って  
いないと患う．）  

つ、－■の†書籍公蘭を吊っていくためにも、霹の纂幕として、包tづl了るぺ  

き．（積q公色別こあたり、市致判断があ事な暮例も少なくないと患う 

IlO  PHD人  知っているし、内呑も  3）とヰ）について科学、包餃性は不充分。FDA、亡HE人は学術論文を簾鼓し、亙鞍  

把纏している  的にホい水準を示しているが、PMDAにはその環境もない．書■の書店もあーであ  えない   
るが、PMPAが何をめぎすかというビジョンを明確にすべき。   

1‖  PMDA  知っているし 内蓉も  総合■■の雲合はすばらしいと奪えます．しかしながら、現場とのキャップの大きさ  はい  はい  いいぇ  キ℡き誇って書手したが、今の扶削一級くょつであ九lま弾めるへ書でし▲ ≡－のよつなアノケートがある－とはいい－とで丁・鷺外では－のよっなtl  

把橿している  に仰天Lています。1）轟い憑叫竹：なし．理由：郁よ■名で▲部は牛耳られてお  う。あんなところにいるのと患わ九たくないからです．しかし、それは非1に弓がt芦に舞わ九手すがE塞では疑わしいで丁．ヰわしいけ九どもTいて  
り、部長の決めたスト」トで雷tが行われ、鮎1は公憂されるので透明性が嘉し、  残念です．8エ声せホのリーダーになるように■童ができ九ばと舞んでき弓み雇した．こ九が元で書になるようなことがあるとしてもA讐で丁．  
ように王受けちれるが、全く呵学的でも公平でもない．ある医事事M豪がtしさをこ  たので丁が．食わるべきで丁．ほんの一慮りの人Ⅶがいいように回Lてい  
めて語った。「1時間以上頂をさせ．総局頓に決められていたらしい個集を述べち九、  る倒があるので丁よね。  
自分の言ったことは一体何だったのかと患った．」2）より早く事董を遭めるために  
は，ー暮血清■は全山挟まない、申沫暮を全色鋏むのは■鹿だ．ポイントをとらえて鋏  

Iエペきだ，lしっともらしいょでぁるがモのた′H二．見繕としが多く，芥臨床のb甥天  
事鑓で治■吐列日の物象きよているだけなのに．ヒトでは漁如き筍■の■封佗と安全  
性が磯村さ九ている．そ九を柑年以上もたっnヽるのに．こちらからE義していない  
ため袖手ばかり声■めら九す．苫芳しました．何年も承托さ九す、広場¶も取九な  
かった晶臼です．ま）暮字ヒ、専門キ手指えながら、抑tして仕えていない．ヒトぱ  
かリ1えて効tなし．4）支店で■■できないヒト手せ諷宇■に出している．P価  
基蓬が不軌5）せ界の字義では8エlこは穣書しないといっています．社費市場  
にお今はもったいないと書っています．rT間してし的…えが遭ってこない．景山  
です。rDAで承圧力って日工に持ってくるほうがお金もかからす速やかに農技さ九ま  
すよ。」といわれました。  

ナ｝‾土・ヽ  11‡  Fヽ■）▲  ！コっているが、内容  
だまだマン′くワーがず・∫とも不足している，また．墟割暮≠を掃うにし≡た、せ畢の巾弊事も無手えて塵界とも讃美性のあるものにしてⅩいたい，  

あるいは、関心がな  

い  

は把■していない  ドラッグラグやディ′くイスラグの解消のためには、貞謹書☆仏別の強化のほか、研四含の翼根のためには、1・ゆとりある人■E■2、フレキシフ い★鳩だと居います。  のかが＋分lこ牙乍でき手了んでしたので．躍めら九ているやl羊がよくわか  
らす、書さづらいと曳いました．また．PMD▲環八の多くは【】々の王抑こ  
論われているので、東尾のt圃がわからむい、墓1由む式のところが多くて  
回答に詩℡がかかるということて可苓しむいという人が多いのてIiという  
堅彗き琴ち手した．  

テムとしてより飢、l爪を¶っていくということは必華だと思し、ま丁机伽iば－封竹に肝し・く入ってくる人も多いて丁ので騨俸でもよいて丁帆「遇云に卵tわてすこう  
御玉噸の▲人への宅i†や憎稚公臍のあり九について言うと．偶々の虎ネの方へなっているか，声？ぶtさはきちんとあったほうが飢、と罰し、ます。  
の圭応のふ11まやはり仏師一度ノ＝訂だろうとおLい王ナ．封¶薫用噸などの菖貪¶  

胤て行う醐ための細川別システムがあ棚椚   
l㌢   
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

l－ク  ユーI．   ユ←2．  ユーユ  ユーl   

卜1   本拠喜に関して、ご意見などがございましたら、ご自由にお■きく  2． 総合機欄では5つの行動理念を掲げています．この理念の実現に          11    所■  第一次檀舌をご    あなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕事について、整じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実施することに蘭して、ご意見がご  
向け．人材の育成■確保．そのような人材が能力を発揮できる環境  ざいましたら、ご自由にお書きください。  
の整■や嶋杜文化のあり方などに蘭し、現状を拝まえ克服すべき  
鰊増やそれを集り越えるための檀慕を、ご自由にお■きください。   

か？   

書すか？   

腫  l                                        存じでしたか？  ださい“  

か？   

鳩巣品行政の監視・抑王i面などについて」ですが．ここに書かれている第三者的  
な立場から監視・評価を果たすことができる1卿（蔓三者機関）lこついて、作る方向  
では；○されていると間いています．今安全対策も含めてPMDAでやっていることを  
評価・監視するような妻▲会の増■はあるので、それとは違うものを想定しているよ  
うですが、消責看庁のようなものを増■しようとしているのか、そこはよくわかりませ  
ん．もし軋上昇を1ねるような繰tを考えているのであれば、よりよい安全対策に繋  
がるとは無償しhいところです。什犠を集約して分析して安全対策を行うのがPM  
DAなので、そこに対して断片的な川頓にさづいてスポット的に思いつきで第三零機  

ぎ  

餅が間忍城起するとすれば、穫超さ九た伊d点が董当につぼを叫たものになる可  
lモ惰は低いでしょう。にもかかわらず第三者■卵が鱗董のq現を背景に廷だしてき  
LたⅦ撞点について改めてほ童のための★撃環挨．状票報告事を求められることに  
なるとすれば、本当に早〈対応し、情噌壬∫供すべき伊樋の対策が遅れる方向に働く  
のではないかと心音己です．  

安全対策については、どの還でもよりよい方法を試行しつつ改熊していっているのが  
現状だと環ギしていますが、今のところどの蛋でも、これをやっていれば大丈夫とい  

l  

う完全な方法がないのも本案だと上11います。その，q味ではPMDAでやっている安全  
弄認に；試れがないかを第三ホ■卯で2申コ一にチェックするという方法雷とってもよい  

のかもしれませんが、それならば、鱒らかの重大な見逃しが万一安生した場合のÅ  
任もきちんと負うような純増にして拭し＼たいとJl重います。第三市境切の方はそのくら  
いの井増を持つペきです．PMDAに思いつきてJ書させる1釈だけは持っていて、  
何か」にったときの■任はPMDAや押三芳嶋省がnうというような捕嘘であれば、  
もれなく安全対五戸Jじるという叫点からのA∈夕蝉ったむ告・じ‖戸主とするイン  
センチイブが≠かず、パフォーマンス的なじ‖が主に行われるようになり、安全対淡  
にプラスになるとは見えませんのてサ封に反対ですb   

いいス  

把亭している  えない  
失効力、行動力、チャレンジ精神の足りない州増であることが先行き不安  
なところである。  

る。だたし、こ九らの〔【即はド浪てさることだと1える．  11◆  PI一口A  今回初めて知った    日々の性別こ追われるばかりで．人材の長所、短所に合わせた所完知著の見l／ル   はい  いい貞 どちらともい  いい支 どちらともい  まい  仕事の内さとしては．非常に員任感、やりがいがあって、日々刺激を受け  纂梓の見直しは非附こ中世なことであるので、初心に仰る．随味でもこのよ  115 lt6  PMDA PMDA  知っているし、内呑も  弘もPMDAに山け呈したいと考えたむ機は、まさにレ、景品とは患者の手に漁るl舌頭に     知っているし、内容も  泉もを持つということを念州こ翳し＼た耳禽及び安全対地が必要でu状にその点が  や仕弔の坤瑚のil～切性について、見l如しや栗山がi異喀的に行われた方が職βの  はい  えない   ながら1勧し、ているが、¶捌．∩．エはあっても解決策がなかなかでてこない。うな磯針ま大切にしたい．     欠けているとぺえたからである。エnPMDAでJ蝕し＼てみると、さ壬只の心のあり方  エ樺の罰の向上に鷲がると思う凸 欄ぬ全体の郎てばかりが勺】走り、人材汽成が    【 はい        としては、常に致ホの手に逸もことを鼠逢していることを知り、少し貢心したのだが、 なぜu嶋にいたときほ講じられなかったのか増えてみると、さ偶の≠り丁て加重企某 とPMDAのコミュニケーションが不℡していること（お互いの萎緊に相加あり）、中点 をJかなければいけない亡羊とそうでない仕事の広見lがなく．11筍のJtい万が1い こと、茶組丘においては．重刑沙の雄！・】の向上が王だ壬だ足りないことだと照ってい  （りのi櫨の堺市、∋ちわRの必t¶き早く英仏化していくべき，（4）力点声欝  ついていけてないことについては、的¶の照舘であるとあきらめるだけではなく、佃 れている人が仕事をいろいろな人に割り振って繚鱗をつませるチャレンジも必≠であ る．緑構のある職員の仕草の負担且が多すぎ鼠 川年牝．20年後に柱となる人〃がnたないと因る．リーダーシップにはサーバント      仕瑚二÷叫と生きがいを持っています．若い人もそうであって欲しい．アンケー1・は傭し、てi士出するもの。あまり属昧が無し、のでは，インタビュー    把握している  いていることが汀鱒できる。（8）この文零はピント外れかとクエう。メーカー 

のための仇血をろえているとこちも多いのではなかろうか。†きtll神が基本n拍に  
をしないと正しい綽掛士無印かとちえも。   

ないのはおかしい凸   熱中した人が社会人入学して塵？を学んできたような、多l蔓性が1）～5）では頼られ  
るだろうかつPMDAがFDAやEM∈Aにはない日本文化∴武士道挿神を縛った偶  
世のあるAg即Cyに育って欲しいと克っている。  

117  Pl疇DA  知っているし、内容も  今回の一次揺苫に関しては軋9がありませんが、過去にも啓払のⅧ告℡が甘塩あ  暮☆昔を完全にやるためにはFDAのようにラボを付1噴マとして持つ必要があると  どちbともい  どちらともい  どちらともい  今のところ発足から5年ぐらいしかたっていないので、これからの充実を伊  
把楯している  るたびに纏められていたと思う．音更体－．1の酎ヒ、人材育成、農事法の丘櫓化など  ち  えない  えない    えない   みたい㌣ 

は叩1なことであるが、蚤鴨法そのものの唱界があることも充分汗粧すぺき時矧こ  
棄ていると考えるペきです。さらに審査を完全にやることも不可愉こ近いとク三いま  
す。このようなことを薄まえ∴た筍濾のÅ任はⅣ生労J仇大臣にあること喜やめて、  
米国、欧州などのようにt造物責任法（平成7年制定）に切り換えて企業負債とすべ  
きと考えています．このようなI響点からの整理をすべきと思っています。   
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

れ  】い，   ，   
1－t  ユー2  ユーユ  

存じでしたか？  ださい。   向け．人材の書威・確保、そのような人材が能力を発揮できる環境  
の暮■や趨徽文化のあり方などに明し、現状を踏まえ克浪すべき  
霹tやそれをtり越えるための攫壬を、ご自由にお暮きください．   

か？   

ますか？   

か？   

凛わる‾とがさる‾とは非常に鼻ばLく凱＼ますやりがいもあるので   

知っているし、内さも  当仏壇占lこは、嶋農場や隻句慮を持 後甘lこはむれています。ただ、やりがいの分だけ－反審があり、捜六L多  

のようにl劃映っていないのかy悼たいです．   t事な憫鴫き見』ごすのではないかという不安があります。近年欄用している■員  いので、椎lこでも敵わられるとは思っていません．・近年入社鯛みは大  
の多くIi幡士または博士♯7の新卒です机全集やアカデミアなどから実槻丘が  半が新卒であり、t挿換や，○年徽、彼雫の相払のポストが■■lこ用暮す  
1■なべテランを引き抜き、皿戦力を捜用する岳暮があると考えます．イより有  ることがでさものか野市です．現在の包有公裸■人事のように、F差入社  
勉で．より安全な医薬品・匡■■さをより早く匿■現■にぷける」という目的lま申ひ  の伺人かが部長に霹逢したら他lまやめるょうな州■にぢることも璧会さ九  

ます．その場合に絶■がヰ緒できるのか鐙簡てす。・t－1の暮■は公  

トl         あなたは   あなたは        11 藍だ雷芸濃訂いて、銅ところ、患うところをご≧宣誓圭㌫ざさ言語濫話芸E㌘して、ごt見がご    所■  書一次攫書をご  本檀書に翻してご書見などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合牡♯では5つの行動理念を穐げています。この糧食の実覆に  あなたは            仕事にや りがいを 零じます   この■■ に勤め繊 けたいと 考えてい   このt■ を、あなた の換1な どにも勤 めます   1柑  PHDA    って1層に当たることが必妻である旨の記載  ・近年、■叫竃員甘は■皿している机重層tは褐変わbす罪★に多いのが現状で  はい  いいぇ  
企稟もー▲11周じであるが、文書のところ、企業担当毛とt疇1■で濃度差を感じる  
ことがあも。企業とt■の人事交流を可能にし、当鶴濃度差喜壇める事により、先述  精■なのか、－♯の民間人なのか非♯に1わな状況と畿じます．・－  
の同じ8的に向かって，より早く作業が進められるのではないかと考えます．例え  生蟄命lこ雷董をした鳩舎であっても．予1で書ないところで1月日計作用が  
ぱ、1Il■■が企業のグローバル担当として■年研儀をすれば、全集には規制■  発現することが考えられます。その場会、■疇事壬達皇雪が四b鉾詮や  
の考えることが浸透し、社1には申議書の息考や現≠の声が号わると患います。こ  刑事被告人として暴利所にご注する事があるのか不要に悪じることがあリ  
のような企暮と規制≠の人事交流は米庄でも実権されています．8本にも取り入れ  ます．・慶事■qの＃携を取もことが、よりよい露桑島をより早く市場へ  

るぺきと考えます．  供範すも■だと舞え讐す．お王いの急事軽さ吉澤寧L．曙じゴールに垂  
かって比江を－8さ盲ることがt暮と考えます．一郎の史エにIi惰欄が不  
十分であったり、非払庄での■討が不十分であったりする扶盛で声n壬た  
は初適治験届き提出するところがありますので、人事交諌lこよりこのよう  

な事態は避けられると思います．  

ってい、   まヽ   
書手して撤しいという期稗虻こめられているものと考えている。堪って、才まとその底  ぉける改まが十分とは暮えをい枚票にあるので、引き練モ靂寧を辛める  
来手流れるフロシネスを■■全体を共石していく事が大切であり、そのための研■  努力が曲筆と考えられる．医薬品手書めた電■全般の安全を遭めていく  
零の取り観みを謝ヒしていくことが必雷である。また、レギュラトリーサイエンスの鮭   ためには、医■界も響き込んだ対応が必賽であり、PMDAにおいても、従   

つ－． れをかすペさであろう．併せてぎ安東策という衝においても、医糞呈に酬ヒしたもの  来以上に教書書関的な麓■が萬まるものと考入bれる．   

ではなく、匿■全屯の安全声■える由で、モの一つの●鵡として捉えた方が良いの  

ではない△㌔なぜなら，臥桑島投与tに生じる宥盲事■の多くは払i晶との因果朋 優が確串的影■l＝おける間轟であり、筐■トータルとして考えないといけないものと  
考えられるからである．   

120  PMDA  知っているし、内容も  はい  
1■■l＿て■いる  

つー  ＼い‾   

いい 総合職櫓の仕■の宿命と患います。私たちもがんばっていることを少しで  

ので．■躇するところですが、素朴な感想を書かせてい。 止のための医薬品桁故事の只正し」という櫻血でまとめられたは吉ですので、おの  も多くの人に理寧いただけることを望みます．  

すとモうなってしまうと患うのです机やや、ゼロリスク的な先週が醸し、ような印書を  
受けます．①ヒトの多様性の間傾があり、「ヒトの多欄性が有効性や安全竹に大  
きく影■してくるようなタイプの医王晶」の暮壬やぎ全紆偶の托しさ、②疾患が＃で  
あるなどさまざまなやむを得ない書冊こよる閏削、らデータが嘲られるような場合の  
評価のあり方など、多くのことに悩みながら．仕事に取り組んでいる現状をお汲み  
取りいただけ九はと双し、ます。手た．私たちの広tが至らち礼、ことによるのかも  
知れませんが．小色1晶の■功膏・貢全竹の闇血は塑麟ではないこと．喧）利鞘、た  
だく方まで合わた闇従前怖けのこ協力が必責であること●などを多くの方にご理  

解頂きたいと思いま丁。   

12ユ  
はい   

杷凛している  叩、†石嶋収1のために勉強する壷井を絆ち被けたいと軋＼ます。そして．  

失ってはならない小lえであると思う．  
匡■にホわる－1として1蘇の匿羊幻托、エビデンスに基づいた、今でき  
る最大限の知旛をわ■して壬鶉を蓋行できるよう努めたい。書手王樗  
は一つの巣事呈して多くの囚長の禽に凛わるが、一方て個々の思著さん  
とはl剛‡的であり、直接に絆する■曇はほとんど机＼ので、だからこそ、★  
に心がけておきたいこととして．王■さんの書おかれている状況や鰹ネさ  
んの■■に対する希ま、環壌でヽく医師や王糾師などの仇■間慎よの患  
い、■い、役椚声十分に甘ドしたいと患います．   

124  どちらともい  ‾喜一隋【があまりか」三せん  
把■している  えない   ¶蹟点、・ウードなどで入力できる様式を作成して轟’指すぺき。・Weい・l  

創こ立ち…・いなかった．に謡tにもあるょうlこ凱、やりの欠如く－aの殉国で  苓の方ユがわからない．  

ある．四統一人ひとりが他人に封して乱、t一拍つ島■があるnu㍍P25に豆  
上があるまた、り＝斬罵申零欄■において生首宇ぶ…・である甲急に取り鰯ん  
で改しい．  

†，5   
．研体言元真させていくこと，・翁外（FDA）との交流をより深めていくこと（人封垂  
流など）・PMDAの存在、麓■が㈲民に如してしら九ていないため広く阻民にしつ  す。  
てもらうよう努力していくこと．  

178  私自身は●●とい－ま壌てあるため‾の丘嬢■牡■にuれるかといわ   

は監蓋してい引⊥  食．まとまった峠甥チ触ることがなかなか¶しいq員も多いと皿われます．）  えない   
あるいは、即心がな  

く、I刃学的．や汀的に妥伯事六える¶好事しなけ九はならないと1えてい丁  

い  す机社さ的ホ†封＝萌えざるを搾机ヽ嬢含も少なくなく、言慮するときもあ  

リます．  

】門  はい   はい  どちらともい  
えない  
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

！二1  1－ク  

ら、ご自由にお書きく   
コーl．  

P  

存じでしたか？  ださい。   向け．人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお書き〈ださい。  
の整儀や繊牡文化のあり方などに叫し、現状を踏まえ克服すべき  
霹嶋やそれを彙り越えるための檀藁を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？  
か？   

＝柑   はい   
は把握していない、  えない  えない   
あるいは．弥一、）が仁  

12さ  PHDA  知っているし、内青も   

更零している  えない  

！   

し、●●にやりがいを琵じております．現在はシステムの暮用対効果という  
側面て千用事．耀（●●）と纂様効率化（●●）を年々押し進めているところ  

で、着実に成果が現れているので、これを続行したいと患います。   

て‾   鱗モ雷鼻の人材の檀貸・育成について二紀会■ll【こも毎年、FLい人が入ってきて  
は娃凛していない．  いますが．支持をEらぢい人がいま1㌧このようぢ人にZ＝いちいろ幹事しています  

一竜三の童王者や人に仕暮が共申しているように思います。もっとサポート体  

あるいは、関心がな  
一軍を築き、仕事を平準化させることはできないでしょうかつ   騨犠され皆でいろんな意見を言えましたが1近は贅■蝕もおおく1日  

い  の意見を甘く会」を研催しても人数が多いのでかえって効率が悪い  
の時間コストが膨大になってきます。このようなアンケート形式にし、  

」   毒  
く必書な人には回答するとか、どこかで公表するなどしてはいかがで  

n  l  

は、芙梓増l篭吾さこる教ntt仰がないので、大字  

． F  

l封＝  PHDA  建っているが、内わ  ’：：蕊な】丁む汀宍を5つ鞋けていま丁が、†！仏椚なl†むII式！代iLて．汀責をiti  

は把ギしていぢい、  するように心がけることが大切であるとモえます．さ☆・誹介を上からの妻沼て亡く、  

あるいは、御心がな  
危壊しています．  

拍ニÅ覇とj一・二L皇姐てiニうことが仏わて大もなことてあると雪います。  

い   】  

132  PM【）A  知っているし・内毒もl  i追は、非常にまれにはなりましたが、．1負号之の方から、根雪品目の幕偶状況に  
茫桝している   ついて【Fい合わせがあります。凛舌状まは申こ負号のみにお宅えすることになってい  

特にありません。   

るので、そのように㌻三しますが、11の夢呵乍のIヨ点からはぴいを手ねく司ニ．雪が  

あものてPMDAにモのような¶ぐ了のないようにしてほししlとヱ巧い言す。   

13ユ塾  PMD∧  今司窮めて知った  はい  はい  はい硯ま象の耳見が全く伝わってこないと思った。さ査の（曇ご〉▲l上の）人々は、本 仙 
にβ：鶉の串を思っているのかイ己じ¶いと思った。叩こl覇もこちらをだま  

そうとしてくるが、こちらも脅してでも吐かせろ（とズ打製上司が去っていた 、 

養現で相㌻していてはいつまても、泣きをみるのは勇者というhがする。  
お役療仏六の均言いでは、軸け（由；lホ、の長いちLくみとれないし、相手  

のにとか凱、ます。アカデミッケなモノの考え方とか．（まあ．よくわかって  

較）にⅣしていないかu一れないですれあと、里I内嚢1で、というか介  

f  ‡ 

lいない貴人が白こlするなとん書います机）正1仏茶は王だ§与代（21世   

り吉とめクラスでさえプレプレです（実’  
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第6 アンケート訴査回答全文一覧表（PMDA）  

ユー，   11   卜l   トク   bl  ユーl  

存じでしたか？  ださい。   向け．人材の書成・鑓保．そのような人材が艦力を乗揮できる環境  したら、ご自由にお書きください。   
の亜■や絶書文化のあり方などに隅し、覆状を瞳手え克思すべき  
Ftやそれを集り越えるための提暮を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

は把橿していない、  ■著明托するとともに■と記さ九ていま丁が、本機首のt研こ痍何番鼻さの筍櫨が  筒丘にされるg★仏叫の手和さや、糞q（企よのインセンチイブ）の事且のほか、  

い   
す．■礪が牒っているような性樽の仕事には．その主務に飴．■き捧つ  
ている方が当たるのが1■だと1えてい壬すので、■11の稟覇l＝！1に騨  
心がない方にこのt欄をIlわようとIi景いま了ん．しかし、恥をお声ち  
の方には■礪の1環のことや．私昌■のb掛嬢ぢどをご振切したいと  
思っていまT。   

れ        ク                                 】i    所■  第一次提書をご  本提書に開して、ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合■れでは5つの行動理念を穐けています．この毒舌の≠現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合也撫での仕事について、墾じるところ、思うところをこ  このようなアンケートを実篤することに開して、ご青黒かご            仕事にや りがいを 婁じます   この■■ に勤め縫 けたいと 考えてい   この■壌 を、あなた の後tな どにもtl めます   自由にお暮きください．    134  PHnA  到っているが．内さ  ・は々ぢt農からよく■iざさ九ていると寒います。・P23に■■暮封こ「集筈Jの∫  2）に威して．ドラッグラグやデバイスラグの原E引こは様々な事由がありまナが、よく  はい  はい  どちらともい  私自身は、果承雄■間鶴に代■きれる，i外ではその量■がモ暮立Lてい  なアンケートが行わ九てし、ることに．tIlの▲禰に手了る社食の  
えない  ながら四内では利用できない邑■島を少しでも■7く曇に出丁ことの一助と 関心の暮さを罫じます．白■の暮輝1＝－¶欄柑rrるとともに．■11がその  

あるいは．関心がな   定■する「曇亨」についてやじて研一ると、以緩の横村内善がよりよく環寧できると愚  縞々なt燻の蚤よ星野貴における開発者向けのガイドラインの■■が十分でない  なりたく．■叫に弘暮しました．璃を、毛冒していた内さの仕事に構わるこ  便禽をよりよく叉た曾るよう、繍缶婁■曇の管疇が美りある4書き手とめ  
います．（藁曹と劃作用との共同は必ずしもすべての人が讐撃しているわけではな  ことも大きいと患います．（そのため、史霊がモもそも開餞に経み切れす、ドラッグう  とができ，やりがい千慮じnlまナ．，芥■l象Lて1舞慈したいと事えてい壬  てくださるようお廉い由し上げます．  
いと患います。）   グにつながります）日本でどのようぢ領域のガイドラインを早急に曇偏すべきか等  

も含めて横う舶■（■11またはけ生芳1■t零で）も必賽ではないかと思います．  

tユ5  PIJD人知っているし、内容も   はい  はい  どちらともい  
鷹慮している  えない   

t86  】Pl船∧！知っているし、内容も   はい  はい  はい  

＃凛Lている                 1ユー  ■PWA  ・知っているし、内容も  はい  はい  はい  

一筆舗l＿‘rい鳥                1ユ8  叫D∧  知っているし、内蓉も  医薬品の安全については、日々集精の中で考えていかなければならない暮だが、暮  入社●i年8の里見であるが、タイムクロックがきつくめ蓼な肘が十分なされてい  どちらともい  どちらともい  どちらともい  虚丘の禽の■tを守るという大切ち仕暮だと雫えている．せ事の性天上、：行政tの1員を聴取していたたけることはありがたいと思う．  
杷蠣している  舞に忙殺されその壬撫が希薄lこなる事がある．そのような中、援菖という形で取りま  るのか不安になるときがある，有効な匿藁品を迅速に邑■現場に届けることは大切  えない  えない  えない  t面での活むがおおくなるが．亀■狭場や貴書巨体．製薬全量とも交流を  

とめていたださ應紳する．   とキえているので、勤串な暮★王樺が行えるよう考えていかなけれは七らないと息  因り、多面的な惑1をtえる嬢があるとよいと思う，   

．  

138  PuDA、知っているし、内容も  書経■LTる  はい  はい  どちらともい  
主ない  

い                  110  PlJD∧  矩つnlるし、内書も  我々の仕事について、正しく理解されていないと感じた。我々は1暮をつくしている  ・PMO▲お吉彿i三高たるtが払■声Dらなさすぎる．駄■を知らねIf大でなく義手1  はい  どちらともい  どちらともい  ・脚の牧い人材が多い。自分の行おが社さに及l王丁た■などを考えなこのようなアンケート白帆ま1戒である．しかし、暮雷ちのIi7ンケートで  
托■している  つもりだが我々の行っている事が全て正しいとはいえないかも知れなし＼．しかしな  躾えた暮轟にIiあた九ない．んっと玖■を仏蠍▼‾る■曇善作るべきである．・縛っ  えない  えない  がら仕事にあたるべ蕾である．・もっと墓■と肌丁るtさを増やしてはなく．その巧tがどのように焉用さ九るかである．この軽1については  

がら 教書のためには現状を正檀lこ抵遷してほしい．   ていたら耳ってくるせ事をするだけではなく．杜曇、医療の一鼻として積極抑＝せt  敬しい．・人事押領劇場の由に、曙Ⅶあたりのパフオーマンスき取り入昇奥檎に曇■さの1瞥として全文公印されるのみならす、広く多くの人の  
を見つけに行くべきだと思う．事求された仕事をこなした上で上記のような取り欄み  れるべきである．仕事が雇いがゆえに暮策ま白まで織っている人が纂■  巨に場し、話零していただきたい。  
を行おうとしても、戸山DA内飼やむ暮企1の一郭から阻止さ九る暮ははなはだ遺憾  の残稟代書もらい、かつ頑護っているかに1ら九ているのは拝甘ない。  
である．（＃巣食暮からのそんなぢがあったら一日も早く暮蓋しろとの声）・年を  ・コミュニケーションが著しく欠匹している。巨の前にしヽる相手に軋t知ら  

取っているからという坤由でtい嶋位を与えるのはやれて虚しい．り一ダーシップ能  すな文書をト巾■i】で送りつけ、気分を讐さ盲ていたりする．また、きちんと  

力，観戦電力のない上d】のおかけで、下の人間がど九だけ埼覇を濃千し、i事して  転ができないため．与えら九た纂震モ他のものに■切に乞1できちい暑が  
いるか一汗鰐すべきである．能力のない上郡士すぐに紀∫手かえ．綿■としての暮  多い。トレーニンケの義曇を与えた上で収楕できないものはIElさえも考  
＃にマイナスにならぬょうに丁ペきである．・能力がありながらし．上割とあわす、  ▲すべせで慮る．・割よt主下つ媒書暮役のような1托を丁るのではな  
■qしていく需が牡声たたなしl，一触企エが行っているようlこポ漢人q石について  く．また単に一石になるのでもなく、∈うべき■樗を萱うべきである。今のよ  

は．2年鵡tdくちいで鮎■亨かえたl事うが視野し広がるし．上濾の上うな■tホも鴬  うな仕事をされては下がtたない．   

るように盈う．・PMO▲事■■Lた扇が雷日からでも半量食王で●けるようにす  
ぺきである．us－m▲はモのょうにしており．なんら間島は生じていない．こ九を可電  
とすることにより、より桑名†ラ縫は鋤串叱で書ると思う．今のままではPMD▲に入  
qすることは、モの壮の且王道択の白色を暮わ九ることになり、竹託さ九てい引こ零  
しい．これでは▲い人仰i暮まらない．  

l●l  PMDA  今回初めて知った  はい  はい  どちらとも雷  
えない   
とってほしい。  

l12  PHDA  却っているし、内容も  ・医薬品行政細★としては、医薬品庁のように人事堵抽州tされ、専門両帝釘i輌和知るために、内外における鞘の充実が必事だと患います．ま   はい  はい  はい  ●●が薪■（抗がん刑1のおかげで．猛禽することができ．丑顆も弄らかに  ；P■■）Aのq員の暮只も最疇ば菖のとり王とめにあたり暮雪にしていただけ  
把縫している  されるように．正家公凛貞とすることが董ましいと考える。・1菖財濃の原書につい  た．鑑月日甘囁ての実推跡見なども取り入れ．暮書において憂暑さんのことも惣任しな  亡くなったので、よリ1い欝1モ●●のように斬藁に事壬をもっている量著ることは、大更増しく思っており壬す．よろしくお■い致します。  

ては、潔長のPMDAとI完じく、公★と賀■企先尊からのさ出の両方とすべきと考え  
る．・優異な研究書や邑■■声量nるために、研究や臨床Eと兼任できるよう、非  

いと、寸乗な人材は■まらないと考える。   

113  lヽ■IA  ≧建っているし、内さも 喜だ斉している  筆莞蓋≡琵琶；…孟喜〉琶認諾票決諾㌶濫濫発豊｛  帥り声ilって仕事をする上でこのような汀乏を心にj菅（ことは、大更11蛋いと考え ている，  

t．生木な人叫声打仕丁るため．蛤りを甘辛公慮鏑に合わ了なくても良いのではない  lヽ■】∧の1員がどのIIな鼠1手鼻ってせ事をしているか声1コる為には良い  

・  か？l専M手当革で睾虻）フ若手の任用著が多いため、筑■瑚壌での字体手鑑に  ■食である、塵非公曇して軟しい。   
先王さ℡るべきであもー思ホの土壌l＝立って暮樗声行うたのの岬食事樺辻てさる）．  

31〒慮を畔鰻すもため．慕いうちに月琴芳t雀との人事文夫声史に凄めるペきであ  
る．   

どちらとし吉  
えなし＼  

はい  iよい   ★鮭的なポストをヰやすめ雷があもと考える．また、絵与面ではある程度優遇しな  どちらともさ えない  
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

l二l⊥▼  l－，  7   8－†．  1＝  」  ＿＿  コーユ．  ユーt   

本拠菖に関して、ご意見などがございましたら、ご自由にお書きく                4   所員  兼一次攫晋をご   短含機構では5つの行動理会を掲げています。この理念の実現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕事について、悪じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに関して、ご書見がご  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお書きくださいm   

の整ヰや絹杜文化のあり方などに蘭し、現状を拝まえ克服すべき  
江島やそれを彙り越えるための提案を、ご自由にお書きください。   

か？   
147  PIJnA  知っているしし内毒も  はい  
把琴している   れかねない人が居るとしたら、採用時に厳格に公務をわきまえた人間を採  

れなくてもわかつている。わかっているが、どうしようもない。」という状況があるとし  用するシステムにすればよいと思います．  
たら、もっとヌてな次元からの深い考察が必要なのではないでしょうか。   

l■l  ∋PIJDA  知っているし、内幸も  堵にありま了ん   行む理念のt憂ては、ぜ■長はじめ賢台儀q幹至三上（ことあるごとに議禁されている  はい  はい  はい  隼でも自由守遼に嬢三毛できる雰囲気があること、鳥貝研修の職会が充実  矧こありません  
把零している   ところ。だ合覆1暮烏Aとして、これら濯乏の1雷電をよく反零し、鼠Aが一体となって  していることはとてもよいことだと思っている．   

第2期中期訂正を芙現していけるよう、また、理念に月り玉梓を行っていることが＝  
矧こさらに三モぢさ九るよう努力していきたい。  

T19  PMDA  知っているが、内虐  いいえ  いいえ  いいえ  

は把握していない、 集るいはR心がな  
t5【〉  ■pIJDA知っているし、内呑も  はい  はい  どちらとも首  
控零している  克ない  

15l  P＝DAlニっているし、内毒も   自分の所属する8】tの王掃に即一具する如分については、可崖か8を逼す機会もあ  こhらの叩矢のi一式注ぐを茶Ⅶ的に誹切に．‡鴫してもらわないといけないのでほな  はい  はい  どちらとも吉  払は忙しく仕弔をしているわけではなく、比較的のんぴりやらせていただい  どのように使われるのか不安ですが．お任せいたします。 
1ミ謝している  るのて叫わを抵崩しているが、言分の1特にW僕ない出分についてはuらない。檀  いか．企エとちがい．必す増子のあるエ抹ぢどで．壇Il叫Ilた∃丁て畠はチエててし  

11尾月ほ内＃き全体的に18っていなくてはいけないと思うので、守付か呵かの封で  そのとおりに真以するのは¶しいのではないか．Ⅷ11呵lこ良くかのていると．だんだ  えなし＼  ているとエ11っているが、忙しい人を見ると」軋糞三界は待遇（紙料響）が恵            まれているのに、囁111まエ精一の斜に待遇がエいのではないかと想う。  
J亀お式で．ド謹してもらえると恥かる。【料l二、411外の立場のq鍾がわかるよう 〉ん－小役人嶋のようになってし、くとⅥく」轟かに∴U人惇作ぎ受けていた硫に結したニキ  

I†1鵠千l一々濾じ与く仁ってむた∴ざ今別にいる払でそうなの′三から．さ介の方はもつ  

そういうp．uで、撞ぢにむめるのをためらう。仕耶としては絶対やりがいが  
★ニ．l  ある。壌Ilといい．ヤ労雀などの役所といい、何か慣用があるとこつぴどく  

ど壬●′なのではないか．防雪名のqpを書くのは貝焚かもしれない．企王・藁甫域晋  たたかれるのは．ときどきやっていられないと潤う。藁やワクチンを作って  
壱など、呵かと粒が多いように禁じる凸”－吋にと事をしていぐ一ことはできないの  

かっむずかしいかもしれないが、目頭からもっと対話が必雷である．  売っているのは、企業なのに。でも、lJ代の8本人の性格的に、役所をた たかないと瓦がすまない、というのt淳ドできるが血   

152  PM【）A  支コっているが、内亭  どちらとも．．  

えない   
、 …魁⊥卯上がな  
は把＃していない  

ら・少しでも良くそのÅ服凱せるよう軌ていきたい。  

把詳している  また、伺人の主≡撞が治喰され命がかかったのであろう？㌻4彗！については、両論t已 ；2カ（多いように黒う．しかLながら、瓜をつけるべき．仝血はおそらく全て；ご出されてい ると考えるので、廷∴を念∈如こおき、今舟ほ愕lこあたりたい。  櫨宣がなされていくtのと石える。  
1S4  PMDA  知っているが、内＊  内亭を空事していないためコメントは出来ません。  払は．エ熱には、さ☆苫は†チっておりませんので！川蛸沌黒‖は：て二  
は把ギしていない、  す別には、人〃の爪音が不十分てあると躾じています。  えない  
あるいは、Ⅴ心がな  

い  
にたよっているのが現状である。払は●●にいたが、民間企某の方が鮒  
上わてむかすという血（例えば．ある鮒鴫の1名が左虻心用ほれた顎にあっ  

ても．何ら影盲がないIlな方笈を取っている）では、憬れていると禁じてい  

る。やはリPHDAでもこの点を十分に考えて行く必要があると思いつつ、仕  

i  鞘をしています．   

15S㌻  PMl）A  知っているが、内ネ  樗官許福音点しく行い、年功序列をめし、マネージメント極力のある人を待  
は把撰していない、  ネージンケち力のある人が石狩環に仁っていぢい．・王托せ■のqjが少ぢい、・本  
あるいは、邪心がな  端から巾ホlとして三つかく1Iむしても、サー■11：丘が長く甘いのて．たl下ぎ王とめる力  

い  こ欠ける、・頼Ⅵ芯汗尺L粁墳笥に欠けている、・闇■1甘の！こ力仏ワッlに欠ける   

L＼   ぐ一盲の樗n石箪力は㌫いとしても、掛率としてノーりに明し、ていない．損鍾・マ     はい  はい   はい  どちらとも首  えない   
Jご‖を作成することで行政斬が本当に変わるのか。・豊－㌣牢炎の牌のよ  

は監事していない、  うに、乙¶でも眞－．－、であったとして脚lすることにはギモンを頒じる．・エ■ぎ  

あるいは、Ⅴ心がな  の定独を町照に。  

157  
えない   

． 環がバクーン化丁る朝句があるように法じ才す．取乙川l；l轟n）声製品  
＝王Jの黛㍍だけてi‡、代t■．－と景lモれ人の一l阿です。窒鶴び事■丁べての貝何であく．押空つHⅣ甘の下こlけにすぎようぢいように禁じま丁，・偶人飢にri．このiつの  ：点謹〕lこするエ壌の浩hれXのような．そのこJの偶人の旦某がどこまで  
るように萌えます．  rMss。。は、六護らしいと盟っております。・き云のど父があるとIi言え、それに切ら  反戦できるのかび机＝禁じることが時々あります．牒摘は、皆さん、大  

れるのではな〈、企事との人も交吾があって良いと考えます．pl－巾Aから甘王へ、企  まに優秀な方が多いと患います∴安いIi静で仕筍はハードですが、使命  
葺からPMDAへと人がhくことによって全8本としてのむ東屋稟の底上げにつながる  ヰと、プライドで頑弓長っているように感じます。  
ように思います。ヨ準誓をいかに滝俣できるかの灯助だと兢じます。  

1ら烏   ・豊l！粗の嶺化、人▲Jの育こミにはR；Tがかかること宣渾ドし、ど含環It内外で、長‡コ        ・仕事Eに対して．対†王が十分ではない。・公巧艮ほど身分が空相されて       はい  はい  どちらともこ   大いに賀成．  
的に考えるペきである。・Fl）Aのように、ウ人の集魚がないと、駐つする。  えない  いないのはた吾瑚がある。・芸民を守りたいと皿っているのに、国民（マスコ  PldDA  貢三っているし、内亭も  ・訂し叶りの与い叫毒てあると鰻し重した・貢ぎ茅災については＿臥よ孟Iモ慮だけ 

い  
ミ）からÅめられてばかりで辛い。   

159  P仰A椚f阜も  はし＼  lエい  はい  アンケートの8約が、不帆   
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

n  tt   トク   2   1」   ユー2   3一ユ   ユl   1  

断■  事一次獲書をご  本拠菖に開して、ご暮1などがございましたら、ご自由にお●きく  総合牡構では5つの行動理念を穐げています，この事含の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合■構での仕事について、享じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実篤することに削して、ご書見がご  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材の▼威・斗廉、そのような人材が能力を発揮できる1墳  ざいましたら．ご自由にお暮きください。   

の暮■や繊■文化のあり方などに開し．環状を蜂まえ寛■すべき  
許■やそれを発り縫えるための権幕を、ご自由にお書きください。   

か？   

手すか？   

か？   

i面  PHnA  知っている帆内さ  吐川濾・I▲罷声さ■とする尊nの人■埠むについてはさ年甥は河じ1壌に心持させ  
は把凛していない、  るべき．せ手樽効羊にコストt乏を圧搾すべき．また．スペースに関するコストt念  えない   
あるいは、関心がな  が甘いので∵轄lこ幹部職1の1㌢についてのスペース⊃ストにはエ大事．ウノ特にデ  
い  バイスラグについては法的な糟rを鉾じなけ九ば、青葉だけでは竃に書いた騨にな  

りかねない．また、「デバイスjについての■qの色t付けが「ドラッグ」の下位の扱  
いがいなめない．丘非．同等の扱いを上級tlに望む．   

18t  FIJD∧  知っているが、■lホ  i冨は彙まし事す．傘瓦の霹炎は、以前、治■のために行った繰上．血濠mヌー刑人材の▼釘ま、人や欄■やルールによる緻tでIi■興があり著す．また，計宵とな   はい  はい  はい  どの繊■にもjI禽があり壬丁が．総合tIlの5つの犀乏のように、註畿な  大義に広く王1善事めようとする蔓勢Ii良いと悪い手す．聞かれたエ通し  
は把攫していなし＼、  による轟零だと思い壬丁．∃埼は、王■さん手助けもための勢－■の治■だったlま】りま▼㌧コい響±事軌lて．個人としてTってゆくしのです．エ景、自分が欄じる凄ま  す含を掲げち九る撼tは熱にあリ手管ん．壬た，その丹念チエⅧ丁るよう  のよい社食になるように貫＃して下さい。  

に、個人として行■できることは葬書に薫■らLいと見います，自分のため  
が、その1書のたわにだこってしまった慮著さんの為には．亨た、賢一鱗の斉繁をと  理念は丁べて兼■らしいしのです．特に、斬入の著書にとって，tつてもらえろように  ではなく、他人（ひと）のためにつく▼てとほ生きがいだと思いま丁．モれ亨  

ることが腑全な社会であると書います．主導書が、そのような主旨で慮ってほしいと  与える薮tとしては1真のものです．  仕義として実践できることは生きがいだと思います。このような】■■がと事  

患います。  に夢中になれるようなt壌虞凛を守って下さい．   

18ク  †WA  知っているし、内示も  

あるいは．Ⅳl心がな い  丁です．モの改．患わ凸憂冨が彙生した刃．掲字の遭歩ととuこ亨霜ちが責文し手すjをもつもので丁が．このように与えら九ることもあり壬丁．Lかし、髭台tqが掲げた  
欄鳩欄川嶋Iラー℡乏は、すなわち、医薬行政の理含lこほかならないものと思料する  

杷橿している  ところ．その理念夢実現するためには、政治、行数、ポピュリズム、エリート王暮のい  

すれからも独立して、科学的に、公正に．透明性をもって、迅速に、暮童・安全に対  

広也来る蟻l■lt制を充実させることが必賽である．鰻■牡制を考えるにあたって  
は、レギュラトリーサイエンス（以下「RS」と記t）lJづき、すべての決定がなされる  
ようなせ繊みと丁ることがさ墳である．なお．壬豊決定の書貞、魚■t℡の租ムなど  
からみると、欝禽■積と毘重量晶局の二元的なせ媚みは寧■さ九もぺきであちう．  
1j又定は．■積．釧二騨I囁ナるものであること，駄藁晶・鱗■■暮が■広い分fIに  
わたっていることなどから．さまざ手な先増的な句亨技僻事理解したうiで、■全な  
RSに基づく決定を行うためl＝は、一人のレギュラーリーサイエンティスト（以下rRS  

舌」と記載）に委ねることは房農であり．相当■（7人種虔）のRS寺が協i決定するこ  
ととし、それを支える事燕尾と非常勤の多くの科筆舌からなる舶■体制を構築するこ  
とも一案ではないかと考える．  

法的には、そのせ用み、竃薇尊からみて、日銭の政事雇■さが参考となろう．財  
】d的Iこみれば．全量の手■料．事出合に瞼帯する現状は改める虚・事があろう．米  

▲によって、Fn∧が医薬品・生物な朴露徽■暴全休ではホ▲【00人を超える体朝露  
目指していることを考えると、少なくとも，皿人規模とする用意が、財潜言含めて、あ  

るのだろうか。  

＝柑  ：戸川）A  

駄■の瑚で総合■Jlの声＆享刃っていて．用蠣樟咽■したり．計作用橋缶一行っ  
たりしている藍■がどhだけいるのか■だ甘闇である．事くの臨■が飯台■lllこつ  
いて℡零し事効割用することL轟音内兜飢止において景tのあることと曳う，  

る素地もあるということ車重Tt．つと川Ⅶしてもらえればよいと思う．   効率化声謝ったとしても．その半■は¢事ではなかろうか．ホ鞍のま改正による媚  
は把擁していない、  バック丁ることの■t恨が．「暮キ辻1さ九ていなかったといえよう．●●憂ア朴炎に  する）㍍の▲祝が含まれていることがワましい．払■lエ、鳥篭・医師・企1・囚のヰ  線週報告を行い、暮◆霊夢当の芸t事・たたえも堰きほけることが℡壬しい．  

射さリハーサルは三尾されるが、葛lさ蝉了櫨は呵もぢいため、ま浣重に  
い   あるいは、肝心がな   牒ぷ㍑讐㌫黒誌崇豊諾意黒鉱㌶人  乏しいと考えられる．   

罰の言■は計り知九ない．量ざがあると切ったl毒血で、なぜ岬■の軋和こき汚し  
てでも、偶人がアクション声】にすことができないのか．個人の漱が見えない省鰻に  

ついて丘雀しなけhばならない．1緯¶断筆ヰこ；し合うメカニズムf¶らなければな  
らないと墾じた。■佗の戒血の弟貞一l【】▲機I、Iの文化と六わざろを用ない。臨  
■・臥■■暮ともその聖和こ彗′ニつてIi．盟卓・臥鋳・倉エ・何の4ネが別81任のも  
とに仇■一行っているにもかかわらず、プロセスごとに、閂肌合ヱが、仇鱒が、鶴  
別に1佗追及さ九るのl王不白熱である。棚ふ的な同州として、分Inlt壬であること  
事立法化する必事があろう。   
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卜l   卜，   3－l．  ユー2．  ユー8  3－4．   4  

2．              所属  第一次提言をご  本拠菖に棚して、ご鷺見などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合欄爛では5つの行動理念を掲げています．この理念の実現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合欄爛での仕事について、雷じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、ご意見がご  
存じでしたか？  ださい。   向け一人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお書きください。   

の藍■や趨■文化のあり方などに蘭し、現状を托まえ克翳すべき  
鰊嶺やそれを彙り越えるための捷藁を、ご自由にお書きください．   

か？   

ますか？   

‾   か？   
165  PMDA  今回彿めて知った  色貞品行鰻には専門咤と増収が必曇であり、往生労働省と各県の繕当■が之年l呈  蚊在米ユーDÅおよび戎州∈MEAはいすれも1苦に品賞システムを取入れています。  はい  百［て  どちらとも言  処理すべき事務が多すぎ個々の▲件に充分なインプットがかけられない．  軟嘉あ実情も綿量して頂き、比較を行って頂きたいと恐います。  

えない（人に  日常業務に手一杯で最新の専門知識の菅得や世界の情報のキャッチアツ  
象の短いサイクルて真山していては求められる人▲Jのt這はてきぢい。用顎を収集  上！三5：鼻白は晶井システムで言う品買方針の基本の部分です。晶賞システムはB           しても、その滑稽をどの疇にぢ摂して声応をとるかは人の∫にかかわり手丁。以前  客演足のためにプロセス（共鐸lを11狂しむかすものです。FDAは疇喜の定義として  よります〕  
欧州で．せ葬の中てどのレベルの五重品行辻を呂ぎすかという縫洩があり、範鵠と  FDAや∈MEAのサイトを見ています．）   

してトップレベルを目ざ丁ためにユーザーフィーをむってあーな薫きを汗隼丁るという  
方向になったと思います．残念ながら今の日エの諷主星硯¶のレベルは軟共に比   

i  【  

166  PMDA  知っているし、内容も  真剣に叫i暮してまとめていただいた非常に適切な、また我々として壬く受けとめなけ  この理念を貢現していくためには要Å寸渓とともに環員の雰育・㍍Hし野里が叩安  はい  はい  はい  ドラッグラグの解消も急がれるものであり．また薬害の再発防止も待ったな  ありがたいが、自由記眼が多いことから集計後琴における解釈が難しくな  

把握している  ればならないものと考えている。これら4菖に本楕的に取り袖んでいくことは必ずしも  であり、外部の憲力も得ながらPMDA全体で取り姻んでい〈必蛮があると考えてい  しであるが、稚■に過度な負担を課してこれを早期に達成しようとしすぎる  ることが危惧される。統計的観点からはより明確な遥択肢での1計による  
容易ではないが、厚生労働省本省と薫れしながらPMDA全体の力を抵■していくこと  ことは逼＝ナるぺきではないかと考える。容易ではないが、完成度の高い組  
が自下のところ最も大切なことと考える．   増座ぃけを作りあげるためにも業務と研修などのバランスのとれた人材育  

成を心掛けるべきである。勿論．社会的負任を考えると♯員の甘えは厳に  
恨むぺきであると考えるが・■・。   

167  PMDA  知っているし、内容も  再碩の共有、活用の面から、廟ふ‡雪がもっとあってもよいと考え  
把握している  る。・乎耗な副作用の対弧にTして、環Ilが自ら仮或を立て独自に主力危的にヱ剤  れたことを‘でりに思う。より良い寸土会となるよう全力を尽くしたい。  

の副作用の拍図を科学的lこ研究すべきである。  

168  PMDA  知っているし、内容も  ぴ．．P4トー1フード】のA賃芦川」特にする川舟から、rll★公舞nとしての雷月ほ欄沌す  PMDAに必もな如11ま人材と予笥と情凱お外における扁萄・安全′I報の収阻ま、2はい   はい  はい  PMDAがillうJt愈・伐細i叫めて平声なものがあり、もっと世抑こ知っても  我がけの行政の叩温点の一つは、現場の又隼を知らずに、あるいほ知っ  
把讃している  べき」rl＝二じく国有公縄hてあっても．蛸嶋わ黙を外り；糾えば【仇量ヨ■庁」）や織ユiT  日常三代の片手「「であっては力′卜しきれないし、PMDAの茶巾輔H僻事を英文化し喜  らう㌍力が必童。仕耶にI点心でレベルの高い電hが多いこと．ただ、過  ていても目をそむけて、その場対応のつじつま合わせが多く、合理的判断  

照に浣q個欄の中て壇奔なqnか下に罷る削もりら九、ネ緊キ甲まlに改  が行われてこなかったこと。そういう．阻味からは、現収の全I義Åにアンケー  
覆阿り糾えば、旧臥よ＝ご．仇敵檀益さ☆センター）とすることにより．鶉門1のけぜは  て先1‥する必モがあるが、人と予笥が圧か的に不足している．】」在のPMDAの又            可宕て！王ないか」という鼠封は．u仏lよユがUいと濾じる，PW】▲の大さな辻劫の  増ユーア一三タlエなJ〔声I〃引こよ甘支えられていることをl≠l捜する必是がある。他方、  草する必モがある。諌た、棉鴇が若いせいもあり、符生芳¶縞からのIIJ  トを行ったことは荊く呈干1示される．  

長ポストヘの出向がまだまだ多いが、モラールの－＃の高相や債黄な人  
一つは、高度の専Fl惰を持った豊美な人材の繊促にある自今や左右公汽貝を臼！㌻．  日♂月歩の点先ほのご吾鰻を！t弓つするには、内外の研究覆ⅤやFDA平に尾月を脈i8          す湘よ2漁，今怯ますますこのu句が傷まると思われ、また、専Pl性を培うキャリア  しスキルを敷く必辛があるが、！∴～状ではその余裕l土なくふめて不十分とょlわざるを  材を那1するためにも∴プロ／ト一兎貝の西成・成長がI育たれる。官庁の定  
形成Ⅵの鷺でも、さまぎまな制約を伴う公葬員化は不声当。なお、jノ状では蛋の員  用ない．  例押郎射ま形式的な；l種会的なものが多いと邪〈が∴PMDAの幹部会は  
任が不甲けというなら必要な法瑚上の指貫を濾ずれば居りること．何よりも人材の  ．尾；零する場面が多く、好騒が持てる。   

け保が叩要と：ヱ：為する。   い；旨摘もあるが、いわゆる天下り¶払に堵めて乗のレッテルを貼る址；■！ま短絡的に  

すぎるのではないか∴天下り㌣て射よそれはそれで・霊執すれば足りること．また、封度  
に不堤があれば手直しをすべきであるが、他方∴逢ヌ交付令、五千ほ一度を含め独法  
一木iが．q已可したJl；lが十分生かされていない声′二：が誓1却．その中でもPMDAは、独  

ユーvl憧としてはヰ明した甘拙こ人るのては㌃いかとごエぷしている．  

t69  PMDA  知っているが、内容  はい  どちちとも言  
は杷率していない、  えない   
■  

170  PMOA  今司初めて則った  はい  はい  はい  白からの措嫉やスキルを生かせ、社会的にIq徹するやりがいのある仕事  
であると螺じている．   

PMDA  知っているし、内容も  自分たちの王斤†二対するt舞燐が、た零のモチベーションの大－I’である．自分た  はい  はい  どちらともい  非やにやりがいのある克てある．ワクチン丁の汚1這に卿わるま！署は太省  定顔面取施してほしい。  
茫零している  ちのせ苓r】仏が仁かなか℡Ⅶに正し〈乞わりにくく、冴えて公的G旦ということで、  えない  の半軒lこ為り声1されて．鞍弘な芳力を取られているu状がある。本当に大  

何かと中≠の的になり、具体的な叩由も無くÅnに蛤与や福利門生冊曳が渡らされ  変。常に目の前の仕手に洗われて、仏系劇な知ヱがつきlこくい皿鳩かも  
る現状は草間lこ軋る・鳩めて削、使命感を持つ人じやないと勤まらない仕事と㌣  しれない。ただ、自分次第でいくらでも実力のつめる隷場だと思う。もっ  
じる。  と、企王への人材交流を進めるぺき．2年のブランクはいらない。そもそ  

も．企菓の立哺と慣用の立場で必要と考える治職データ等が異なるたれ  
審査時間がかかってしまうことも多い．   

172  PMDA  知っているが、内容  
は把ギしていない、  

杷零している  ことは否定しない。ただ、u在の財政状況をだみると建言を実録できるだけのお金  あると思う。また、現在ある意味重員な分！Iについてもバ3jミ員に負わせている王  あるいは．餌q、）がな                十？J  PMDA  知っているし、内fiも  温景品医ぬ檀漉行政にⅤすることに堪らないが、この建言は非常にいいものである  技lて・花だけではなく、プロ／く－プロフェツショナル穐としての■将司の1一員が必筆で  いいえ  いいえ  いいえ  はlミ・系亘nが倭丁を1えているのか、呵をしたいのか、れ尉引加持沌必  こんなアンケートをとって、どこまで活かされるのか？現場の黛曳を聞き              翠も左いし、1コリたくもないとも児う．注¢式貝の比甲が慕いがゆえに、事  たいというのはわかるが、行脚ま基本的l二は四民の総恵（ひいては国会  
よなく、そのための顆劇的な荊盈が必塾になってくると思う．何をやるにしても、先  もあり、男嘲法制のやt用の在り方ともⅥヨするが横討をすることが必毛であると考  層克の中農性がl！現されていると災う。増鴫の成り立ちからして18円貨  でのほ乳統一的な国家意思）に鳳づいて行われるべきであり、現場がど  
立つものがなけ九ば何もできない，また、その負担をメーカーだけに負わせるのか、  える。また、歴史品行戯の中だけlこいることについての有≡ては否定しないが、朕  覇王席鍔のやり方の一方、拍姓法人の逓当なところがあり、一入していな  うこうという筋合いのものではない。  
E民会体の負担としてそれを崇めるのか、選民的な．1縄が必塁であると思う。  里品行赦は白熱科学的、職汀I斗学的な■t愈ならす、社会科学的な■面からの知ヱ  い。芳≠捕やがないこともあリー芸佳Ⅶ囁の】1染もうまくいっていない。無  

や増嫉も必翠なこと、広い員味での消費者行虻のど尤の仕窄もⅤけすることから沼  弘なと事が多く」鋸勘粧腋が軒マ化しており、害ぎl戸出みることができす、  
賢者庁∴1民生活センター、各地方自治休の刑責生活センターとの遵挑が必塾と考  このような中で【『長日織の狭量黒駄痛切慕雪う慮が行えるともユモえない．厚  
える凸  生劣≠弔事はじめとした串文小義のサービス享l文の買サを帆Mし、門遇  

か樗の額屈しない駐り、微真の躍も心もポロボロのまま、給与も高い忘  
い、もっと下げろち言われ、久重晶久血機器行政への的りや河腐の憾様  
へのふ仕というl里点からのみ仕手声Lろと言わ九てもそれはできない。労  
働慣用の改善は．芳′lⅦの交渉が基太とはいえ、なんとかしていただきた  
いし、なんとかしたい。不発巧も医東晶久dⅦl‖ラ故lこ対して、やりが  
い∴i：民の皆様へのネ仕を志してPMDAの門をたたいたはすであり、や  

【  
る気のある若い事鐸稚貝の自利痴むようなことばして欲し〈ない。   
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■）  トl   トつ   J   ユーl   ュI   ユーユ   ユー■   1  

新馬  事一次擾書をご  本攫曹に関して、ご霊泉などがございましたら、ご自由にお●きく  総合櫨れでは5つの行動毒舌を掲げています。この書含の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総会牡構での仕事について、感じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに爛して、ご書見がご  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材の▼成・鑓保、モのような人材が能力を発揮できる1墳  ざい苦したら、ご自由にお書きください．  

の量■や繊■文化のあり方などに嘱し、現状を拝まえ克服すべき  
鰊tやそれをtリ縫えるための擾幕を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

玖暮q貝局との人■の簡囁があるのがわかるが、もう少し人■鷺IIのス  
ピード用わてほしい．Lっと専門■lに無銭したい」腋11ニセリ綿みたいと  
思っても．罰とRじような人事tb誹嘲では、電力声轟わることができな  
い．す前上、壌土朽aま人である以上法人の自主・即I的ぢ人事声行え  
るとともに、重巣t孟罵の農事引ことらわ九をしlこと事†札ヽたい．どうしても  

玉とR樽なやり方事したいというのであれば．下I丁半民という山農事ヰな ね車中らす 
、隅の事糟として行う、または氏の零繹として拾うことをE民約  

な濾■のもと決定していただきたい．■人8引こは旧三公社や第三セク  
ターの例喜みるに．半丁半民という土壌は公の雷定性と民のいい加糞さ  
が混じったロケな楢tにならないので、どちらかにしていただきたい．   

l  t7■  PHDA  知っているが．内さ  憂Tの謁彙断止とは正繍鱒係のない、環状の鑑憂品行i引こおける闊鷹島〔由良止  個々の役Å、1月11それぞ九の王層lこついて、一生蟹余ろえ．■り繊んでいると思  はい  はい  いいえ  自分の■Mnも景揮でそ．閥長の鋼I鼻も大きく．芥常にやりがいがあると1、ろいろな貴兄を反映さ盲る上で、いいことだと患う．アンケートの．塁上も    11牧場していなtヽ、  鑓や■£外債用）含触的に扱われており、幅広い面かちは冷さ九、間概才i～をさ九  ．う．しかし．いちいろなレベル（♯粁と■■筍．細事覇．tれ嘲罵）で鯖■としての－     ＄じる．しかし、J生芳t省のた■が尊く．鱒dt打Iの息苦しさ声患じるI護事え、樽々な4書をしていただきたいと思う。また、機書の英行寄につ  

あるいは、W心がな  ているので．壬■の方々の強い土志と努力を虚じた．一方て．多くの問nムや対策  ≡鑓盛事あまり靡じられす、共通の円ぼ帥lちにくいと蔓じる．朽む叩含も5つあり、  ことがあるので、独立吊鼓法人として、一門幕1匿として、もっと白白とA いても配■いただモたいと思う，  
い   t々のt■で壌目の暮さがことなるような気がする．個人的には、人事の面が大き  任を与えて吊hさせて欲しいと思う。  

く距tしていると考える．しかし、苦い舶■でもあるので、今後は朽む理念のもと、  
ゼ■としてまとまっていくことを期†1している．透明一作については、去だ疑問．  

≡▲全天や白虎との饗嗅が交わらない隕り．裏書声起こした穣1にあるこの無事は止  
らないと思う。そのためには．四民がもっと甘くなること、■里方t雀やP■1∧のお上  
的な考え方を内外美に改める必暮があると思う．医薬品行線組■の縫檎ではなく、  
もっと大きな視点からの縫趨をお■いしたい．  

t75  棚∧  知っているが、内毒  機書が書とめられたことは℡いていたが、現在の医藁品行敵の在り方について、そ  他封■との文責をより吉彙にし」腋合■ll全体のよ零に胃寧を夏めることが必壬と  ；はい  はい  どちらともい  医薬品行政に構わる看として．遇云（靂書事の事障卜現を（1先1の技  
は杷欄していない、  えない  術響卜将来のすべてについて日を噂けていかなけ九ばならないと夏祭し  
あるいは、関心がな  ている。  
い   る。  

より小鋤で．より質量な区■晶や■■t嘉F嬉庄磁場・最前手引こ崖けることが、払た  t人的な玉大になってし雪い暮丁が．薬事事乗防止とせ事のユ戸島の範  
ちの蟄禽であると珂剛こ．心からの■いでもあり手ナ，■云の糞亨篭▼については、  
罰．慮令t増、払■t蘭．全暮．＝・、そして同氏全仏が尊王一正ヰに辻ユ丁るとと  ぴつき・聞達吾が十分lこ理解できない席があり，この噴8の1邑会い（ど のようなこと声群書さ九たいか〉千正l■に把等し丁らい配分がありま丁．  
もに、このようなt貢を書壌起こさないように．そ九f九の土壌でできること烹1え．  兢美、複書の席で．何色のE桑島朽慮†i．とも丁九ば．蜃ホ畠というむ畠  
モれぞれが轟い●環婁と最大暇の努力をもって立ち向かっていくべきであもと思い  を通じた規¶に鑓りがちである】とのコ厳がありますが．支景にはむしろ．  

ます．そのためには、遇王を芥¶するだけではなく、そこから学び、に九からどうす  製品のその先に持っている土■さんのために、甘藍禽に厳っている褒状  
べ書かJ、rどうあるべきか」を、各々が1えることが大切だと考えます。また少し紘  があることは、この■壬¶りてお宅えしたいと患い手す．今よりもっとよい雷  

しが嚢りますが、真横吉では、玉女醐■のt叫以抑こついては竿■を除き、ほとん  査、安全、麹諷事務を、8々甘㍍していま丁。   

ど含まれませんが、広い王瞳では1晋事食餌止またIi臥■の向上には、キュ看、  
アカデミック零、薔‡l的な鑑■開1■断以外の役割・たt力も大きく、にじような命に  
弄する甘壕鴨や雀愈霧が夏めら九るのではないかとネえ王丁。l例えば、日本ては、  
ポ軒、テレビの橋ヨに℡畏霧¶がむかさ九やすいという面もあると書われており∴正  
膚印篭∈逢、あるいは汝書的な寸犠牲伐という員払合いとしても、沃■■聞から  
の帽年珪附こ加え、鴇遇t勤の役割も大きいのではないかと考えます。）そのよう  
な意仏で、広く、それぞれに闘わっている問勤であると考えます．   

一門   3）についてで丁が、1ユア的なチM追跡こついては線上ての理附こも暇昇書法じる   已逼式のとこちは主㌣が大たモうですれお鐘れ川て丁．dlにあアン  
は杷欄していない、  ので、独白のラボがあるといいと黒います．または、和研、護父鯵との人材交流の  えない  えない  ケートへの互書がよ体的ぢ斉玉、好8せ書につながることはほとんど蒋  
あるいは、細心がな  講究化でしょうか．p－▼血のふ鐘となった組■の合伊は済みましたが、いろんな  草してません．  

い  データベースが乱立したままです．デー夕べースの鮭合や■鴎化がすすめは事務  
詳Iなシステム上の亨l丈き事に★やす11Ⅶはt輸できると書います。（システム改■・  
移行lま相当大変かもしれませんが）  

払は、官舎■11でのせ■について、その▲†；の■大n声サに鰻じながら、       知っているし、明さb                       百瓦たっいては．卯常にょく王とわら九tL、ると如、王1Lほふされている書面三づ  人〟の舞戚・檜αやそのための由無のF●事例もことは貫井に■事なことだと凪い  はい  はい  はい       把軋，いる事   国民の甘Ⅷに少しでもお役に立てるよう、増力左がら尽力したいと考えて  
おります。  

妻   
． 

事   
示事■良さ曾るべきてはないかとろえます，   
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卜1   ？   3－l  コーク  ユー3  吐＿   

ださい。  仕事にや  ざいましたら、ご自由にお書きください。  
の嚢傷や鴇l■文化のあり方などに明し、現状を怯まえ克服すべき  
旗増やそれを彙り越えるための檀藁を、ご自由にお書きください。  

か？   

ますか？   

HD∧  か？  

p 179  

班モのPMDAては、上事を三た【1生栄職省からの出雪辱で占められており、抽繁に出   
杷零している   l入りを繊り遷している．これらの人々の考え方の濃いにより、増qの1え方もー妙に  えない  えない  分霊されているようであるが、現実は、PMDAでの政治判断を求められる  

壬むしているように害える。上■全！も含めて、あるIi璽の定男は資むの少ない葦積  ことも多いように思える。また、ニ王℡理lこなっていることも否めないたれ  
で仕事をすることが必要ではないか。（束むが少なすぎるのも、多方重から物事を具  
ることができなくなるのでよくない。）  

贅－した経書（医薬品庁響）の設立が望ましいのではないか．・企1出身  
者の受け入れは行なっているため、企壬割から考えることができる人材は  
いるが、I！現がかかっているために、実際の暮主に十分活かされていな  
い。また、嶋■勾覗がかかるため、規制当局弔の考えを環ギした人材が  

医薬品や医療q慈というのは、なくてはならないものだと思いますが それ  
把握している  す．Lかしながら、堰吉にもあもようlこ．演舞ムてl壬芭瀕し書れぢい宜tW項が草丈 ㌻応が▼蓼であると考えます。そのためには対人併年における：肖窄てを排し．常に  こ適意に捕るのは轡洩だと思います．重要なのはできるだけ自由にtl凛  

欠員壬九るヰゃもあり壬すし．撰終点では，不＋分とはわかつていてLそれ以上の；・【オープンな濾過きざ蔓性化させていく必事があるのではないかと書います．  
王事とれぢい嬢ぐもあるのでlまないかと盈い王す． そこで、どのI‘J塩手て人事ぎ号  

こ生きていこうとする．¶．怯を尊書することと、そのための支援活動ではな  

くしてい九ば、モの錦ムてはやむチ11なかったのだ、崇れてレらえるのか声．モの芦  
いかと思います。昨今は．軒型インフルエンザに対するマスメディアの沌遵  

点その夢色で．ある打点；lかにはつきりさマてLらう必蓼があものでl主ないかと訊い  

のq電を見ても、どうも違反に主に搾る傾向があるように思います． そ  

ます。そうしないと∴昌エのあるIIムてIi電界山の瞥見√てL；t一人．ニlがつかぢ  

のため、三薬品などのさモについても、大変なプレッシャーがかかることに  
もなってくるのではないかと思います．人が病気になるには何か特定のた  

かったような山王耶Ⅶ声独l】1；止されて．それで選曲的に■∈声Ji放されるょうな  
場面が捕れぢいα罠Iiぢいと勇い王す．できる触りの†【鴨の公間とⅦ囁覇Ⅶの異イl  二 ′1・・、■ ′，・r・串に・・－・′  
【ま必tたとも曳い芋丁が．櫨の一号代の宗三■が別の竹山．ロ．jにより轟慣声道及す  

「80   

ることもあり叩ると勇います．そのたの粂■J月昔’のようぢ1え方L、その暑Iムで、書  

l脚跳から机ていく岨必tなのではないてし勅  

t81  PMDA  丁＿つているし、内苧も  ，！lニーの臥血l」嶋や大′丁との人事史汰や叫広い人苓8－†－ンヨノ声工漫ナるぅ往へ－ンの、ノと・・しです．今の体制では、よ・．・三・鼠だの貫1矢】こiとtl暫・科軍  どちらともい  いいえ  いいえ   誉「加点のみサIfます・『王隼がある 転職先があまりないのでキャリアバ   たまにはよいと思います。でも 的円けがかかりました  8見をまとめる方  
IE零している  ：ことが必モである．1に耶；†して．もとLと乃竺完q礪lこ人絹された万のと三和ま絨モJ禦】1点の的繊なギF は■ミできない可託，性があります。また．その蟹果、せ界に  えない  

にあり壬丁が、■叫旺薫の方の墳11川口一子ーシlンーとくに斬量i禽甘甘情！王と 向かって串＝される役Tlも糞たせないでしょう。  

スがユiきにくい．穀知は丹労鶉出身重だし。内加の閃むが少なすぎる．   はさらに大変でしようが、職員の廃見をうまく拾い上げていただきますよ  
・人材が再たない今まてメ弔報の仕事をしていた人材が入ってこないの   う、よろしくお先いします。頑兆ってください！  

んど11わhていま甘ん、爬むFれTしてL．■外山とLさ傭などて亨一山の扶三空で，  で、†7、瞥人．仕ふのできる主肴メンバーは自分の仕耶が忙しすぎて新人  
下丁にローテーションするとヨ～乱丁るから」】tむさせ仁いようて▼が，この吠禦が櫨  に教える夢て下がない＝『人への対応をⅧ先した象三災、勤即lⅦが長くな  
叫貴葺からすっと蚊L＼てい王す．仇よ品の貨サMF読切l＝こ†伍し、的縛なTl好を下  
すためにIi、q広い■Tp声′lす乙urlの広い人〟事∩てもことが必モてあり、】．1√！  

リ、体をilしそうです．J畏、机長以上はJ隕芳ポからの出向名が多く、欝  
董等のITltがない人相が出向してくることもあり、上司にもーから仕叩の  

の用粛は郷鳩にとってマイナスにしかなりません。三きやかにユ●正することが必看てあ  

り、壬nの椚Il方にもこのような玖i霊が声らすることをけ灯していただきたく存じま  揉ぶがヱ、モ，上司が仕嘲を貰えたころには、押某省に反っていくので、後         lこも；もIlらない。以上のH糞，人蝕夢二糟やしても仕郡lま決められた人に  
す。 皮じ言の（9）荘重孟〒三独を担う封l嶋の今瞼の在り方について。乃三芳囁才‖ま  1【；けるu萌が餞い。・何方宥との．8，ジの遇打が大主。沸叩憎がけ璧  
主に行d的なIqム化、つも公平なのではなく、曇tくiや払企王の．現土を代▲することも  されていると三qえない∴†鈷は．益軒に：㌻そ足しました．・人から鱗〟される  
ある鰻琉ギの鼠〃に再qに左右さ九ると1えてくだきい）から王】併する悼何が儀い凸  ことは王ずない（エ蝿できなし、）士ふ・正所、ま札ました，   
一方．1ヽ■l∧ははご1さ九たデータに員づいた重々好きします．そのU黒い玖兄が；！立  

丁ることがこhまてに珂良かありました．僻8l．餌具、さ★塩がけ方策からのご和利l  

であることし巳tしていると上巧われ王すが、鳥l！的には．I≠■l∧の1乎の▼†軽から少  

しすれて．丹1扇t岩谷りの．q〃にさ了ら九てしまうことがありま丁。データに昇づく  
り7的Il捗と1i■併I¶額は．ふA分けて▲脅じる必きがあると1えますが、】」†lはそ  
れがでさなしI響♪があります．  

’ 
， 

・ 
・ 

】  
E  弓  

Lたの几且fしているかもし九ません．したがって．何句か欄てば慮欒さ九るとLクエ  
えま了ん．1W▲のレベルき上げるためには．人事史汰．すなわち曾X：ゴp√の宜  

け人九・lW人から℡エへの声＝tの入社もド崇したほうがよいと災いま丁∴霊鼻曾  
貫のど主管声心配丁るより．1Wl∧声仇【司法緊にすることによるレベルの低下が竹山  

てす。  

182  PMDA  知っているし、内容も  はい  はい  はい  

25   
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の  トク   ，   ユ1   ，   ユーt   

ト†      」  ユー  11    1    所■  第一次攫書をご  本攫青にれして、ご書見などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合機構では5つの行動理含を掲げています。このヰ食の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総会牡ホでの仕事について、感じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに関して、ご竃臭がご  
＃じでしたか？  ださい巾   向け．人材の▼成・鑓優、モのような人材が驚力を発揮できる環墳  したら、ご自由にお暮きください。  

の整■や鳩■文化のあり方などに爛し、環状を蝕まえ寛魁すべき  
さ■やそれをtり纏えるための提茶を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

ような■●き与えていただいたことには大変法洲申し上け手す．L  183  PlJDA  知っているし、内容も  これまでの岬嫡事手打止してまとめる作藁には、多大な労力がめ辛であったと思い  1）自らの罵貴書明はに鰻明できる書食Aの書慮が1も▼事であると考えま丁。その  はい  はい  はい  m■】A禽犀以東、おそらく全ての■員が▲りまい憾■のIl翼を2㍍して取  
電機している  ますので、壬すは、ヰ国のは吉をfとめられたことについて敬呈を鼓します．その  ためには、臨内外の亨さ、シンポジウム事での旗まにⅦ一事的lこ●加し、自由に先菖  リ媚んできたと思いますし．手■に多くの改暮が持わ九．充実化してきてい，かしちがち、このアンケートで紀雛さ九ている亀景の島貫を．▲彗にどの  

上で第一次壁書の内さについて、気†こ圧1たことを述べさせていただき手▼．1）医  でさるよう仰∫）Aとしてのサポート体鵬がさ事であり、積極的なp幹線遭及び量上  ると思います．モういった現状の寧での今橡の虞欄として気付いた点ぎー；程度ご才勘、ただけるのかについては．活字の魁界零もあり草間です。  
巣品行敵の1乱しが主なテーマでナので、仕方がないのかもしれませんが、匿■現  交換に対する幹山のけ鰐及びこういった取り増みに対する■切挿蜂が¢事とちえ  かせていただきます。1）＃軟性Pl瓜Aのせ事は．日▲の1利治■レベ・Run▲の1員は．日々．憂玉Tる闇壇に対してま雷讐に取り噛み．印■）▲の  

ルに1咤するものと考えており．そ九ゆえにt∈奮とt後詰キ墾じむが：ミッシ≡ンである量雪にとってのキまの空け増になりたいと患っているはず  
増（エビデンスが雪いま手便尉＝尖する雷望を提出していた学会、医師事）の責任そ  ます．2）■外規翳当碍との運彿強化が暮事です机人として互いに傭1できる関          のものに、あ王り蕊及さ九ていない貞はノくランスにかけると見います。行政・全量  僕声嶋箕しない屯り．エうの上映でのヨホ師うことばできないと男い王ナ．モのた  ら、日ごろのt繹lニーり撼んn、雪丁．暮雪というせ事には、I一事飢な事 …で丁．アンケートの亙薔内幸だけが篭り歩さして．PHn∧に声↑る止濾  

M性がB霊であることは雷うまでもありま甘んが、一つ一つのケースに1が筍1って瞥¶さ丸々いことを⇒讐します． 手た∴他のIⅦ1∧のヰ■  だけでなく、露■覆増の1毎にも雷且した上で、ヰ址のあり方を韓日すべきと事えま  ゎには．正円外での曇濾・字暮■への嘲欄■Iな○加、■外規制当局看のPHn∧へ           す．z）血液q州については、料亭的にも責付明で■討が必雷な事墳が多く、米国  の摺れ及び研犠．嚢外野儀■についてのよ覇カ■（▲汲でい年以上）を実現すると  ゎに取り組んできたよ年の畔鑓の積みtねが暮事であることも1冥だと：が．どのようなことを考えているのかを知もことは雷搾だと勇し、ますので、  
見います．いくらt舞な方でも．p■DAにきたその甘から暮董ができるよう喜今璽のアンケヰ堵1については．置苔寺が鞘定できぢい詣で暑けいた  

でもC8【RとCD亡Rの¶で判断ふ覆に温度蔓があるように景いますので、科学的合成 晶と血濃撃紳で、行政的なアプローチが弔痍で良いのかについては、十分な檎欄廿  ともに、自書1篠でi外と1携できる燥制（守程■農協定を彙■させた実務レベル での浬老虐■沌の毅■、テレビ、t‡蓋あるいはw●bを用いた食止事の投書】の量■  にはなりません。そういう王道では、Pl瓜▲の暮壬■工人がちiするのて賀だき、プひ、PMD▲のt■にも配布していただ蕾たくお＃し、由し上Ifます。  
あれば∴集牽にわたってFじせ事を■校できるという止別は．◆牡ともせ ¢事だと1え暮す．3）琴彙鮪止に帥する基本的考え方として、「不け実なリスク零 lこ努する予納騙軋、「且羞のケース声密蓼するために、‥．（白峰）．．．1任ある 迎諌な1劇決定 綺するさ事があり、■年1位で■むするという人事では、書〔性を暮和丁  
ることは留れであり．敷机即相川で印章以上にわたって世事をしている  

Jといった拉■が1受けら九ますが、真書には多くの場合に「不ヰ 工なリスクIlよ市長しており、tαIヽ貢全であることが割った上で蔵王上しているような轟   ような方たちと、エ当の王疎での■凛・協力関係を疇暮するためには、せ  
事のt積憤が極めてt事だと景いfT．2）人鱒交宍についてアカデミ  
アや企業との人材交講について、Ⅷ蟻的に遭めるあーがあるという王よ  
に良策するわけではありま了んが、間■はどこかち翼るかてはな（、モの  
人材の策であり．¢暮やアカデミアから人材が乗九ば、良くなるわけでは  
ありません．  

実匪のところむ藁全集に比べ押D▲の給与が呟いため．企■で－まだと  
評価されているよう仁方がP■咽∧に転■することは事【★に言れだと曳いま  

す．人材文責の闇轟を櫨首ナるのであ九は，蛤B・稗iといった真井的な  
間超千草決しない隠り∴邑豹と丁る人材交烹は遭成できないと景い壬丁．  
また、声l益相反についても、人〟交栗色ヰが間穫なのではなく．倉1己曇  
寺がPMDA内でどういった仕事に痍わものかを遼寧化させることが栗めら  
れていると患いますので．■讐や凰艮の方々に如構していただける鼻事t  
プロセスとは何なのか．この間鶴に旨をモむけることなく．1ヰ的な層真玉  

ると男い事す．持且■がいくら措■をしても1峰的に古事晶を優男するのは弘■蹟 r全纂との聯で．先蟻的技輯の利用促遭に向けた研究が共同で遭められてい壬す．こ  を検討すべきだと思いま丁，ユ）mlD▲の轄与 P■の∧の絶与が、公覇▲  
⊂ 給与に比べて暮いといったtlがあるようですが．暮董■はp抑二は  

士あるいは■士の亨位モーしており、こういった■M怯の書い嶋■での輪  き一・：宰・，弓・一義蕪・－l、・鞘崇嗣橿一，し・竪・±義三フ・・ワ，こ＝・等華∴・－・iゝ∴弓■ 〒l「Ll毒巨ニ  寧を．養鰻に一般食暮や公精一と比促して．モの纂隻声論じるのは不■  
スク戸主しく控エ■して，そのリスクにどうやって向き合っていくのか㌧どのぢ丘のリスクも、Pl■）Aがこのような取り組みを行って、新しい考え方や技鱒の利用方法につい  切だと思います．わ九わ九が日ごろ斉応している屯▲企王の蛇ぬと比甑  

すれば、PuDAの飴ち力qくぢいことl圭一白書甥かと書いま丁が、そのよ  
うな比仰土行わ九たことはありま甘ん．現状では、多くの暮隷■が▲に絵  
与の間血では暫く、Pun∧でのせ事の暮事代を杜托して．エ凱こセリ総ん  

のI完■的役割声量たすことにあると用います．  でいると曳い手す．しかしながら、凛枕以上に下けるべきだといったⅡ■が  
あるのであhは．そ九】i暮t▲のモチベーションを鐘躊に下げることにな  
り、書手員のTの現下を椛くことになる＝■貫ち人は、帳1しP■0∧を五り．  
P仙人が優異でない人のたチリ坤になる）と思い壬す。  

えます．  までは許替丁るのか（もちろん点最やIl票により■なり手す‖こついて、日本の社食  て、王l種的にせ界へ機業していく必辛があると思います．          全仏で⊃ンセンサス声雫ることが1U■射丁べき王事なす1であると靂います．6）            竿義が虞た丁役】祁よ．日鼻でのエビデンスづくり亨、どのように柵Jしていくのか、そ  以又とLてtいてみて集じることは．国民のためになっているというmt声してないと           未蔵辻の払1品があった場合に．義智暮手法出すもだけでなく、モの育三に何があ るのか、どうして日鳥人でのエビデンスが十分lこ囁正されてきていなかったのか、そ ういった積よ的な断廿の讐躍．解決への畏書チIiうのが、エ翼の宇さの役6ではな いかと見います．この間dのよ貫は．凰苧環tにあり．日▲の邑広瞥究のレベルの 低さlこ1三関しているl．のと4えら人手丁．壬た、Gd＞が為せのみに蒼角さ九ています が．1勤惰及び安全性が十分に判っていない駄1呈事亜ホlこ謹巧丁るtの■理 ¶という増血からlま．天覧暑が仝1か■■かで色別ナるB■I壬ぢく、含ての臨庄亨 只をGCPで裏施すべきではないかと患います。GCPが討たくさい手■という遭■妄 頼っていることにも，拉広ず先のレベルが向上しない一旨があるのでは（几ヽかと患 い壬丁。7）払■及び虞州治■レベルというt．のは、その内の九のよ味での罵声曇 しているのでIiないかと書いまナ．日エとLて．蜃■及び薬剤闇■レベルの中上を F‖箭すのであ11は．円まとLての■り鰻轟電化が不可欠で丁＿たとえば．t手叱に ついてlま．X国では櫨亨化が遭んでおり．内全仏で閉じt子化鳥欄l諸づき臥■ データベースが叫憂さ九つつあり．モのデータベースの情惰声m▲がモのまま車用 することも鯉定されていま丁，この子ークベースのプログラムL又爪三■て研究され ており．∬lm人だけではなく，駄■手取りホく剃辺の姓鈍間彙L貪れて、一件とLた 取り鯛みが悶まとして■めら九ていま丁．こういったサー声只漉して．円▲の払■声 せ興亡サとTるたわにRが必■なのか手管灯し．丈現に和†てl型ヨ▼もボJ了（■望 芳t苓だけではなく沖椚り象るようなt間あるいIi繊■が必暮なのでIiないかと1           丁でに書いてLまっていま丁が．児っていたやりがい 

あるいは、間心がな  何人いるのかということ声考えると、その義用声効果があまりにも観いのではないか  かない．叉たの臥オ現場で、自らが耶わった呈日が患■のためになっているんだ、  
櫨tしている人が多くい王す㌧このような止頬のさて、いいせ事ができるとtに取り蛸み、考えることのできる時㈲と舎喝がほしい．  

と盟う．   というような丘色事しってみたいものである。また、人りの舞成とIi■いてあるが、  lも凱、子音んし．いい人〟が1托さ九もとも汲L、まてん，とりあえすよ擢■  
束さ只野けが廃止さh†こり、瞥すは座7ぱかりである。壬た、お声当為の換止や、  手渡ら丁か．絵IIを上けるか、していた′ごきたい．とにかく仏力的にし和声  

蛤与のカットなど、増車用生面でも充実しているとは㌫い¶い．このようなじ言を出  的に↓辛いです．  

す粁に、少しでしIl環状況を改書するような方剛こ進んで軟しい．  
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I 

⊃いて、悠じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実施することに蘭して、ご意見がご  
ざいましたら、ご自由にお暮きください。   

己が行われており、最新の臨機嬢娩を宇ぺる  機構職Åを対象にし日に見える形として意見を述べさせていただける機会   
E、そのような教育も充実させるぺきであり．  を得たことは∴本当lこ有意■なことと思います．提出された意見を踏まえ   
医■儀闇での研修制度が存在しているが、  て、又棲言いただけるものと思いますが、是非とも医薬品の承認 安全対   
‖こ対しても、最新の医療環境を学ぶことがで  策等の業務がよりよくなるための改善への方策を盛り込んでいただけれ   
如こ機供すべきと考えます．また．一部の札  まと思います．国民の目線からは．医薬品の承認の仮定はbl8。kB。1で   
たうなことが散見されており、そのため、ほぼ  あり、日精生i舌では雪割こ気付〈問題lまないため、機積と言う存在自体が十   
ような麦℡がし磯積設立以来；l然と続いてい  分に決議されていません，その意味でも、今回のアンケート・提言を踏ま   
E正するための号見を患部でも徴集している  え、本邦における医薬品の審査・安全対策を行う棚ヰの位t付けを広く知   
∴雪引こ具体案がないのが現状であり、対策  
Eす。社会的な手織もあり、如何に早く．安  
「るかは大きな課麺ですが、そのために■員  
。昆Aのワーケライフ′くランスの改毒につい   

いただきたいと思います。この点を改善してい  
って職場を推薦することはできないと思いま  

総合機構では5つの行動理念を掲げています。この種含の実現に  
向け．人材の育成・打保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  

の豊■や繊地文化のあり方などに醐し、現状を拝まえ東銀すべき 詳環やそれを兵り越えるための檀茶を、ご自由にお書きください。  

総合機欄での仕事につ  
自由にお雷きください  

≡：っているし、内呑も 杷纏している  （りの基本的な考え方には官tするものであるが∴勘、憐謹uを鋸lする景喋でも  
教育覆車は行っていただきたい．玖q先として、厚生芳聖篭又■王墓稟晶芝覆t慕総 合qⅧを志すものの土として 

台、医稟晶の逼正使弼及び安全モ確保に必雷な嘉ニー  
と考えるためである．（2）については、医■皿墳は封は的なものとなっており．上ぎと  

なる蛋酢又は他瞑の藍師の処方について、吏更を求める琴は通兼行われない。こ  
のような環填では、エビデンス欄集し、その内害を反映した匿膚を貢草できるもので  
はないと考えられる。また、先の糟tとも餅嘆するが、臨床苧究に訂する粧雪が甥  
在の夏草、憂宇野蕾で行われていないことも董嘉な何句であり、その点についても  
考慮しておく必蓼があると考える．（3）について、現在の凛，「笛墟、宝！会、分科会等  

の包讐付けを再度痍出することが重書と考える．轟門雫の士見を収■する頑とし  
て．事門！餓零の倉ユ、広く荘重に㌻する法明の壌朝として敵射分事⊥金）を拉定す  

な認知を有していないものが多いと思われます。倫号釣な碑点からの教育もそうで  
すが、三な人員1加により、大草謀を卒重してすぐの亀■が王先に増加し、すべて  
において霧育できていないのが貫一貫かと思います．また、社会人としての教育も同  

凱こ必事であり、このせ含を美行するための罫嗜王：注が欠如している状j見ではない  

かと饗乏しています。また．糧q内でも、鰐裏噂■では冬季にポストが存在してお  
り、里‖ニー■■乍のない方がその鴫に材〈ことにおり、きIくのき門ダニ追を持って判断す  

ることができない瘍合があることをもっと諾逢すべきです白 また、－！ミの声の大きい  

先生方から響こえてきた内幸に、達観l二反こする等の対応もあり．そのような対応で  

は、科学的なⅥ点からのf Fを十分に行えないまま、燻対等を行うこととなります。  

こ九までの暮昔時鰻攣き籍まえた．ポストへの人事翫tについても改書されることに  
に  

班会が少ない。  
医Pについては、週l匡確度  
を占める秦系杜員  

きるようなせ会をもっと積嘩  
に仕事の大半が集中するよ  
毎日の壌土を余儀なくさ九る  
るように感じます．  

ようですが、 はとられてし  ＼ないものと思いま  

全で効果のある薬剤を承認す  
ることが遵切ではないかと考えます．現言の蔵控壬てのステップでは、実景にt囁 よる暮貪が鰭7してt曇巳までl最轟で 月を雷丁ことと或り ≒虹 期－1－多く  が犠牲になることは間嶺です   
よも一千力l拷rしても．ヰi王事でに最大でユケ月号雷丁ことと屍り，舞虹な期甘が多く  

！  

なることきね手えると．零覆すFが必蓼と思い手すので、この点は、娼∵い二靂づさヱ  
】ても、もっと責■に検討して ！ 

㌍論纂Lていたださたいと叶え憂す。また．■這わ璧犀についても、ビ菖内ゎが生  
かなければ、後輩に胸を漁  

かさ九るよう、雲宇・異字職tなとで、インフォームド・⊃ンセントのt蔓性を教育する  
す上   

必賽があると考えます．  

r  

（4Vこついて、海外と■なり、J農場飢なぶ作用布告を行うための集控が．本邦ては漕  

立していないとナ事！わ九手す。最近では、【冬作バ；があった場合に．仇虚mJ臭書が．tい  

とされたりすることもあり、盤根班‡．≒及び在民の、qjについてもサnしていくことが靂  

貞となると1えます∴又．琶人指入についても、Ⅵ七bを1帰したものがち言たにこ篭  
しており、その声ちについても．藍草笛を毯†とする丁の打∴に欄l‘tし夏す。†ら㌧につ  

いては．正芳はユーザー・フィーでも印加Iiないとエ！まいま丁。婚■に属するものの一二  

いや汗Iqき養うことにより、これらの河山はカバーできものてはないてしょうか。公  

正・¢立の立場に立つことがt糞であることは．もっとも仁ことと災います。なお、屋i  

長のtllでは．竹山qnが円空芸¶㌫のご后き且nが多数を占めており、輿にその  
馳1iに糟【1モ告Jlさない万も」町M帽nとして℡パほれている；貫魂があると珊われ  
ます．公共の！i∫ニにWする鳩山からは、ある事冨塩、貯まIqnが肘生労≠省の出向  
瓦nである必をがあもと考えますが、各！lの嚢！良は、その領域のエキスパートがな  
るぺきであり、そのquで抑モの盲貴市が必tとろえます。   

】  r  」  m  

186  

把毒している  
ているが．優嵐≠†・iをつけてひとつひとつ蔦主にエuさ了るあfがある。これらは、  甲・£丁の兜J、アイ子7がIl山鉾パこ話声…されるlち】毒作りに買めJニい．大7tこ咋土  

の薫世の花鳥との共和まかなり進んでいると思う一方偵人の情報収集   
PMDA■唯で貫以てさるLのてはぢく」日日叩1民、7彙、封糞仝藁．円空完刊  

の努力も必廼だがPMDAの絶間方針やい々の■稟に即する仙側lみ状  

て、払■u嬢や11嚢でのI！鱗F巧んだり、員更汀の旭ユ．妄111・F少につけも4さが  
況がすべてのq員にわかるよう、幹部は情杓共有に一肌取り姻むべきと  

省、PMDAがそ九ぞれの魚住を賞し、一意力していくことがめ葦と黒う。   

与えられるべきてある，そのn、PMDAの三尾声帯収納lニノつめl句すことも可ぢこと  

爪う。  

なろう．このたれニnnがあも1T良人7したら、も粍象．射t・罷告附け刀「∴．療u嬉  
や壌ぐによってはむよ介菓での最期絆憎1叫！内外の大字・ザズ蠣∬ての幹惟を、  
たとえば克代の5％（丁叩人伏㌣として38人Iご塩／年）が空けられる仏つlしてはどう  

か，  

†87  PMDA   知っているし内子ノも  青汁Rが人絹キャリアぱかりてあるが、岬義一三富でプロフェッショナルぢフロバー旦 べ 
把薫している  貞が芯汀且にな九るような娼持てあるきではないかと思う薫がある？  えない   

川8  写せ吊‾草長吉－す‾とに注力し′、が、什礪享す、壬す  えない  
けないわけではないが、あるりは！丁じなければいけない、というどっちつか  

すのところで集Rにおいて非効率性が生じています。伐丹でlご現出兼ない  
餌分はその時の旭当寺の祉且で決定されるので∴根ぺ一員正・靖加の必要  
性をもっと訴えやすくするシステムが必塾だと潤し、ます．係長以上の職Å  

は大部分が出向壱であるため」甘Ⅲを発甥しても根本的に解決しようと増  

f   

縞捌こl札＼て下さる方は少払です。多くのプロ′く一花ハが投花に付く師朋  

になれば相場のi一宮も大きく変わるのではないかと期椅しています」物坤  
釣てオ明性のある鍾犠遷宮を行うために、早〈プロ′く－主体の鮒細lこなる  

ことが必雷だと禁じます。  

‖柑   はい   
れません。   と知ってもらうために、人事交：たなどが可棄であれば謹誓約だと空います由実Pは  

利益相反やぺ刃爛湧沌㈹ⅧてHしいのでし上うが．また「高い講叫憎ノという点で  
えない   

照射沌鳳㍍拍車クリアした上で、押lて貫綴喜れる㌻危助言や身■1浣；暮の公  
にしIJ才的データやガイドライン、邁志の前例マに基づいて決められない  
鳩舎や、さ☆チーム叫で旦如（吊れた鳩やのi二塾に減る増鱗がときどき  

珂・慄ヒについて域！1すべきかと考えます．   かほ丁。噌1な℡拗ては．■llのさOhのT帽だけて設定して良いの  
か恨むこともあります。そこで朽軋ゝ糞企エ、久浪碇礪朝、他者団仏  
など噂－1†I自轟の代▲者による委員会を定期的に閤寸して、職阜1のさ青果  

矧＝ついてヒアリングやIA告を実持すると、相互押だが芸子りさ☆の迅決  
化や医薬品の安全「け生に塩立つと黒います．（拍に凛食が〝れている  
品目や、冨☆において環▲1と企1が対立している品自についてこll勺）ま  
た即lのさ食内容や方量＝こ不二ちな企暮L存＆すると考えますので、附l  

】  外Tこ中立の膿l！囁闇を設ける必要もあるかと考えます。   
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ト，   I   1－1   ユー2   ユー1   ユーJ   l  

n    ll                              －■  く－‘    折井  事一次提曹をご  本拠曹に嘱して ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  総会牡構ではSつの行動理含を掲げています．この専念の実現に  あなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕事について、葛じるとしろ．患つと」ろを」  ーのよっなアンケートを実篤するしとに関して、」書見カー  
存じでしたか？  ださい．   向け．人材の▼威・繍侵、そのような人材が能力を発揮できる1ヰ  ざい手したb、ご自由にお書きください。   

の主■や蟻■文化のあり方などに開し、環状を陣まえ克服すべき  
■tやそれをtりヰえるための捜壬を．ご自由にお■きください。   

か？   

ますか？   

か？   

198  PHDA  今座間めて知った  真＃の正丑のマニュアルがなく．人によってやり方が1なることが多々見受けられ  
る。どのように王ヰ声行うか、鶉山内、恒常で統一化させ、マニュアルを作尿すれ  配にぢもことが多々ある．また、餌の井細筑Ii且いとIiいiす、芽tにス  
lま、より倒串的に構文が行えると考える．   トレスを法じる．せ旬で書わ九るブラックさ杜だと又う．  

空  t   ‾る土壌l‾な  111  PMD人  知っているし 内容も  藁■行政lこ携わるものとして、擾菖を末書に受け止め自らの義務につなげていきた  総合t■では人事騨■制度を取り入れているが、上司が下の人Ⅶを評価する仕組  はい  とちbともい  はい  民間では出来ない仕事で非常にやりがいがある．しかし、立場患 みなし L  鳩■の内部かb噂■のあノ方を至1よつとしても、あリカを考八   一  
把4している  いと考えている．   みしかない出向してきた上司が能力不足であった壌合に業務の妨げになることか  えない  公♯▲Jと微粉である．1狙がないのに責任があるアン′くランスな状況：  らない翳り三体的に文花ていくことはれしいです．■■の内おでも、一応  

ら、下の人間が上司を評価できる仕錮みを尊入するべきである．もしくは、完全に  を感じる。  tlの量見を輝くさとして鱈暮のあり方について圭1を述べることはでき  

上下師儀を■廃するべきである。下の人間が絶対的な使命悪を持っていても、上司  手す。しかし、事精美について不1に璽じていることを述べると、籍推さ  
が事なかれ主■であった場合にIi上下聞僕lこより薫見書黙踪される状況が璧会さ  れた人間が景獅絶になり．暮基局は悪い一事うにしかいかないのが現状であ  

九る．出向してきた■■においては、ついた役■にやるべき仕事がすでに罰り編ら  リ王す。一層■さの事1次4菖により．だ舎爛Ilの人畿の拡充が図られ  
れている。一見合理的なように患えるが、上の捜■に行くに虻軋ヽ短期間で内轟をす  たことからた響力の大きさを雲じており干す．自らの梱tのあり方に対し  
ぺて把撼することは極めて難しい．引tぎに不■があった壌合や、当人の能力が不  て、アンケートを通してt見を述べられることは葬一にありがたいと思って  

足していたとしても．モの仕事を他に画す讐のマネジメントさえできていないことがあ  います。  
る．このような状況は、迅速な対応が必事となったときに．間島の把機のために必要  
以上に時間がとられ、対応の遅れを招き1大な所員となる可研を牟んでいる。人  
事の濃む佃i必事ではあるが、仕事内容を杷＃した上でせ事を割り慮るようにする  
ベきである．そのためには、斬しく入ってきた人に仕事を任せら九るとなった時点で  
人事■むき行うょうな廿里がさ事である。緩銅系の1■が●Mhを持ちtきやす  
く丁るために．完今に暮ヰ黒のせ事手分けるさ事があも．現状では．縫紋黒の4Å  
が行った鴨蔵蔦の仕事声チエツケ丁るためだけに■精最の■■机lるような状況が  
多々ある．事務異に出向者が如、ためか、協力して仕事をしていこうという景撫が  
不足しており事務手続きのあら探ししかしていない，総■盛上では事務系が上の立  
壌におり、明確な方針を打ち出さすに姫育種のみを駆使してくることが多々ある。  

正         ー亡れいたもを鼓舞丁るt疑では書くないかと思います（さ  192  PMDA  知っているし、内舎も 把覆している  李■会話勤ご苦労さまです．（他の賞問にも波及した指しもあり混をするかも知れ ませんが一審敷ください）人は熱しいかな「のど完■ぎれば熱さ忘れるJなどと  総合t叫の纂掛＝限らす、少なかbす行数l＝携わるものにとっては、知識．技術面 のスキルもさ事ですが、人間性、正■婁■使命慮、仕事への慣熟、加えて多少なりと  はい  はい  どちらともい えない  私は、イレツサの事件があった胃に「」れはいかん．工夫治■すべせ轟す でヒトを殺してどうすのか？現壌は珂をしているのか」という強い1リがあ  韓には∴≡．て＿の すがに＃モにありますとたいへんですが）  
り、●●、●●爺簑を考えるためlこ●●したものでナ．●●井気が雷り手  言われるように時の縫過とともに痛みも忘れ去る傾向にあります．悲惨な藁書肝  も（計輪でも▲lけない？）ボランティア和事も¢tとなります．人中の先憂は精にtし          炎事件ではありますが風化しないためlこもまとめ（だ描）の一層の迅速化と啓■  いと曳います．食貫からの公事の叫■がありま丁のでなおさらです．企工卯僕前の  したがよかったと思っています．その長1そ少しでも請かせるように吉■し  

（ぢ萱）話山車期待しておりますまた多少時針1少っても捜せへの反省と再発予  公算についてはここでは息九壬せんが、射手知った仝王以外からの公算l＝力血を  て採用して誘きました。これからも少しでも総合■疇で役に立ちたいと考え  
断の一助と伝ることl＝■っております．また，委持さの日的としては「稽古」するこ  ています．   

とにあもように暮か九ておりま丁軋提言の■界を打給して「いかに再発防止を鼻硯  
化するかjにむ嘲：1して1月せたく声じま丁．力（ちかち）にな九もところがあ九ば呵なリ  
と（t11にい■慕Ⅷきたく存じます．舅孟の代▲的な重軍事爬（スモン（キノホ  
ルムI、サリドマイド、リノフジン、イレツサ、タロイツフェルトヤ⊃フi事々）にl壬モ九  
ぞれI，噂がありますが、本鴫は典型的な人員零さとも占える臥弟岳であり、企豪．  
∬生雀（当時）、監事■臥匿■レベル、杜■的ヂ靂など社台的な環匝で発生し、う  
まく軌遭■正がなされないまま景仰いへた儒な総員を軌、た量琶であったと患いま  
す．また、いわゆる副作用の犠欄（事件）と1なる畠11．企エと行政のモラルが貫っ  
向から問われた事件であったとも言えます．本旨豪の中でひとつ気になったの  
は、「血液エイズ感染（藁書エイズ）」間鶴も「機っこ順箇）は同じ」だと患いますが、  
この♯がともすると（－鴨的には）同じ土壌で濾じられているかと思います．  

本棟舌の中でもそのことはあまり触九ていないように凱、ますのでノここではなぜ  
薬害肝炎事爬lに納車域っているのか（迂にいうと区員しているのか）明確にしてお  
いてⅧ書たく存じま丁．以下、この叫声仲川てぃ用事属謂丁るのも渋疇ですが（釈  
鶏に脱法すもようで洗場です）．私は．一重軍（封慣用田鶴）はさ熟的11リ毒すjも  
のだとろえてい壬す．このこと声．■ユ甘丁に再彙一隅声峨えても望i●に嶋わる可電  
情事■適法じてい手す．集丁は．1交通礪櫨」lこ募常に近い■面声＝っています（絹  
通するLのがありまナ）．どちらも．■くす鼠にな九ば可簸です．交通事aの場合  
▲■  

んれただ．モういうことlま揖貫的にでき手℡んので、その利捜¶（瑚¢化リスクとのバ  
ランスf考えるさ雪があります。恨巧き多くする（ご爺鰻のチェック■11き畠める）、  
飲三伯帳声させない、スピード阜考えさせる（＝tJな使わせ力憂させない）、免帥を  
史斬する仲書★を行う）など、い別、ろな手法がろえら九ます．オールオアナッシン  
グ†i不可能だと萌えもといろいろなTiエが爪仏化してくるのではぢいかと見います。  
また、本鴨（エイズ所止も含めますが）は．倉王モラルやIう慮のモラルが問われた事  
件であったと見い壬丁．払は▲何についてIさ．以下のヨ占声饅ぴしたいと盈L、まナ．  
企エモラルはれ社．●れがばらばらなところがありま▼のて．℡Xの伶声1タえた倫汀  
虚ての群峰朝丘があtでは軌、かと兄い壬す。■杜巧言Iiあも鼠q．粗峡なのかも  
Ⅱ九三富ん．け貫ホや常夏Ⅶ僕ネrMPなど）などへのや押墾の占執ら（望まれま  
す．   

■l  
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旦  〉  国  ヒ亭．  

所i   第一次檀昔をご  トブ 本提言に関して、ご鷲鼻などがございましたら、ご自由にお暮きく  J・  l  
存じでしたか？  ださい。  この■嶋  ざいましたら、ご自由にお暮きください。   

に勤め絨  
けたいと  

か？  

もっ一点は、行政が慶祝となる危甥を禁じます。自分遵の芦を謎めにくい環視があ  
とギ注が伸び手す。（これは美音懲欄に限り手せん。公書筍乃も然りです）。これに対  

応するには、た空qや列■暮塾などて蔽カモ発揮する「事aび青書■曇」のような  
ものを透通に立ち上げる必葺き禁じます．特に行政の這力を霧じさせぢい且鰐の‡＝  
景を躍優して迅速に閻蹟ぢ茨にあたるき玉石の射止の必書信善悪じ弄す．もう－  
点、議摂したいのは「歓喜力です」。七年町によ大臣により「匡霊力ノなどが濃化され  
たことがありますが、その道です．これは、1近でーまこ虞のへ′くリンのtt浸入事件  
の乗員の薯九で米国など多数の死竜を∑した例がありますが」行灯亭甘超を竣う人  
筍l；開こ事禾される貞貫かと震います．お豪勺きを与えた藁刑が、いつもGMPで担  
侵され要全とも暇りません。手た、今以上の匿■讃壌の電靡、モa士．藁黙読など  

の牢順の¶噸収文語ぉも必書かと男います．最近のi†代雫の医■q嶋田留告の伸び 信みも具にTリます。搾告針＝は織q（1璧敬重彰l；するせ撼みも孝三丁に入れても 良いのかも知れません．藁雷はめす■り遺します．交王事等号q、毎日織り 返しています 
，そのはり返す雷雷を一つ一つぢ〆して少しずつ雲量してい〈しか道は  

ないと空います。お互いに霧長文捜し㌻逢することを測っております。   

芦  

19コ  PMDA  今匝Iュ丁〟）て知った  下耐至軒≡画－■リー「く一‾ド・・－  lり訂に 
彙弘な三よ人と一岬にされ仁いように、もっと多くの人に‡：ってもらう戎・要がある。病  

ドや大字だけでぢ〈．テレビのCMやといった不鱒宣多欄げ人が萱にするところて官  
リ合うには、∩玉筐】の－Ⅶ軒ということ印Iけにした上てi丹を行っていく  

必曇があると1える．そして㌻げと凹の一囁聯にな九ば、知名度も上が  

知することが宝】父的である。霊界ももちろんてあるが、まずrま日本での漂！ほを上 一環見地型三助申l髄五胡斧lこ1・丁ほl．い＿  リ、q鼻のやるごlや士気んあがる．  

‖川  PMDA  今ち†初めて知った  l土庄のu絹で治轟にあたっている沐群のロ見事を、要全つ●鸞範ぢどlこ反映させるこ とはできないでし 
ょうか。   えない   

7t95【  PMnA【l皿ってい く  ホ  
l lコに      】■▼’               ● 葛  

＝柑   PMDAl知＼る！  さ☆エ即壬れA酌に玉柏とのも】‡き」いのたれ．エ曙の11史の九に藍寺さんがいるはい  
は空事していない．  ということをこれがちてある。また、削lで行うエ愕‡壬、ごた√という、いわl）る弱√に  えない  ム験することに属見はないが、擢訂こ対する本アンケートの位静づけがも  
あるいは．Ⅵ心がな  手をさしのべる七諷であることから．弔事を守るという正員法と儀しさが必蔓だと1  

う少し明確に記砿されているとよいと思った。  

い  えている．Lたがって、定期的亡FqJGにや名1I躍Jなどを通じ、兼摂や墓標に  
対する苔軒のあり万きソLんすことが率モとろえる。  

197  PMDA   頸堰を知らない人が8■・ぶ  
忙中している  い意仏で．隠見交準をすべき。行政だけのけ伊香だけでは襲撃が披くなりがちにな  すべき．芯叩√rl上のはだけで亡くしう少し下のレベルで交流があるべき  

る．   だ。  

はい  はい  どちらともい  
え亡い  

はい  はい  
えない   

るべきである。企rlされている大半の研件は不要である。  

蜘1上さにできていないと1えるからで丁，今．pMいAに8も浸・をなことは、PWIAが  1ウ8 n ＝柑  PMl玖l知っているし、内fラも  笹謝しいる PIJDAま；っているが内毒   恥ずかしむが一 機言の中plこついては今互¶功てミみました － ′・され い●  ‾拍の〉－】▲に   ■ ◆十－ し                   一‥＿つlて′へ＿通ノです。  
F   
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t－ク   

n    lt    J  11  j－ク  1＋1  ユーイ  t    所耳  事一次攫菖をご  本拠書に明してご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合牡構では5つの行動ヰ含を掲げています。この理舌の実覆に  ■      あなたは  あなたは  総合牡れでの仕事について、感じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに明して、こ書見が－  
存じでしたか？  ださい．   向け．人材の▼成・ヰ保、そのような人材が餞力を莞揮できる1墳  ぎいましたら、ご自由にお書きください．  

の曇tや鶴■文化のあり方などに綱し、褒状を静まえ克■すべき  
霹tやモれを集り与えるための提茶を、ご自由にお●きください。   

か？   

ますか？   

か？   

忙鼻と天下りを区餅暮く乱発しがちな笛尻軽で丁が、俺■したとしても、PMDAとのコ  
ンタ外さえ⊃ントロールできるシステムと隻dt隠を温けることでド浪できるはずで  
す．こうすることで、撞■などにあるようなtl敷など書当たり的に■やすことなく薫  
llらしい或i1日が4玉できるよ絶ができるはずです．■り返しになってしまいます  
が、今．PMDAに一書必雷なことは．廼う纂務に対する社食からのR：S托CTにの国  
では公的せ事に対すも霞SFモCTがなさ週ぎであり、旺∬モCTと平幕のE榊ができ  
ていない）であると考えます．そもそも日工の人口、市書規吐などを考えれば．FDA  
ヤ竃■r人と閤皿qの嶋■を一電で保有することに■瑠でしょう．日本がもつヰ暮食桝  
息など薫疇らしい里庄もあるので丁から．兼帯力に暮み、効事の1い鯛嶋憲如月に  
什ること声1えるべせだと払は1え手す．t瞼lこ、「皇■．J●勤惰および貢全巾の  
磯保J事「ぎ合憺．Jl勉性および晶■の確¢」に変更ナべきとのぜJli、讐i訂びに  
しか婁じません∴訂分たちは島貫．1敵性、要全憧に■tそつけて考えてはいない．  
むしろ安全性は雄侵して然るべきであることは、t▲であ九ば遭もが知っていること  
だと兄いま丁．  

・⊇00  PuD▲  今岡和めT知った  
2¢t  P■■）A  書画初めて知った  はい はい  はい はい  はい どちらともい  

えない   

2Dヱ  PMDA  今回初めて知った  ・現場姥膿看（臣節、医■■緒企業出身者讐）の採用t献■憫覗の廃止・肇会㌧企  
稟との詩集なデイスカッション   えない   

20ユ  PMDA  知っているし．内容も  、■   暑が ■囁のt■電々のキ‾き収tし外か‾暮Ⅶ的に鰐  
杷橿している  していくことがいつまで続くか危惧している．■llはこんなにいい医薬品、医療■義   が．赤ペン先生のような作暮に絶絶しており．モノを払亨的に辞優丁もま覆することl士王道があると事えます．  

をこんなに承認しているぞ、ということをもっと土伝（発信）していくべさで慮る．  

は把■していない．  己研すに努めて参りたいと思います．  やLがいを墾じ朝め 試みでt段Iiあまり□にIiできないがPMDAキ■のt彊た慧  20l  PMD∧  知っているが、内春   慧が℡けるので薗占いと患います。   

あるいは、関心がな  
い   

205  PI■】∧  知つでいるが㌧内廟  l濃外交策に罰して、手持きが役所的で鴫雑であもため性別の規叫当局より訂験的  

は把礪していない、  に情報を得にくいのではないかと感じる．   えない   
あるいは、聯七・がな  。  

い  

2鵬  Pl■】A  今回初めて知った  
はい  いい九  とちbともい  

えない   
視n手広けて項超するべ曹著書が、こ蕾食わ九ていると勇いま丁．¢壬t  
－′ 
≧一 
い壬した．文枝声h九は．儀糞な事生Ii鑓屯声名ワしないと曳い千丁．もっ  
と．事1宇的な賢全方策が必tで、そのためには、餌ユ声■につける汽筒モ  
jiえも必嚢がぁると薫いまナ．お役頑仕事的な幼帝の基い方止かつ仕■  

は遽叱■にあらず、的な錮11dわて欲しいてT′．もっと加¶チ暮める■  
曇のある、藁七βI零の立ヰを書いや九るほどの矢力のあるせ事lコIRは．  
葉書杭止につながると考えております．   

はい  どちらともい   いいえ   
把＃し出」＿  
知っているし、叫さも  えない    日々の1裸子通じて簸じることは．自分のせ事が吐痴lぬ葡riし  
紀綱している  えない   いるかがあチリ三墜できぢいことてある．内皮の接合式いは℡王の■出食  

からまかなわれているため．仕事はやって1′こり院だという諾ユはあるも  

のの、払入墨tlIの彙亨は、払讐lさ九ることはあって山上さ的に鰐唖さ九  
ることはほとんどないため．よリ1封でより富今な臥憂芸事’－】く毘ネにはl  

る等の白虎モ捧げ暮鐸を遅行しても、それが互さ前に騨印さ九るのか正  
眞捷冊亨浸している。   －ト戦果が謬切に詫i『さ九、鼠集孟1i蹟がより良い方鞘ニ■かれ  

Ⅵに月っている．す卸王．アンケートの三権虻悟■決まっ7；た  
声】I机、と薫えるが＼キ雄このよう仁アンケート干上線丁る鳩舎に  

る】？丘Il¶的た噂Fいって文曝して†点きrこいと考える．   

旭っているし、内示も  11t＼  どちらともい  

慶し丁い 207  11JnA  知っているし．内富も     藍る  えぢい   
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：卜t   コーク  iこ 」  
れ  

存じでしたか？  向け．人材の育成・確保、そのような人材が能力を発汗できる環墳仕事にや  ざいましたら、ご自由にお暮きください。  
の藍■や絹★文化のあり方などに明し、現状を踏手え克服すべきりがいを  
拝観やそれを彙り越えるための檀藁を、ご自由にお●きください。5じます  

か？  

ますか？   

か？   

2tO   
杷箋している  のか、厚生労働省に吸収されるのがいいのか、窯嶋をおき、「庁」にするかは検討が  えない  私は●●が、早く仕事を覚えて先輩に負担をかけないようになりたいと思  

必要で何とも言えません．どうなっても、盟民の命を守るという目的に支わりはありま  います。   
せんが、選民が納得するには、やはりこうし、う仕事は冨としてやった方がいいので  
しょうか！？   

i  

21】  PldDA  知っているが、内容  

はi巴模していない、  
ふるいは．射心が尤  

2】ヱ  PMDA  知っているが、内幸  

は1巴毒していない、  だけでな〈、事支や琴芝について晋U書歪めていただくことが必雷だと思われます．  はい  はい  どちらともい えない  リセカであると思います。   だければと思いました亡   
あるいは、野心がな  
い  

213  PMDA  知っているし、内容も  国や結合機Il、企王のみならず、生綴抜手巷、選民や教習甥ヰまでも含んだ提言で鱒のためにどのように仕事きLていくべきかだ人にもわかりやすい雲乏てあると思 はい    どちらともい  どちらともい  ′コ芳書とと全社】1とでは蔓様内毒がかなり異なり、エ書という医薬品行政  権札文化の検証ということが、海外や企業などでt追弔われているようで  
えない  えなしl  を繕う輔4で決められる1さ内でのみしか真樺が遂行できない．円労省から  あるが、このアンケートの賞珊内容で何をお謡ペになりたいのか、暮総揚  

後予冨的な転写を受けることが電念される．   把零している  あり、今後の縫；富も期待されるところである∴赤字国家であることの対応のため．今 う．Ⅵ々人の毛譲，よ拝む理会を心にi】み、一隻璧余王拝そ遂行していると空われ  ト   斉のとりまとめに意味ある内容であるのかよくわからなかった。今礫の模  
【   紆余でのJ‖雷てどのような取ほいをなさるのか、大変興味深く追わせてい  

ただきたい。   

景品行鹸至！至う人の！i示に従がって業務を速めていかなくてはいけない  
増蟄というイメージが強い。  

るヨ甥はかなり‡いものであると薯じる．蜂■としては、日々右しい卸さを受ける芦  

214  PMDA  知っているし、内容も  ≡はい  いいえ  
杷等している  lこ偏りがあり、ハブンスがとれていない．人数が不足している分野が稽速  

となれば、」へ散を増やしている意味がない．また、租穐が大きくなっている  

が、他のた1の仕事が見えない状況になっており∴、わゆる偶の主電縫の不  

足によるさ：～乱がみられる。月I貫の部門別護を咽るには、経℡だけでなく  
晴Ⅴ凪必をだが、頓々の重賞8をこなすだけに追われる状況である。珊  
門冥ヱの伊mを個々の努力だけに積るのは限界がある。絹帖的に世  
界に向かつて何らかの役割を期待しているのであれば、そのための経費・  
埼甘苛も必要であるが、個人の自己努力によっている部分が大きい。 公樗Rの規定の慮守にuら九 

、中途半場な如｛となっており、仕璃のやリ  1  H  ヲ   
がいはあると思うので、非常に事i意である。理念に基づくエ掃を盲＝旨すの  
であれlま、如面上の取リーいに気をJうのではなく、ヰ員のモチベーション  

やしベルが上がもような自由な謹嘗や、そのための計画の立藁を∃盈める  
ベきではないかと思う。   

Z15  PMDA  今ヨ初めて知った  人ネ．号偲■彗良き天真し、ヒ鶉をしただけの▲寺璧を与えることによって、嗜Ilとしての  どちらともい  どちらともい  どちらともい  一人一人の業務への見識が王要であり、モチぺ－ションを保つためにも、  
ま異を上げ、環nの▲†宣埜ややりがいをもたらす。   えない  えない  えない  研修等を充実することが必要であると思います．   

216  PM【）A  知っているが、内容  少なくともPMDAプロパー見貝は、たい講甲日生の下で、より早くより良い医療を患者さ  まい  はい  はい  未漂白体は非常に．粗扱があると思います。その為∴私自身今後もlかナて  
は肥関していない、  んに4供で書るよう日々箕鞍を護1ラしようと繋力はしていると！†1います．また、】て人  行きたいと思います。また、これまで挽瞥に勧めてきました，今後も引き続  

あるいは、肌むがな  職員も．それに追ゞてきるよう8々努力しているように鼻受けられます。しかし．十  き是非やってみたいと言う改｝がいれば、勧めたいと患います。   

い  

のではないかと禦い手す。  

3l   
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トJ   フ  l  ユーl   コーク   ュー3  】1  1  

n    ト1                                                                                  l      所員  第一次提書をご  本攫tに嘱して、ご鸞見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合地積では5つの行動糧食を掲げています。このヰ圭の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合櫨れでの仕事について、零じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実篤することに開して、ご鷺見がご    存じでしたか？  ださい 
。   向け．人材の書成・ヰ侵、そのような人材が能力を尭■できる積填  ざい手したら、ご自由にお●きください。  

の蔓tや絹■文化のあり方などに開し、覆状を縫手え克翳すペき  

霹tやそれをtり纏えるための提案を、ご自由にお暮きください．   
か？   

ますか？   
か？   

戸川DA  知っているし、内さも  虚名の万のみでなく、社会的にも大さな℡払である桑書エイズ、憂言上炎の杜絶と  ↓斬1暮t飼での日1の嘉覇を逢して銭く蚤じることは、医王晶間欠且び生tに開  はい  どちらともい  
杷■してし、る 1  環囚の繍E、今牡のわり方の彊舌が手とめら九た今回の用量萄告は、洩在．匿藁  えない   

l諾芸i讐宗主君島ち誓㌫誓禁諾禁是認：諾濫i詣  
を拝読することができた王tは大きいと患います。藁書が起きた書1として、審査  
や安全宗主の叫糾が蒙っていなかったという点は大きいと考えられますが、自らの  
今後を考えたとき、環状で自1の役僧大れに井たすことが求められると思いま  
す．   双方における1断郊ユの交換を星的とした金蔓と蛙含■Ilとの人材の女史はq蟻  

抑こ祈ってほしいと思います．L錘薬事董艶の中でも分野がtな九ば考え方や  
糞鐸の暮め方について■なっているようで丁．そのことで暮★A．食王の双方に■  
弘な芳力が竺じていると＄じ手丁．キー．慮舎tlI内での虎■化声1めもことIi声  
常に▼tであると■えま丁し，既に痍封が■めら九てい手す．一方、暴期間由a由  
でもる重刑の犬飼分が承班される手では、翳しい試み吉■入する舞期ではないとも  
望じ手す．礪人しようと丁る方法がt九たものであっても、例えば、断たな暮●の濃  

l   

僅誓鵠与認㌶7㌫言古志呈豊票苫設芸濃£芸ミ‡ヲ摘に  

③ドラッグラグ・ヂ′くイスラグを解消丁るという目標の下においては暮せ欄間の短  
鴇が王事であることは十分ヲギできます．しかし、私個人の叫嶋血■が足りないの  
かもし丸ませんが．例iぱ．暮暮期間の由央ヰを一年丘毎に柑．16、lフカ月と削って  
いくという日をの橿蓼となる¶■が暮t▲に十分凛解さ九ていないのではないかと  
癌じ事丁．ます日檻の書手があってその月間に払めるために暮★遇和事やりくりす  
るのではなく，■t期間短■のための方策を考え、モ九によって短汚される期Ⅶを  
見積もり，甘■れⅦを設定した遭筍があったのであれlま、示してほしいと患います．  

また∴一食恥では一件一件の暮雪に恥じように真剣に取り蝕んでいると愚じます  
が、期間を竜也するあまりlこ＃書が起こらないよう十分瞥tする必要があると考え  
ます。暮董の迅速化のため雷董割へのtきかけが行われていまナが、暮t邪が束  
めるサポートとは暮■がある部分もあるように感じます．㊨鑑藁品行故において、  
li月間に■申して間且寧訣のために請■することは、患者、き■往■毒、匿藁品開  
先にれわる書、行鰻、両氏の壬傷を高めることにもつながり、大きな史a臭が1られる  
可能性があります．また、葉書を含めた安全性に関しては■景の対応が必璽である  
ことが多いと患います．しかし、承E暮暮については、通常の雷奮が乍に遭行中で  
あることを念頭に、長期的、全体的な利益を考慮する必賽があると考えます。  

218  はい  
★し†こ．   

219   はい   はい   
‘2‡D  PI■】A  知っていもが、内宰  どちらともい  

は檻覆していない、 ふるu心がた  えない   えない  
いは  

Z21  PMDA  ’ヰ旬切めて知った  はい  lれヽ  はい  仕事書が多く．も臼の勤環輝Ⅶが黒く、定臍ユ言丁ることIi棲ま九です。  
ですが、国民のt■で華糧な生詩のために苓与できもー事に堤事できて  
いる三とに鮎丁一  

22フ  PI－DA  知っているし 内呑も  この汁まの真uに向けた人材書成にあたり．まず、亀鴫環境の鵡書に謂れぢけ九  はい   はい  どちらともい  ・だ今tllのせ雫Ii大貴である一方．やりがいを蚤じも仕事でもある．し  ト藁事行為として日々夫毒舌行うなかで主著さんのことを考える一九美声  

杷欄している  ぱならない．顎＆の正員は、－翰1Å一人当たりが押えている王欄tがあまりにも  えない  かし．t11内における加重℡での協力礁笥が遍く．寧にIil琶き地Il■  からの舞理な事讐や、さ虹ぢt理■の畠■檀ぎのために現場で1環を  
多いこと．姐モ筍の遭凛が弔いこと．が響けら九る．そ九ら声質椚ナるたわに以下  へ■し付ける貫け耳さえ摩＆している．また、輩憂王界の■才な■空事受  行っn、るt▲への1嘩は罪tに1大している．程々としては－8でも  
’の1声旺■丁る．【11馳■においてはq■一人一人が▲心かち．虚ネさんのた鵬  け人九ようと丁る甘け与し存＆している．こ九引壬青汁ちの思い遭い【ある  L苧く最前さんの捜に立てるようlこ積独りたいが．声裁という立場上．訴える  
に畏まることF巧えら九もようになるたれlこ．むに乗楢事Lって1オ声讐†うことがだ東  いは■■仔】や仏上のためのパフ′－マンスと思わ九る．笥ちながら一枚  ．■曇はく、また、九条な土内管瑠tの丑山声具にした仏賀下．泣叫する  
る動一冊りが必彙と巧える．そのたゎには、・1、一別＆．応じ暮★出でも他山で九九は  ■hへのn‡勘壬増加する．この上う甘軋激はぇ虚日にエ構こ取り鯛んで  
異見交換も速■がちになっていも．又は▲慣檻托享丁る竹中があるが．山∩各々声  いもq貝のむ員へEt声量ぼ丁暮囚にもなっている．8墳丘tチ訴えたく  
戦立さ曾るのでIiな（．モの旬欄一助り払い．フランクに1只文農や相互の協力が  とし一輪q員への配慮に欠ける▼押■lこ斉し．せ暮の見込みがなし、こと  
比まるよう薫れるあーがある．′ヱ王8声個々の山門に粗方して響子うのではぢく、関  から遁れている．・t11内のIl事¶の協力仏封がHl九は、暮食・蒼  
itする纂練である鳩舎は山王き通えて互いに協力するよう努力する必tがある．  全・農沸王繹苓についてわaとしてのみならす．生井1畢や塵覇さんたち   
Hふに霊句一に多い技■■煤の腎汗■に弟しきちんとた書手行う必馨がある．何  と協力してより良い久重鼻声必事と丁る昆零さんへはけもことが【二王るよ  
独ならば、このような青け■が11佗であるが故にエ房事乱Lているのがu玖てあ  うになるのては、と敦う．ただし、協力休戦とはみま的なものではなく．本  

る。一触ヰ邑に向上丁ること声鐘いる音呼竃ほどtl焦が多いのも零更．1之）■  茶杓なLのてある．・犠の■がり声大事にしていない。   
一■■・一′  
仙人嘲が王只の状況事考えていない．人h〟■が遇切でない巾り、どんなに欄角し  
ても．すqがない．ヱq員の僻すt押丁についてし不十チナである．リ・濃遥■角帯  
の旺童についても扇汀ヰが，範であ九は所■声鮪えるの力で、あとIil父増澤せで  
あり、最適互角に耐蝕がぁってL全て別嬢に■†；事押しつける状繁が1払のIpく行  
わ九ている（書罵な賃汀qによる鴫空である）．こ九は卯TIH劃鋸こついてぃぶ川で  
】ある。このように書駐な盲オ且の下、良いエ房声行うことは不可慕である。（3）間  

凪ができるようにつとめるべきである。  

〃コ  lWA  l重；モい如く．内さ  liい  11い  どちらともい  

li綬翳していない．  えない   
あるいl享」狗心が仁  
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2．  rlrl．  ユー2．  コー3．  4．  

総合機構では5つの行動理念を掲げています。この理念の実現に       あなたは   ざいましたら、ご自由にお雷きください．  

の整■や租■文化のあり方などに開し．現状を降手え克服すべき  

か？   

ますか？   

か？   隷嘲やそれを彙り越えるための提案を、ご自由にお暮きください。  すこし箕間がざっくりしていて、伺を響いたらいいのかよくわからず、養えが  
うまくまとまらなかったので、もう少し具体的に研いていただけ九ば．考え  
がうまくまとまったかと思います。   

えない  さ公環■事への濃しい／くッシンクが較いている昨今において、多くの隻霜な人割き1  どちらともい  どちらともい  どちらともい  ；被澤蛤た王】引こついては、躍芳雀、4囁だけでなく∴全ての匡■往事看の  医藁品行政事の見直しをするに当たって、頚壌の声に耳を傾けることは不  
【放の末文聖者えるうえては、欠くことのできないことだと患います。ただ、1札、冒積を  

掲げるだけではし昆Aが書いバブオ1－マンスを乗繹し躾けられるとは患えないからで  積編釣握力寧）ができていぢい現状が明らかになっています。（本件の  
す。   Ⅶ出は安全㌢貢稟層についても同様のことが言えると思います。）救済  

■雪志そのものの！£監毎については、近年の広報請ゎにより．ある程度戌  

1は出てきたとl言伍できると思います。次は東野に書く者が如何に景はを  
持って行むできるかに螢かっているのではないでしょうか。   

H ”   

杷離している  度射通に等じているかどうかは定かではない。  た、安全対策部門に限って言えば、これから贈呈されていく部分が大きい  
如ヰ餌憬J．如（仁されてい甘いのでは、と彗し＼ます。F［〉Aのようにと；↓だけで150  領域であり、仕組みそのものを新たに切り開き∴郎り出すという点では、書  
人、疫7JだEてでlノこす十人というように、鞍だけいればいいというものでもキいとは  査土！門に比べると全く別のやりがいがあると患う凸   
思いますが（触だけ増やすことも不可ちだと思いますし）、ただ∴u状の安全た！門の  

ようlこ．内＝の削られた綬計・妓芋…至当看だけで、苧克子ザイン・匪、ほわり・父約  
作ヱ・データクリーニング・デ“クマネジメント解析・銭臭E三†玉までを一手に引き受け  

ながら、かつ員芋欄ほウェットラボでの東川しかしたことないようなが卒浣用椚までを  
島けから教育していくという今の休つ、lには職界があもとさ1乞います。lごtとしては、  

乎状の行っているような柁出会て鰊計の書門主貝（け強電人川伍てのゞ約）に．隠見  
を求めるような現状のやり方ではなく、地色の苧突l月狙（削：研究キーIr位での父約）  

と彗筍父トつ暮をして．PHDAてiロとつったものについてそれらの蛸増と通れして紙  

宣   

苫†ド坪・桧7サムに掛川‡めも仏Ilねtあるといいのてri、と1え享す㌧崇qすること  
でアカデミアも潔い．PVDÅからqn声調コしてそこてドイ告ヱ録したりすることも可  

㌻」こ左って人〟n宣にもつ仁がり．さらに人魂尖兵がpむことてその拝見午てれった  
サ黄ぢ人叫声lヽ甘けlこリクルートしやすくもなるとク三います．あと．壬1ま的に人払が  

j：汁え′こら、いまのように艶集lに触†tするのでは仁く、匡．・・俺？如として独立した日雀  

作る必事てについても萌えてみる倭び・があるかLしれません。   
把零している  問する配分は、慈恵的lこ黒毛てある。方向性としては、PldDAが耶毒しているものと  毎jとIl々なげ研が必童と1える。したがって、rl己苓甥は1nであるが、芦咋に   えない  ¶I放電．l’亀沸もエーし．か叩件の良い佃払なエ掃であると上巧う。非矧こ大  必要で、何に使うのかが分からないので答えにくいと隠じた凸  

l“二じであもと71三う。   よら人中n宣が大切てあもと1える．犬7仁丁の宇久機材．鼻血嶋Wや￥天倉1  1覇仁ヒ苓をしているにも問わらず、その打針引出膵仰の沈痛噴聯や－  
芯材発丁る哺埠との史浩こ8．り史韓・j二叶苧隼事1も必tてあるとmう。また、ヱ巧  ．暇の方、血トの上里▼！当ま：1からあ壬りごエされていない点はI重合である．   
として日々の性■をこなすだけではなく．IJ芋がlなl凱んからJt竃を行い、レギュラト  

リーサイエンス専の地点からl享たな見¢や‡ヱ1琴を莞1‥していけるような拍増とな  

れは．人椙育完にも役立ち、また禦頻逐車ってP岨Aに加わってくれも仕方な人絹が  
増えるのではないかと考える．文頭lこは、ます．L令を行う拍甘的余軋紅ふ奮†ll  
写が必塑と考える。  

n                         】  

228  PMDA  知っているが、内容  行む理念の真現のために一l々な研体を遠けて、長㍍の坤門知遇の官印ちどを促し  
は杷掘していない、  ているが．虞を投与さ九る喋々の患者さんの要求・怒鱗Iqをご〈淳ドすることは非常  医ぬ現場の価師Iqを認識した上で、藁の有効性・安全性を適切に判断し、  
あるいほ、防心がな  にパ¶てあります．しかしながら、装血現場に有用な眞をぢ供するためには、現場と  その情報を正けに捷供するという使命を譜びた仕事であると乃えておりま  
い  す。  

にq見を交櫻できる壌嚢を拉けることが必嬰であると考えます。   

るil作メ三；q惰lこ甘して＝あ憂に忘じ、広く道連に注q覇J≡零F粟るべきてある．」  筍を叫嶋的に庄弔することを考えることも、；．つ叩的なシステムーt更につながるのでは   えない  えない  必要な仕事であると考えます血   ることを軽念します。（自由記絨の削分も多いですが、チェックボックスで  

の回答鮒分は非常に少ないて抑こ、どのような判断に使用されるのか不明  
です．）   

の†封掛川を共有することが手蔓てあり、そのことをお互いに署ギしたうえで、Ii嶋約  229  PluDA  今回初めて知った  ＜36ページ 8偶人綜入の韻に研達して＞「・個人描入された兼孟ごエ昧景品に保  医豪孟夏成句芯総合電柵こおいて、副作雲対叉、安全対策のき！門には、企玉出身  はい  どちらともい  どちらともい  つらい部分も多い仕事であり、ひとに仙める仕事ではないと思いますが、  アンケートが、機】l環員のある一面のみを切り取って、結果公表がなされ         f             「・また、偶人Ii入さ九る払i孟事11、安全性・Jl釣鴨が十分墳はさ九てい恥、もの があり、そのことについて閃艮のせ景にもカモ入れるべきてあも．云とょ厳があり王 す．このことに即して、自分い．一ほの．q♪て丁。しかし、臼状のま言ては、不十分な ままて材仇以東謝い椚日印汁欄】lに摂黒丁る環八として努力してもとうしようも ない椚分（少ぢくとU丑竹丘で自分が石えられもTliき薫いてい引腋仁別労）が存在 し壬す，下正に納戸甘けます。桝＝克たにj缶鰻がl！アし、孟ニヱl！l；貢がなされたもの の、頴止のlユ黒から．nÅ人悪名におけるリスクとベネフィットの▼！防において、リス クが急く、貰今Mがけ任てきぢいと†1節さ九る玖貴誌があるとし子す．このような玖  ないかと思います。  
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t，   

■】    ト1    J  ュl  11  ユーコ  コ1  l    所与  第一次穐曹をご  本撞青に関して、ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合換れでは5つの行動理舌を穐げています¶この理念の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総会牡構での仕事について、悪じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに隅して、」書見が」  
存じでしたか？  ださい。   向け‥人材の書成・櫨保、そのような人材が能力を無才できる環境  ざい手したら、ご自由にお暮きください．  

の暮■や爛‖■文化のあり方などに叫し、環状を鴎まえ克瓜すべき  
書tやそれをtリ鑓えるための捜稟を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

これについて．8本人での貢食性声■法丁るたのの甚鰻l声■相u慮■りは誹饗の  
小さい諷l購1用事）が††わ九．良太人での占いリスク（■1な封作用の犬混割合が  
tい事）が遣わち九た壌令．そのような泊鰻慮はが公間されるとは騙らない、という  
熱量がわり壬丁．その駄眞島にとって良い戒uな引ゴ全量によって公闇さ九ます帆  

i   

は、食王にとって不利欄となるので公mさ九なLヽこと血t隻会さ九手丁．躊文の分量に  
肝 “   
事  
事前の臨広川暮8がなさ九るようになってはいます．しかし、こ九は箭重した丁企  
真にとって不明鐘となると考えら九る治♯或は」の公間につなが古可能性はあるも  
のの、暮尊仰ナるようなものではねりません．  

これに対する解決策は昌性で．例えば、法的に上記の頴は成績の公表を暮務付け  
るような処書が日1のみによってなさ九ると、今、間1となっている日本での治絨の  
空剰ヒ（む1全集が8本での治鰻を実篤しなくなること）がさらに進むことも墾乏され  
ます。法的な解決よりは、このことに節して、医徽蘭曝書（治膿暮∈医師や治鰻分  
重臣師など治はに虞I轟かかわった嵐鯵も含む臣■関係者）や慮暑が■をあけて、  
全豪への●雲助な対応を求めていくほかぢいと思われます，（「嶋理的な対応を求め  
る」というよりは、公開しないことにより∴仁稟に対する伍積憤が低下するため、公開  
した方が企業としてのメリットとなる、という判断がなされるような状況とすべきで  
す．）よ体的には．個人帽入で使用されている医薬品について把壇できる仕欄みを  
つくりにの点の実現可能性が自分lこは椚断不可能です）、そのような匿藁晶の一覧  
を厚生労●雀のホームページ零で公開し、それぞれ国内で治♯が実施されている  
か青か、冶♯が♯丁しているものならば、いつ治はが終7したのか、治は成績が公  
押されているか青か、について情報公開していくような体制をつくる、ということは実  
現可能でほないか、と考えます．  

2ユ0  PMDA  知っているし内容も  裏書肝炎事件の軽韓と間鶴点がよく隻守されており．医薬品行動こ携わる奄の－  r≠n▲の壇含ですが．上E正也の1）、3）、ヰ）はH験さ九ている暮鷺がありま丁の  はい  はい  とちbともい  】PⅦ）▲の1孫の事t¶．必t往事尊く圧鑓Lており．－の欄■が社■の1■員のモ諷騨壬．量躊故事肇にキ用なので、適当な期間－とに夫権して    てい 

肌る  人として豪富肪止に向けた貴書改1とt農決定の迅速化が1事であることを再認  で．i一正がさtです．1）欝たに援用さ九た新人は、大す駁の鮪寧暮が大半であ  えない  ニーズに■ヰl＝瓜えら九るよう★に緩よ手紙けること亨需iしているとこいただくことでよろしいと患います．喧し．鑑屯内専の全面公明について  
‡               九した次鶉で丁 洩雷にあり壬す「（ヨ昆の生命及びや靡を守るためにt故事持って  リ，P■n人として圧搾鎗の新人祈祷に力書入れているところではある軋よリー＃の  占れら九ており．臥1食品巧の壬さにれちであり，人事において研■l∧と  

が正真のため1こtけるような良lヲな』塊を璧焦することが喫緊の江且であるJとの  の書罵向上．嘲■マ事ジメントのあり方、絶■人割の▼成．プレゼンテーションカの  しての篭立吾は掩圧されていない≠ヌにある．上司である賦払丘■（王事  

認撫を共有したいと思しヽます。   向上零を含めた、多面的な研♯を計訴し．実施していくあーがある．2）匡■の現  からの出向電115年以抑こよらなけ九ばならない）が暮年で交代丁る人暮  
増、大字、生玉甘嘉．i外漬割当局事とのq広い人事交天子計画的に韮めて行く必  が多く、長期的なビジョンの下IJ胱的な1丹が弔いにくいd旗にあも。  
事があり．玉内外の概さのむ向にもTに紺心き祥ち続けることのできる人材を▼成  人事ローチーションの1雷せは分かるものの．PHD▲の纂摸そ■切に主行  
していくこと轟く大切である．ユl雷M¶と騨未開彙・生き・薬事・Ⅷ♯性鼠拉事の讃  していくには最期甘の増櫨の積み壬ねが必事であり．欒に℡聾1につい  
場椚織事イITもⅤ憂食工出鼻ホの症用とモの活動こ力を入れるべ書である．その  ては犀じ1凛を間一人嶋が1∈享坤って■鞭的に担う休場章■蔓すること  
ためにも，王精叫鴫の只Aしと処遇註暮を吊っていく必事がある，4）敢翼アジア  は大切なことである．之）コ向1が靂■モ占めていることから．プロパー  
事の外四乃の且Å声一三相良眉属し」助艶文凛と鰻■への州立チ与えら九る膿欄  九▲にとって自分の綿まヰや冨汗qに努■丁る蔓▼が1えにくく．モチ  
を甲嘲に書儀していくさ事がぁる．現状肌DAは、日主人だけの電文な憾■であ  ぺ－ションを嶋肇するのに瑠当な努力が必事である．31蓼在野人の大  
リ、臥薬品のグローバル化の時代に適応できていない．  1採用が緩いていることから．P■n人■■の生ボIl或が権蓋歪になってお  

り．5年醜、10年後を1攫えると．斗■の処iが大変札しい局面が出てくる  
ことは明らか．日蓮宗用著書拡大することも含め、ヰかが必tである。   

231  PMD▲  今互切めて知った  はい  はい  どちらともい  

フ3～  】PHDA  今選句めて知った  特にありません．   貪ない              ホ？や匿7の分！Iにおける仕舞な人材チ4侵するためには、精選の正も含め．鮭  特にありません。   
合れ】tが恥力的な■4である必事があると思います．   

21ユ  【PWA  書画堺めて知った  譲吉したにとどまっていると盃う   かけるべきお令をかけるのが靂蓼だと思う。   いいえ  いいえ  いいえ  役所的である   いいと誓う   

234  PMDA  す鶴初めて知った  本欄苫では、曇富頓富を名大にする憂国の1つとして、行政の決断の遵九や不作  
為y量仝真の鴇色t環の不■行事サげている．私は．行軌こ携わる者として．   えない   

qの、 ろ、£■と牡九合う■さはほとんどなく．はば一日中パソコンと句き合って と患う。  

に請りを縞ってlほしくない状況f決して土鳩凛することなく、改萬のためにⅠ小串的  異句朋l土もちちん、せらぎマネジメントするi曙黒q員も光三丁る必葦があもと盟  おり、とし丁九は1まのー慶一にとってのぺワの質け1llといった白虎声エ  
に決断し行恥に移せるよう、ヰ緩の集訊こ取り錮んでいきたいと考える．   う．また．人〟れ孟の曲から史ても、比較系月■に対する研作封度Iiかなり天文し  れがちになる．ぼ合tJlてtくq員のモチベーション向上のた巾、よ苫の  

てさているものの、手織象q鋸こ対する絆樺tま圧倒的に少ない。ただし、㌶ドがな  ゑ儀さF止ユーるとといこ．憂によって余事織わ九た方々のお汚モ輝ける  
いように．鬱情押ちのqhlま努力しており、マン′くワーが不才していもため、別状で  tさがLっと多くなhはょいと黒う   
は対仏しきれないのだと男う．  

ココら  11■l∧  す司埋めて知った  
一一・■一－          人〟礪楓の仏叫が不十分である。躊門地ユの導化も大Ⅵrこが、叱さに1訂峨される になたれには義人として基▲鯛なマナ 
ようる社ーやろえ方は」Hこつけるべき．蛤エ  T。   

lI間F－1’れ左い、謀I夢やきちんとしたtエ玉算子亀ができぢい．靂員ユの上かち‖繕虻  l   

ど、少しずつ慮削王されているのかLし九机＼が、艮旬仝エてはろえら九ないような  
ことがIl11ある．とくに、個人の■（て詳ilしても伺し茄研がぢいのは■欄．的旬  
を守九ないのは社●人としてどうかと欠う，人月｛成事岬欄丁る蛸Lあり（川こ本  
需こ二拘れl、鼠Å覆古から怯めたほうが▲し、と乱る，ポ1一軒均すべきところ  はす．   
で節約せす、書山と分かっていながらし鰊I†すろような役人の良く甘い円1声刃篭し  
てその手ま繹托しているようぢ講じが丁る鵠葵なひとに上りよい／くフォーマンユーし  

てLらうためには．お合の囁いか文通■．総員など）、を鼻血したほうがよいように  
誓う．賃汀仏叫があまりしつかりLていないIbでIヰ㌢的な侵食動というl，の千綿て  
るのか、事Iち披けられるのか、募耳にロ臍を堅じる。   
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示  
扉戻  

存じでしたか？  ざいましたら、ご自由にお書きください。  向け．人材の育成・隷良、そのような人柄が能力を発揮できる環壌 の茸傷や欄■文化のあり方などにWし．現状を拝まえ克服すべき 碑鳥やそれを彙り経えるための作美を 
、ご自由にお書きください凸  

か？   

ますか？   

か？  

は杷零していない、  
2話  

あるいは、関心がな  
えない   

い  の一つだと思う。   

237  

杷毒している  えない   

ように数年で相場内の人間が入れ替わってしまうと、II々なナレソジの■増力く損なますし．4Jlとしての嬉■文一この鱒或は重さにこれからと考え壬す。て丁が、弘  
ご苦労されたことと存じます。   

われてしまいます。噴疇事‡躊かに署；辻鰐壌ではありますが、主たる嗜罷は葺門分野たち覆Aの士蚤は非更に冨く、各塁が過ても力を農大騒に焉かそうと努力してい言  
に…とした需q的なデータペースと菖えるでし上う。その強みき1大望に空かすべき丁．このように．堵ヰ叫尉について・三大きぢ曾山はぢいととらえてい王丁が．五重外  
と考え壬す・次に・相場の埋立乍についてです．厚生芳¶省から±喝された社員‖矧二百きむ一子もと．詐今の詮立Iミ鰻法人に㌻丁る曇甥のl；偲や，瞳法泉1しに蜜  
もも托しておりま丁が、篭らと私速はフラットなW喋であり．その点ての埴土乍はすてイるIl々なIi三‡があり、機‘1もそれにさらされていますbごJデミニのと針ノ．用言  

ざ 
リ、さままな賃裏手もった圧力が三じた媚舎にそれがプレることはあってはならない、思いは、払たちがせ可美＼ら一律きれたニ11＝引きこもりたいというわけではなく、誓  

238  PMDA   知っているし内容も  

▼≠ 

三≠Jこ 
年の受鰻者敬や‡≡用倍率∴且和書数に誓れているとヰじています） をかき乱き九モことなく、1－1王巧の祭しさ、そして白身の力が社射こ還元される筒  

iぴF7て軋いと薙ぐ≠んでい言す  

】   

2ユ9   

宅撰している  えない  
ラスになり・蛸鵠の′くフォーマンスが高くな九ば∴11艮の償肇への力鋸廣  
も上がり、それが義憤的lこは、よりよい世の中にしていくことにtがること  

から．雪人的には、いち社会人としても、とてもやりがいを霹じられる仕事  

l和まとたエしているとは苦し・Mし、．今後．鄭牡の拡大に対応していくたよには、P  
と空っています。今後、PMDAが更に国民に山城していく椚噂として機  
苛していくためには、PMDAの母念をより糟貝に浅漬させ職員の仕事に   
対する姿勢から改萌していく必要があるかと思います。  

】1えており王す‘ヱそのような人材が毘力を貪げてきる鱈l毒の貯鱗や描壌文化の  
】あり万u？！のPuD▲は．J・罷な人山が，鼠カキ彙】事てきるl℡鼎こぢっているとは   
‖し、稚く、「r司艮のたれに▲－】分がどれだl了八Vてきるか，という場山からせもをして  

lいる人が少ないと中人釣には躾じてい王T．r「l～Iのスキルア・ノブ」のためだけや、   

「l分から立主にむくと血射てあることからか、三仏的にと零に独穏壬す、いわゅる  

「やらさ九ているせ専一干するといったイl已都会的王事事†てせ罵声している人が多い   

’l膵力にL！三管し、蛸鶏舎仇の′くフォーマンスにもた管チ及ぼしていると蹟しること   

があります．ほ員に対して、「PMDAの汀奈に基づき仕もをする．」という環袖．1か  ら 
、まず■蔑させ．それに反する要！ミ、で王摂を行っている人がいた坤含は、正すこと   

ができるような鳩曝文化をト◆ることが必暑かと考えています。  

240  PMDA   知っているが内容  えない   
lです。かぢりの和合が．1－2汀て犬むする外祈け芳乳肘持前．ビ摂 ーTlが】lつポユトので 

ぢ．鮒鴇の．すヱ】ま全くの役鋳で．場所より役所ら  ∃彙Il、ホ遁櫨lに零れら九る有川的なデータ収1の必雷巾に㌢丁る払膝のは篇が労使穐も心もとぢく、マスコミにたたかれつばなLで私生活やtI旗声鴇巧にしぢがら こ  いjと役所からの出向辛がばやくほど、捜止している出チH′多いようで  

。I主立1三戸惰の峻立∫；農法人で、なぜそこまて役所のコ矢q卿ふたい  
吐わ九るのかび悪でT，蝕重罰に．カ㍍⊃ンサルタントlマッキンゼー）  
王標音節F受けたl三叉、q鳥が以れから何度もIGけし故萄夕蓼草して  
，こ本場がやはリ附加占として亨けられ手したが、その℡、あも呈≠幹たl  

lFそんな竹餌があるとlりめて】8つ′ニ．」と突．’1し、ああ．この人たちはプロ  
l  
／く一花如iそ九なりの鶉門代引lった洞（多し、で丁が．汲々の．q見は  

です．岳防の1欄・鉱員の鞄匡が島外にじ忙して格段に広い日本だからこそ、医野蚕炉」は句叩です．役員、勘軋また茶托た門（予芦やこ音ま手軽き！日当）の】王とんどが  った恩夏は、その分！Iの即叩が暴いPMnAプロ′ト司偶の廠見よリ  
の五重品評ほへの叩ドが鮒に不可欠ですq 

‡臥のご向のため、「学会＝誠刃」というご∫錮し、ことにtいていますd   
荒され貢す。そもそも、射で咋について判断できない人剛【上の立場で  
瑠する状三ヒでは．専Fl作手生かした集捌くできるかu閤です．何年か  
ってもプロ′く一環Aのキャリア′くスは部長どまりで、それ以上のポストは  

／ヂの出耳看がト2年で人がどんどん変わるということでは、プロパー  

f  

貝の士気低下やに用応8者の低下が墾会されますが、PMn∧の帥曝の  
【   
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ト7   ，  j←1   3－J   ユーユ   】l  

存じでしたか？  ださい．   向け．人材の書成・櫨保、そのような人材が能力幸先揮できる覆墳  ざいましたら、ご自由にお暮きください。  
の暮■や繊■文化のあり方などに開し、褒状を隷まえ克服すべき  
霹tやそれを■りヰえるための提案を、ご自由にお書きください。   

か？   

手すか？   

か？   

n    トl                                         l                                †  1    所集  第一次提讐をご  本撞曹に闇して ご暮1などがございましたら、ご自由にお■きく  総合撫｛では5つの行動理念を掲げています。この糧食の菓覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総会牡1での仕事について、感じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに関して、し書見が」            仕事にや りがいを 感じ手す   この■■ に勤め捜 けたいと 考えてい   このIl■ を、あなた の繰上な どにもIb  
【  

l誤■iぎ再梵堺止のための払藁品行最罵の只轟し川L汀凱こ承める視点で正  役所との人事受動ま、W人の仕事手や嬬に胃絆してもbい、P■）∧が敦  
所の立場チ攣繹する（モ九に調う駅ではなく役所事■印させるた11ニ島こ  
暮）ためにさ雷と■えま丁廿㌧こ人乃浩上¶l引こ七った出角lよ闇且と悪い  

長山で払静が一打人の了承き博す捜与1声増大して棚ホ血†死亡した事件夢せつ  ているのかしし九壬せんが．蠣■内仙＝茂沸Lているとは封良男え手首ん． ます．また．已庄駄のリクルートにロ闇事Iキちま丁．大変優異で邑静の立  
■でPuP人のよ精に九斗Lている駄8引i半分以下で丁．仕事がおざなりで  5）lこつ          かけに 事大なt用書かけて鼠宇■Tの＆り方を貪え手しI－，日▲もモの精鋼に丈  いてl週王の事くの●鱗」の具Jl声肉る努力はほとんどされていません．過去に、イ          ていると兄います4貫では■芸事の戦国のAなら丁、文即1宇苓の抜手●書故  レツサの職東パー責の封≠躍が田鶴になった上L璽‖軋の事奮センターの嘉■せた  ■1倭で他に汚くところがむさモうな人がたくさんい手ナが．tちの蛤8はi  

諷に怨み込んで任しかったです．壬J一 久手技織王用化をt久し富合¶は官尊外と  lちがl暮食に間且はなかったはすだがぢぜこんなに闇且とさ九るのかjについて勉強  W∧の♯鮭より暮いで丁．こ丸い－2に正也した、正字■■がd書さ九  

して■ちない織沸靂1雀 文l‖ヰ字書のず末鑑■さ1のムリカにも菖且していただ  さ事食事したところ、役所から出向していた岬帥ニ「廻塾暑が蘭1と書えているらし  ないと嘗哀しない間nでL▲うが、tkな駄々一人の結Bで，より1I畦な  

きたかった「マス⊃ミの妻舞Jについては一方nなヰ罰．七った電通がなさ九る  いと■になっでマスコミに■九ると肖る」という押由で．¶儀青書止さ九たと研いてい  若い豪雪以外の新人モ3人tって（九た方がありがたいで丁．義絶な匿雫  

のはこの分耶に且ったことではむいです軋人目声引くセンセーショナルなやリカを  ます．現在も．そ九に近い雰囲気があり、慣れが貴重Lたらモの担当竃と欝ものみ  をたくさんtうために、レギュラト■1－サイエンス餌車サリ凛れ大字騒疇彗  

優先して娯好事招く㈹犠事策すことで象藁品■正使薫か■なわ九、範1として量t  で博蠣声匪い込んでいる印暮です．このは＃にしても、rこういうものが出ました．」と  を立ち上げ．この分野の1桝鰻が浅くガイドライン什剋椚椚．ない人が  

hさhてい壬すが行政がいくらヰ罷ってし現場で絶大な4■声持つ貯陣が相手に  d）について謳最前な湛山に蓼皿しているのは．こく取ら九た■名のt員で丁．寧 数的な君島に参加して騨す声Ⅰ■むこと事望む疇月11事いですが．王ま重層に支疇              しぢい現状では鋤里は耶着できません．犬用では10年ほど航、■E子封■の鵠  がとるという1由で．qれた義名だけに手かせてい子す．錦■としては亀れを1たし  

さんの欄矢（如、書■声量けら九ない憂官署曹を貴ける）につながること手鏡乏し  いうメールEⅧ、「ll山さでは且になりましたJの遭鳥のみ．内≠での秩滋について  レギュラトリーサイエンスと輸して、内鵬1邑が古手かしけるような■兼を 

l壬すしかしこれは 汲々からのよリq極的研特集†三により、最前さんが正しく理  いい却劇化汁別腋が■九て食エ†な且ぎになると大量なことは理解し手す軋だったら  外椚で筐Lているのは、暮員とLて恥でかしくなりまナ．エ異にはレギュう  

コ解しやすい情報を入手しやすくすることで、是正が期待できます（そこまで手が回らな  公約なぇ解をきっちり出せば蟻ぎにもならないのに員月Iまとさない．1ぢに▼いたこ  トリーサイエンス分月で我々と壬1ま換きしている4第な方も多いので、  

いという実態はありますが）．   とにもつながりますが、この棚■の上覆扇が鯛■としての重恩・王見を土せない（慧  きつと1では，PI瓜A■■もかわいそうlこと憤れま九ているのだろつなと男  
思∴8鼻は劇っていますが、それを曇明することき＃托する）ことが、一大な間瀧と考  います。より効1がありより優先してカー入れるぺきこと（主著臼強の僧  

えます。  報発信等のPHD▲の琴左量暮を嘉める希箕や亨さ濃ユ宍粟雫のt▲の  
書r向上の施策）は後回しにさhて、犬Lた事暮が雲じら九ないことにエ  
ネルギーモーやしている幹部をよると．覆らは剛■）∧の亘り方をどう考えて  
いるのか、プロパー卑■として理事に害しみます．   

2▲l  PI■）∧  知っているし、内さも  橿暮の内容そのものは、入社当時から研修などで学ぶものではありましたが、乗鞍  毒±は立濃でいつもこころにとどわておくべき内々であもことIi甥＃している．しかし  はい  どちらともい  はい  烏合■鵡でしかできない仕●が多く、広い分野の方々に知って媚膿しても  
把橿している  にまとめて明文化されると引き締まる思いがします。   ながら．更モの暮寺tが蓼すぎ．由良の腑丘亨守る仕事をしはけるために、自分の  えない   らいたい仕事ではあるが、転tの間鴨などがあり、人に勧めにくいと塞じ  

t土手牡鞭にしていも慮が育め乳、．王様の含耶ヒに即し1大■努力している机  ている。   
鴎唯一のt聞として割りもてられている王ホモこな丁だけでも■大な■となってい  

？イJ  PIJDA  知っているが 内容  、‡ ぢナで呵かか叩                        響★ガに■▼る．王横岬壌のまだ浅い立場としてよ只事滅べさせていただき壬丁．  とちらともい  
は把機していない  えない   えない  れていない（各舶によって作其方注が1なる事）ものが多々見受けうれ．わったといえる「脊」を重罪捜していただきたい。手たその－とをアヒール  

あるいは．関心がな  があもことに璧主点訊ヽだいておりま丁．もちろん．より祝壌（亀覇のこと、鑑■環  る．全体の嘉層効■化を宵るためにも、一度計石の纂糟内壱の手■■を すれば、よリー蟻的に各■■がアンケート詳壬に♯加するものと思われ  
い  凛事）声知ろうと惰蕎収■には力声入九ているつもりで丁机モ九でも1■の手ま専  貴書し．効率化を図るべきである。 る．   

えをq致したり．夏場事始らない王手遼めてt壬うことがあり手丁．このような状況で  
は．どこかで又諷とのかい■事生んてし壬う熱慎吾があると1え手す．こういった状  
況をヨ璽丁るたゎにし餅件叫丘として．王絶畔♯（カー．象E蝉鰻．鼻書との⊃ミュ  
ニケーション事）を鶉人していただきたいと考えております．青野は一見にしかすと  
いうように、現場での見辛で終わらす、自らが讃欄に携わるt曇を縛ることができれ  
ば、それは大いに梨花の王様に役立てもことが可モと考えま丁．もちろん、菓鮫に  
現場字体となると、≠1に菓簸できるものでは仇、と見いますが、ますは第一歩とし  
てこのようなアクション育とることチ書えるのが事■かと見います．「土著にとっての  

希望の空け1llとなるためには、患者、邑■現場を傷ますることが王事と考え手す．  

213  
↓†  

把橿している  間■にエ牒に肝囁する▲斬のホ門加■なとモーに収■し、書域内に昌己欝鑓に努  えない   
めなけ九はならないと毘L、ます．責務を連行しつつそのような自己研すの曙筍も禦  
に十釧こ作ることはちかなか鋼■なことだと点います。そ九らがなるべく可能となる  
ような人▲E書や蛸■のあり方などについて、t絨的にtiなものを穣射していた  
だけるといいと見い王す。   

」内責軌止jのたわにPHl）▲がより▲い綿■となるために次か：1胃の・吼りが替ろと   自■にやりがいはあるものと書い壬丁し．卑しそう爪っています，しかし．かこの嶋■にJ■する1え．■りをヰぺる■●も㌧えら九ないので、このよ  

たれは■いです   急がどうこうという上りL 円の蔽の仕事t鹸々と叫lされる品日の書◆＝こ日々追わ  次から次へと■l貞基巨の暮tによ賎していかなければなちない環状のとうなアンケートが王権さ九ることにつし、てil大貴ありがたいと餌っていま  
24ヰ   暮のやり方については、正1そのや肋tいきまじも貪楢しありま甘ん．環丁．事tぢ貴兄を≠べも嶋として、罵声の績まほ良さ罵でももしこのようなア  

倹し含め二元川嶋のⅦ仰三と動、王す．■－n人の■尺でありながら．頓にり！  花W▲としてIi大▲は卿こよリー★貝声せやしており．外向けには書青ンケートが必モであ九ばゴひ協力したいと勇し、王す。  
員が■えたということで暮◆のスピードがヌくなもこと声丁ヒールしn、亨  

重要語芸憲憲琵琶慧禦認諾篤志返  すし．鵬tlの人たちIi大1庄馬丁ること．瞥樺声先王さ盲ることで3冒して  
いるように盟えま丁。しかし．三セIi人■11覆えていてし暮●の仏叫は1！l  

・、・ ‘ 
・ 

iソ声！・一＝精粋t＝≠■－  r 

． 

，。 
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卜I  

第一次捜書をご  トク． 本推古に関して、ご意見などがございましたら、ご自由にお雷きく  フ 結合線構では5つの行動理念を掲げています。この理念の莫現に   3－l  コー2 あなたは  ユーユ．  3－1．   4        なたは   あなたは  総合撫欄での仕事について、焙じるところ思うところ ご   このようなアンケート 実 する‾とに明して 一藍見が一    存じでしたか？  ださい 
n   向け．人材の育成・稽保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお雷きください。   

の隻■や鰻■文化のあり方などに明し、現状を托まえ克欄すべき  
炸増やそれを集り越えるための提案を、ご自由にお書きください。  

か？   

ますか？   

か？   

食 中心とょつて  
キャリア増で、厳密には天下りではないのですが、ある坤の天下り受け入れ増■の．  事重体制をどう改善していくか検討していく必要があると思いますが前  

貢にも託鴫したように、里長自身が2年サイクル〈らいで変わっていくたれ  
志半ばで部長が変わることによって方針も変更されることがよくあります。  
さらに、曇ち兵舎身の考えによって義査の墓相がぶれることも少なくありませ  
ん．こういった岨点からも、r員紀鉱の上線削が基本的にキャリア粕で構  
成され．短L＼スパンで交わっていく件についてはぜひ改革が必■のように  
思います．手た、射のほですが、芙緊に暮董壬精を行う中で、部会・分  
料金の必事誓及びタイミングについても少し意見があります。ます部射こ  
ついてですが．餌食で書山ほれた品削ま分科会を埼てしそのlケ月機（部  
食後2－コケ月後）に承認されます．一方．pMnAとしては総書手期間をい  
ずれ12ケ月にすると対外的に公表しているかと思います。これは上述の  

中心とした棚して乱いと考えます● 竜三会後2～3ケ月も含めての考えなので、これも我々の仕■を圧迫している  

PMDAに対して1任と自覚をもって仕事をされる方々（綬積も墨書にあるプロ′く－をi i  ‖ ざ  
②についても＿亨とⅥ覆するところではありますが、近年書手のプロパー妄弔が増え  
てい子すが、lミ雪上二のようにた王Lrまr王とんどがキャリア釘の出向なので、プロパー  

】 ‡  

て堤幸されたとしても、窄真の毒牙のあり万が禁qできません。若い腎にどれだけ  
頑粘ったとしても、ここにはず．■：1研がないのでは？と∴えてきます白また、ゝ景企業と  

】  
の人布交チも1：止され、PMDAをやめたとしてもその後2年甘はW遵会社lこげ㍍す  
ることはできません．このような醤≡から、将来のことを悪4した時に、自分の道は  
自分で切り訂かなくてはならないと思う友吉、時々、「本当にここでこのまま仕筍をし  
ていていいのだろうか。」「自分の将来は一体どうなるのだろうかノとなり、虚攣漢すら  

た  
毒虫£ギ：三三㌫窪三吉‡三碧志篭  

245   

は把宥していない、  
あるいは．Ⅳ1心がな  

ことが建一亡】：しにしてしまっている．  

い  いては、「扇は」さ費の対象から外していって良いと考える。承旺で見ていく範囲を  
絨るべきと考える。そのためのニュこ互二∬咋等の璧笛のみならす、法律のタ賜をする  

Ⅷ  Ⅷ  

【   
必憂があると用わ九るが、民間の話力を利用することのメリットは大きいとぺえる。  

ラグのドニ削ま、ある！呈琵のp争J貞汗が年lくヨ濱の下でi†成可㌫であると考える。  

人を二吾やすことで／くフォーマンスを上げるのは、あるところまでは上げられるが、そ  

れ以上は事瑠て釧鴇は焼け太りするだけ。承諾さ介、直景品行政を‡塁う押機は、  
できるだけミニマムな輔叫とする方がよい。不具合は行超ⅧWがさ蓋してもむこリ  
うるし、民Ⅵ暮兼磯㈲が書徹してt王室こりうる。11局、長音や号l膿破11’は発生して  

いる。熱いⅤ嘉をせに出荷Lている其看は市場原】空で淘汰されるという、法制度  
が及ばないところで自浄作用がⅦいているだけのように思われる。  

21¢  PM【）A  
軋け望芳職制王行員的￥腫など）、そ九ぞれが芥ⅥTI仰のさにその後れ声鼻  ど取れないよう亡状：票で壬、幻樗な￥て断を行うことは内Mであり、項！！を丘げるため  えない   
たせるようにむる必繋があると考える。山寺のい丁れかのみがエ鍔を一指して担う  

叶っても綿鴫としてのた貢は狗九ないと思う やりがいはあるが それだけ  
て椚泉しない．tl力ある相場になるようなエ夫が必要なのではないかと思  

こともー象であると思うが、人事交茨を関ること訊こより、それぞれの立場での考え  
方を身につけ、科学的判打と行政的判断の異なる立場で1つの事項を多面的に見る  

う。  

ことも有用であろうと思う。いすれにしても、それぞ九の酌門がそれぞれの立場で遼  
切な判綜を下すことができなければ、裏戸にはどちらかが亀吉せす、他方に寄りか  
かる状現になってしまうため、明確なポリシーを以って自ら判断できる人材を市成す  
ることが最も書蓼な事項であると考える。孝′≡Fを他人任せにしたり、先送りにするよ  

うな考え方は、同じ過ちを引きだこす葦云であると思う。また、薬害を最小皐にする  
努力は決して怠ってはならないが、承班事青や安全対逢のみでゼロにすることは呂  
¶であるため、匡血ぜ事者のみならず、患者自身も露頭へ参加し、異は諸刃の剣で  
あることを丹ドした上で使用すること、そのような考え方を冨民に広く浸透させる教  
育が必要であると考える。   
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】－，  I  ユーl  1－2  3-5. ユーイ  l  

n  新井  卜l 第一次提書をご   本攫富に翻して、ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく              I 総合地積では5つの行動理含を掲げています。この理念の実覆に   あなたは   あなたは   あなたは   総合tれでの仕事について、婁じるところ、患うところをご   このようなアンケートを実施することに明して、ご書見がご  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材の書威・キ保、そのような人材が畦力を集中できるオ墳  したら、ご自由にお書きください。   

のi■や繊■文化のあり方などに押し、環状を隷まえ克服すべき  
さ■やそれをtり纏えるための捜幕を、ご自由にお●きください。   

か？   

ますか？   

か？   

糾7  両面A  知っているし、内容も  特になし。   総合■Ilの†青む理念にっては良いものだと思います．Lかし、菓Rにこの行む理  どちらともい  どちらともい  どちらともい  今牧童わっていくことを賃みま丁軋完全に■芳篭の天下リEモー．ア力学 一  のよつなアンケートをするのか分かbない．ロムで】亡きた本巣盲㌢  
杷纏している  乏を突行に移して行くに当たって致命的な欠陥がl，MDAにはあると患います．ま  えない  えない  えない  ミックなことよりけ生芳t行政に左右される。l†定のメーカーにはtしく∴炎の静に肝してなら▲∈はほとんど■芳書（削二特定の書1任ノンキャリ  

す、第一に5カ年桝優に基づいた暮暮鼻の増■にしても、1■された（新規任用され  マイナーメーカーには暮しい．何か圧力があったら／ヒックった●●J曇事務l’ざ）及び∬重芳書雀の嶋逢【liけ九lま可’打電覇のキャリア）だし、そ  
た）t■の多くが大学院の斬卒であり、全く即牡力がなく、既存の■■は新卒者の  あたりから舞茶苦茶な俵1（優先・迅速でもない晶自を一週間以内に暮雪んなことは百も泉田だと思いますが、王刃仕のけ芳書あってのPunAでは藁  
指■・教育に挿筍をとられ、暮董の迅速化とは逆行した状況である．人■を増やせ  を終わらせろというような依績）がある．  
ぱいいという間欄ではなく、札正に詳しいべテラン医師零を嘉欄嶋膿でもヘッドハン  
ティングすべきである．四際共同冶鱗についていえば、米国・飲米に加え中田を  
始めアジア曲が無才する中、英語以外のアジア系書誌（中国語・♯鴎蒲・ヒンディ  
等）を話せる臣■茶の人材が至急必事である。過去の多くの反省を生かすので  王立t馴にしなければ、PIJD∧1■がど九だlT頑張っても藁書手薫ちすこ  
あれば、躍労省からのある特定のメーカーの治檎を優遇するような圧力は止めてほ  とは無才でしょう．   
しい．孜力的なものを排放しなければ1肌同じことが牡り遺されます。PMDA■  
只のほぼ勲どが分かっているけど制度上仕方ないと静めている．  

而煎七  
ない曳ホが帥す事丁ぜる。人が生きn、く上で、クスリき飲手ずに死んでいく人Ⅶ  人材でそっくりまるごと●社章鯛■したヰ舎、たちまち倒た丁る（全員Ⅸ■に冒しい  えない  とは一切ない．暮t稽古tモ寛反することが仕事になっており．■丁のt 
の方が少ないのだから、t覆義丁課程で、クスリはリスク声♯負っていることをしつ  が、欄暮J苦にpしい人はいるのだろうか）。モういった点で、絹■の土子；が芥精  試だけ声只ているたれ（そ九でも事勤といえることは爺どない）、重■の  
かり●■ナべき。クスリの加斗は緒外電に比べて日本人は乏しいと児う（医者に  に弱い．手すlユ土台迫りからだと洗う． 匿よ晶を暮食・i†鶴ナる鋼帯＝ま、虞宵に  洲声員ることもなけ九ば、承圧さ九たことすらitヰがむいことが多い．企  
診てもらって、漉された藁を飲めば治ると信じている人が多い）。   よって批判されることは多々あれど、褒められることは伺一つとしてない．（生めら  稟も安全性の面で手ぬるいところが多く、慮ニーのこと事象一に考えている  

れるのは闇彙した含量のみ）。したがって、批¶しかされないのだから、批¶き一つ  Il子が感じセ九ないことも、やる気を削ぐ。遮り甲生を凍れるなら引王企  
一つ噛み入れて対処しようとすると、紳1は■I帖nqがかかり、1持的に東端  王にさ公した方が何竹もいい・‥が．行きたいと烹うす王が七い． ホ勤  
の人間が人恨的生活から遽のいていく。そしてまた北Tlされる，束嬢の人筍はモチ  トhはよを騨囁する上で必事な鼓せだが．貢全性はできるだけ且壬覆いた  
ベーションが下がり．やりがいを失う（本省からの事務輌篭の天下りもまたやる気を  い朝血だ．必蔓とされるからこそ、事勤惰鰐囁方法は白々遭化するが、  
低下させる）．既にそういう和国が出来上がっていると思う．■■の改書経■とし  斉合性評価方法はなかなか遭化していない．せの中のと蟻みは含持ち  
ては．もっと宇との連携をとる必辛があると患う．城野手長も堤嘉しているように．  （製薬企集）が雷利なようにできていると青々思う．この纂鼻にもけ気がさ  
暮繊にせ弄な人材が入るように、学にtきかけることが必雷だし、■壌にいる人は  してくる．安全性の辞す方法を積立する方が、よほど轟警問瑠の瞥沃に  
tl■でしかできない繚鰻を多くIlんでいるのだから、それを外の社会で生かすべき  つながるのではないか。  
だと思う．医師は企業の行う箕の高い臨床帥の実施方法を筆び、統計は様々  
な臨床巨鰻に接することで．かなり多くの蝉蛙£Ⅶめる．また、暮性、薬理・勤惣・  
品Xでは、化合物を藁にするにはどうすればよいか、基ヰから臨床ヘアブローチす  
る手法が学びとれる．そう考えると、1つlつの仕事が箕の高い教科書に思える  
（残念ながら、t囁から企業への転■は2年のウォッシュアウトが必要なのが現実）。  

■qの嶋■として、内虹の嘱点をここでどれくらい書うべさかはわからな  
いが、以下の貞は轟かになり丁ぎている，・ビジネスマナーがぢってぢい．  
研傷ほ2－3コマあるが、富口斉応すも￥纂金工の匿年代に比べ、かなり  
見劣る．このまま全1に桟】■しても全集では聖い鶉にぢらない．・内お  
でのl蓼bが極めて縄．効辛王視で裏年の培膿喜穐もが積むシステムだ  
が、異なる分野lこ発鰻がない人が多く、申の頭で呵を耕しているかわ  
からない人が多い．総局、匿藁畠の全快はわかつていない人が多い．  
斬℡にも稚虹されたが、年収800万を超える酌よ■以下の立正が天下りし  
てくる．不曇．・創異句以上て天下りチしてきて、tllで句をしているのか  
わからない年配も多い．不妻．・雷■舞■の経年をしていながら、研尊・  
教青がなっでいない．やる気がある人ガは島手にのぴるが、使えない  
人材をどう使えるようにするかという愚考Ii全くないらしい．・ヨ拾で鞭を  
打つには若著に限るが、それでも書手■に若年書が多すぎる．ベテラン■  
董Åが少ない．他用の暮壬t騨に比べても若い。・暮モ1削こよって響  
董の糾が1う。暮董報告暮が分属いところもあ九ば．敷ページのところも  
ある。いいのか、それで．・今の生話では結婚できぢし＼（個早く、夜違い。  
土日も≠琉で出勤），   

21g  PMDA  知っているし 内容も  20せモの薬事行数は、薬害とともに改書されてきた歴史を再確放することできまし  独立行急追人の特色を生かし、乃竺芳t雀とは1う視点でステイクホルダー†景毒  はい  はい  はい  FDA、USP、EMEAなとの薫外の大鵬■と比畦さ九るとPMDAまだまだ  ス丁イクホルダーに対して、靂切なメッセーソを乗増し観ける－とは大切だ  
把橿している  た 21せ紀は瑚亨仏領をiⅥにコントロールし、よ害に対して先珂りして防ぐシス  さんの立場．ゼ集合王の立場、臥■世事ホの立場）モ輝ドして1†くことが果められて  対等とは言えませんが、コンパクトに壬とまったt悪法㌻のりい欄■F作  と患います．諸君の橿濃は、お互いのけだ不足です。  

テムをIl饗する蟹t力が必事とされていることを強く考えさせられました。  いると男い壬丁．††鼓tl貿よに方Ilがプレることは；†さ九ま甘んが、この僻■では  リ上げしFDAとi・◆罵な1層を台界に担う、スマートな鯛t作り声自樗して巧  
ぴししヽ軋みに比毎的さ島に取り鮒める岨土を作れるのて†エないかと考えておりま  きたいと苛えており壬す。そのためには、惟の花立t即との才りし■切な  
す。もちろん、プレてはいけない岬急が上よの5つでございます。  押？せのi†れが承〟〉られていると兜います．   

250  PHD∧  知っているし、内容も  
把鍵している   た、医薬品等の暮董、安倉斉玉について、大？におけるオれは必ずしも十分ではな  √にとってIitきやすい持場だと男う．  

点者さんも含めた弼民とのを■がもっと近くなるようにする必妻があると想っ．ま  いことから、専M性も含めたPMDAにおけるOJT形式零の糧1・研件の一群の充 ヱがあ蓼と考える．  
「F桑品行鰻を1担う細■の今後の在り方」声J止する前に、u丘の鯛■のこ†佳を十      臣事せ甘の免■利息千；iけていただきたい．洪状では、暮★のIi粍で予¶できな   

に事している  分に行っていただきたい。ロIlの太雀・t－1という状観での町政凸はなんなのか、  かった封作用が梵サした壌今に．富☆一門サした局員が誘えら九る可即はモ定  えない  えない  声千に員遷していく必中がある．また、いろいろな鮪しい憂の仰欄lこ■九  
間払血btあるとして、そ九は坤■を大きく貪えなければ美11できないことなのか、十  できない．事★はチームによ明iわhており、襲イ＝甘良筆ぶけることIJリ、i★が  ることができるため．やりがいは通じている．▲雀との人事史まという量  

分にJ鵡していただきたい。   すさんになるようなことlよぢいとろえる。  仏はあると思うが．知見以上の役qはほぼ太端からの浩句ポで占れら九  
ており、紙与L公摂月と疇斗びて下けら九てい（上lこ．鯛■がこ九からど  
うなっていくか分からないのて、潤まが不ぎ．．   

J5？  卿人  罰禦巾三刃た  
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m  
3  

第一次攫書をご  木津昔に関して、ご意見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合機構では5つの行動理念を掲げています。この理念の実現に  1J－t †あなたは  コー2 あなたは  コ あなたは  ユー4． 総合機構での仕事について興じるところ欒うところを」    4 ‾のようなアンケートを実施する‾とに間して一昔見が一    存じでしたか？  
ださい．   

ざいましたら、ご自由にお雷きください。   向け．人材の育成・確保、そのような人材が総力を発揮できる環墳 の贅●や繊維文化のあり方などに聞し、環状を踏まえ克服すべき 燥糧やそれを彙り越えるため 
の提藁を、ご自由にお暮きください8  

か？   

25                              知っているし、内容も       忘よ犠に－してu力ある托増でなければ∴量素な人〃を繊タる‾－n   
杷捜している  ↓■を樽す－とは岩撫でし上 う。ここでなくても、重民の甘■に井村できる14はいくらでもあるのですから。「任  

余悪を持っていれ■ご蝉遇元暮について不＝き鱒つはずが机、。」と考えている人が  
が更むのか自先の処理に追われがちである．このような1壌にもかかわ  
らず、残念ながら崩争憲迩を持ちすぎているケースが見受けられるのは残 念だ 
。  

254  PMDA   知っているし．内容も  薬首は 完全にゼロにする‾とはできないと考えますが少た、〈とも事前の策をユじ      自噴は「安全性・有丁ヽ性ね‾   
らではありますが、蔓響な撼言と考えております．  た患者様へのフオ⊂トーてす。そのためには、やはり確1の竿ワレベルがt九ている  

、 

ことは否定しませんが、医療項壌での任用方法や現状を的確に把握できる椎農の  
必事誉だと考えます。  

よくありませんが、関連部書との連撲が大切であることはいうまでもありま  

l   

一っ55  Pl州DA   

ただきたいと考えます。   
ざ 

絶零している  えない   

25¢  

杷擢Lている  購や感覚というものの必葦性を強く填じております．冥欝に病質などに一定瑚Ⅶ研  
修に行くというようなことは英讃するのは坤しいかと思うのですが、現状でも行われ  えない   
ている学会やよ智金字讃嬢の方々の隼見を甘くことができる鳩への参加や、製品響  

舞く、方法を決めるにあたり．その方法自体に有効性があるか、多様であ  

についてのメーカーの方による規準会、研修などの句会が、倭人的には助けになっ  
る底ヰ頸増および市場に対してその方法で対応しきれるのかどうか、その  

ていると悪じているので、こ九をもっと増やしていただけると良いではないかと思いま  
方法に饗与する人々や企業にとって負担が少なく実現可能な方法である  

す。●●新人研修Eメ．■ミ’の】j宵舌三体の方をはじめとした外部の方のお三雲を甘け  
のか零あらゆる㈱面を、自分たちがその紺二いないながらもあらゆること  

たことが大変良かったと恕じています．自分がこれから取り堰む某死の役割や在リ  
を想定したうえで医環現場そして富民にとって有効な方法についてある程  

方について考えさせられました．  

く蜂じます。   

副  
。 もっとたくさん勉強し、もっと深く考えられるようにならなけ九ばならないと漣  

f  

257   ・人材の西成には‡っと綬㍍●ふた［管理戊が必要だ・部門を建一た蜜℃γ闇   
は、幹部または鮮佳肴だけでなく、その配下にも多少なりとも必憂なはずだ．■枝  えない   

258  PMDA  今回初めて知った  ＝）－¢の兢で「疏にお農畜雷雨亨面前有半していたリスク†暮柊の号或が十分に朽  
1相法がある．む量企稟・行dl壬’†た鳩車1得たうえで、門したノというのが悶父の故  した」醜■がそのようにごニュしている▲ヨを理念にしているところが環堤できませ  

合いが自立ち、扁☆三拝では．g禽の方向¶が決まれば、lカ月以上かけ て蛙血上で 
逢ではないでしょうか，ですから、（lト之－アのエ∧て．「‥・講叩憎が欄Ⅵてきるシステ  ん。3）人材の育みには、や汀IqのIt巧も含まれているのでしょうかつ4）「せ界J  

．1え、▲u青野えることをチーム内でやりとりする。本買的な郎  

ムをIl交することがn尺てある」の1えに至ったと汀ドしています。ここで、r三鼻甲性」  
分はもちろんあるが、それ以外の上王己のようなやりとりについて蓼用の舞  

についても、その方法が不明けで▲現にJl二等があります．ゝ交企Ⅹから行政、あ  
むを禁じる。国民を・環jしたさ禽がなされていると蝿じたことがない．ま  

るいは行政からむ糞企夫、封巣企エあるいは朽鰻かち選民へのリスク情稚の伝達  
た・紗lの対応ガ虻潤外になることは一触的で、そのことで企靂が勤務外  

及びリスク情報の蝕縄から仕掛禁通の中止が具体的lこどのような媒介で、どれ〈ら  
に社内で遁寧を持ったり、対応に追われたりすることを苦情として情人的  

いの時間で冥捧予定なのか規定する必蓼はないのでし上うか？行政は規定があれ  
に伺った。「丹労省間l‡としてあるまじき」と言われたが、三珠の饗弘を省  

ばむきやすいというところを活用するとよいと思います。同項で、「…愉琴眼を持っ  
き」甘告モの闇便化を司ることで（冨査埼の非臨床杖膿菰愉は実施しない  
など）国民に逃惑のないように業務喜連行するぺきと考える。   

た綻の高い人材を環保、・・・」とありますが、倫淳IRを失っていく増乳こついてもユ出  

とする必賽があるのはないか（でなければ．どんなに倫理Iqを待った人材をけ保して  
も風味がない）．  

（3）治II相談が実施されるようになり、多くの場合、第1相ul憂鴨始前相談では非  
臨床棚引lに基づいてさ食し、第l相試研が実施壬れていると考える。この段確  
の卵色良u鰻荻川のさ査を檜実に真横することを似て、承認暮‡りl時ではドラッグラ  
グ解消∴承把手虻劇作の短犠を抗るために．踵良民I一成l訃のみ（十分に喜禽される  
ベき成川Iを書重してはどうか∴台鰻瑠ヨの栗鼠、増d料も考慮して、実賎した場合  
には、承認印こ非ぎ土庄こま鰻暮雪の囁時化が可鴨となる仕棚みを作ることを捷よす  
る。その他として、遜旦が一書利用する痛狂李局」封1憂唇でのPMDAの知名度  
が低いことにtく。富民に盃を裸供する薬剤師とpmda甘のラインを文くことにより、  
国民からの声をくみ取り、また薬剤師の副作用への毘謹も高まるのではないか凸   

1  

259  PMDA  知っているし、内容も 1年ギLTいる  
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第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

n  l－！   7  ユーt   ユJ   ユ★】   ュ十●   l  

一  く一  
存じでしたか？  ださい。   l－l                                        ‡                                  事一次提書をご  本棟雷に開して、ご書1などがございましたら、ご自由にお書きく  総合牡欄では5つの行動理舌を穐げてい手す。この糧食の実覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総会牡≠での仕事について、悪じるところ、愚つと－ろを－   

の丑■や絹■文化のあり方などに嘱し、覆状を鐘手え寛嘱すペき  
霹■やそれをtり絶えるための檀纂を、ご自由にお●きください。   

か？   

ますか？   

か？   

～引）  珊A  今亘切めて知った  ‾F   

えない   
董、安全責箕．脚潜ま）のせ事が孤量の宣命及びt書に正損している  
ことを改めて鵠じ手す．その由でせ暮している人の止慎も吉事となり．人■  
の増加、人月の★成のためのd填の亜tが語式的にならないことを考え  
ます．   

2もI  PMDA  知っているし、内容も  －の‾た・ケートは不事てあるとい‾るく‾いの■壌窟 
把■している  えない   で、大貴に忍乱した実態がある．嶋■化なされておちr分野別の讐▲4i蹟ができるようになることを望んでいます．  

舞を考えたせ事の蓋り分けがおこなわれていぢい．新しい拉■をl一極前に  
吸収してと暮に向かおうという話気ある■壌が作ら九ていない．重文な詣  
式ごとの■鵡がおおく、そ九に事くの誇Ⅶが罰か九ている．上組が遇云に  
行ってきた暮董を引きずり．承述嘲Ⅶの蟻■のためにどのょうぢ丈暮壬し  
なけ九ばならないかの比論がなく．遇云のやり方をわずかに壬えることに  
大きなlキ筍を書やしている。   

，82  PI虞DA  知っているし、内専も  はい  はい  どちらともい  
把握している   えない  ・ 

徽安食封旦雫のムリカに量るまでq別に瞥押さ九ている机致班の汗乏が舛雫さ  一・t二′ 

れているにTfない．汰桑島I手放手摺う欄■のヰ徽の∈リカについてIi．机上の埠  
即的な媚■鴻に絶絶し．憂雷雨彙紡止のための、あるい11日本四民のための綿■  
の見直しについて先遭的な丁イチイ丁が舶されたぜ嬉も管主に零しい，～008年5月  
から2m隼4月まで和年、12詞の妻▲さを♯てまとめられた第一次謹書は、国民へ  
の情報媛崇ベーパーの蟻を超えないものであり、期持を大きく外れるものであった．  
薬事が発生した場合に大任喜取るとは、はがどのような行勤をとることなのか」腋が  
どのようなp則を受けることであるのか、委■全■の考え方を聞きたい．  

スの■A亡霊零及びプロパーーーのtl．払E空彗uD）、￥糞嘉事から憂暮、  
臥雲…人として榔捕せ  

2ぢ3  PuDA  今風旬肋て知った  提言p乃の製■倉よ出身者の活用や人材交流に関しては、より活発にしていく必事  一l（く王－′lめl‾li托しい真筆にt鶴の暮■が正面している笥痛点について外部から妊る‾とは  
があると考えます．ここ赦年で増1した雷士■の多くは新卒であり、専門性や州騒が  えない   
乏しい状患です。モ九にもかかわらず、最▼喜する立場の朱書・上司の人血が少な  ■の寛仁る竃1・労t爛凛の覆■は不可欠と考えます．  

く、かつ貫井に多忙であることから十分ぢ最tはできていないと考えます．一方で、  
暮董鋼旬の好鵠や冶鰻相泣の増加讐、1成すべき自犠が古く設定され、響壬割の  
雷樽は増加しているため、十分な如コ・蝶蟻のない新人が中心となって責務を遂行  
盲ざるを績ません。∬鵬力として．企纂霊■メを含めた増■があ雷と考えます．  
また、t・▲尊■の．企纂における稟様に対する知江は非常に翳られたものであると  
考えます．的翫暮1ト治鰻¶侶を行うためには、規制の立囁からの知慮・軽鰻だ  
けでは不十分であり∴Etに節食を行う立場での知1・鰹膿が必羊不可欠と考え  

ます．：企エとの露王事の空食†1あると思いますが．それ以上に、的確なさ董のた  
めに全集との人月史畏l壬必育と考えます。  

えない   
． 

す引汽h一周ることにAlユーるたれ今醜は王1的に選■u唱の実態■  

ろえる。  黒をl！った人材亨1めることが辞ヽであると考える。以上より、広報誌むについても  の†た峰を収集するあモがあると考える．  

最低¶は行う必事があると考える．  

MDAJが真穐Lていることによら刀効率あるし、は■鮎は少なかちす声を 遼寧に罪i書瘍が舞生しているのでl壬ないか．Ⅰ一也周断曇Jのよつに垣＃  

磯鯛■への行慮の騨与は8小限注であるべき。   ■芳♯し母たりさったりだろう．ヰÅ全角が仏んじることができ．日常のアクションに  している．お役所仕手が多くノコでq（人笥几．■芳書からの上巳句■き含 義貞でもでさるのではないれ  
ブレークダウンてきてこモの叩2だ帆払も貪れて賃たさ九ていない〉そのような  ・ 
鰻牡文化にd凛Lていくことが℡ましいが．文化のa慕lこIi鐘いリーケーシップとモ  ，■  
九なりのII零卜芳カー響する．トラディγシ7ナんてあるが．せ芥の一つのTl雪とし  l  

て日々の嘲れ∴ぎ覇的な押貪サーベイの三条などが昔象できる机芳力のれに文l  
史はそ九ほどiくないとけ計Tる，ド決すべき廷けではあるが、モの優先ホ柏Ii嘉  九机、，このようむ内田止域だけてなく、外餌壇幌についてしマスメディア  
くない．m札○の肯に、ます1ユ徴字て売文声黒すことが躍れら九ている丁だ。  やIl々な1増子脚壌■にとって．PMDAはJJ・ンtと■澤講且のメ免と  

なっている．払たちの詰むが篭ちからkエ壬hることはほとんどぢい．しか  
しこれlま．¶エさ入るょうぢこと声していないからか↓し九ないPMD▲て  
仕罵声軟けていくと、いつしか亀し川こなるのてあろうかと解，¶ルている。  

最いはあるの′ごろうか．す改．曇hの竹城のたtなJ慮からその糸口が  
見つけら九るのだろうか．I即1てきなし1．   2‘●ヨ11■）▲ 785【‡W人   知っているし．内幸も 茫凛している Mっているし内示も  臥憂品の封椚動＝よる電ざ事前え引こは．南牧緩のけ祐也集がt事であると考え る舞■が中音、さ九／ニ臨丘止pによも出欠のみてはサての封作早き■打丁ること  t叫てITわれている王層声．－れの方々に刃ってもらい．■葦ち役椚声tっているとはい の沃ユ声いってLちうことが∴第一歩である．博打ナペさ血11事々あもLのの、引†l   どちbともい   どちらともい えない  玖禦lこあると兜わ九る，大L】的な戌白き拝つことは．仕禽折鶴ニーズに戦 て1けるとより良いものになるのては内でL▲うか。     は不可棄である臨丘現収においてもj珊埼の東凱こ十分粁景する必モがあると  11、州札としてネガデイブな方向のi斗嘘しカ、さ九ない凰；蠣があることから、凱、使命            王事41dの璧虻駆■の罠Jテロ指していもと見受ける帆鯛叫でtくスタッフは叫              叶吉な以†－、良くも貴くも甲に叫てげられているごど文てある。析出声貪れ、多くの性  いいえ  いいえ  いいえ  以下、お吉1に言えて凱1‖ニ■か盲ていただく．PIJDAがニエーによつ Fき今更といつ凱1．】れ丁．一nさのゝt■かゥ一句r、遭1り一輝々として    閲してい言  ℡鮭Ⅳ大lこ一や什竺芳■太良のⅠ乙名ではぢく 戚¶Aのような四民今休からの九竹  貞和まけ2に卯はをいっていないように皿える．少なくとも、典はきいっているように     て壬iモさ九ている仕■－i、それ昌仙の必一驚は壱表しない机「魂藍のPいる・曇れさメノハーの食代・役所の人事1む・捜■食代にた■・・受け、     ム抽出あるいl如比の投下t－よも遭出により注j◆するプロセスが望ましい。市d監は．札の町二は鴫っていない・しかLこ九は・lⅦl▲だけにちてはまることてはない・                                 一・ 一 一捕⊥－→ 二三            亨よ話芸霊≡㌫諾禁笠慧こ誓忠告至芸霊芝モき  

ニj  

40   
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卜t  トク   ク   牡⊥¶＿＿▼＿  1コーク  3－コ．  ユー4一   

存じでしたか？  向け．人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお書きください．  
の整儀や組ヰ文化のあり方などに催し、現状を踏まえ克服すべき 提qやそれを彙り越えるための檀藁を 

、ご自由にお■きください。  

266   

すが．．．。   m                  4．    所属 PMDA  第一次檀菖をご  本檀喜に関して、ご倉見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合穐櫓では5つの汚有毒会を掲げています。この緬こ  あなたは  あなたは  あな玩「  結合線檎での仕事について、整じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、ご意見がご     今回初めて知った  ださい。      ぎ琵ぎ か？  このれ壌 に仙めl薫 けたいと 考えてい ますか？  このれ壌 を、あなた の後iな どにも鋤 めます かウ  自由にお書きください。        誓聯￥で憎ね交換できる壌をもっと設けて欲しい。参加できる時7がないのも■実で   iはい  了茄て  はい  

2も7  PIJOA  知っているし、内容も  行政だけでなく、き宇霧tの長いJ竃稚から、このような曾山章怒り上げる必蔓がある  今は．事壬顆甘の汚職など、呂に見えるな亨を苫屋することが、どうしても優先しが  はい  どちらともい  どちらともい 下に最鰐の1萄を汗旺Lながら、最善を尽くすことができる、さまざまな額   この組■は、色々な経歴の人間の集まりなので、経験も異なり、推が回答  
把握している  が、五宇救育というと、庫労省だけでないナ＝めか、この程よにほ亀れられていない。  ちである血 行政ではあるが、人材育成も他の1切や王緊的な協力のもとに行うこと   

カルテ粂tの間功一主、t子カルテや名人の†吉報カードなどを遭めることがぢ浣に寄  

与すもと思うが、こういうことには、玉が予井をつけて地デジのように、何が乍でも  
東研させる要撃がなし、と．遭まない．t子カルテのソフトウェアがろくなものがない  

で、草書などでも、語をしにくい，企業の方も同じなのでしょうが、私  

のは、どうす′しばlど決するのでしようか。   

』  
なので。  ，！葺とモよ安濃ができる、など百身の成長には役立つ職場であ 害い人が竃つために．切磋辱麒する体制はこれから．慎雷楕報が     するかによって、♯吉十綺果が随分違うことになるでし上う。あまり定量的な  

268  PMDA  今回初めて知った  単になし。  誓在大宅丁増えを行っている最中であり、人が：℡えればすぐにうまく回りだすという   土い    王に送り出す崖捜に携われるというのは．非常にやりがいのある仕  
ものでもないと思うので、遁撲サ草の軽量が出てくるのはtう数年先になると思う．こ  事だと禁じる。  
こ1込昌幸になった人材がどう育つかは、少し長い包で見てもらえ九はと思う．ま  
た、↑々璧食事禎として筆げられているが、縫戻、策；－、穐乍などその』のスベシ十  

リストの方々は、現状として充分ではないと亨じる。こ九らスペシャリストの礪点は事  
菅を多角的な坤点からとらえるためにも王事であると容じる。今は、一人の人が檜h  
のチームをぎいナ持ちしている状りなので、柁tt人で一つのチームを‡き当できるよう  

に増えてくれることがiデましいとl！じる。  

戸  

は把握していない、  鴇く演じました．この思いを空く空け止めて、このじ‥チPl．把Åで哲咋JI加こ取り上  していることき嬉します。しかしながら、日繁の具鑓幻仁王舞にオ含を現法しておリ  
！∫lんでいるかにはu？が虜ります。トンプ以外の濯手職、至！集札．狂暴■の管汀害  

職   

い   てほしいと患います．ちょつと事W囁かもしれませんが、次のようなことも  

269  PIJDA  知っているが、内容  作成遇打を見ていましたが、域ナホの方々の藁曹をはり透してほしくないとの凱、を  理念はム■で良いものであり年宣のヨ増や学修フログラムなどを見ると巧当に努力  まい  はい  どちらともい甘露古人桐が必虻な欄牒でありま丁廿、さ貴卯年の場合、なんとなく高度   第三者に評価されることは良いことだと思いますのでp横的にされてはい  
えない   なレベルの漁れ作文新座イメージもあり、工場として何が械るのかこいこな   かがでしょうか． 少し辛口にすいてしまいましたが、全体とLてPMDAの  

あるいは、関心がな  げて全nでけど丁ることが必モてはないでしょうか。  るところです∴M人のエ嶋をどのようにIlすか、待遇正や人毛重から1え   q■は前向きに頑張っているのではないかとエ戦っております。  
の口から理念に基づく異性約亡羊礫幸lニをほとんど甘いたことがありません。トップ  

と中旬官汀qとのq遥のずれがないか心ヒしてい言す。甘いているF垂では、了  

斤目Iニの遽荘皇の檀認の大半は暮巾スピードや童支昔年になっているように壊しま  
気になることです．メールのあて先き内食！の人醐lこ対しても「00IIJとし  
ているが∴相手をP史しているという1仁王他人孝ニ†鳥にも思われます。内部  

す。ドラッグラグやデ／くイスラグのぢ一日ri讐裁なことでありそのこと自身は聖斑では  であれば－さん」で十分であり．古間一般からはかけ鴫れている豊壌ではな  
ありませんが、理念を遽成することへのロ．漁何が足りないとノlミわれます．今の王巧  いかと蝶じます．これが丹芳ポのた曹であればそちらから政弘する必要が  
をやl∴していってもなかなかこの汀∴には近づかないのではぢいかと危惧しておりま  あるのかもしれません。  

す．確かに年度のエ巧目，ニがありますが甘いものに見えて仕方がありません。R揮  
的な視角、孜王が必要であると考えますが、その発禁を管押糟がどの巧ま堵ってお  
られるのかいつまでにどのように実演しようと考えているのか具体的に碓ごしてみて  
はどうでしょうか。  

特にJ鼻一之以上の官押√はJワ芳曹出身者が多くしかも8年で入れ皆わっているの  
でFこ宣いかと思われ、そのようぢ人事の螢てlユニの叩真吾良順のレベ／しで運宣しよ  

うと丁る巧山が宣まれにくいと災います㌧TH熟且のコには餌下の£力を上聖うように生  

かてない方もかなりおられ芯付託力及び丁叶，年増rl鼻に¶ルがあると螺じられる方  
もいらつしゃいます．もっと声Ⅵな首理偏に変史していただきたいと思う方も少なくあ  
リません．日下一人ひとりの電力は高いのでなんとか繋ができておりますが、それを  
いいことに刃労省∈軍書の中で甥えなくなった人Tを官印電で送りこんでいるので  

はないかとl事繊りたくなってしまうところもあります．芯月打ユL外の稽nについては  

た謹に人nを叫更したばかりではなく、〃芳千；本庁、檎痩所、！十方丹生局、代立雇  

嘉島食畠q望苧更痔雫廿らの出軍書の出入りもあり、冒じき三重に長くてもn年しか  
【いぢいu状があります．そのため呈十露的な爬書が必蒼であると児われるがまだ五人  
の自貫に喩存してしlる机分が多いのではないかと思います。希書げ咋きもっと■；亨  

に使うたわlこは倭人帥こ別の日漂農作ってl壬どうでLようか。   

270  PldD∧  今回初めて知った  豪雪手先仏止のためには、青〒軋む吏百iこ‾玖損t仰の1れが一つでも欠けると  やはり人が足りない点は否めないと亨じるp また冥牒の空欄現場を知らない人は  どちらともい  
えない   えない   

叉については、学期lこ討玉子丁ること、手たそのための施1i．人員がそろっていなけ  と感じる．人が少ないので仕事員が増えるのは仕方ないが、分野等に  
ればならい．暮☆モ正けに丁るというⅦ血かち見ると、薦謹までの鞘Ⅶき呈く丁ると  よって増員が必要だと感じるところもある。   

l  

ぢ研究．モラルがもう少し必モな虚がムるのでは机、かと．王声の農法を里く雪月ると  

】  
研唱としては．稟を文たに色名11に役与ーる現場であり．その藁亡くどのようぢJ】i！  

！  

tがある．どこかが少しでも欠けてはいけぢいぶ躾じる．また、マスコ王事の帽Iiも  
書葦ではと講じる。（鵡耶な●サIiはいけないと1えるが9   
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■）   トJ  －t  コーク  

存じでしたか？  ださい．   向け．人材の書成・確保、そのような人材が能力を発揮できる1墳  ざい手したら、ご自由にお書きください．   

のi儀や蟻書文化のあり方などに叫し、環状を株主え寛農すべき  
■尽やそれを生り絶えるための攫壬を、ご自由にお暮きください。   

か？   

ますか？   

か？   

把橿している  ていることに職責を蓋したいと患います．鼻1的ぢ事え方にl壬佃こ■il11なく、目指  i事慮の醜慮などの上で非才に有用であったと思います。♯にこのす含を権げ  

す．   

新興  ト1 第一次提書をご   事攫富に隅してご書見などがございましたら、ご自由にお■きく  ク 総合櫨れでは5つの行動礫念を穐げています．この年去の菓覆に  i あなたほ   あなたは  ユーj あなたは  ユ1          † 総会牡檎での仕事について、感じるところ．思うところをご  l このようなアンケートを実施することに鵬して、ご書見がご            仕事にや りがいを 婁じます   この■嶋 にtlめ統 けたいと 考えてい   この■■ を、あなた の後暮な どにも勤 めます   自由にお書きください。    l－ごヽ－‾は■切叩い  27I  醜わA  知っているし 内さも  弘よ皇吾奴の色り万事について▲王的な鎗血を寧げそれ号れ鱒鮭な現iをされ  近■せ事臭が■任され、理念の策定を吾ったことは、PMDAの卑■の見違向上や  はい  はい  とちbともい  捏毒丁る纂きl＿もよります机PMPAの■拷には総じてやりがいのあo PMDA■月の土臭を鞠セする■嚢を作っていただいたこと・ とり            えない  義務が多いと軋＼ます 
．ただし、その一方で．▲∈壬、緊張蕃の土でと■：手すが、暮めたモ鼻モや覆のは檎に十分長峡していただきたいと患いま  

ナべき方両性としては我々PMDAのt■も忘じく共有できるものと思います。な  をしなければならない面もあるので、人によって向き不句きがあると景し、ま   ．す。   

お、前提となっている、義雷肝炎についての分別＝おいてEtさ九ている明春は、  
祝左の知臭から鬼九ばということで、各時点■にその当時の水事でよ九ばやむを礪  
なかった蜘分もあるょうlこ用い手す．州tの書義の在リカについては、多くの■  
畠が響けら九ており．喝社は出ていま甘んが，現存の書い鯛t手話かし．突風さ盲  
ていくには、8▲の戸山PAl＝麒合ナることが■■であもと患い壬す．また、賢掛静  
鶴t防モ■くことについては．井蛙丁ることの量tやあ事性にせ間がありま丁．その  
ようなt騨き旺■管すとも、事書稚包丁や事倉薫製の公1零の粛明¶檀住持tが  
あhぱ＋分であり．何か闇騰があ九ば．●国の繍l寸■のような■聞き丁ドホックlこ  
拉tT九ばよいのでは伍、かとろえ手す，flニー拉■闇声拉■するにしても、事11  
憧のiい人勾声轍侵丁ることはかなり容嶋であり、しかもモのような人材をつなぎと  
めておくことも漉しいのではないでしようか，なお．●叫内に苫1解法出門を■くこと  
は、より実現可能性が遍く、必事性もあるものと患います．   

272  PI膚DA  知っているし、内容も  ・人材・人員不足の蠣欄（／くランスある人1E書い血生以上の事務系月■の確保  

把犠している  （登玉はエ省からの出向も磯野に含む）・t角一札集お蟄の瑠ユによるモチペーシヨ  
ン且下の柄止・亨覆・キャリア相和こqリがちな任用占覆の上止し（人間的■貫の  
tモIl・毒手t■による住用覆Ilの実施・人事i†価Miのさらなる大東（的確な  
騨墟と反映）   

っ、 把橿している   r               ウ  聯、‾       ℡かなl‾と  トキ℡のア、ケーナIi◆下のよ－た依蟻文一により臭施されたものてある  27：I  【pMDA  知ているし内呑も   【凛苫について】これまで行われた李鼻●u■機を拝見するなかで、縫簿の本■と は鵬優ない覚書やわかりにくい貴書事内さもあった 
暮について、中々項目へ私見吉ホす段書ではないと患っている．アンケートの主旨  ⇒たのちに何に莞弔する柱間である．＜はじめに＞ー記lで淀粧した4；の白市わ九ている一協力することはやぶさかではないが．オープンOlまか  

詳細が不明であるものの、「協力の兼山Jから、改め彗鎮第一次4書を読み止し、私  弓書に対しての士上がだ手九た場合、すなわち．牡罰的なt鼻音受け取った′りの己達半鶏なものは、雷とめることlこ雷芳丁ると考えら九る（き■さでも  

見憲以下に示してみた．大ま隋Ⅶの舞い中での意見作成であり、乱1、乱プし鰐  場合に受ナ蘭の心情としてIi．■甥丁ることや反論するあるいは王景l＝つ室鼠隷があったと正燻しているが）．また．鯵め切り日豊日になって績め切  

た、不適切な表現t内容、および文■礪虞不ぎもあると考えるがご専救■いたい．  いて批判することが大半でかJ．手た、当抜文書にたいして－お畢舶、ら；りが1遅懲E期さ九ることとなったが．績め切りに軌こ合わ了るように予定  

・撞書内容は椎でも考えられるような内容でぁる．レベルはあるにせよ、すでに実  何らかの批判貴書もあるかもし九ぉい．一九萎■のある方は、自分たち；し作纂していたことを■壌されたと蚤じる右もいることを認識していただき  

施方句の内容、あるいIi、遺£に東尾済みであるが雇難性のあった内容が多く、抜  で努か作成した作品（覆暮）について．鳥銃されたことを「書び」と考えるたい．本アンケートに封苔丁るに賢して．㌻買のiい・＋労な4肘をおこ  

本的なあるいは瞬期的な書只は尤い。・只廿他をもって書かれているテーマもあ  場合もあると考える。くt叫纂霧で羊じるところ＞■11の玉野土壌と厚い、まし、★才Ⅶで東尾する必■のあるエ繹jのl澗豹拙けになることか  

るが、r十分な吟哺」、r蒜い♯理性」、「貫の員い」尊がふんだんに使われており、雰  しては、r批判を受ける」のみであり．守秘t層があるが更L詳纏な乗iやら．国讐てきなかった同機もいると糧＃さ九．そのような碍サのモガを少し  

匪気・感父的記載がちリl粛められ鳩威されているたれ霧に包まれた文霊となって  辰雄はもとよりできない犠況である．一浪に．虹鱒l＝斉し覚菖しないものでも代筆できていればtいと盟っている．また．アンケート吾をqできる  

いる．ただし、役所の文Tとして傭をなしていると考える。・テーマが多附こわたっ  はノ姥めたIrlい日がある」マ‖旨繍さ九る軋事†t・土壌があること手技彙霹として「ホームページで公間さ九るJとの象鴨がは鉱されており、当は  

ているため、仕方のない約分がある机現状の分析・評価が深く行わ九ているのか  江し、ただ看たい．－ある指圧纂隷書毒＃している人から．「そんな九割方曇特により、手鼻を述べることを■乃した訂憤七いる可聴恨もあり、公曇に  

不安である。たとえば、（2）昔などは、澹外亨蓼考にした下りがある軋海外のエ慣  は¶ぱかり受l†る又環11つらいだけでストレスいっぱいではないてし▲うついて葛℡しない1訂鷺てきない〉lご憬に㌻して配慮したものであってほし  

や運用上のからくりが潔（理解されているのか不安である。・王往不明、主事n蠣  か．よく披けら九るね」と慣われる場合もある軋曇々が行った雷暮雪全かったと考えも．■いや守Ⅷを縛っている隻■さであれは．当抜霊域1こつ  

な機雷がある．たとえば（I）②丁では．「分析おょび予防原則こ立脚した施策の撞  薫訊こ斉して，一事りの旭り合いの臨■関係覇からの1月や口伝えであいてヰ壌の僚機のアンケートをとるE．托鵡のlつとしてあげていただける  

書を暮Wに行うことができる鯛t文化の払㈲こ努めちけ九ばならない」とはいった  るがよ著さんからの婁卵の指を受けもことがあり．稟発の励みとなっていと思われるが、裏切さ九九ば暮いである．▲後に、れしいテーマにつし、  

い句事tたらいいのれわかりやすいものにするペきと患わ九、このような文tの作  る．やりがいとは、小さな事埼から望ま九るとおもう．以下」日射封乱、て、まとめていく努力声さ九ている委員食喜勺に徴集モモしま▼t  

瞳の℡井は托輸しておいた方が良いと思われる．  が、¢雪辱まの内＃として雷う憲果を記した。  

・内容が不明確なので環ギが不足しているだろう机特記して閻瑚にするような内  く帥立場・墳票＞・総合…艮である・川塾く鵬＞姐行慮法人帥… 
繹はない。ただし、現実あり疇ないような憂采がちりばめら九ていて（で幸るところから  ではない蛙含■■で「ユu叫」は暮主（1嘉遭まの自白〉に法七してい一藁書炉炎事捧のホ正及び考究払止のための  

実篤していくというレベルではないと景われる）、堆済性の静且、存をし樗ない人材  る可能性はないのか，技量技に暮づいて一匹長の拝封が稟r■なわ九て三富共晶行数のあり方犠！ゴ幸一彙  

の要求事おとぎ托的な≠分も多いと患う．・学会や仝■に対する4雷では、霹覇の  いるのではないのか．・4書に事く紀厳さ九ている、雇いや胃丑を靖って．座長零野t  己  
中心ではないかもしれない机かなり内さが如、と事える．蓋7T；暮書の考えも霊  いるか．互A】i大半の王氏と乳腋引那刑椚狂っていもが、粛定できるもの宴会のために日々璃逢さ九ておられることに委員－llて敬景を暮しておリ  

暮と思われ．藁刑のせ用看である久田・ざ曇への改■・闇且血l㌫膿についてもまと  のでもなくrtいや汁帆声正明丁ることはできない，・選民自■の必事覧ま丁．ご承旭のことと兄い雷丁が、払ども「糞半群歳暮鴨の痍仁及び事免  

れて．ば貫いただきたい．・一秋ムの辞qtkにt昇がある」として「♯三者モ欄・  があるのか．少なくとも、hったマス⊃三嶋1による用嶋F■呑みにした王L防止のための亀井墓I寺鎗のあり方■臣事良さJは．許可急に「憂嘗◆所業  

1辞書t軌の泣Tがは富さ九ている．事三√■仰が舞tとすも「仇豊玉Iラdlの転  畏日■l主役に立たGい．暮薫l＝おける見ょは．当も1雪があり．事■浪㌻玩止の′こめの露露呈汚dのあり方について〔⊂】筍とりまとめ㌧∴及Ul■  

』や定tが不叩櫨であり、ズー内示にはビジュン的なしのもーるが．支現可屯惟、  当 
爪仏n・諷切な人＃のは鎗イメージは示さ九ていない．「羊三暑■耶があ九ば安  ・ 
イ＝的な梵甥がわれば、1泣■聞の罠■自体、■弘と書える．今後のは如く、「性  1 

最適バこきづくならば∴†鶴t研ぎ；†ヰ丁るさらなる鰐価t間の濾■し考える必要も  
でてくると史わ九る．r性■膿」に息づくならば、一覧軌の1畳tl少むくともいらないと  
双われる。いすれにしても、11男するr■恥はよ仏的イメージがないまま1月して  
も．「ます編ものがさ事．千丁事つけまL上う」との責鯛と㍍ナに思われる．・今後、  
ロス争追めていく上て、引叉巾の間IL拷済彗事のメリットデメリットが1わきりせす  
に襲わることのないこと千斬る．   

≧重刑声矢掛＝した臥先皇†i鐘声文集丁る．（当事毒員ユい臥景品のリス  

l㌘ま栗甘夏なLのてある和英和文に離■†てし和文には帥lノ 】   

42   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

】3－－．  ユークー  3－ユ  ユーt   
偏  眉  卜IL＿＿＿－  l‾7  2．                                               1    第一次檀書をご  本瘡iに蘭して、ご麓見右旨がございましたら、ご自由におi善く  総合機構では5つの行動理念を掲げています。この理会の実現にjあなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕事について、悪じるところ、患うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、ご意見がご  

存じでしたか？  ださい。   向け．人柄の育成・打保、そのような人材が能力を発揮てきる環墳】仕事にや  このれ疇  このれ囁  自由にお書きください。   ざいましたら、ご自由にお書きください．  
の整傷や組織文化のあり方などに闇し、現状を拝まえ克服すべきりがいを  に勤め械  を、あなた  
牒増やそれを彙り越えるための碓茶を、ご自由にお書きください。彗じます  けたいと  の竣iな  

か？   

ますか？   

か？  

度量のご協力をお醜いすることと致しました。ご多忙のところ大変恐縮で  
すがお時間をいただきたく、何卒よろしくお願い申し上げます。別紙の調  
萱累にご回答のうえご逓送いただくか、あるいは、同じ内容の調査につい てⅧ≡引こごい 

て回答ただきますよう．何卒よろしくお願い申し上げます。平  
成2一年12月4日までにご回答いただければ幸いです。回答は匿名でお  
厳いいたします．w亡Bを用いてご回答いただく場合でもアクセス元の情報  
は受け取らない設定となっており、匿名でご回答いただけます．送付いた  
だいた回答につきましては、木調壬担当委1（東京大学山口）が敲王lこt  
理いたします．各回峯内容は、本妻■会のワーキンケチームが整理し、セ  
人が特定される作報を惨く零したうえで．すべて報告書に記粧します。祁  
告書は本妻Å舎に積出さ九．討濾の資料となるとともに、厚生労≠省の  
ホームページで公開されます。土樽提言をより実りあるものとするた  
め献酬机上げ柑‘ 

看ぎ字の父まをた貢さマる．曇ぜ文II．拉丘没書及び企王での町費や巣■文男の とちbともい  どちらともい  

えない  

の蔵介に耶わることがないのは、，l烹な状況てある．・仕本の抒！量が成  
果主も釣な面がある。個人批判になる傾向もなきにしもあらずである，  
・き≡内および書コ「lの連環がとりにくく、行き詰まったときの解決方法がなか  

なか見出せない。上司が忙しすぎて、相談する時間がとリlこくく、その結  

靂、薯禽の進行が〆れることもある．・PMDAのなかでの配募忙輿をもっ  
と行う必事がある。王の承認の上では、幅広い視野が必要であるにも帥  

u l  

わらず、同じ部のさ青に慣わっているうちに／くターン暮主になってくるので  

はないか。物事を多方面から考える上でいろいろな部をI！城する必要があ  
ると思う。（斬兼高蜃・一嘱憂さ童・GMP・GCP全てを一風ま軽躾する必  
蓼があるのではないか？）・機工しない人間は仕事をしない人㈲とみる傾  
向がある．環工の多いのは何が原因となっているかを分析し、仕布の配分  
顎を判蜂する。→上司の郡一指としての教肖も必要．第三壱（他部の人の  
≡平囁）が必モ，・さ禽山■の人nが増えているにも関わらず、扁査の効率  

は上がっていないのでtュぢいか．ピラミッド型の判断の仕方（担当毒A  
一！至当ホB→ぷ三雲→三任→冨☆量→創見）など、音譜の矧敬体制が変  
わらなければ、事蕾の￥7ピのステップが二¶えて決断までの時職がかかる  

だけではないか。・J亡な気持ちで壬査に爪わる姿雛が動揺年馳ととも  
に拗れていくようにも思う。   

的・牧野リソーシズといかにⅤま付けられ、l‡l重されているかだと考えます．これを  えない  ジュクトが人的・物的リソーシズとⅤ；†付けら九ていないと末えますが、戦  などによるパケンキも大きくなります，桔果の鉱計、分析も主岨的なもの  

274  PM【）A  す互初めて知った  

275  PMDA  知っているが、内容  
い  

時としては一応中郡引責があり、プロジェクトとしては例えば別々の新薬  とならざるをえませんから、統計的な．色味を見出すことは肉≠でしょう。  

の扁査扇ヱがあります。しかし．中朋…▲Ffは本省が作る中期日賃に  アンケート調査をするのであれば多肢選択式を中心としたデザインとし  
従って、すべての独立行政法人に存hの可否を甘うというフォーマットで作  隼計の棄民家も入れて選択肢を練ったものとして作成し、クロス集計等も  
成されていますから、PMDAの汀含を実現するための前句虐の戦略では  可能なものとしなければ客用恨は乏しいように感じます。何よりすべて  頚含を貢現するた動こさも不毛なのは具体的汽持であり、個々のプロジェクトが人 はい  はい  どちらともい  亨含を注疏するための自主的かつ具体的戦略がなく．また個々のプロ  自由記述方式のアンケートは記入壱から言えば負凄日が甲く、個人の性格  なく、有q的な蘭逓がありません。貯靂のさ査承漂についてもプロジェ  

′√ クトとして捉えて、治鐸l来町から市販後まで一員した憎雪lを管理する体制  
蝿します。また、lこ東野プランのように蔵書繹当毒の他言増やせば慕☆の迅雲化・  が用恩されていません。ぐi々の担当者のu身的な㌍力で何とかフォローし  
安全性の琴上が芸られるというネえはあまりにも叩l墓です。インフラのサ垢．ロジス  ているというのが実冊でしょう．FDAなどと比べてロジスティックスの両で  
ティツクスのた支こそが諾笹の璧Gでし上う。具体的には迂l勺系の暮i・安全手至当看  も人的・物的リソーシズは圧¶的に不足していて、比ち的に言えば太平洋  
のふ代長汀負；卓をl！差し、サポートするためのシステムの丑年とネ巧系人材の育  戦争において一農村．毒だけで戦った18耶と兵貼を何より申禎したアメリカ軍  
成が必曇です。絶句文化については∴本省の文化とそれぞれのたl暑の自然先生 的な文化の漢文だと焦します との差でしょう。これらを根本的lこに決するためには予賃、人且に制約  

．比嶋的に言えばt－令瑚の下での武士のq地支配と  があり、数年先にどんな梧鴫になっているかもわからない独立行政法人と  
いったところです．qll円でも人によって、またたほによって文化の轟いがあります  いう現状を変えることが必懸かもしれません。しかし．現在の政治情勢で  
から、外からは不き叩こ見えるでしょう。又も法制に瓜づいて壬輝を行っている以  は変えようとしても不利にしか働かないように思います．   
上、本省とコミュニケーションを：■1ることも必蔓ですし、一方、PMDAとしての葦烹・便  

命を才；某するためには本★と鷲†iy′是を保つことも王事と考えます．埠書文化は至  
史的与†持による全㌔異ですから．明電だけをいじってt曳鶉できるものではなく、理念  

を真吾の行bにiIしてい〈ことによって少しずつミえられるものだと思います。   

276  PI．1nA  知っているし、内容も  もっと虻彙lこ∫罰i：さ了る必電があると思う。   靖念としてはすばらしいと漂うが，具体策にどういう窄むをすべきかがまだ充美して はい  はい  どちらともいぎ  舅準点では1羞していますし、l王けて1キきたいと思っています。しかし、周  たまには必要かと思います。自分の慧議を確認する意味もあるし、上層部  
把斉している  えない  りの方の鼠鼻や状況を近引こつれてし讃美と頚禁のギャップも少しずつ見  

えてきています．この兄■一1の咽qが主わっていかなければぎ†めてしまう  

かもしれ吉了ん。罰人頓人の象力はそれなりに忘いと思います。しかし、  
そういう琶人を蛸協約にイl勒lこ隻うマネジメントがうまくできていない気が  

Lます。人員のJl読も君達の絹鴫とは1ぢっているので、その当たりを今  
後どうしていくのかが璧だの止助かと只います」重民の卿矧こ応えられる  
埋鴇にしなくてはl見今の無弘使いと言われそうです．   
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劇  
n  1？   ？   コー1   ユーク   コーユ   ユー1   1  

ll  
存じでしたか？  向け．人材の▼成・確保、そのような人材が能力を発揮できる覆墳  ざいましたら、ご自由にお書きください．  

の豊●や蟻汁文化のあり方などに崩し、環状を臨まえ支瓜すべき  
霹■やそれをtリ越えるための提某を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

2丁ラ   

■4（1巨hの5ポッヨについてp．23「以上の一見虚しを行うべきである．」ほ玩旦 しますがあえて「轟警」を強調するかの上うに定■を正札する必事があるのでしょう  
か私はよ苧鮎の繍tで「藁そのものが丸＼わけではなく 慕いのは箭った囁い万  うlこ男います．（現金の記粧では壌1ありきで止られているように見えます，）また、  針や日¢もないままに、対応■法的に当時の1年目の群人がプロジェクト もうやむやになって凰化してしまっていたのて、こついつ■さは申事だと考  

きする人間である」という‾とを野外葉書の原因は人であるという苛え万に雲くト’  安全対層については、その劾よを測るのは非書に幽九であるかと思いますが」慎Å  マネージャーに任命さ九た（新卒の人が入社1日呂からプロジェクトマネーえ千丁．この上つな内壱は内飼遼頓にも抜当せす、せ筍に個々の書量鼻  

舌し壬した．有用な▲が多数優吊されているのは事実なのですから、あえて定■す  ジャー）ことには、さ丁がにあき九事ナ．く形犠叱が断4でなけ九ば、そのの考えを発ほ丁るtさとしてAtだと考えますt個人慣嶋・■苦¶報以外  

るのであれば、薬というのは譲らく薬書と椙び付くものだ、と娯解さ九るような定■lよ  よう甘圧点はし吼、と1えられもため．手た．せ咽でいうにろのプロジュクLの内善が櫨蘭・曝正さ九ずに公曇されること舌切り致します．（そうでなけ  

避けてⅦ虐たいと思います．（兼一次4書において「慶菩」が音■されていないよう  トマネージャーの役n諷耶けるなら．p三信以上のクラスの人筍を電禽れば手技がないと幾っていますこ）  

に思いますが、まずは第一次提言においてその言■を明こ丘すべきだと思います。）  すべき．）ち抜叫捜が蟻まってからモろそろ！毎になり手丁が、色々と橿薫  

また、l福法事一条（目的）の「畠Ⅹ、有効性及び安全性の穐倭」を「安全性、礪11性  
且び晶貫の打任」に賓王丁るペきである．jとされてい≠すが、元の註鉱は晶茶・有  旨ぎチ豊㌫≡；詣㌶誓言詔；謁≒器諾髭封  
鋤¶・冨全¶の優先■伯にt劣を仰丁ることが員印された墓以ではないと萌えま  設暮のほTありせで始める上う珊まlま、キー二度とあってIiならないと  

す．医王品について、星貫・■朗性・貢全色のどれが一番大事、ということIiなく、全  考えます。暮鞠の鼻白まについて書t役が一人の削がありデーが．  

て大串なのでナ．大橿且きtかれた方にはそれらに書劣を仰ナてぎ合性モ議頒する  ほぼ暮日夜中まで残1しなけ九ば暮8き処空しき九ない吠票になってい  

王国があるように用いますが．そもそも医薬品は礪射でないと使扁領縫がないので  るようです．このような状況は当騒暮壬役のメンタル℡にt■が大きく、雰  

（動かないが安全、という薬は王味がないので）、珂増資全性をー虻に出さなければ  釦気もモくなるため、割全体の1精の遭難1二たtモ与えます．（増告した  

ならないのか」引吼に苦しみます．  い稟件があるが、別の■降で忙桧されており、当玉櫨指してもらえそうに  
ない、等）桝的の人▲構成について鼻血すあ辛があるものと1えます。   

－25（コメントとして）教育として巣号を学ぶのは1妻であろうかと思いますが、生温  
貴書として憂書を学ぶ．というのは1和雲があります．生刀緻打というと．わ己研m  
や■仏の－11のような明るいイメージがあるのです机一般鴎民の嘗Ilがあえて  
r禿ぎについて苧びたい！jとれ鐘的な員数を掃つのかどうか、疑飢こ戌います．  
（そのようなむ■づけは讐通起こらないような気がしています．）p．32内生関係の  
明確でない安全性慣蠣を公表するかどうかはす王に判蘇すべきです．（タミフルと1  
♯行如の伽があるので）p．a5「鼻寺本人が使用された製剤名やロットを知って白  
らも言己鑓を保存しておくことができるような方策を検討するぺきである．例えば、明細  
T声量書に文相することや、ICカードやレセプトデータベースヘの入力鴨の方法を検  
射し、闇する必事がある。」に全面的に掃1します．追払が＊qになるとともに．  
量有様自身も量書き暮めるぺきだと思し、ます。p．4√■2（コメントとして）総局、  
「正家公葬■」一班t晶簡J「独立行政法人」といった既存の掛川制の中でどれが  
良いのかを延々とユーしているようにしか見えないのです机理想的な州書体制  
は．本当に既存の砕から選択するしかないのでしょうか？   

け78  PW∧  知っているが 内容  本檀云の存在Ii知っていましたが、今回初めて観みました．記銘されている提言  静樺の増加及び充実、臣広担当暮食lての増入幕、5つの朽む理念の実現へ、良い  はい  どちらともい  どちらともい  ■任1大なせ■と考えていま丁．顎∈．暮董据せが濃い、鑑■硯■をロb；蓼■会でIi．壬生芳t著／Pl劇Aの煙き看も含めて嬢虔する必雷はある  
は把橿していない．  えない  えない  ない暮糞甘が事いため（自分も含まれます）．その■佗声賃た了ている のかもしれませんが、－のよつなアンケートを行い、印瓜A全員▲かb書上  
あるいは、関心がな  か、不安を貰え著す．  を甘くあーはないのではないかと見いました．ますは、曇▲裁という幕  

い   （「雪穴さか－の控†」とい‾形l－する‾とが1憂だったのかもしれませんが）今  のでそれぞれのIラむ丹乏をもっとぎく岬ドナも、含t員で共有する必tがあるの  王事からの橿書をⅧいて、汀乍芳t雀／lヽ■lAがダ右し、そ九に対してま  

l一   
た事三者から押領してもらうというサイクルでも良いのではないかと思いま  

めていくのり」r‾の橿辛がなされて実なにどこまで（いつまでに）文現される  ギ決濃ではないかと考えているため、蚤■書簡での長期研♯制度、（医薬品行政開  した。 今夏．アンケートに三等することて、匡藁品行致、PMDAでの薫  
批、 

っ 
まで実現されるかが一書の課題ではないかと乱＼ました。   す）．なお、rどのような梱徽みわをとろうとも」（第一次講書より引用）硯叫当局と  

して行うことは同じであることは、■々承知しているつもりですが、どのよぅな絹▲形  
旦になるかわからない状況で■く覇Ⅶが長くなるのは同盟ではないかと患います．  

く＿榔い昭夫更別  279  PMDA  知っているし内青も  捜書の中にー予飢碍則jという童現が用いられていますが、一見すると「科7的加〟・      はい  はい  風災の缶とW■をTるといフ壇食のむと．多くのA■が日々与l＿■． 一 く のょつ▲ 鶏  ＿ でい  
更■している  に立■して評優l－あたる‾とが王事（p22）」との考え方と棚矛庫するところがありは  現11人月★束や止IA彗儀に峻符丁るしのではないと雫え王す．強いて書えば、1欝  てい手す．その山で．公私の′くランス夢とることがれしく、一組Jの机）声Ⅶ3がとつ－ざいました。  

J 
くよう一息ご耶れ、ただければ牽いです．繊■の今後のムリ万に即してもご■il  
いただいているところですが、いずれの瀾であっても、四民の命とtl∬き寸るという  
ふみ丹念に変わりはありませんので．環■のモチベーション閤への虻tはないと値  
じます。   

280  P目口A  今回堺めて知った  に、メ カ ■    、－■ 声或め‾れ‾‾とは少I‾いの          全体的に汀鮮はしているものの、患ネさんの．ヽしみについては邑江別嶋を出ぅない  
人には文法は濃いと用い壬す．t恥柏仇てくるもの声Ⅳ摩するためにメーカ欄に   臥■農工の活Mをも左石しかねない仕事だと文講し手すが．すっとmしこで．こういうt■にでもl！りこいる人勺がどんな践†れ事和し、て仕事に句かつ  
絆触こ行くことも大事ですが、貿けI■とむぅため1こIi】tの肯か三1十uっているだけで  もって仕事をしていると、モチベーションがなくなることも予ヨされ王す。 ているの血、．句かの鬱考lこしていた′三け九は書い′三と爪っています。  
はだめだと鵠じる傘Iにの頃です．¶しいかもしれまてん帆一般の事t一にも  もっともっと自分から外へ行く■♯声増やさGくては・・・と誓っています．   

もっと臨丘早見も■さモ与えていただいたり．ア曇lこも1一斗抑二川ナる』叫声な■し  

たほうが良いと凱、ます．具体的びよにはなっていむいかもし九ま7んが、暮倉を  
やっていくためにはモチベーション鯉＝lは必子鋳です．ただの再拝構稟としてやるわ  

けにはいかないこの仕事に対する談員声l＝lするにはやはり、もっと舶モに外と聞  
わらないと駄目だと思います．ここに書くぺきことか否かわかりませんが。  
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トつ  ク．  旦ヨ．  旦ニL－   
1  P    たL【＿                                           1コーI．  ユー～l          所属  第一次提書をご  本撞着に間して、ごt見などがございましたら、ご自由にお書きく    あなたは  あなたは  総合櫨柵での仕事について、彗じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、ご宣見がご    存じでしたか？  ださい 

。  この■壌  ざいましたら、ご自由にお書きください。   

考えてい  
ますか？   

か？   に劃めは けたいと  
杷絹している  とめられている．その弼と比べて今亘の提言では、再三！あるいは！三虹内喜は確かに  えない  

異なっているが基慕的な群山点はr王■にかかわるそれぞれのプレーヤーが自己  し，毎日の深夜に及ぶ残羊や休日出だでしか処理できない事務且多さに  対した李■がいたが、その委員だけでなく檎邑寸会委員全Aの総合機構  
の専P「校において貫に愚書あるいは区民のほうを向いて仕事をしていないのではな  旦員自身のむ雷だけではなく、その家族の生活が心配である．1■はみ  （あるいは役償員）に対する考え・要望・意見を蘭きたい．程々のま見を公  
いか？」というものてあり．仁王の憲言から10年以上たっても頒う群雄l三舎（芸わつ  なまじめでA任感が強いことから自分自身や家族を犠纏にしても患者・国  表すると同時にこれら委員の考えも公表すべきではないかと考える。その  
ていない。したがって、疇‡寸さ幸■には∴■轡句点はなぜ曹とiわらないのが’か濃 j■文化のあり方を槽エから上1丁必暮がある．嘉董センターや総合t囁の彙産室  民のためについつい領弓lってしまう。この行為を否定することはなかなか  綬には、各委員の情報（事Fl、企業との利益相反、電からの研究†取得  
討していナこだき、その原図を追及し，層屁を験云するようぢ建玉をしていただきた ；芦はこのようなご同著の袴臓やた注は！a頚であったが．そろそろ臭正しの芦＃では  でさないが、舎分の生活も大切にしてほしいし、大切にできるR4にしなけ  状況ほ付加すべきではないかと考える。そもそも薬害讐社会間漁に発最  
い血日本の呈禽のちえ万場支の疇染接稽にこそ轡通は欄んでおリノト手箕の重吉寝いかと考える，なお．＝の鼻凛しにあたり培吉玉にぉいて櫨れなけれ－ごなら与い  れ烏門卜舞ち人1石工集められない．したがって．今だけでなく需真にユリし靂  しないとこのような検討会が開催されず提言が出なし＼（公に取り上げられ  
ではなく轡戯の！ヨ鉾に㌻する往昔を望み手す。そのために鼓々の震臭が必事であ こととして、幹酌及び丘員のt雷なポストに民甘会社増鰻事を数多く配tし、皇たリ  看・国民の期待に答えるには大喝な■■のニー員、あるいは暮発1の削窯  ない）ところに日本の行政あるいは社会の問題があるように思う，アンケー  
れば紹■とLてあるいは個人として乗喜することに何の甥撼もないと考えるし、述lこL㌻の増済環淳を中人した轄言を呂等すことが必要てはぢいかと考える．次に．槙討  が必要である。また、書門性の糧抑こは民Ⅶ企王・大学・医療オ間専との  トの実施及びその結果をその詰ま公表することは大変良いことだと考え  
lI峰的に発言しなければならない立填であると考える。 しなければならないのはゝ異企果そさiじめとする箕甘食稟とのかかわり具合であ  長柄人手交沃が必要である．＊事1h■のbaや絶麟は製薬企1だけでる．今回限りでなく、いろいろな場面で総合橿増徴員に直結蘭し、てほしい白  

る。併irf、玉東晶甥桑の鳩舎では．饗彙のぐ弼のJi確から全文と十分な◆吉編支  ぢく五真▼景舌の方々にも大きなf≡益であると考えられ、このような知識や  
凛を行うことにより．囁乗場甘の垣堵につながり、ホ療仕の安全対策の支箆にも必  附さる酬べきであるb  
■ 
▲ 

’ 

毒  

三 

首・・ 
． 

； n   

二 

F 】 i  

＝▼ 
．・， 

】 t   

の自で醜Ilのエ擢を上ることにより＿いかに積11の群Ⅷ丈」ニが℡筍耳れしているか  
をせめて謙旺丁ることができると1える。  

】   

Z82  PhlDA  知っているし、内容も  沸い■l¶凡慮を石▼1人メスn読及び堵江のムにおし、て、よリ中一「雪がエ・いと考iらはい  はい  どちらともい  どうLても敵年かめているうちに、封虔企エよりも行dの方が立墟が上で  
把零している  れる外字欄l「左及び≡職鮭三十専門iのnが不足して責り、さらにモのような糧nの  えない  

真むが多い貞が頚ヤ虻朝呵拍‖の大きな¶〃の一つと考える。PMDAの諾意・諸b  邦の中でそのように嬬じられたときは、注意を促すように心がけている。穐  
を広くせの中に示すとともに．q貝が望んてポー4に亨lるよつなメリットやりがいのあ  員の敷がユニ策している現在、そのようなぶJLが新人邑■に広まらないよ  
るほ読とすることが聾蓼と考える．  員も気をつける必筆があると躾じている。  

把零している  壱琶々人が運べられるか？違に黒いたい。個々人の考えIi糞なっていてもよい ＝嗣、、は舛のように1持と？lしをr畑‘AとC‖W－というように榔丁る方呵か、日▲の えない  

‡ H   

tれf叩繊にでそることば‥；沌の中ては大き仁，玖もきもつ。r私は、●●医師としての措療の多くの時間を軌、てきた．それは、私の診  283  PIJDA  知っているし、内呑も  ●●b（1）基よ的な考え方＝坤含は£く；‡管するが∴要望のためのビジョンを建喜亨す1FD▲のような多くの人′∫て円｛との人事史漁を遥んにLながち・エ薫ぎゃう方 どちらともい   はい  はい  

多くの臥た引二とって．瞥チ欄一1での亡羊声増蝶ナることは決して！1間の舞㌻血の浄血であり、その！1ムを保っている．その一方で、菱刈力喘コ！されて  

この仕租み・体寛が亭主る触り．薬害は決してなくなることはないと掠竃でl薫しし、具現化するt食を与えてくださったことには深く感謝する。  
きる．底止は、守屋では成立しない。点者は、腹巻の前に自分の命をお  

㌻榔くックによるく醐となって、 いて悪声に圧する．したがって、給血において必要なことは．お互いの「納  

碍」である。そのためには、医師の自分の人生川を最前に増さなければ真  

ぎ  

の．；繍は成立しない。逆に．上が効かなくても、納得があれば、医療は成  

立する。そんな礪点が押ゃしてもらえないもどかしさがピ台疇欄の仕事  
の中にはつきまとっている。   
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ll  卜J  ・t  

存じでしたか？  ださい。   向け．人材の育成・柵俣．そのような人材が能力を乗＃できるす墳  n  所■   事一次捷書をご   本提書に開してご霊泉などがございましたら、ご自由にお書きく  ？            l 総合櫨檎では5つの行動理念を紺ずています。この理含の実現に  1 あなたは  ユー2 あなたは  ユ＋ユ あなたは  ユ4 総合機構での仕事について、葛じるところ、思うところをご  ll このようなアンケートを実施することに翻して、ご書見がご  
の丑儀や租■文化のあり方などにれし、塊状を疎まえ真書すべき  
J■やそれを彙り鶴えるための攫纂を、ご自由にお●きください。   

か？   

ますか？   

か？   

（引ゼ慮警官裁許叫血：壌辞頓首はきキ黄だけではない．全ての雀旗鷲宮竜に主事  1換l壬、生育lニついても、他の間虻についても．l一人の人腎として、あな  
に零ラ1紀が行わ九る■え方の〟】矩が心事．手■い疇傷もめ璽だが、現在は、毘モ  たはとう吊むしまナか」という机、に．どのように第iるかであると戌う．  

財孜がひつ弟しているのだから．モれぞれが孤旬丁ることも盛事である．（6）露■  私には、まだ、昂真釣員望を攣って．こ九に蓄える屈薔は見つけら九てい  

t祀lこおける貰全長重こ臥■鼻ヰがだこっていも中での重合箆が取九ていない。ひ  ぢい．しかし、Bの粁lこ与えら九たものにはは実にbリ紺むしかない。アン  
ケートに讐えることもそのひとつである，且故に、ぼ菖をおこなったそれ  

Ⅳ      ずみが生じる可電悔がiし、．（7）■門的な知1を事毎に着用すもための方ま： 紆炎だけてなく、もっと大局的に1頓貴慣する仕噛みが必事．1箱のq声つついて、 ひとつの分那だけ慣欄多義れ．汗馬を♯ることは必ずしも鋼策ではぢい．日本匹事  い．いろんな．一見・考えがあってよいのであちう，看えをいっているか雪か  

法のように、全休把欄はこれで、餌分的環秋分ずはこ九で．という方法鎗の稽立を  が筒且である．払は、そ九ぞ九t々人がこの間いに対して自分の考えが  

行わなけれlま．惰稀の戦り歩きを己こさ了る．（B）弘手金暮に雇められる暮本職  畳字できるか雪かで、この4舌も次の謹書も、そして、このアンケートのl王  

事：製品名▲∈ももっと印書にすべきでぉも．振らも■丘・塩基する個々人で矛盾を  唖を考えたいと思う。  

1つけても、せらもまた、止めること1壬できない。（9）筐轟品行さを揮う鯛■の今櫨  
の在り方：安全佗を鳥qに、事董とは別の甥点から鷺校と侵叫声強化することと考え  
る   

2糾  PMDA  知っているが、内さ  
明性lの細研こついて、反間全集からの良男書についてIiモの庄吉や■】lでの8  

い  
l力 笥がかか おり手丁葬書の杜■酌む状潔か一事  

そ丸吉元融享む坪含た廓踊雇薗房汚石亨一三百i而f∴－11丁正和         払集品や亀■■墓の暮★など社さ的な重tが暴く．仕事そのしのには劇       ぞれの方々に、－一人の人Ⅶとして．あなたはどう吊むし子すかjと附し、た     す牧石二百頭講師戎て言宇Eわにこ子年季巧  
は杷捜していない  常にやりがい事蟻じており千丁．ただし、撼■1昔や暮tのせ欄みにつンケートの文集をと噛みとして捜し．外電lからの辞増や1鵬しに話発して  

あるいは．蘭心がな  ■が慎■に闇わ九ていナナが詐すの捜さ的な蘭¢色事清書えて鶉雀斤かちの  いて不遇明な細分が事く．▲当にあるべさ妻なのか草間に劇うことがあ いた／三け九ばと果し、ます．■Ⅷのよ祷は．社■的な公琴吾が求めb九  

た向ホや各礪作の遇■■の任用lこついても掃4に斉応丁るめ1があるのてはない  ります．以下に主なしのを響けさせていたださ千丁．1）t叫での事禽がこているので、このような焉bモしていることIi、杜義lこ失して依蟻のおけ  
かと災います．（褒玖、折長■以上の役t■については、鶉手持出鼻ホがそのほ  終了（暮■嶋匂暮などの¶慮が蒐丁）してから．事書の市場染透までには；る綿■遷富をしていることとして示丁ことができるのではないでしょうか，  
とんど声占麟ておりま丁．頼まにわたって－のよつな人員11戒であるへきか外81の  
埋点からもご鼠見をいただきたく患い壬す．）3）一書Mn蟄と叡智をもった人現」の  
員l分について．匿苧系の暮暮▲がゆめて不足しております。少なくとも主な疾虎Ⅶ  
蛾を十分にカバーするだけの医学系書手■の採用をⅧ篠的に進めていって欲しい  
と思います。  

に嶋■q■11の与良■は大噸l増え事したがモのほとんどは正字チ′ミックゲラ  
ウンドと丁る人叫であり，人八川足に大きな山りがあり手す．諸外四の堪叫当qと  
比べても大きくu在しているのではないでしようか．）鴨場では、正7黒、払7黒．  
エ早熟などさまざ壬なバックグラウンドを毒する人叫がおり、人稲が大きち財産であ  
ると考えております．その中でも、医学黒は鯵■現場のけ鰻事竃丁る▼■な人材で  
す肌現ム、主な疾患Ⅶ斗の書M零をすべてカバーする人材がいません。その結  て見臆すべきではないでしょうか．正字的なエビデンスに嘉づいたね芋粥  
果∴眞7黒のi倉Åによってさ倉の大山分が担わ九ていますがく塞？的な川桁も含  な手一杯（さ手）と錨沸約な■血などもー点した民法■応はこ丸に正男し、も  

わてl，造■現場での拷はが不足している稟亨系の暮量■として、轡「的なIl点か  う少し柔軟に声応した方が．蚤覆現場にとっても量■があると苦いま丁が  
ち11的外九な帖農事■く褒九がないのか非tに不安で丁．4）「せ界に向かつて」  いかがでしようか。（この串分については．事M的な髄撫を芦ち合わせて  
の級別こついて．ここ■年て■叫の広鞠請おは大きくけ変わりしており、－むの尊  おりませんので、的外れな倒分があるかもしれ言了ん。その場今は、ご容  
∩的な鶴城では、すいぶんと注8亨漕びるょうになってきたかと見い手丁が、広く  毅下さい。）   

一館の椚1牒での謹餌まはまだまだ軋、のでl壬机、かと患い手す。これからほ、  
一触の里■はに斉しても増幅的に広頓話む声行い、広く一般の鼻毛橿にもu鞠さ九  
る用梅謳であるべきではなL＼かと思います。  

はい  はい  はい   
の兜よはP暮の今後の間責などに大きく償わることから、発する言責に㌻  

惚鵠訟  するれ任はtく、慎一丁こすべきであることを禁じております，   

剛こチェックしましたが、一応、Ⅷっているが、内容lまあまり監事していない」です．  

7弼  
や′l摘はiい■  

はい  はい  はい  
lあるものだと思い‡す’  

・人月欄償のために．訪印明の広い明輔な1精u貰罵声iil了た上てよりよ憎む人JJ  
旺薫声1iうべき．1三界．丁カデ≡ア事からト自己繊傷のtさ亨1やすために£了～  力あるq埠てある．   ，15  印■】A  套加っているが、川卓  い  1げ雷に即してではありません軋貫間暮射の回答2書【】について、「知っている 弓芸こ豊亨笠㌍認諾詣三㌫霊2：：㌍芸筑豊三豊諾浩詣               J8丁  【叫nA PHnA  今二這l馴めて加った l諾詣漂：こ漂ぞ Eあるいは、関心がな い  坤甲月ほのエ縄n叩千束らすべき。  

1  46   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

y）  Jl†  

所産  
存じでしたか？   向け．人材の育成■謙保、そのような人材が能力を発揮できる環境  ざいましたら、ご自由にお書きください。  

の整■や糟■文化のあり方などに射し、塊状を踏まえ克服すべき  
鱒僧やそれを先り越えるための檀幕を、ご自由にお暮きください．  

か？   

ますか？   

暮▲  か？   

2i㌃  

も藁き必事としている輔さんのためにと事をしている・薫育に1われた方の努－い漂凱ことのように没に立てるのかという一と熟打体的にイメーご・する－とが－きて  
‾－（   

凛討会の∈的が藁書の≒発き重ける目的であることからこの点が議団されるのは・1え、∃分の潔嘉の若い環■はみんな綿羊をもって一三蟹缶纂曙に従事してくれて  
た、よりよい医療のために、気概を持って、熱意を持って仕事をしている上  

牒償ではあるものの、糞の真書にWする嬢凛だけでは、果の一僻逓を員ているのみいるが、藁¶葬の受注を揮ってし、ても虞仁増膿壱がごく現られており、生徽の東電を  
司にモまれており．この仕事lこついて如、ったと考えている。我々職員  

であり、このⅦ点からのみ鳩憂品行叔のあり方」をヰ打することが適切であるの全〈分からない糧■の割合が諾えていくにつれ、我々の仕事は長春さんのために  
はし1にヰ■として札残を1たすのみでなく、叫印で樗た鎧幹や日渡を、  
積嘩的に外矧こ発信する・共有するÅ拝も負っていると感じる．現在気  
lこなっているのは、一見して釦として独立する必要性が明確とは音えない  
部がど灘され、ポストが増え続けているように見える点である。理念は壬  

を必蔓とする患者さんたち、必事な茶にアクセスできない空音さん、治蜂に協力してはどうか。そうすることで、自分たちの業務に遭増する患者さんの状況を具体的にイ  
要であるがそれを具現化するのは箱をつくる‾とではないのでは≠・い   

くれている患者さんたちが・保躁診療、高畠喜績も含れどのような雷ホを望むのメージできるので、象■の実態を知ることができ、業務に生かせるばかりか、さらに  
か。部を設けて、そのためのポストも新設し、フロアも借り増ししてまで行う  
必要性があるのか、自分個人は理解できていない。手数料や拠出金に  

宅完た芸鵠諾慧驚莞豊；≡詣諾荒屋富豪㌫霊禁張詰誓篭雷雲完誓ゝ葦星雲＼漂慧竺言語深雪≡警i  塩認諾㌶㌘悪貨羞告ご作糊削透明化させられている部署にいる   

豊？ヨ岩篭讐望ま諸君去誓孟‘㌫意諾禁警’j芸左冨悪聖篭警警至訂る蕊芝芸誓言だ雲誓チ孟完霊蒜諾言霊孟≒孟資2  

搬とで、本棚たすペき役割が靴されていくものと考える■唐琴藍憲貰認諾曇憲琵還慧   

2  

289  はい  とちbともい  

杷事している  どの†笥領収壬とも仰せ、附ロするようにしている．  えない  

290  PMDA   今ヨIつめて知った  擢nのホ■l】E丘壕1tだnのlユ董釣椚†¶は決して√くなく自主釣に¶川た発はい  
岸し解決できる能力が十分でないため、安全性に¶する呼憂は情IiはFDA等．海外  
にほとんど依存している状牢．である．理念に沿うよう、噴Ilの封】t、3苦し人材の採  えない相当の権現を持ち、無上企某は批、立脚こあるが，書査椚の非拍学的な  

用、再読の・女声をレ】る必をがある．手芸体制：礪・1が自主筑に閻瓜を発試し騨  
見附こ、企エすが反論したり．不満を述べる場が用泉されていない．この  

決できるようにするためには．内外研究d閻との協力、研究体叫の1t菜が必要であ  
ため、非科学的夏ぢがそのまま並ってしまい、レギュレーションを歪めるこ  

るが、FDAと追って、薫れが研究に礎囁、参加できる体制、；≡】如く竺Ⅷされていない  
とがある▼企真の意見、不二ちを受け止めるシステムを11王すべき．伽1  

（例えば．局員は〝生労徹科学研究の主任研究者になれず．研究食の事巧的取リ  
内の風通しこ環只の仕璃、待遇、評㈲こⅤする魚見、考えを表明する壌が  

軌＼体制が璧壊されていない）．そのl三果、糧■は専門性を向上させることができ  
なく、上禰帥に伝えるルートが乏しいため、不i如く■相し．やすく、仕事上の  

す、志度な専門策￥！折が下すことができない．は湖への取り増み体9．叫：医ゑ晶  
降壇が解決されにくい．また、Ⅷヰ▲の謹書、棚嬢を支配する上書別の多  

のl】熱性．壬全つのためのレギュレーションを誘Ⅵに芙逢するたれq仙1舎らが  
くは行赦の専門家であっても科学的専門家でないため．レギュレーション  

中心となって字義丁と協賛し、有ま氾、支全性顎の王蔓研劫を声〕内外に公房された  
上の罰々の甘軋リスクが的確に経本できず、宍ヨ洩点が綿犠的に解決さ  

シンポジウム下で：†止すべきであるが、FDAとょべてその鵠♯は嶋のて少ない．箪  
れにくい■人事二行敵的人不で蛸埠が運用さ九ているため（上層凱軸  

喜は、ジ、景品の有fl性、安全性、晶茶の竹城点を抽ニ、J冷する娼嶋がⅧ】】内きl  
長の本省人不とローテーション門人嘲罵加l、I斗学が綿鵠∴一宮の中心と  

になく、それをマネジメントできる人材も乏しいことで．理念だけを鴇げても風味がな  

く、鮒るた棚を拙きである’ 

！  

ま   

なりにくく、権力はあっても国内軋匡わ的に権威ある相場となっていな い．  

アジアで発言力チ失いかねぢい．久王墓のiは書tのあり万＝久重孟の響食の  
買とスピードを上げるには．叫貞子ータが完読してかち事僻するのてなく、海†Hこ倣  

】い、摺巣の間欠J⊥附からt11が聯㌧し．さ愴上の間即事腸Jできる仏1†き彗えるぺ  
きである（そ九には、怠瞳の鵠，「址ユー一丁る得れの古式が不可欠てあり、u在の  
払緊では、その仏負1がとりにくいが〉‘ト良人〟文法：窄芯抗止の′こめ、り王▼ノ順  

が止てられ、【こ‘文の人〟支：別t潔止に追い払雪にあるのは．」’僻の内憂、製法事  

へのl＝遥及び†1指不足、旦那のレギュレーションヘの汀程不ぎ声もたらし、lニ賃的  

に払憂品さ査の軋スピードの坑下につながっている．一11i公廿．チーム纂介零に  
より打電声打】ぐことは可箪で、米国に愁い、■已民の人り交禁声づ汐し、A憂晶の手  

＝‥一 
l‡l 

】  
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肝▼‾’【【‾  
ーl  

n  新島  トl 纂一次攫書をご  卜， 本ヰ菖に関してご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  2             l 総合牡欄では5つの行動理念を穐げています。この理念の稟覆に  ュ あなたは  ユー2 あなたは  コーコ あなたは  1－■ 総合■構での仕事について、零じるところ、思うところをご  「「  このようなアンケートを実篤することに関して、ご電見がご  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材のT威・碍乱そのような人材が能力を免許できる1墳  ざいましたら、ご自由にお暮きください。  

の丑■や繊■文化のあり方などに鵬し、環状を蜂まえ文粧すべき  
鱒tやそれをtり越えるための提羊を、ご自由にお●きください．   

か？   

手すか？   

か？   

人〃の1慮：鰐人々員lま．ニケ月帽の鮮研て■精l＝櫨事丁る机∬人■Aの  
I芯礪仏引が不十分く打；め．古いレベルでの凰先皇の暮▲．紳■ができlこくい．繚職  
蟹玉な朱書■員の楕■が受けち九る仏叫事最中ナペき．また．専門分釘を詫遥とす  
るt伽えは．巣鴨む古宇）q員筍で員只の交換．セミナー手朽うtさが少ないので．  
専門加温モ≡めることがでさない状票にあるので．改暮すべき．rn∧のヰ削i内  
外の宇■零で．暢只見史．鼠見事広く彙▲し．b托しnヽる帆tIlの■ÅIi貴重、  
；1はナろことが昇常に少なく．臍暮的なネえに■りがちである，■11のヰ員はヰカ があるだけに 

．モの1えが筍違つn、た囁令、濾員朗量は棲めて大書し、．公厨の壌  
でも、■叫■員の1見が通じるよう．且Åに研究彙▲，肘泣声もっと促丁べきであ  
る．t囁の朋■と壬暮の汐牡ニー富iI嬢■に上る公±騨■だけでなく、出鷹合  
臭からしt欄の許可ん行い、民Ⅶの墳丘から■嶋の絶■、運富の改■き阿り、臣虞  
晶暮せの貫、スピードの向上、安全性樽俣の布上につなげるべ手である．  

3について、？■蓼加による如ヱの皆1ということがひとつとしてq告されると飢ヽま        私の所見丁る81■の雷董役はち巳多くのせ零をこぢしており．1任を全う    29l  PHDA  知っているし 内容も  行政組■の＜A象＞については、公横Aとなると言動が住守的になり、必葦なことを   はい  とちbともい  とちbともい   実施する－とに大東★鳳です。  
把橿している  指繍することに対して壬篭する可象性があるため、反対です。また、公務1の場合．  す机一ねの暑がモの特利早熟膏していることにp眉ほ虻じます．一方で，内鮎で開  えない  えない  されておられ享すが、l人に㌢丁る夏用1】ら（過多であると凱、ます．内部  

業務1行の良し嘉しに呪わらす身分が優旺されるため、やらなくてもいいという考え  の組■F鼻止し、チームの■をqやすTの策応がめ蔓であると1えます．   

により士気が低下するおそれがあると患います。   加を繰り蓋している■1には毎払が必要であると考えます．  

292  P〃DA  知っているが、内容  もう少しよ体的な内春lこしてほしい   とちbともい  

は紀覆していない、  えない   

九ふいはⅣl∫｝がな  

Mっているし、内専も 杷■している  添付文書について、尾認で、のて は十分に改訂されていない暮胃が≠具される（承認後に判明した作用■序相互作   （曝士新卒）の三■一1jになっている。事妻子ームの鳩舎、雷千曳と日量われてきたが、モの帖1は一触q欄に公明さ九ることはなく、王た、何度  
■ 用土・ど）強制的に一定期間毎見止しをさせるシステムが必璽と考える 海外規  なっている．たとえば、集qや良藁乱用対簑など、医業晶の科学的騨価以外の部分  の間に出向者とプロパーというニーがある，熱量は太省からの土句書が事事i苫七しても黎tさ九ないネ填が事かった．暮▲の農具を捻く射こつい  

■ ○ 割当局への駐在耳貝については実態として邪■しの遥拝はしないようにとの櫓  まで．PMDA（群集点前）ての㌻応を采められ．■董を挑乱している．これらの閻艶  く、プロ／く一にポストが不足している．一方、本書鮮遭飼■（重書繹．軽震 ては．こ九芋で全■▲き圭■に之IIⅦおこなっていたものが、今年かb希  

ーもあり実効膏Il不明であるまた本書からの出向の幹部t■である必雷はな  はPMDAでlま恥辱せす．書丑さにおいて行鼓的は点から虞払されるぺきである．  課など）にPl心Aプロパーのシニアのポストがない．野暮欝真のために力 ≠暑のみ、さ挟み45分だけとなり、覆土をょす■さもなくなりつつあった  

、 くプロパーの若手の託用がⅤましいと考えら九る 8済制度l‾ついて本来は  2り‖〃I鈎で、より富合な駄憂品・仇■■■声より甲く匡■現場lこ届けることにより、  ラーコピー禁止、■紘t用．糞外出鵠や学会●伊の叫覿．入札t度をいう…ので、このような影でい琶■手緩り上‡プるヰを泣けていただいたのはありが  

裁判外紛争書決手続（〟ln叱して鴨まっているが免疫抑制剤や抗がん剤書完全  t香にとっての蕪yの柴けl■となるよう努わまナ．暮董期間（トータルタイムクDッ  一方、不f不急の糞外nいには幹封や特定のメン′く－が出席するちど声 たし、、今墟も凛iの効王のフォローアップをtねて、このよつ仁アンケート  

に陰外するのは不i当と弔えられる「救済」を臼的とするならばこれらの豪州も対  ク）について、1しいIi縮を穐lナているが、本省の持ち時間の3ケ月程度（むさ一分  盾があり、全体の募透忘が暗く、ぎくしやくしている．重吉決定も劉真のメンき宣＃的lこ英荒することを望む。  

■とできる蕪の拠出金を華中して、対応すべきであり、この■食に見直すべきであ  パーが芙賞的に蓋っている．辞めたわとの戴玉里鴨があるため、往年菓  

る。   放線の決定の場合、タイムクロック専守は不可能である。3）t新の書門川濃と叡  の■合、アカデミック又は箕■書脚以州こは帳■ができない．これは竃▲  
智をもった人叔を育みながら、有効性、安全性について科学的視点で的岬な判断を  にとっても、1界にとっても不義である．】■纂的な手勢は覆没所であり、  

行います。  企稟をスポンサーないしパートナーとして見ていぢい。ぷ憂璽引まタイムク  
ロックなどの外圧があるが、憎の餌■1にはめる手蕩繁である。分野はもう  
少し体系抑こ鰹分Jヒすべきであり、分節ごとの暮童貞眉■に偏りが大き  
い，人ロ】l忌机ヽぴつ（「役thの編ホー給与事について」）．今夏の之36  
人の増Aも企業からの緩買が牙l■できないなどの理由で書手ばかり提琴  
しているのは失敗である．  

♯升稗毒濾の観点で、亨会葬皿が引取さ九．す扶離捻もよちされているi積止につい  仕事があまりに細分化され、韓の創■とのコミュニケーションがない．かつ  
てlま．不作a声おそれて判漬しろとのゑ又もあるょうだ）邑丘織機きIlつ亀わ、生  ての旧暮壬センター時代は．全▲で穣翳していたが、いまはチーム1位で  
犠統ま†著がヰ㌢的に不庁Lている．仇鋒は専門以外の分野のヰ■分野声脚†いち  しか見なくなった餌食の婁■は書脊柱告書しか挟んでおらす、弟会の事  
し．生犠統計書は方■基坤濾過丘の状8では■、休日出勤事持っている。4リl  見は繊丘に傭するものではない。■11菖lこ王鼻き書いたというアリ′くイだ  
捧的にせ罫に向かつて耶Iさhる＆割声文たします。！i定の紳牡の乱ヽ込み・應  けのもので、暮t上は不賽と⇒えら九る．割曇血前の鼻白勉強さの段箱  
いつきで．字義丁の＃外的誌むができたり、できなかったり．1静声岩したり．出さな  で、本省（細こ安食対策旗）がコメントを出し、しかも禽濾の壌てほぢく、そ  
かったりして、【W〟■Aのみなら丁、外側の昆仏l＝も寡tに遵凄きかけてしヽる．弛  の後で出して〈ることも多い．義★中より．■鬼子求めていても無視さ九、ぎ  
近でも．n肌ワークショツフへの参加が．斡定の畔凱●●）の1只により、小筒に  リぎりになって土臭き出すのはPMDAにとってL由玖者にとっても負荷が  
なって外むからイl艦体ポ吐L、になり、騨樺としてのぞ手t轟の夢加も合て却下され  かかり、靭了的欄■のぢい軍令Ⅳな．8pであっても、餌さタイミングを逃さ  
た。5）p去の多くの♯Jf生かし、杜★に借欄はれる事集■言古桝＼ます．典  ないために呑まぎるを叩虻い壌ぐがお机＼．公托■に■じて．PMDA、  
雷電育毛罵のステークホルダーの鼠只声遇Mに気にして、担当理事（●●）の意向  本人の凝ザと■馴係に暮度の給与引き下げが行われているが、■■の  
により三界耶儀式との無銭曇まで霊止されている。  意見を出す壌は代薮筍へのメール送付に限られ、茶事もないか紋切り型  

の場合が多い。  

，9■  PW）∧  知っているが、内さ  ！色広綬喩の王手なqnが少ないように法じます。   はい  はい  はい  
は帆辞していない、  

205  前‘  あるいIL凹む垂† 払っでいるが」円高  ほP＝こ不銅（ある．大iまの員員は．ば品について大まかに旭っていてしは∴内烏  このような禁iむ汗まの鳥に1甥声遵I千丁か；れに†i，そ九にふさわしい人道のけ  はい  はい  

はだ舗していない  が広丘にまものて．すペての頒捌こつLtては把翳していないのてl士ぢいか．わD  民・●れが必fであるが．釦封錐闇Ii爾樗していてL亡・挫の肘分で？のつく■の  えない  める．t摺亮に研しては姓中黒の小甘使い的なLのにさ九る可f：性があ  
あるいは、御心がな  るのてIlわら九ない。   

い   るしのの紀綱しているかと闘わ九ると．把茅Lているとは慕えづらし－れ量雷と封¶  
発電爾のそ九モれの言1の1い車中けにしJこ上てのけエであるべき．住用宰相  
ぎ→臥よ品モのむのが本文l†っているリスク出分により、繹正にサ薫したにもかか  
わちす朱鷺したIl止電冨，y重合王の■ヒニ含をもって欄柑い腋沸．糞す－・事  
㌫に先生を紡ぎ研けこあるいは先生を▲小職に止め】乳ヒものを不作為から先生拡大  
させてしまったもの．零故にJ員立止などによって疇慣熟沸．）   したはすにもかかわらす．このとこち鼓隅にカキ入れてさていもことに一江の不安  

声業じ循ないが．）2．姓仏系昆只の駄■駁u罵による一定期間の三絶瞥件の必  
葦巾．3書★餌nie∃■仙■現場㍑○以外の笥lのぎ今・独訳廻∩増鑓の必  
曇恨．  

ヰ8   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

q  
存じでしたか？  。 ざいましたら、ご自由にお■きください。  

の整■や細儀戊化のあり方などに聞し、現状を托まえ克服すべき 霹や集めの 
糟それをり挫えるた雄藁を、ご自由にお書きください。  

か？  

ますか？  

か？  
29   書食の翼鞘は、Iこ宇ヨなデータから色濃決礪の挟さこも工こ註して生臭姦・量れ書葛な はを適正に社会に送り出すということであり 
把零している   、1に軸宇鴇ぢL▲のみならず、鞍含■   

llt以外の社会の魂ヱも王こっていな【ナ九ばなちない、この性点かち書壬！卓圭毒には景  
度の彗領で徐々に安定してきているようだ。急増した職員が一人前になる  

ヰ瑳其の冒1！や頸礪や聖書からの官員の柔軟な受入がてきる宅篭が羊められる．  
1．2年後にはあるI重度乗萄が出てくるものと将持している。   周知したいのであ九ば、毎年総合t暮1職員欄手に研♯余や意見交換会  

行去、草食、羞■講蟻、野乗票■などとの支更を交えたキャリア写壬を埠凛するべ  
を行う軽続性が必要だと思います。また、総合機構の位tづけを考えるの  

きと考える．  
であれば、書董に必憂な多角的心髄眉の集積のためにも人員の流動性が  
確保で書る舶ヰであるペきです。   

297  

疑j轟LTいる  

貰わているが内毒  貢 ではなく正真の望まのために鋤ける仕事に講りを持ってはいますが、総合  

でていの、のにっていい・巨はです・野人多丁ぎ・王事ストのある嘩餌瑚＝細く占わる嘘票てr 
覆疇を憧Tにむめる景にはなれません。   

亙っていないと螺じます、（どの書ミIIにも当ては蔓るかもし丸ま了んが鱒に、響査艶  

門はてしいです二外書id研からの雷磯節ぢ【≡憧が必憂と考えます。禦ちでも外部  
からの！言（烹は行わhていますが、ただ；塁聖琴に■おを†t宣するのに鰐筍を割かれ  

ているだけで、穏臭が現場にフィード／くッウされているとはあまり禁じません。   

】   

は巧等していない、  
あるいは、関心がな  リ万事1えると相席が多いと思う．茶粥からのご司書ばt、りて増毛が運営されてい  

えない   
い  るという痍じがする，l†に月追はぢ一三青かつ，二け81ポストがnに：廿還していて∴全て  

体のバランスを考えるとますい。新薬郎が多すぎるし他にも必要性のな   

Tニヒ垂√がついているのl；閻ひてほぢいか．±雪け㍑‖乱幣Tで1む丁るたれ噴  
い酌もできている。喝嶋は大きくなったが効串的になっていず非効率に  
なった点は轡朗だと習う，墳11のせもはませで即1で≠いていることは  
領人レベルては蔦．q屯だと濾じる机機11に採用された椚がもっと生き生  
きとWける托堰lこなる必量がある。   

ク98   

フ99  PMDA   

300  PIJDA   

杷鶉している   
一丁る川ヱになっているが．それは郷翰の川前てあり．ゝqの帥嶋てエ年まで  

一ま 職さ、こ丸まてのま○ユタ生かして仕もを行う剤こあまりにも穐くいうことは  

．  l   

見nの間に；1があるように勇う．嘱託員Aは正減q▲の事l■・空曹を受  

青むになったと環じることてあった。打合覆一lに来て雲じることは＿さ介き5、晶Rては、曾芳書の重ゑ食品号のも琴苫が多牡を占れ河芸f富ゑ食品ちの人窄りレー  
宕坤酌、安全よ1などの鶉門長の人事交流は之，響てあろが、乃芳筍太篇の人零シスりレでむいている」㌣含檀Il堤琴の零棟官の蛋宰の：吾エと年ボ愈から見た声切な虻  

】   瞥合磯】lのレベルアップに協力することはやぶさかではない是非ともや   
テムに合わせて2－3空で至！モを巧むすることはっ筈廿大きいのてはないか苧じてい、万をすべきてある。  
る口  

30l  PMDA  

は把眉していない、  li受■さんの㍍嬢に慮，した＿てあるため．‥増．ユのけヱは必視てあると エ！1うーそのためlこ」；、下にグJ7ぢミく繁で王樗を辞めていくべきといえる．さ帝ぢ  匿名化が守られるのであれは、今組も協力させていただきたいです。   

あるいは、l塁l心がな  どオープンにできない51分も多く、そのバランスがとても¶しし、が．一帖の方々に向  

い  けたJii嚢き傷すなど、払たちの1澤をもっと≡っていただき．1il王に汗＃き霊のて  
いく必姜があるのてri。   【   

302  PMDA  今回初めて知った  どちらともい  
えない   いるが、卵i血ではワークライフ／くランスが黒く、いつまでもこのペースで  

亡羊タしていくのは辛いと整じている、多くの人が烹亀吉で戦きすぎだと思  
う。城エしなければ給与がtいという袷与仏黒も火遷してはしい。平日は  
プライぺ一トの書キ筍がほとんど取九ぢいホ整が8マ化し、そのよう与日々  

が1たり打となっていることも人によっては甘引凱、玖禁だと只う亡蚤秀な  
復讐机、ても、あまりこのR場ての仕布をIjわたいという気持ちになれな  
い，  

49   
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n  ト～   ，  ‡  11  】I  3一コ   ユー●   1  

トt                                                       所属  第一次提書をご  本拠菖に嘱して、ご竃見などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合牡構では5つの行動理念を掲げています．この覆意の菓覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合穐椚での仕事について、悪じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実篤することに関して、ごt見が－  
存じでしたか？  ださい。   向け．人材の書成・縫良、そのような人材が能力を発揮できる覆墳  ぎいましたら、ご自由にお書きください。   

の曇■や趨■文化のあり方などに叫し、環状を隷まえ寛諷すべき  
さ■やそれをtり縫えるための擾裏書、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

ユ0ユ  PuDA  す甚句めて知った  1墟の画細石ど研作雫で学んだことばかりでしたので自分では理  どちらともい  
鰐できているつもりですL、そのようにb8の集積を行っております。  えない   えない   

t場∃体だけでなく．零■、製稟の現場）のことなどわかつていケL、、に九  
はどこでもそうかもしれませんが∴どの飼もてんでばらばらで自分のせ暮  
だけしかしない…というようち．1近では、r天下り巨体」で名が通るよう  

になり、とても蝿ヂかしい．事象やさ合に吊っても、あチリに恥ずかしく て、t土lの名を±丁ことがで蕾ま盲ん．「払はこのような1壌でtいていま  
す！Jなんて、ロが裂けても富えません．占電とり手とめでは‥r安全買  
策の天真・強化まを匂1的に実施し．ホ萬＃彙防止を貢ますることのでき  
る行政堵tのをり方について、事残席からげ示さ九た次の之藁を暮に鑓  
諭した．」とありますが、この個■にIi一少なくとも桝l生瞥では－＜8纂＞  
はで曹ないと思い手す．行おうと丁るのぢら、t■全体がもっとせの上のこ  
と．吊之を知るべきです．軒℡も抜手ぢい．ニュースも餌ちない、け芳夫巨  
が伺を書っているのか紀■していない‥・事M的卸Åはあっても、社曇の 匝しい人に 
むきをろうとなたち．その書糟はあり王せん．ヰ■もI†たせら九  
ないと、いつも思っています．だいぶ■しいこと手持べ手したが」門ほ  
れ●●雫絶ったヰでも、「その程度の増■」だと．濁ってい子す．  

JOJl  PIJD∧  知っているが、内蓉  ドラッグラグ．ディ／くイスラグの好；lのためには、任用詰むを積極化し．■牡■■を  とちらともい  どちらともい  はい  PMDAでは∴■暮■モ嶋れと丁る拝所黒■■にばかりスポットが当てぅ九  

は把dしていない、  ヰやすことが萬効だと兄い王す．しかし．ただ人血を増やせばよいという㍍でもな  ており、研■も‾総合1も受pできまTJといいつつも江揮茶■■耳けのも  

あるいは、那心がな  く、t責な人材を檀仕丁る必要性が覆いと思いますので、任用試蜂の形電化は避け  のが多い頓まです．また、事覇系■■のキャリアプランは寧橿になってお  

い  る必事があると暑い手す．内よの宣命lこ遭結する匿薬品・電■t覇の事雷をするt  らず、平成16年以諸種用喜九た暮株異t■の已にも丁でに書樽甜き受  
出ですので．亨更にとってーでも・しかJ的な飲■場所となってし手うのはどうかと患い  験して俵1遺t・悔1している書も■人いる扶票です．このま手徽11にた  
ますしただ、■叫に疾月さ九る人にはある野良の■門知九は掌めら九ま丁が．  めていても自分のスキルアップにつながるのかと賢哲を拷つ事拝黒■鼻  
採用牡の糾や0爪叫ばせもむ分もあり王丁．また．社■蒲江に欠けていて椚丞  が増え」■堵ローの腰掛ナ豹なヰ所となってしまうのかなと考えておりま  
に連荘壬かけ他の人たちのモチベーションを下けnまう1員がL、ると．轄1的には  す．   
トラブル解消のた抑＝余！イなリソースが椚かれることになりま丁ので、長い巳で1る  
どルース的にはマイナスとなってしまいます．そう考えると、環月払麟では人柄を  
重視するのが良いのかなと患います．   

305  ⊇州DA  今亙初めて知った  叶念41こいついて＝・り．2）、3）．5）の支現については．硯喜の撼暮体tlで勉1が  
縛ら九ると患わ九ま丁．しム・し4）については、的繍かつよ期的なピジョンと美行力が  えない   
求めら九るため．混をのような役t雪が出向ホで之章一コ年で壬王してLまうようで  れ、艇力のをしlものにぢってし手うと危慎してい手す，  
はその東u旧欄しいと思われます。克井ナるたれlこ†ま，薫外での艶聞職がある  
民間ご鼻音が部長以上に多く就任でするような体制、努力が必要と思われます。   

凶  PHDA  今回初めて知った  内容を把握しておらす、申し訳なく思います．非常に王葦な擾言だと思います．  各チームによって嘉株全般に対する擢■方針が1なる日暮を縛っておりま丁．全て  
の細事方法について統一丁る¢事は豊艶、ありませんが、全集★とのやり塾りの零  えない   
に、1和畳享漂じさせる蝕分については呵らかの知り決わが必璽なのかもLれませ  
ん．権■酌な内幸でlりL択ございません。   

ユ0了  FpI膚DA  知っているが、内容  
はい  はい  どちらともい  

えない   
あるいは、肌むがな  凋儒眉していない、  い  

308  11¶DA  今封切めて1月った  ー痘苗き繹よしn、る時間がない．   （  一‾          遽産丁べきだけ九どんなかなかi一定できなし、ことがl才会」となっていると澤ギLてい る 
．硯状でIi．圭外的なさ壬ざ壬な11史手車諸点することに汲々としていて．上層h  えない   をしてゆくのは、よい珍蜘みと考える．   
にし農牧にも貪瞞がケL、．川こついてti．見える化・文書化があーと考える軋ニ   

ユ09  Pl■）A  知っているし、叫ぉも  いいえ  どちらともい  
把欄している  えない   

事I王事なくす一こ■でぁる＿  

・■  

50   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

じL→∨．＿】  ユーl  

n  

存じでしたか？  向け．人材の育成・謙保、そのような人材が能力を発揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお雷きください。  
の整■や絶地文化のあり方などに蘭し、現状を踏まえ克服すべき  
隷租やそれを彙り越えるための抹茶を、ご自由にお雷きください。  

か？   

ますか？  
か？   

盲了す  下せ三雲なことかもしれないが、給与董の樗塁を今よりもよくしてほしい。年々公梓Å の給与が下が 
っていくことに、やる気を失っていく．同じような仕■をしていても、絵  出てくると考えている．ある程度少人数で行っていた仕事を、多くの人で  

与の良い製藁会社に乾良していく人がいるのは仕方ないことだと思うが、人材の流  分嬉して行うために．朝■鷲の統一化が必壬．しかし、それができる人  
出と考えれば、／トさな問鑓ではない．  稲や行う部書がない．企業からすれば、混乱を招いているのではないか  

と思う。独立行政法人という絹qがよくわからない。利益を出しているの  
に、給与が公発1に護ずるのはおかしいと思う。給与が企業より悪いの  
で、結局．中途採用の人は、企業や大学を首になった人が多く、優秀な人  
材が集められていないと思う，逆にせ秀な人は、同じ給与でも個人で美  
績が出せる大学や．給与のよい企業に出ていく。   

J‖   

会）の4室械を得るのが疇しいように思う．  えない   1りを禁じながら稟務を行っている．また、日々の暮膵に追われ最新の  
知見を叫るための時間及び機会が圧倒的に足りない。そしてその上ドラッ  
クラゲ云々の轡8が1なり、三明遭である。  

312  PMDA  知っているが 内容  自ノは●●一打   
は杷撰していない 多く、真打の医欄H㌢ヰ套l：らないものが多いことに驚いた。また、入用時に医＊■艶  

あるいは、Ⅴ心がな  に対する最低星の渠注すら持ち合わせていない者が多いのもtきである。外郎の 専F一軍（専門壬員）かち助言を求めることができるので 

い  

、書貴専門員は環器の寺門  
家である必辛がないということにもー押あるとは思うが、軍凄も知らない、It器も知ら  

ないでは、申：入・招こ】看の立場から見れば、環Ilの雷禽員に何がわかるかという不  

一旦窯をもたれることば否めない．五戒僧ポのさ舎専門nとして月低額の三：濾、特  
に解剖生理、疾病の病牢．、t気、職子、磯は、化学などのエ苧基召そ必闇とした検  
定により、医鴫増益への専門性を■打ちすべきではないかと考えている．℡くとこ  
ろによれば、削t費足当初には、日本エムイ一宇会（甥日本医工学）王叶の第2雫l  
ME技術実力ヰ定の受検を絶実していたが、いつのTにか受いしなくなったとのこと  トラ・・グ‾グに射する一方的な侮ユ等の偏った知遇・‾よりJ引一撃   
である。王招外であるため強制できないにしても、第2IIME検定くらいは合格しない  
と、という邦書気をつくっていきたいと考えている。  

313  PIJDA   「あり方とは～I書那僕はありまんがP人的汀▲亡‾、欒‾‾   
杷ギしている  とがかノ述べさ盲て！ほます，人りの繍動ユ、早期にはMしい。≠動こ毎年多人 敷のが蛋4∩下は；！≦しているが えない  

、これでは棉塊が’liり立た左し、。どのようなさ杜  

の現場ても．折人花白は琶11の■n∴車道上可からの指■だけでなく∴1先■方の  
い仕事はできません。民主党が、雇用対策で福祉分野の勤労寺数を増や  
す政策のようですが、確か、淑徳大学の専門家の符鼠だったと思います  

日々のとふのやりよう、上司とのやりとリー∃にすることにより亭ぶことが多い。それ  が、爪Iなどq址分野の仕事については、欄っからボランティア思考のあ  
で人′Jがtつところが多い。しかし、PりIIAはが人指nが大’l■を占の、中■J花山の  る人でないと、「食べて行〈ために」という目的しかもてない人にはできな  
扱が少ない。l黍人尺八は、自分と大こないlき人々員き手本に杏ってい〈。このような  い、1餌、ないとおっしゃっていました．これと同じように、「やろう！」というモ  
ことでは、ちやんとした人材が苗つのか不安だ。利益増反にとらわ九ることなく、企業  
からも中堅糟nに111けるものを引っ経って来て、もっと中堅葦員の割合を増やすべき  

チペーションのあがるような馬場の状F．でなければいい仕利まできす、亀吉  

果として同じような声ちを繰り遺します。毎日旬日、也の9時や10暗までⅧ  
だ。   いています。私の鳩舎は●●ですから超過I力横手当は出ません．何のた  

めに頑張っているのか？とときどきびRl＝こ思うことがあります。誰も頑張れ  

とは言わないし、エ甘も頑張ったこと芝㌔価してくれません．いっそのこと頑  

経るのをやめてしまおうか？と思うことはたぴたびです。ときどき、挽当に  
やろうか？とも患います。  

じゃあ、いったい何が寒いのか？とぺえてみると。1頑張っている上司  
の蜂が見えない．あの人があれだけ頑張っているのだから、自分も几網島ろ  
う！という気持ちになれな．その頂点は岬布長だと思います。理事長があ  

f  

れだけ頑且っている、理れ長は自分の苦労を見ている、評価してくれると  
いうものがほしいとJ軋、ます、右手の中にほ、町市長の引すら知らない人  
がほとんどだと♪三います。ぜひ、理事長にはときど引ま各克脚こ足を揮  
んで、ほめ言責やねぎらいの言まきかけてほしいと思います。2それ  
に、II艮や汀萌です。lまとんどが、本署からの出向者でいずれ数年で本省  
に帰Lノます．蛸鴫のために、身を粉にして頑張ろうという気持のある人は  

いません。遥ヨに蒙して遥ごして、本省に！れろうという人ばかりです．これ  

では、螺埠Iiよくなりませんしし書手R貝のためにもよくありません。自  
rで己1長、汗手を鼠¢できないのであれば、民話で持ってくるとか大群な  
企露を考えてもらいたいと災います。そうでなければしこのPMDAという  
埼壌はよくなりません．   

314  PMDA  知っているし、内容も  
紀亭Lている  

3t5  はい  
は杷捜していない、  
あるいは、関心がな  

と助かると思うことがときどきあります。  

い  
コ16   三生時代はl－ポト一宇してもーi盲暮■了け－いと叩 てい王したが毎 残業し′・く  

把握している  はならない現状ては誓文釣に不可鴨かと思っています．また．I⇒注があっても軍・草し  

づらいヌガ禁とエ巧います，繋電も多い電場なので、人〃甘受の礪点からも隻ミ桔・出  

座しても利きl′二けられる持場王】場作りは必三貴ではないでしょうか。   

5l   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

ト，  ク  コーl  ユー2   ユー】  ユーl   1  

n    1t                                                             I                 第一次提書をご  本撞曹に鯛して、ご書見などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合櫨禰では5つの行動理恵を穐げています．この社食の夷覆に  あなたは  あなたは  あなたは  総合機構での仕事について、隼じるところ、思うところをご  このよつなアンケートを実篤する－とに爛して、一書臭がこ  
存じでしたか？  向け．人材の▼成・確保、そのような人材が能力を尭すできる環墳  したら、ご自由にお暮きください。   

の丑■や繊■文化のあり方などに申し、覆状を紘まえ克点すべき  
丘■やそれを彙り纏えるための捜藁を、ご自由にお暮きください。   

か？   

ますか？   

か？   

吉にi！Lて書見できるようた玉鋼にありません日々の支持を処理することだけに   雪画切めて知った   諷の必蔓性き尊く霹じま丁が．そのような吏闇日印甘瞬き■ることは非才にいように畳し手すが、三の■を翳L、ていただけるt曇はほとんとなし、と思  
なってしまいそうな扶票の中で、本提言の内容は欄に頭の片■にれ＼ておかなけれ  職しいと＄じてい手す．   ㌢いますので、1tな舶だと震じていま丁。   

ぱならないと泉じました．   の上㌧その辺チ㍍わていかなけ九ばならないと墾じてい子す。  

】ll  PヽlDA  払っnlるが∵内名  はい  はい  どちらともい  
は把翳していない、  えない   
しりも＿腱！な  
十詞堺めて知った  く   一′！‾  

が必筆だと男う．あるいは、技術系t■の庄馬象件を≠士号や縄舌や一定月間以  えない   
上の東鶉持去か輝度を有するものにした方が良いと灰う．   †邑まのようなものが萄々人にはないように醜じる。  

く什た（  ‾ 答 るために蔓 た弾Ⅶは 仝！十で和困拍℡でした．■  320  

、   

せ■だと軋、ま丁．書円告があーなせ暮でTし、け鰻がもの声いうせ事と■に書えなければぢらない1事なものばかりと盈し、雷すので・当熱だと患  

′巧ンスの存在書付解し、投与罰に王暑さんに迅明してい引げで．黒毛さんも、そ徹っているとは∴い恥、で丁．おモらく．臥蔓品暮☆王精のノウハウ軋書人芸に  

l   

薬■杜と1叫声折ったり丈たりす九ば、■qがさ杜と＃雇して．王妃さhL九手せんが．■十填日報崖の貫間を牢属して．Il文事■■で示すというの  
てしまうので．兼寿に書かりならんとお事えだと飢、ま丁．しかし．違に■rもよかったのかと見いま丁が、おそらく十分にご繍射さ九た上での本アン  
11のマインドを増え佃ナるためl二■糞義機と■l■声Il文Thば．N久義ケートだと里し、ま▼．■亨を防止丁るための4書きお巧えに左る上で、  
杜をt▲Iが支だできもかもし九土管ん．Lちろん瞑ばとして．この■叫マイ一つ哩よさせていたださます．心がけが少し足りない1ハム㌧、たり、電力  
ンドIi、太櫨貫が十分t電していることが黙4で丁が， が少し定りない■■がいても．それでも裏書が抗けるようぢシステムはで   暮倉及び対面勤怠きェ義な11とLていまT力、丘人品粥■鼻糞凸事L′」のアノケートl一雨す＿－し＿  審じて方りま丁．広くせの白に内容が宅わ九ばょいかと男いますが．そ丸います．残念なのl壬掟這まだということで．薗椚くさくて禦いを乞えないと には、rn▲の檀に賀1曇鐘とt欄，u．（ti鎮Fとt叫声†ラったりまたりすいうq■も主にはいるかもしれ手首ん．■Jlの1且が■えていることをな るようなシステムもー▲だと患いfT．兼官に■わ九た方から丁れば、染んとなくぼや一一つと嘘えるというのが日的でしたら、モれでも良いのかもし  

きないものか．というれ貞もあってもいいのではないかということです。纂書   

な儀1尊書に』邁Lたヰ今に．では、1たして、払lま、この事無タ「許さされた、承臣行われていると思し、ます・錯鰻靂tな先t暮t■のたゆまない努力と濃霧の■初  の毒害に1わ九た方からすれば＿「モんな首った九たことは捧外だ！」と   
いうのはもちろん亨ギで書手す．なにしろ．かけがえのない禽に駆わること   

琵震謡憲我意器選琵那憲還賢霹撃翳還撃梁  ですから．しかし．だからこそ、あえて4ょさ曾ていただきま丁．性三伏に   

tっゃって、頑■怯のあるシステムに丁るべきではないかと．また、精一凛  

では、お手がせの中に出るまでの逼和に合く肪与しなかった方遽、つまりは，ごく－ぜ、自分たちには及ば机鴨力の人々にも暮董ができるようにしないのか∴不思u  、打と、その腑吼ているのか脚くなる‡  

（qの虎ホさんたちが、私と間じような事払になったら、よたして、私とド様に甘受しなです。  

けれはならぢいのでしょうか？軒こ、A提言机l00－1翼九なく三桁されても、お藁に  
は、「リスクとベネフィットの／くランス」が鹿追につきまとってしましlますので、餞■櫨  
書がl帆完今に潤し去られることは残念ながら、大変巾し釈ないのですが、「ありえ  
ないJと思います。  

よって、鼻け六がl鵬が九なく実行さ九るとしたら、応井の患者さんには、「リスクとi丘な轟∩れが必響だから、というのがせ白で丁帆そ九にあぐらをかいている霧  いす九にしても．私鐘人としては、このアンケートに選書することは詳1に   

ベネフィットの′くランスjが不幸にも綽嬉にリスケ■に帆、てしまったのだとご叩ドいがあるかtん九ま甘ん・しかし・■∬にはそ九捕れることはできないと飢lます・  雪景暮でした．新薬の暮董暮覇に覆わって以ま．井貫を囁逢した暮千を   

ただかなけれl化らないのだということになりますが、文たして可能てしようか？「リコ糟の凛織で兵権が机、ので・書いて又ることができる粛だけでよいからお一札＼し  心がけているつもりでしたが．今回のようにあらためて■■；岬‖こ、耳壌を   

スクとベネフィットのバランス畑上にお憂が存在していることがh得でき机、のでし壬す．という吠8だと男L、まTt！1■凛のみでけ・Llつか，貞則一てしまうかtし丸ま  暮九てく遍快Eに、書まにこんなアンケートが果ていることき彗げて、書衰   

たら、ネロ．ミがt00ヽ篇九なく実行さ九たとしても、「よ亨止盆石さん■1正員すると甘ん・次せ代の兼吉の一つの壬何とぢら机、こと声lれ＼壬すが・モうならないよう、  座職で彗暮していま丁．それくらいは．よろLいですよね？）〔葦分のt環と  

凪います．しかし、「リスクとベネフィットか巧ンス」の〃ムチ叶ドできればよいの手倉又縄システムにはなんらかの妄全設；†がなされるべきだと書います。  1書の墟遵憧を考えたことは、■11に職暮して以史あり王寺んてした．太  

か、と■緯にlれ＼かないと思い王丁．なぜなら「リスクとベネフィットのバランス」は牡  
、   

対的な職発しで決められているわけでIiぢいからです。暮食の遇ITで憤暮に判断さ  
れています机l雫代々エの遭いや科学技術の叢歩でそのバランスは孟わります。本  i……憲器憲浣琵：選言簑   
緩ニti、集萬軌止のために■打的にシステムを甘賢し、遍汚する人間が良いや理  ぢので、次互からは．あ■事項とLてはいかがですか？1後に、Webで   

qでこのシステムをきちんと揮伺ナること才▲しています．ーリスクとベネフィットのパ  亙害した■含．モキされた遷鴫早幹蕎にも付さ九ている切手を耳敬し、ム   

ランスJ11．重曹欄嶋に七界があること壬ホtTるひとつの¶示にすぎませんが、可  ダ償いとならないようにエ失すぺきと震じました，今滅のアンケートが峰了  

嘗な■りの手を尽くしてもそれでもi書を鵡絶ナることは窮町であることを、本提言を  
扶んで鐘く島じました．ほざ堤≠のt∞■ヽ速読は備州である」こと声正統化しようし  

ているのではありま了んもごくゎたり手えのことで丁が．承諾書愴をしている巷とし  

て、r今以戚、遇云の1ぎの綺最戸ふ壬えてせ▼に葛篭していてもまだ壬だ不十分な  
可能性があるのだから、uムのシステムlこ鷹足せす、≠対lこ憮心してはならない．J  
ことをあらためて強く饉ユさせられました．  

32l   岨’そのあ  

i芸≡誌器設を．認諾詣ごぷ諾＝慧…ぎ票2慧買誓長活写≡言競誌㌶宗≡吉琵誓…苫 1蓋：‡ヂ里九モうて・椚の正昭むにL力付九るべきて航し、かと  

の叩り史わりlこより、主化していく可駐十＝ま■るであろう。モのn、太じ‘1は必ずししのて11あるが・t卿士鼻裾の植民経てはない・ヰは上下間囁といった■面が饅し＼  
n椚ではなく、埼代の法れ、り苧の■妙に応じてよ軟に主化していって然もべきもが、i：苛む土壌で才，れlま・もつと生き生きとした蝉■lこ質王九貪わるのではぢい  
のだと思う。 か▲」  

一  52   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

m  2．   3－‡．  コーク  

南東  
存じでしたか？  向け人月の育成・積俣、そのような人材が能力を尭揮できる環墳  ざいましたら、ご自由にお書きください。  

の藍傷や絶■文化のあり方などに蘭し、環状を踏まえ克服すべき  
霹増やそれを乗り越えるための捷藁を、ご自由にお●きください。  

か？  

ますか？  
か？  

ユ22   p緬6A   

えない   
が）が実行するのでしょうか？ この提言が単なる、薬害被害者のガス抜きに終わ 暮をしている人たちが少なからずいるように思います∴r芳礪廿ほにすばらしい指  
らないことを祈ります。   

ないだろうと患います．   
斗力・判軒力きもっていればいいのですが、浸らからして正罠の方を向いて可をどう  

持ちながら仕事をしている檀積tÅを 葉書の恐ろしさを誰よりも押存知  

Lたら国民が雷管になるのか、ではなく、どうすれば自分のクビが贅ばないかといっ  
の皆さまが、機覆の仕事にあれこれと口出しをすることで、外部からサ  

た些買寺ことが王弓欝書遭になっているようで．正直そのような憧Ⅷさヰのもとに、あ  
ポートしていただきたいと思います。アンケートの内容は公開されると  

れこれ指示をだされるのにはうんざりしますし、それに盲目的に璧方うとしている人  
のことですが、できれば公開として欲しくなかったです，内容を読めば、ど  

たちにもあきれます。ヰ含の1）を糧Ilが全うできるようにしてもらいたいです．私は、  
のような倒著にいて、どのような立場にいる着かがある程度わかつてしま  

このような状況下ではこの墓は幸三また薬首を起こすのでほないか、という危機感を  
うからです（怒りをかえlよ、仕事を干されて遥々せざるを得ない状況になる  

日々持ちながらJ＝暮をしています。  

と思います）．なので、特定されないであろう1小隈のことを書かせていた  
だきました．今後、また提言書を出されるようでしたら、機構の全■Åにダ  
イレクトに内容をお教えいただきたいと思います。   

ココ3  ＋｝ト＋ 

思いますが．その影響を強く受けすぎるためです。またお長掲以上のポ  思います。機欄のt■の多くは各々の仕事を精一杯こなし 国民の健康  
あるいは、関心がな  

二   
填できるのか、不安です。その点、今三のアンケートはqJl塁員の真の声が届くよ  ます．また、■llの雲：長環以上の幹部lま¶生劣咄省からの出向者や出身者が半  

ストが近年増え検けていますが、その必要惟については疑問です。その  に少しでも兼＃したいと思っているはずです．しかしながら 表には出てこ  

い積金でもあり、当然、人によっては個人的な号生し＼思いからのコメントも出されると思  散以上を占めており、暮tのt蝿判矧こもT；セ的に選の意向が強く反映されてしま  
上、厚生労働省からの出向者や出身者がそのポストを多く占めていること  ない多くの問題が、我々の仕■の障害になっているのも事実です  特  
もあり、プロパーヰ一にとっては将来のビジョンが描きにくい状況です。  に、内部の疇鼻ではどうにもならない幹部の人事については ぜひ外部か  

いますが、アンケート結集も踏まえ、本棟音を冥現するための伊撼点についても、整  います。このような体制を改著しない陥り、壇秀な人対が補っていても、国民から惜  
嶺される暮貪4Vこはなりえないと思います。また、人材確保についても、自分の  

もっとt与力的な嬬撲にしない限り、サ弄な人材は確保できませんし、優秀  らの視点で、冷静に判断していただき、環案された■項が実現できる体制  
王℡していただけると、より宇美的な内蔓になると患います。  な轍■ほど見切りをつけ．退職していくのではないかと危惧します．   

能力をきちんと評価してくれる増■でない限り、優秀な人は集まってこないと思いま  
す。も属さ社にり卑した方が呵†策も蛤たは高く、tllでも人事ij憧9イ歪が縮まりま  

については、機ヰ貞の理事長はあまり乗り気ではなかったようですが、この  

したが＿．チⅧの各々のランクの人数Ii！，専科されており、またま王使者の【コ暮で決めら  
ようなアンケートを第3看が実施されることはとても良いことだと思し＼ます。   

れることが多いことから、里力的なノ鴫刊腐に【言なっていません．嘱Ilに以躍して めこの事矢8 
初て実をリ、校紀したいと思っても、熊†撃がありできないという人も多いと  
思います。  

】  

324  PldDA  知っているし．内子iも  1．提肴のp5、業2の（りの①、「1今別（昭和朋）年の承巴晰軋において、1962年の  ます大前提として」瓢在の理事長の素瓶な志に基づき、このような「行動環意」が策  はい  
杷＃している  承抜申挿梢の媚料を、1967年に発出さ九た通知のIl点から「杜撰なものであリJと評  定されたことは非常に良いことであると考えます。ただし、このようなlて娼は三見状を  えない  バランスよく意志決定を≠Aみ量ねていくことが必要です，その自指すところ  会」の皆さまにとって かなりのご英断であったのではないか と推察致し  

価しておりますが、これはある¢払「三上のヨ及i手角」であり、あまり声域ではないと亮＼臨まえて蓼切に解試されるべきです。「1）」については、「ミさ明惟」のぢ訳に領中で  は「国民の皆さまの命と勺I康を最大限守る」ということなのですが、坪労省  ます．我々高童貞の「個々の本汽」がつまびらかにされるならば かなり踏  
えます。そのすぐ上〔p．5のlい1†行目）に、r額在の視点から¶山と思われる過去の あるべきと思います∴王民へのド明員任を月大翳賞たすことは■．育聖斐ですが、ヌ  の遁当寺にも色々な方がいらつしゃいまして、「F科学的判別をどの程度  み込んだコメントが提出されることが予想され またアンケート楕果の集計  
専芙も含めて璧印した」と良明されてはおりますが、「当時の水井にドらした評価」と 雷箭が文生した場合であっても、三1晶というものの惟耶上、「犯人捜し」の舘にも  叩視するか」という点については、担当者ごとの温度差があるようです．実  にも、恐らく相応の労力が必要とされるのではないかと思います そ九  
「現在の視点から」のこ雷囁が明確に区別された古きぷりとはなっておらず、あまり公 租崖があるのだということを、国民のt冒さま（あるいはマスコミ）に謹切にご汀仁Ⅷけ  としては、（将来の1動讐の可枇性も踏まえつつ）「この間仙こつい   を靂令まえて、折角の機会ですから、日頃鴇じていることを可能な取り増血に  
平な】l或ではないように見えます． 乙提言のp．5の下からユーZ弔臥「ウイルス篭 るのか．諷がミqの冨民1を踏まえて考えもと、やや隻意がはります。r2）」につい  ては、現在の担当者には適切な判断を下すことが難しいように見受けられ   鵡かせて頂きました。以下は．某所より伝聞致しました「掛7画検討嚢」に  
ト父の解．快性が∴且されていない不＋分なものJとありますが、これも「当時の水準に ては、「より卓く」という嚢明のぶ珊について、領事であるべきと曳います。より道連な  るので、今しばらく様子を見る方が良いかもし九ない」と考えることもありま   おける．1論の、犬用把なまとめを踏まえてのものですのであるいは事実  
l摺！らし合わせて、何がどのように不十分であったと鶉えられるのか」という戊耶の近 事☆を目指すことは無．I史曇ですが、一方で「日本におけも久重嘉周桑の芯手が遅  す。  
詑が必モであるとろえます． 3一び菖のさ．6、認クの（1）の②、「】976‘珊据5】）年の名い方が、日ムにおける同乗成功ふが晶い餞句lこあり、亘眞嘉間欠ラグは企又にとっ  

に反している点があるかもしれないことを予めお断りしておきます． ま  

秘史史に伴う農法敬川Jlこついて。名輸孟史の「t■♯をげえて新たな内払】∫±」を求て合作的である可紀電がある」というルて1の失▲声宇さ丁で巨‖こすることもありま  
ず、数年おきに卵むされる（幹部嬢の）方逢と相対的に語って固定的な  

めるのは、さ禽の汰れとしてはあまり；‘Ⅰ誉なことではないように思います。：u壬で す。「ドラッグ・ラグ」の億万づけをほニーする上で，これも忘九てはならない尊王なu  
立場にある我々斎葦■の閃には、現状の記罠について若干の遺し、があり  

も．代柚㍍！刃l！liAのさ介l二nして、「断たな謹おのじ七」を求めてはいないと黒いま 貞であると1えます。「3）」については、r咽学的礪由」という養uの仁研一こついて  
I寄るという点について、今後ともご酢意頂ければ幸いです。こ九は「どちら  
が正しいか」というような不毛な詣ではありませんで．立場が遭う以上考え  

す）4．緩∴のp．8、筈2の（りの⑥、rlう87（椛h：62）年の∩血たにおけるエ亘悪覚恨鷺であるべきと患います。  
の琵竺」において、I乃生訴lこおし、て自ら府内天明を行うのではなく鞘よけ法ぎ加東  

ていることも完全には一致しないという  
企エに求めるのみのjて応てあり」とあり王すが、当詳の門生省であれ讃在の押芯雀  
であれ、「自ら市川采叩を行う」のl引引ま不可霞であると思います。（必蓼なことは、  
宇；il！鰻ポ▼のl声1及びふiの壌の遠要事であり、「自ら洩国究明き行う」のは舞  
町でしょう）註た、「率芙け謹を製東食墓に求める」こと自体は、ごく自然な対応であ  
リ司ら同山はないと思われます。  

申錆・暮禽当時の企工及び行為の一Il脚は、原舞一皮して「さ萱1粥のI斗学的水準」に  

ガづいてその芸ヤ私情†堕さ九るべきてあり、停えば「その当きl、科学的にぎiJ定さ  
その憲兢では、「四民の皆さまのl有閑とお命を、舞加に浪費しているので    、ある．後味当たり前の言舌ではないかと潤います。その鼠喋では頗蝿昭  
はないか」という批判も、十分あり叩るところです．これは「厚労覇の担当   大要月のおっしゃる「このようなアンケートから隠払のあるものが出てくる  

れていないさ㍑入電（ウイルス帯）」については、クリアランスの定月的評価自体が鳩  看が怠慢である」というような粕の話では決してありません。掘らの多くは   のか」というコメントは ちょっと遥抑法がありました もちろん「（アンケート  
めて函HであるということもあリーIl々な制約の中で不活化・R去王将の設定を模索  非第に敷如な方達であり、（「笥一次じ．．」について、太アンケートの「1－2」   結盟の集計に）相応の労力が必要となる」のは事実ですが「‾のようなア  
せざるを得ない、ということに常に留鳥するべきであると考えます。「5）」について  で古かせて頂し、た通り）鳴らに対する批判の中lこは、あまリi千切ではない  
は、「蓼三の多くのれ誘を生かし」という仲旨は簾．q正しいのですが、緻訪の「生かし  ものも含まれているように凱＼ます．要するにし「『科学的割田の位おづ  
方」が∫tであると裾えます。倒えば且上品のカ付文■事における「甘仰m勘は、  什」の誓nは、和芳名と壌11の役割分担のtl成を見直すことによって、含   リ、暮査員違の本音をまとめる唖確lまない」という立場を貝く限りは ‾の  
当然ながら「リスクの大ささ」に応じたレベルの注．年増」そであることが合汗的です。  理的に解決されるべきものであるであると葛えております。また」膿叩   ようなアンケートlこ柏に無味はないと居います いずれにせよ「医粂  
rOに理りて」の瑚の山った11或は、久膿u鳩にとって戻してワましいものではない  】   の綿鴇においても、（厚労省筆からいらしたけl長嶋以上の方辻の多くが   品行政のあり方桟討委員会」における一連のぷ亀は我が国における今  
のですが、ややもすると「逮云のトラウマ」にuられているのではないかと思われるよ  数年おきに異動されます。もちろんこれには「梱他の風速しが良くなる」等   後の久重品行鰻の方向性を定慮る 纏めて塵要なステップとして臨書づけ  
うな、（リスクに見合わない）大仰な11戒を日にすることがあるようです．  のポジティブなれ企もあるのでしょうが、可能な取り一見した判断を求めら  

れるこのエ樺lこⅤして、必ずしも良いことばかりではないと言うこともできま  
す。（個人的なことを言えば、現在の部長は非常に勤触かつ親切な方で、  
色々とかlナて汚いております。しかし、また8年後に状況が変わりうる．と  
いうことが我々音査貝の心の中に常にあります）   も我々寺禽員は、日頃から企業の機雷惰朋盾撲っておりますので、心のれ  

までも読むような戯常能力の持ち主によるヒアリングなどは．あまり好まし  
いものではないように患います。   

53   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

卜l   トク   ？  ユー 

存じでしたか？  ださい。   向け．人材の甘皮・鑓俣、そのような人材が能力を発揮できる覆墳  ざいましたb、－自由にお暮きくださLo  

の蓋■や蟻■文化のあり方などに餌し、現状を隷書え支線すべき  
霹疇やそ九を■り纏えるための縫募を、ご自由にお書きください．   

か？   

ますか？   

か？   

っ、 驚積している   

ていく筆勢警絆ちたい．tqと企糞のtlの濃ユが生んになると可能かも  
しれない．■11内では岬膿も考えも■々な1■がいるため、内桝でヰ以  
上に支ま丁るt曇があると貞†1があって仕事にも軒た響であると王う。  
色人的には■覆したら．暮靂別壌半分．tt半分の勤標がピ糞たらまい  

n        7  11I  ユ  ユ  】‾一        － －－ 一書≒ －なア、ケ＿トを実施する－とに軋て一驚見が一    所員  第一次提書をご  本提讐に関して、ご書1などがございましたら、ご自由にお暮きく  総合■構では5つの行動理会を掲げています。この理念の実覆に  あなたは  あなたは  －    ・  総合嗣での仕事について、奉じると－ろ・里つと－ろを－－のよつ－ノ    ㌫㌫ 、」 し            仕事にや りがいを 婁じます   この■増 に勤め積 けたいと 考えてい   このt斗 を、あなた の後1な どにもtb めます   自由Iこお暮きください。 理数になってし壬うかもし九ぢい机y広丘乗1書との醇嗅－ヰわたい‥∃分の巧えを西は謹する1い■事だとかま丁・私も丁ンケートは全き  
色の中でど九だけ生■に■旺をIlったり覆わってきたかによっても捉え方は■なる  ＝－・－、・き毒一▲・・・・・・｝′ 
と思う．PHnAの■▲だけでなく、け生芳t雀の▲▲でもFじことが言える．控菖とL  方向へま熟させるたわにももう少し重tで法り合い、共に軒じ目牡で考え；丁．雪見▲な璃董にな九ば牽いです・  

てまとめることに多大なる芳力如、けていることは賛●に容■いが、文責として整理  
されるとモのサーに空く広がるせ界までも霹靂されてしまいそうである。≡い遇去を  
かかわってきた人々のロで乞えていき、これからすわる舌は目と耳で取り入れてくこ  
とがt要であると褒じている。   る．それには自分自身の鐙鰊や勉i．常に冷特に必蓼な情疇吉セリ入れる構内き  

な壷♯が闇われる．t人の努力も大切で．さらにそれ声バックアップする慮墳も大切  と患っている．■甫■の曇■現場のインシ子ントや■手、■広一ま犀．逢  
だと思う。人材を増や丁と石嶋に■人や集団とLての兼tもーてていくことは¶しい  庄野束専を既じ濃度鼻で■刈いこ拷ち込めるヽ■が増えていくとよいと磨  
が、現在、媚■として成長段粍lこあり、各部tで少しずつ廿里が攣っているところに  。  

あると男う．払のこ九讐での電■におけるヰ々な糟職lま．WAの一員とぢり、それ  
が話かさ九ていもと量っている．仇■行政としての考え方Ii払庄の現場で墾爺さん  
と苫1一角かし、合っている鴫の考え方とtなる．山方の土壌事厳蟻した書は、のちに  
邑庄の凛乎lこ氏ってさらに広い視野でいち覿■さんと向かい会えると双っている．現  
壌で覆－■で（－ここがt曇）tく臨■礎事前とW人の旦貞は相互に情噸史捜して  
いく必事がある．リタイ7した匿■せ事書も▼tな市血であるが．ホー■で話汀する  
駄■ぜ事■レ■モであり．以壌の1節用ヰ車道ってほしいと男う。   

知っているし、内容も  一般lこ．安全nの簡鵬l壬．絶ょがどこで起こるかを予測するのがl引ま不可篭である   ．■暮にやりがいは法じなし、が人生生温だと量って糞しむ‾とにしていf∈引叫の■見き絶し、上けるのは邦書によいことと告いま1∵文事での珂   
．． 

． 

を■ねていく以ナ＝こないと思う．旺って．邑■威儀暑のみならす．政治家 

． 

ィッ い。その書院で．事亨定離の代1の方を含めて．自主人全休に弄して．句  

．っ でも人のせいにするような●覆1土をちくしていかないと．青もモうであるl  
ように，日算人は「自ら可もしないで．人のまねをして．自分だけ罰含よく竺  

▲＝・‖ちこ ．，，．． 指している」などと．ますtすn皿人からハ九lニさ九てしまつのではむいか．  

．ッ ・四声化とは．外国の¶ぢを取り入九て．外取のまわきすることではない．  

九侍声していもだけの賢しい人種にぢり下がっていもことが農工にあり．その上うな  それは恥ずべきことである。せの中．不況のせいもあり，失敗したり．貫1  

m■声せ茅丁ることが1も▼霊でぉも．堤iに断Lましては．キーの冥利に向け  でも戎よを出さないと，いろいろぢことを書ってくる人が巳てくるが．しばらく  

て，丁ぐにできるものから．畏¶的境野に立つぺきものなど，分類して．ある相良の  は繭えて，自分の頭で考えて巧勤できるような人ガ薮事・研修が一事では  

只逸し声示していただけ九はーいに繋います．   ないか．   

‾．しかし．≠に財員がなけ九は致し方ぢい．いずれにしても．訪寧巾を推進すること はよいことだと思う。  

32丁  PuDA  リっているが、内容  はい  どちらともい  
えない   

l  

人ばカ、りではないように思える。 （外局の螺tとして統合丁ることも雪まにい九るのであれば、双方におい  

えない  あたり寝寛が文数の露■現場から七れていか奮いよう↑に揖渡き叫る筆  
こらないと尾じる。  

い   
Aきu己にいつ■Aのみが、積のつながり細卑してインフ∫－マルに早∴声丁るのか．という山こついて相場口供が不＋分であるーこれ∴口】衿に事  
鴇声入手していく．という状洲i．責貫であもといわざるチI甘心、．そ九ほ菱和するのほ′こ零丈であも・ヰ1一手良さにおいてIi・アンサー小声とりっ弓  
ど大きい丘鴫でもないにもかかわらず．かようlこ粁近代的な†烹嶋美川▲叫ばなしにするのでは亡く▲I¶ら九J二¶稽事一隅q爛情H・ミ几すらことチ’′  
が†！ムすることに信艶と丁る．tllブロハー1削t■仔あも立嬢につくj力′こい．  
■さが罰鸞に¶ら九ている．現†lのところ．責任ある丘叫は▲雀！：三句q  

員が数年交代てわれる体叫になっており、■11プロパー■Rには．たとえ  

ている歪な仏日l＝ついて見好がほしいところである。  t■i諾ヒ篭票ま：左  ■能てあってLポストがIiえら九なし、現状がある，王事岩岡尊Aとt】lプ  
ロバー1■の雇は．戻さ呈こめ九は7ト，1▲のl阜に用子分滞員lけ止鰻  ない手たせ界に向かつて抑キさhる役割一文た丁ためには．疇嶋的lこi外1  事受けたかモか∴だけてあるが、この方が10一班虞のq員の熱轟にLE  

に胴こ桟食て揖 t声及ぼしているよ和ま、薫別的取吐いといわぎるチ1†ない▼この上うな  
冊批はチャン刷らう醐【  批エネル←…冊腑丁ることはワ札くない■  

≠
 
◆
 



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

コー2．  コー3．  3－4   

存じでしたか？  ださい。   p    卜  」  l－〉  7．  ト、じL－ あなたは        4．    i一次提言をご  木津菖に閲して、ご意見などがございましたら、ご自由にお書きく  総合機構では5つの行動理念を柑ずています。この理念の実現に   あなたは  あなたは  総富岳評価式、て．整じるところ、豆うところをご  このようなアンケートを実施することに関して、ご意見がご        向けノ、村の育成・確保，そのような人材が能力を発揮できる讃ヰ の整■や絶■文化のあり方などに蘭し ましたら、ご自由にお事きください。  
、現状を持去え克翳すべき  

狸旦やそれを彙り越えるための種芋を、ご自由にお書きください。  
か？  

ますか？   

か？  」  
したがって、今後、知人にPMDAを勧めることはないだろう。PM【）Aの  
キャリア／くスとして．マネージャーへの昇進が謳われているが  

（http：／／ww叫Pm血．g8」p／叫b＝chtnlr／ca陀er／Jnd七X．htmけ、現宴には、機積  

プロ′く一環鼻のマネージャーは部集癒で数人、書』投披以上はゼロであ  

【  

る．霊室役もマネージャー鰻であるため．厳密にはキャリア／くスシステムl  

モではないが、ガラスの天井が存在することを献花希ぜ看に情報擢供す  
べきである。■R後二年間の尺重刷限が存在しているため、ち環後に  
専門性を生かしたq稟に就くことが姦蝉である。犠職制隈を檜廃し．透明  

】  

性を有しつつ産官学の連携を深められる体制を構築することが強く望まれ  
る．  

33l  PMDA  知っているが、内容  新人教育以外でも、黒雲患竜三√▲や王蟻機甲tの外彗シ乃江戸による手篭を受ける  
は把裾していない、  ことができれば、モチベーションの向上に繋がると琶う。また芦丁的にそのような苧  し王うと．医療讃ヰにより量〈より安全に互藁畠や医鋼慎暮を届けるという  
あるいは．甘心がな  惇に参加できない穐貞も出てくると誉うので、さらに怪力ある犠ヰにし、曳い人材を  左又のヨ的吾≡hてしまいがちになる．貫にせ甘のむ向に関心を持ち、総  
い  十分に斗哩する必璽があると雪う．   】  含■llでの比嘉の員任を白文しなけ九ばならないと懲じている。  

3ユフ  叩≠旧A  知っているが、内亭  はい   一冊、－一 

は汚毒していない、 鼻．るいは攣心が仁  あるとは考えていない。   

3331  PMDA  三コっているし、内さも  過去の増Itをもとに真如∴予測外の事項にいかに対処するか．そのための堵蟻体  自分の苧茶雲王扁以外の玖票を三三らないので、宅られた託三での意見になります。  どちらともい  はい  どちらともい  PMDAの業務をしているて忘じることば、この業務を究めるとどこに行き芯  
控奏している  制、基本的抒告が事響だと焙じた。   基大約に行11琴雲き芙現すぺくむ管している沃ま葉と思い手す。しかしながら．  えない  えない  くのだろうかということです。書門性を必量とする行政糟と認漬しています  

PMDA発足覇の堵蟻が城数の相場が学舎して彙宣したrニめ＿】1nの千晶のベクト   が、どこまでの専門性を追求するべきなのか？行政尺とLての能力を磨  

」  

iルが通すしもー万句を明し、ているわiTて†こ㌃いと嬉しもこともあります8王た・乃皇  くことの方が必電なのか？PMDA最良のキャリアパスが見えないという話  
芳畿才iとの叫】j：那囁にこ事さ九る血も大きいと空います，Å正FDAとよ（ェIiされ  も甘きます。（笑繁にそう思います）自分としては、昨門性を磨きたいの  
トま丁が、捜立惰・一休っとし、う山てはFD∧がモデルにぢると男いま丁．必すしも「DA  ですが、項実は行政的な申樗作蔓の割合が高いような気がします。   
亨コピー丁る夏・露はーいと果し、ますが、j」状のMl▲l三川鴇としては彙兢途上で、  

エご、8々の六書と義行して、エ樗き主についての壬筏を～ラっている日々です。  

ユ34  PMDA  今回初めて知った  書青スピードのアップのためには、扁青草門ハの増員と主；・ト釣に富合をエめる仕綽  
み作りが必量と考えます．ヨガの所属チームのことではないので∴正しいニjかは  えない   
わかりませんが、手鼻ェ夢甘の多いチームは謬費にたける分真珠サ．がうまく空ってお  

：【える一王ど芦甘が必モになり、良三昌曙しているように見えます。そのような状緊が  

p｝す九ば、十分に重力警乗汗丁ることもけしくなることもあると思います。よって、  

が集まるような持碁を．官庁のt、【瞳とは別に設三することもー重だと思います血   らず、全員で分タメい8；亀吉摘き畳卑「£、らき暑tまてとむなどしているために、品日が  H ∋  

追i  PMDA  今互軍めて知った  人1′の市電方まをもっと雫えるぺき。人の育て方が上手とは言えない。   はい  はい  はい   

∂ユ6  PIJDA】  貫コっているし、内さも  はい  はい  はい  
監事Lている  

337  P†JnA  今互て虻て㌍った  人朝n笈において，岩床現場やナチニ者さんの．策を直1馨体II出来るような壌があるとい  

いと空います。   えない   

3ユ色  PMDA  今重職めて知った  

す   
その量を侍っている多くの亀有喜んの†これに．隻くドラッグラグをぢ詞しなければい  ＋＋＋  どちらともい  どちらともい  遠I．，ri便利だが、こんな一等地にt囁がある必事はないのでは。外部  各回答内容を報告引こ富己払し、脾生労働省のHPで公㌍するということで  
けなし、ことは＋分Ⅳrしており．そのたのに毎日ダく言て努力していま丁．しかしな  えない  えない  から有能な人材を等l集約にぢ用していかないと、正しい判断が出来なく  すが、それで自由に回答できるのでしょうか。・自由な回答ができない。  
がら、さ☆員の人験亡（不宣してし、るも」妖て．これ㌫上さ寺を急がさ九るのは．さ慎  なっていくのではないか。   

一兵の畳鷹上甥瑚が大きいと考え言す．雷門才ではなく芙やに暮費きすも手を？く：1  
又は．よく考えないで回答した者により「内部の愚痴」が集まってしまう恐  
れはないでしようか．   

やす或・雷があると1えます．  

コ39  PMDA  今夏℃めて知った  壬キÅにおいては．とさに久藁墨．人血潰せをより早く払痛研場にふ；けもという凛点  どちらともい  いいえ  いいえ  PⅦlA【壬今社是俵丁る可正使を大いに掠めているし、FDA、∈M亡Aなどを見  アンケートがおおまかすぎるので、これが役に立つのかどうかは不明と考       ーが欠iナていることがある．あまりに】J宇的すぎたり、墳上の⊇．今にホづき、′くイアス  ると．そうぢちなくて丁三いけぢL、と思う．Lかし、現状てはよ蛾2罠であって、  

のげR雫にれ冊しすぎ壬と嬉じちれもことがある．プ○トコールの設定などで、頸壌  日干入れた3局が宗吾1ベるには、と－のくらいかかもかわからぢい．少なく  

に奪山な手職声銭1tしないようぢ配濯が必モと男われる∴余班のさ禽■は一度は  血  
む川鋸ここて．CRCと－岬に語は告讃めて．「分のす丁わチニフ⊂ト⊃－ルが這にバイ  払てi主，サ黄であっても、一般的仁人間l二恥Il）Aに鮒持すてこと亨lきめるこ  
アスキ三んだりしてい甘いナ、冨㌢なtのて欄ったかどうか、持認する必雪がある．   とにてき1い．班l†のⅠユ？r‡退InのIこ7てあもという。もし、PHl）Aがほ瑚  

の科学を高い次元で達成できるとき、皆にむめられる職場となるであろう。   

l   

【  

55   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（PMDA）  

tク  ユ・一  

存じでしたか？  向け．人材の書成・韓侵、そのような人材が能力を乗汀できる1壌  ざい手したb、ご自由にお暮きください。  

の塾■や絶書文化のあり方などに開し、覆状を鎗手え克服すべき  
霹■やそれを■り越えるための攫藁を、ご自由にお書きください。   

か？   

ますか？   

か？   

発寒している   えない   

IIら九ることに不1を1えることも少なくない．  

ll 第一次攫曹をご   事攫菖に明してご豪農などがございましたら、ご自由にお書きく  J 総合牡群では5つの行動理念を穐tfています。この覆重の稟覆に  あなたは  あなたは  あなたは            l 総合機構での仕事について、感じるところ、思うところをご  このようなアンケートを実権することに関して、ご書見がご     転女し前編も 
斗で掃ることはできなtl．Lかしだからといって、その覿力だけで全て裁欄ト  

、P できるレベルでもない．重た、真東の重層以外の檀那t多丁ぎるたれ不 必■にエ辱叶甥戸村ち九も．こhlエ役所の乏し曹増訂である．三●鮎篭でL  
く貪化することはないだろう．したがって、¶え絨■の在り方がたわろうとも．日的て ある六書再発飢止にtがる可綻性は毯いのではないか．現在、暮董鯖はが1雷  ある暮門■の躊顎が、王翼賛らをサポート丁べ一事霧方のための彗稟て   

な人■は少なく、専ら／苓女らの多くは、こ九から欄和するであろう若者を相場する立  ぱ．旦コi】正止丁べきである．   

鑓にぉも．織は豊吉な人間がこれまで自らが実践してきた暮倉のやり方を否定する  

ことはないだろうし、また自らと買なもやり方を払下に教えることは当然できない．撼 tそのものの位丁づけや毛醗が変わっても．姥繊1Tな人Ⅶの立場はたわらない  
（また変わるべきでもない）たわ．その艶■あるいはチームの暮董丁孟は大きく変化  
しない．同手法の暮★の亀よ（暮書鴨島■）ははぼド品暮にぢるだろう．間島貫の  
範里を元に景正するのであ九ば．鯛■のをり方がどう変わろうとも、裏書乗三のリス  
クが低1するとは事え職L、．鳩■のをり万を主えれば、豪富発生IIの1∈所在が  
明確になることはあるだろう．しかし臼的は、乗生後に1∈所在を追及する処理運  
度を速めることではなく、先皇を果然に防ぐことこそが主であも．乗込に借ぐには、暮  
tの賞車内上する¢■がある．暮董の1を向上させるに1ま、サ黄な人■と、効率的  
な工務プロセスと、そ九ら声充分にサポートする虞I臭があーである．第一次4書で  
は．蛾■の在り方を靂次元で虞附し、重量品行政鵜也のあるべきカタチを機首して  
いるが、唇的であるま富再発飢止を運叙するには、日輪を下げて、現場の在り方も  
改響すべきではないか．   

封1  外■】A  今l掛切めて知った  一く－くt－＼蛙用鮎   
い科学黒鼠声必事とナる我々にとって切札であると患う．暮外事さへの参加はせ界  えない   
への㈹貴ほのt会にもなるはすである，よって、亨訂の筋合上巧しいことは十分  状Bでは机、。個人で勤塞良くと事モーる努力もあーで丁が、旦礪全瞳  
に承知しているが、勉強のt会を減らさないで欲しいと考える。   の雰産気や仕事靂から考えて書1的ぢ皇焉ができる披懸でl壬ぢいと感じ  

ています．もっと上位の方の仕事1モ減らしてあげる工夫はできないもの  
でしょうか‖   

342  PllDA  知っているし、内容も  はい  1まい  はい  穫 体 考‾につい ホームベー÷‾上で大富く暮乞されていますが  

把讃している  これまでに■々の1■のAlについて尋ねら九ることはありませんでし  

いました．今司のようにアンケートで－■鼻としてのf犬を発するこ  た。入社した以上、■Ⅷの考えにt人の考えを事応させるしか省いのかと   考えて   とができることを糟しく勇し、子ナ．■■のす鼻声宅えるチャンスがこれっきリ  
になってしまうと悲しいので、今後もアンケート講義を定期的に巧っていた  
だきたいと患いま‾ー．  

く●‾た、＼わゆる正長の嘗さ  313  PHDA  知っているが、内容  
は杷毒していない   えない   んんには分かりづらいと勇い手すので、PMD▲の聖■づけ・壬鐸内睾・使  
あるいは、肝心がな  令書、わかりやすく国民の著さんに伝えbれれl王と患います。  

い   、 

かなと患っております。な、、 ほ、各圧憂主食真における状況、匿轟暴行故における状況を、より験錨に杷4し、  
ある曜度の処Tをした上で、それでも人数を1やす必要があるとなった時に増やす  
ペきであったように患います．自分が第一に凱、ました点は、以上です．   

34■  PIJD▲  キ珂視めて18った  L＝＝；‾‾‾▼  ーまごLL（‾‾ヽ            はい  どちbともい い  とちbともい い  医薬品行故のあノ方l＿天■に句c合って（J．さ上あ畑とつ－ざします。 P 
えな   えな   【血の景環は、どのように爪まなものてあってし．その伍長上lこは正長  

の粁IlのII■■い・和上があるべさLのと放っており壬丁，払引二∴た壬  
殊乏な鴨ながら．モのようむ員ユぎいニー、白身がエ押こおいてI阜餅な穐  
カー俣lヽしていると1えている仰としてそ九和そうu一むい）人間がいる  
ことは、蔓環の方向¶至大きく漬る可鑑巾がある【わ々しき閻且と事えま  

す。また、●●．●●．●●．●●，●●．●●．小さな重みが大きぢ挨  
欄となる肯に正？な決れを貞めもーふが、エ予ユ琴の■とならないことを  
＃うばかりです。   

．
●
一
再
㍉
」
 
 



第6 アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

本ほ童lこついては、鱈雪目的に照らし、あえて自由記忙囁を多くとったたれその集計には唱界があることから、全  
回答を公表することを当初より予定し、調査に当たり、個人が特定される情報を除き、全回答を公表する予定である  
ことを告知Lて実施しました。  

なお、全回答一覧表は、以下の方法で処理しました。  
①wモb上の包筈はダウンロードし、釘送による回答についてはデータをe化eファイルに直†豪入力しました。明らかな 誤字はヰ正しし 

また．  r   

②直答巻や対弁舌など個人の特定につながる遍苔箇所は■丸でマスクしました（但し．黒丸の敷は文字数を反映  
していません）。回答者の特定を避けるためにt雷ぢ射分をマスクしなければならない場合も生じ．かえって主音看  
の意監に反する焉tになるのではないかともキえましたが、隼人の特定書跡ナることを憬先して㌻右すにととしま  
した。  

なお、琵答竜の特定を避けるために巧ったマスクについては、当抜忍喜著がマスクを外すことを雫重される場合に  
は．再考いたしますので、マスケ軒の文暮をめす明示して（五人でぁることの打掛こ必雷です）辱成22年2月26日ま  
でに手紙で委■までご違格ください．凄絶先は．真夏大字大字饗重芋異研究山陰良法はデータ管理宇山口篭洋  
〒133－8655文京区本郷7－3－1東京大字虚字如何九貞釈です。  
③司答看の所ヰ釦■及び行数甥蛾年数は▲瓦答巷の特定につながる可能性があるたれ全体の■計にのみ用  
い∴三等一号重からは削除しました。  

n   トl  卜〉  ク   ユーl  ユー？   】11   
1  

存じでしたか？  撫さの有効性・安全性の確保対策のほか、血凛乎集、軒藁・暮せ  
い網対策など、国民の生命・健♯に書籍する樽間島を担っており  
ますが、四民の生命・健廉を預かるという度合墓と式Eを■えた  
人材の■成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳の書  
儀や絹▲文化のあり方などに蘭し、環状を踏手え克服すべき農頓  ますか？   

やそれを彙り越えるための檀藁を、ご自由にお雷きください．  ざいましたら、ご自由にお書きください．  
杷堀している  所属   書一次挫書J       一 た・’く‾        ユー1  I        ′をし  知っているし内容も  本棟苫に聞して、」意見ーどがこざいましたb、」自由にお暮きく ださい。 ▲適応外債用については災に妃要王‾患者も居り、Mし、のl・療甥ー－れ  厚生労わ雀医薬食品見では、医藁晶・匿藁部外品・化粧品・医療  あなたは  あなたは  あなたは  年生労働省医薬食品局でのお仕事について、悪じるとこ  このようなアンケートを実施することに附してご意見が一            劇 ■し！▲・血  仕事にや りがいを 雷じます か？ n  このれ場 に仙め織 けたいと 考えてい   このIl壌 を、あなた の後塵な どにもtカ めます か？  ろ、思うところをご自由にお雷き下さい。 山                     し では．医 壊－■ わる方々（特に憂剤師、零講師）にも周知して頂きたい。  ・看サイドに立てば、社さ・家庭★．竜の中に重義があJ、伯癒独は社会也嬬する。 地域の中で皇廉→社食生活全般について、気l！に権▲†できる場所（保モIセンター＋  集計事、大変でしょうががんばって下さい。   

社巧■拝所）が必蓑ではないか。・人材も（橿割り的な菓精は仕方ないが）知澹と  
して、巧広な知識を持つ必要がある。   』   

2  

は把撰していない、  
いいえ  いいえ  いいえ  

」   
把握している  脚■のため、は寧《任を果たすためという仕事が欄先しています。（例えば」卦会奄   

弁、何かを公魚するごに恥kかに崇明するための対仏にW常に労力を要します。何  
えない  

においても．ある特定の人Ⅶが長鳥、いことを景にすると、その人環の囁念を払うため  

非常に多いと空いますが、本当にト】艮のためなのか、ということがたくさん  
あります∴中農対応、マスコミ対応軍がサ失してしまうのも仕方ありません  

に．声ペるものが：¶えるということが員空けられ言T，多くの仕事がそのような玖況で あるため、Iil民のためになるということそ考えてヒネをしている人が、†て輌のように  が、本引こ選民のためになることに御して考える余噌と循苛わ｛ないくらい  

雪います。）また、相手のことをエ巧いやってと諷をするということが多くのqハに欠  
瞳＃Lている人が多し＼と患います。愉よ食品局に限ったことではないと  

蓬Lています．亡三でイユ¶のエロを‖う、人rて情人を平；lて貫かする了．♪るに堪え  

がたい弾もあります．そういう最もき善しないと≠きやすい札脚こはいつまてたっても  
妻＝≡．．tご戸孝＝ 

ならないし、l‥相即I蕪t賢けません．（－00にまた¶きたいと書ユえる人が正l／l少ない  

． 

です。）  
さんよく一仙L＼ています。   

【提案】まずは、個人1■；人の点法が変わらないといけないと思います。どうやったら、  

みんな（矧二苦い方）が高い使命感を雑持して側けるか、そういう韓堰を築けるよう  

に検討します凸  
l  

4  MHLW   知っているし内容も   複成や虻困竹不十分、蝶軽マネージメントが真東濾であるなど、恒珊的に仕利こ対   
して咄く岬が逼迫している状三三があります血中圧に軒えられず、心身の不運を訴え、  

、 この仕準は自分の家族、友人自分自身の生命、研應lこ直接．耶妾に㈲  のえていること、じていることを率直に℡くのは壬要だと恩 います．廃滅向上の効果も期待できるので定期的（例えば年にl回）に繰  

仕事に支Ⅷを来たし∴亨為との圭子引こt雲た冒が及んでしまうケースも珍しくありま  
わってくるものであると考えるようにしています。   リ返し実施することが有益ではないかと考えます。   

せん。璧禽法だけてあらゆる円けに立ち耳かえと言うような繹汀を鬼丑さずし合理  
的、かつ運メにと弔の倶Ⅶ．止劫き弁慶し、rが川里できるようにじ示し、ド浣支を  
樟討する、間Ⅲ隼決むの‡こむを日常わにとれるような脚払文化を育てたいと四って  

います。  

5  MHしW  知っているし、内容も  はい  どちらともい  
iない   

＃しTい 

どちらともい  
主ない   

医ヰ機’1での研倖 美音を‘，‾ペき（現在も入省後 研修は Lま く ▲  

ようlこ思います。）   

匹鴇l＿ている  

えない   

∫／7   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

n  卜，   ？  1■l  コー2  ユーユ  ユー4  1  

存じでしたか？  ださい。   牡書の有効性・安全性の繊度対策のほか、血液事義、ヰ藁・鷺せ  トl                l 書生労●雀医薬食品几では、露藁晶・匿藁＊外晶・化檻品・臣虚   あなたは   あなたは   あなたは   庫生労■書匿藁t層膚でのお仕事について、悪じるとこ   このようなアンケートを実施することに関して、ご竃見がご    所属  第一次捜書をご  本棟書に嘱して、ご書見などがございましたら、ご自由におtきく  
い綱対策など、謂民の生禽・書簾に霊鳥する躊Mtを担っておリ  
ますが、田民の生命・■tを¶かるという虔禽感と★耳を■えた  
人材の育成・確保、そのような人材が能力を彙■できる1墳の曇  
■や絶■文化のあり方などに印し、環状を隷書え寛嘱すぺきさt  ますか？   

やそれをtり越えるための擾某を、ご自由にお書きください。   か？   

8  HHLW  知っているが、内容  ‾lく患おります  
は杷橿していない、  たい．〇でも旺¢したが、兼寿一に対して人が少なく、仕事以外にl手間をtやす  葬★に纏含なことではあるが、墓i鼻とi寸簡賃は1■一体のものであり．  

あるいは、聯心がな  余裕が少ない．義務正確隕優しないが、薬事行政1こ携わる者として胃翳しておくぺ  不測の事熱が生じることが今撫もありえると景う．そういったとモに、これま  

い   き事項は多い．そういったものの押瞥を深める為に、葉書靂寺団体のか漬会や勉強  での増披き■駄にせす、a凛た右ロ▲■シl】戚暮－】■爪■」丁一え主よう努  

会に参加するなどの時Ⅶ的余裕がほしい．   めることがt雷な1▲の一つでもると圧托している．しかしながち、讃状  
を娠り遮ると．私自身、日↑約によ闊Ⅶの残纂を吊って暮精をこなしてい  
る．自身の暮霧は正艮のtt・畏t葡生の一助になっていると患い、手を  
抜きたくないからである．暮よ的に♯tl前手で■いているが．払に限っ  

た状況ではないと思う。このような秩慾で不粛の事℡が生じても、羞山i土 盆揖屋呈出岨．また．ヰかなけ頓にまでユ上組場合  
もあるだろう．■t尊書や蔓晋を防ぎたいと尊く患っていても．1キ可約、仏  

力的に余力が牒とんどない。1■一人一人の書買もー雷であるが、≠  
圭数にも注口していただけ九ば．城しいことてす。  

荘   
個人の一任とは別です．相■、システムに間皿があるにもかかわbず、中  

です仇よ品行慮に携わる看に求められるよ本的几抑こは、市は櫨のみならす、承  れるのはわすかです。■仏的撞よは浮かびません机同軍公縄■定■法の締を超  人の鼻任を追及するのは疑問ですし、それにより雷qし、良い人声がtた  知っているし 内示も  訣4（1）①について：安全対策の視点に中った蛙がします．医薬品の安全性確任は  研血の■1書では日々ぼ記される間且の処理に鐘訂し，伺艮の生 ないと患います。   

儒㌫吉らいて＝”黒土批おいても…普鵬もち、僻な人脚います．こ  
のような人月ム叫n∧に躍用さ九れば．現場の三b声建った上での書食．ぎ？封諷  
が可能になるものと考え壬す．こ丸までの藁官署¶のけ娼といっても、偶人の問瑚よ  
リ綱■の意思決定の問嘲と思います。製薬全集にいたというだけで蓋別されるのは  
疑問です。欧米の横綱当局においても守秘■漉を前提とし、製薬企業との人事交淡  
がありますが、モの人事交流が原因で葉書が生じたのと報にはI豪していません．   

10  HHしW  知っているし、内省も  どちbともい 主い  どちらともい 貢な  いいぇ  

r凛1Tいる  な   い  
MHしW  知っているが、内容  どちらともい  自由橿が多い．漠然としすぎていて、正確何を℡いてよいのかわからな  

えない   
えない   

′11′  
かった。   

夜までの野澤でかぢり澹しい日々享お（っており、一生蟹禽にがんばって  

知っているが、内毒  在る いたとしても、⊃レだけ比¶を受けるのかと尊く島じることもある．その■  

いった絹■仏系であれ■t・安全対策を行う嬢ヰは】員学的に申立側にヱ†仕事行  ．蟻分間モ罰珪として．事Mnのヰ侃車優先すべきである，■M¶手持った■▲を処  丘．「じやあ．あぢ七がやってみてよ！」という気縄ちと、「と『さ九て．甘さ  

うという役苅は食わるべきではない 以上の視点から現状の鯛■に間した故傭方  さすることが、人〃の積俣につながもことになり．諾外四への貴u甫力の向上や、  んがスカッ卜していただくのむと事の一山だから」というあきられ熟の再方   
向としては、用生芳■苓とP■）Aの明打な役割分娼と強しl連携が班と考える。  手盛じている．以上のような曳い声繹ちつつも、それでL．ごく一幾の  

また、仇憂晶の安全性を謙侵するためには、業務を行う人■を斗に増やすことが鮮  方々であったとしてL■にはしてTえないが、我々の蔓環をⅣドしていた  

浪方まてはなく．人月の匿■や巣按分嬰などのマネージンケをより効串的にやると  だいているという思いがせ虞にあり．やはり．切心三九るべからすではな  

いう捜由し必曇てあも．∫戒な人射を下戌丁もこと、外帥）、ら檜任するといった壌血  いが、これからも、1▼行慮に捜わっていきたい。  

もttであり、そういった櫻点で在るべき蔓の濾■も必蓼ではないかと護じる．さ  
らに、tRの事門性の向上やスキル向上のためには、■門性をホめるためや匿瘍  
現場・行員f苛弔する為の人事交流や研修の実施が王蓼である。その上で．は々な  
／くックグラウンドをIlった暮■・格広い横ムを持つ■■軋有t的に遵¶した業務・  
鯛4体制を11致すべきである．   q     は杷纏していない、  l－■■  

把萌している   んの立場やスタッフの板≠がとのような状讃てあろのか．また人の急いち千鶴えら  えない   
hろl川こ虎ホさんの）人月チ廿促し．明媚の胡山ぎ拍手えた托諷手打てるようにす  嵐ユ欄てあり、裾【】当√はしり込み丁るのが菓けと曳います．（マスコミの㌻  

ぺきと男い千丁．・払糞4う機Ii嶋広いことからき：乱丁る人■があまりにも少なし、と  応にも気を隼うl匡憂の纂繹が劇氏の曽さんにとのようにすれば今以  
曳います。混声一人のキ十ハが租界となっており、¶痛声rるに↓荊正にでさるとは思  上に押ドいただけるのかについて功臣を甥けていくべきと盟ってます。  
えません．人山櫨俣に逆え人職声糟とすべきと曳いま丁．  

・とり王とめご岩方さまです．・今困こ尤もな里見だと見いますが、他りや側に他   
t－一■ム・‾   いと劇‾反面医薬食‾厭の雷蔵が班別にIl化す－‾とに見削‾素描が   

のあり方につさ重してlまPMD▲発足以特に鯛■役割純な閻鵬が生じた正1があリ   なくなっていると誓います，閣員がぢくてあたり霹一の1繹ぢのて当然かも   強いヰ岨があ九ば量罪一事や人数に持み込んだは象イしていただき′ニい  

J 

MD▲円の綱■・定員（瑳鍔j・瞥▼についてはPMDAトップのq触として一触網心  りjがヱ†1です．しかし．生命・tl嬢戸綿かるという使命法千かこ身につけるために  しれませんが、檎！ltより王命臍1暮繹なので¶■的に沌セリがないと危  と洗い壬すが、蓼考にされるだけなら宍1十な作靂といわざる一喝左いと思            験ではないかと兄います．（軸lこ局外のか樗で筑⊂壬す、仏暮Fともよう  います．fどの丹真司軽か分かり壬7んが、rニ具からのコメントがあったの  
だ礪♯や財残ポーのた■千可篭な岨り；I検しなけ九ば才貫が輝力的にjiえ机ヽこ  lま久虞tWや任tI所帯の引用け引はIi必或と書います，これは注l：’だけでむく事層  
と 2厳qやや纂しゎる叩瞳R÷的なものとしなし、と荘耗・輔佐か備州化ことりi力  富も含虻た局■▲全Aについて剛lだと災います．・ホヨ匿黒を含めた他の耕  にと品計肌かほすが、総局は守仏in化亨さ了たい上りこわの指示てか∴  でJ入し三した。） 矢車しな蒙以があり王したらすみません。何持していた             定梢退庁や】召集動員篭賞といっても夏鳥1が減らぢけ九はとちらLでモな  だいても観11です。  

iけ隼一円尊びに史史していることに不法がある3声軌lたネがあります．不二与が大  いのがu伏で丁。（土Ilのこゴ艶状よし忙夢丁る必葦があると黒いま丁．！▲i  

さいとq自のま久に繋がります．1が餐乏さ九王す．また．用つ芳t♯以椚とすると  宅でしている人もいると災います。）・けかに遇去にOl叱の蘭僕がぴわ  

払主立という封品一遇した誹叫のbリからの税超Iiかなり河竹てはないかと戊いま  れることがあったかもし九千せんが、20牧伍翳より熊山矧ニス．鯵けてや  

す．†間僕lっと一書のF■声■くことに仁ると飢、ます。）   打払ほ’もiiけてtl杓声Jlしていても常にぴわ九ているような二王Lあり、外  

で胸を張ってか房先を書えない鰐も叩きます、（最近の」王てIiないですが  
モれほど束わらないと見います。）憶州を得るためには相11与甥がか  
かると患います。   

＼1＼■、   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

打】    四  
顔面   第一次攫菖をご  l－， 本捷菖に関して、ご意見などがございましたら、ご自由にお暮音ぐ  ロ  ユーl．  3－2．  ユーコ  ココし＿＿ 】   Ⅶ＿  世      年生労■省医豪食品局では、医薬品・医薬部外品・化薇品・医療  あなたは  あなたは  あなたは  厚生労働省医薬t品局でのお仕事について、怒じるとこ  このようなアンケートを実篤することに関してご意見がご    存じでしたか？  ださい 

。   穐書の有効性・安全性の確保対策のほか、血液事業、麻薬▲鷺せ  ざいましたら、ご自由にお書きください。   
い椚対策など、国民の生命・健廉に王権する緒間札を担っており  
ますが、国民の生命・健すを預かるという使命感と策Fを傷えた  
人材の育成・稽焦、そのような人材が能力を発揮できる環墳の塵  
礪や嶋汁文化のあり方などに翻し、現状を拝まえ克服すべき拝観  ますか？   

やそれを彙り越えるための獲稟を、ご自由にお暮きください．   か？   

15  WLW  知っているし、内毒も 琶握している  狂言内奏の東銀に当たっては、巣■ホ慮の隠亀川けの先兵が不可欠であり‥董那 の早lこ 
そ部分が期実現することを窮持する．また．行政や製よ企重などの嘉業者だ   
けでなく、本埠言き受けて∴蛋■を捷供する王臥墨書許など芸濃壱事毛や学会な  

えない   
どのIt権的な取り舶みも期待する。  

立っている状況である．   
の支持を行う人■の栗東は葦虻のことながら．企ま・ロ畳も含め．いわば「司令確」  

として囁零すべき医事食鼠琶各は童の体制が篭めて軽嗣である，今後の娼■のあ  
リ方の篇；脅に摂待する。・蛋藁食品琶のt拝を行う上で、地方庁や病琶などでの  
控麟が役立つものと考える．既lこ小‡貞壌ながら行われているところであるが、こうし  

た人事交禁を虞め頸濾蟹又を知った上で行政を行うことが有益と考える。・医薬  
品などの安全対王はわが玉だけでできるものではなく、その手註で、FDA、〔MEA、  
冊10などへの派ユく重憂圭望凛虎蛙総合1Itによるものも含む）により、リアルタイ  
ムで－t鴨汚毒やユ1ができるようになりつつあることは敬三される。今後こうした派  
遭が充莫され」引腋毛が義明されることで、薬事行政が真に王襲化されるものと考  
える。・第三者的な立場からむ告を行うt研の必雷ては、真書行政だけでなく行  
政全絵について崇める∴肖貴書委員会や食品安全委員会のように卯係する糞環が  
いくつかの省庁lこかかわるものてあれば内寧芦に青くことが必雷と考えるが、裏書  
行政については．省庁にまたがる王積ではなく、むしろ独立性を事圭侵しつつ厚生労  

咽省内に置くことで十分かと考える。王墓q彗な世運も含め、十分なイ一事巨収集や青鬼  

交燥ができるような紹電でなければ、粘電書け大きくなり．＃持される効果は薙いと  
考える．  

16  M＝しW  知っているし、内容も  
一 

lit「 はい   
思している  

山  MHLW  1Gっているし、内容も 箪宥L 仕手召に比べ、人が足りない   はい  はい  どちらともい  
＿ている  貢ない  

事巴事している  t8  M目しW′．つているし、内容も     提言の具体化∴更瑛のためには．行政のみなbす特に崖師、もユ師、兵書廟の呈 嘘卿喋苓の参加が不可欠であるように思いますが、これまて諷師、ち濃師の意見が  〃労■に入省してくるからには、禦甘旦逢と高い三を持っていることは当然であると 1雪います．ただし、そ九らを持ちIJこけるナニのには、1れてしまうと忘れてしまうので、  はい  休日ヒ軋】8の動清華管が15時間を増える毎日では後■に勤めること   
反映されていないように愁じます∴早者と．′l】l捜する真田等が、甘un．遇を持たね  i賢沌貢習のような早けが必蓼と悪じますが、入ポ1年日ならともかく．電員にはそう  
ぱならないと思います。雲量食品賢からぎ師彙等への囁きかけることは、和しい点も  【   は、自分からはしません。後瞥や学生からも、「ちやんと休めるのか」「残笈  
あると思うため、効集約lこ賃吉を貢現するためには、ヰ討、検証李1会として年度  
末までに甘囁方面への≠きかけが必要てあるように思います。   の甘の業粍をその後行うため、だ連動既が増えるだけです∴月欄の整備というなら  

人を増加して欲しいと切に思います。  

】  

19  MHLW  知っているし、内容も  
巨  

使命躾仁どについては、qユの£】い人がほとんどと号うが、日額の王Rに追われ、  
杷裾している  十分に芯力を梵汁できる弘烹にない。   えない   

り鳩めることがあると居います．  

j   2t）  MHLW  知っているし、内容も  大変なご努力ありがとうございました∴糟汚が臭頸化することが大事だと思います．  声百石i頁詠一先Fホ位は1、三重や法蔓対応、マスコミや大臣等へのレク2、予算  はい  いいえ  ！いいえ  多くの人たちは、洞一杯仕不をしていますが、いつも社会的批判のために  実際の声を聞こうという取り組みや方針だけでも価値のある‾とだと凱＼    杷糾している  我々もがんばっていきたいと患います。どうもありがとうございました。  檀Ⅸ 3、真申のエ祈（安全対貰や孟ノご：羊鐸）です．すなわち、玉条やマスコミ．大     強いストレスを感じますノ特にがんばっている人 

重など政治露への説明や対応が多くの脾甘をとり、本来行うべき蛋民を守るための  
、優秀な人に仕事と責任  ます。薬事行敵は多くの国民の生請と生命に直積します是非そこで一触  

ヒ毛を行うき1Ⅶがほとんどぢい、まさにもっとも憬箕郷色の促しl隻蒼づけになってい  

が集中し、事後の桟証が行われるたびに、その人たちが批判をあぴ、苦  く人たちがやりがいと薦足を持って側けるよう 土庄ばかりを気にして逃げ  

ることてす。また、併人の⊆力そn荘するたのの環さはケて寧です。こi】さ対茫やマ  
痛を感じます。 実際、表にでていませんが、大変な謙では毎年のように  なくてすむよう、がんばる人が報われるよう後輩たちに自信をもってよい  

スコミ㌻ちに℡やす持甘き逗艮のためlこ、蜃l仏豹な仕諷をβめるために費やせれ  
1－2人が項穐鈎な？朗て鴨場にこれなくなります．また、月20D時間以上  仕事の場であるとすすめら九るような職場を仲生労′山省を作ってもらいた  

はどんなにいい仕亀ができるだろうと禦います∴重た、串人の之．力そLつかリ亡ばせ  

の残エが何ヶ月もドきます。（もちろん、残業代もでません）この状況で  

るJ＝射弓みは必須です．  

は、優黄な人はどんどんやめて、嫉った人はみんな逃げ回るというような  
職場lこなってしまうのではないかと強く患います。   

2t  MHしW  知っているが、内容  はい  いいえ  どちらともい  
えない  ●●につき十分な回答ができません。申し訳ありません。   

は把握していない、 あるいは．灯れがな  
22  MHLWほ5っているし、内容も   はい  はい  どちらともい 

えない  
与ミ!Lでいる  

えない   
ため、リスクとベネフィットきP全円に考嘉した上で、且窄約なヰ1樟をするものである  

守りたいと思っていますので．その力を扁大根発揮できる環境を叫簗して  

が、不幸lこしてリスうの部分が餞く出た場合．それが束㌣として京島されるのであれ  
もらいたい。   

ば退職感がある．（承！雲後の安全対凪が達切である場合）■社会全牒でリスクを  

許容すべきであるが、マスコミや笠民一人一人が果たすべき役割もあるのではない  

か。  と災う．・1≡ぢ仕事の瑠し付け合い声仁王lすべき．原弼は墓標が多忙すぎて一つ  
一つのと諷モ弓き受けていられないことによるものだと考えらナしる。・人材の打保  

て震えば、ち嶋』i毒声まqする之・辛がある。琉与、ワークライフバランスなどは、同  

城笠と比べると盈1まの！l班だと禦います。  

24  MHLW  主〇っているが、内容  はい  どちらともい  
は篭欄していない、  えない   
あるいは＿Wq■Jがな  

25  M目しW  知っているし、内ノーも  いいえ  いいえ  いいえ  
挿．■てい  

s-17 
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n  ト1   卜J   ク   ユl   ユ，    ‡  】＋1   コ4   l  

所■  ★一次提書をご  本拠書に如して、ご竃見などがございましたら、ご自由にお書きく  躍生労■雀蚤巣食晶tでは、臣事晶・医薬部外品・化粧品・匿療  あなたは  あなたは  あなたは  書生労■省医薬景品鶉でのお仕事について、蕃じるとこ  このようなアンケートを実篤することに開して、ご書見がご  
＃じでしたか？  ださい。   牡書の雷効性・安全性の柵保対策のほか、血液事嘉、麻薬・暮せ  ざいましたら、ご自由にお暮きください。   

い椚対策など、属長の生島叫■轟に暮結する什■tを遭っており  
ますが、虚民の生禽■■簾を預かるというせ禽書と賞Fを■えた  
人材の甘皮▲暮保、そのような人材がt力を発揮できる1墳のi  
■や趨書文化のあり方などに罰し、環状を拝まえ克服すべき霹■  ますか？   

やそれを■り越えるための提ホを、ご自由にお書手ください。   か？   
Z6  u‖し岬  す国明めてIDった  書いてある内さはもつともなことばかりである．しかし、鼠さ（＝政治）声如かす指の  ます．工員1とエ横内裁の●M性に止し、＊崇的に人が少机、．こ九は、混在の絶毒はい   はい  どちらとも書F邑集会晶qはその11にもかかわらす．．省内では日たのtl暮といって   織り遷しにぢり壬丁が∴計治軍と1芳書の邑彙食品Ll以外の鹸も（†，に官  

インパクトがtい．行員が吏わるにはa諭の力が不可欠であり、故治斉にはしつかり  書、定員青汁に膠する1I良が変わらないことにはどうしようもない。したがって、鮫辱；  えない   良い一弘は、¶人相＝li、』1土星ホの■■であることに講リモ締ってい   房黒）にインノくクトを与えるような欄書手おーいでき九ばときいま丁．我々  
と内癖員貨車搾た甘るためにも、句か議鞘力車体うようなく法的では克くせ凛的ぢ饅  ＊による鰻■．定見青サ制圧及び人事忘による■只定■管叶利息夢虫止し．人件  るが．日々せ異なち▲が乏Iわていく環菓を声の当たりにし、日太の法王孟   は簑々で選民のために．全力を足くしたいと災います．  
群力で鳥い）紀註が敬しい．このままでは、1なる報告暮となり、今後、この載研が  1予アの範湖西で、各省庁が、フリーハンドに増■、定鼻声積賃てきるようにすべき  行政の潤まを▲えすにはいられない．私は事零Tであり．正1ぢところ宍  
生かされなくなってしまうのではないかとた慎する。   であると考える。ヂた、遺志の1書をみると、改治斎の1任（大邑の1仔）が今く迫  リ戦力にはなりえぢいが．雪瞳Ii、1茶柱曹の瞥積が、無りをもってtさ緩  

及さ九す、曇禰宜持場合によっては．憂慮馬にか拝するt■個人）がスケープゴート  けられるような環壌靂■に邸丁るせ暮をやっていきたいと思っている．全く  

にさえなれば▲いと雷っても遇暮でlまない敢為的1漕があもように洗える．巣篭昂  の私1であるが．鼻某技Tが．糞精禾よや曹事の主事ポストに軟くように  
のA仔はLちちん苅及さ九なけ九はならないが．行蹟である農機量が吏わるために  なれば、藁梓、産藁品行掛こ対丁る℡全抜のた■壬も変わってくるように  

思う。   
】芸≡≡憲≡崇器三……慧琵責還琵冨琵  
めていただきたい，  

打  日日Ⅲ＝  知っているし．内＊も【  なし   はい  はい  はい  とてもやりがいがあり大貪一事なと暮だと見います．正長く増さ）の噸Ilに  

把零している   こたえら九るようにn－ぶ痛譲りたいと登ってい千丁．ごI〔礪の叩きよろし  

くお■い致します。   

28  uHLW  知っているし、内容も  0櫨正餌分・1雷な指針であり、今後、♯に立ちよる姿勢が必要。○見直し即分  0一人一人の■■が自書して書門能力を発揮できるよう、刊成の強化が不可欠．こ  はい  はい  どちらとも冨  王■会での嬢幹にどのように役立つのか、草間あり．  
杷橿している  ・支店の乾燥を打ち出していることが大きい．・・・患者との関係、リスクマネジメンl＼  えない   

駄■uヰの対畏事・＝00～安全」はあり剛ないので、現場で♯印して使用で含る仕  
鰻みづくりが■暮。このため、r将来目指す方法」と「現実方策Jのバランスが必雷．  
あらゆることをドじレベルで■じることは、合理的でない．・杜さ全仏で支えられる  
ようにしたい。   ようにすべき．0大食く向上してきている机引き蛛きq掩公瓢透明彗呵上が必  

黍．  

28  H目しW  知っているし、内容も  0ナ3■t卿の騨伽藍胡・i†価■間（以下、l第3著■軋）のは暮に1見です．  0 人叫の織α遺志その時点では■義と考えられる対応をとったとしても、その壮  はい  はい  はい  ○ 富豪食品りでのせ暮臥重量品最の暮帯は．臼玉の邑蔓畠市政の槻貢ごに内山の書Aの■をひろうことで、より日立・公正な疇；寸を行う1さ  
把♯している  事3名■聞Ii．fに投■さ九た■舎．公的なl貪tづけになるわけですから、1に「辞  ▲撒－もう少し■性的であれ吼  

薫」する絹tではなく、員琶ある4富を市うべきです．あまりに刀Ii7的で環実■れ   
したばぶはかり行うようであれは、行aと曇■の表札につながりますので、算ユホ■  ¶しいと訊いま丁．0 王l凛の霹■匿奥義品qや■天皇t11と、封重さ社筆圧  丘電軍事い；らし．社●罰d化丁る可椚もかJ．毎日．t礼法繰って．せ 
腑のぽこ杓おの宴ちnなど声含めた定期的な騨優が必モと舞え手丁．0才3慮  筍との筍での双方向の人刃文まは、方互いのノウハウが交換さ九．駄憂品事千慮の  0リスケ⊃bニケーションの不足 駄異星はホまl  
書訂q員の割爾葬ユ■■那の■員は．特芳一の玉正品のi青Ⅷにより来生する封書  みならす、臥藁晶虞膚にとっても、プラスになるものと曳います。このような人材交流  手に監んていま丁．               竹ととuこリスク声必ず付うもので丁．行鼓の宗応として．例えば．蟻鵡なl  
を甲ら如こすべきと乃えます．む暮昏暮との利益相反については、こ丸子てL■■礪  
さ九てい雷すが、こ九以IHこ、捌こ声J士については、自らが1書訴訟にれわって  
おられる場合しあり和ますので、モのルーん芦丑儀しておく必モがあり王す．少なくと  

も、週孟の糞丁節放て狩た超人や、u在かかわっておられる重富び訟の事件名・は  
束黙q禽納などを釘示し．その菖動との卯喋惰を明らかにするということを考慮して  
はいかがでしょうか（珂体としての収入、■人としての収入は問わない。最近、壬7了  

訴訟の≠J人声織れた声J士の≡軌腰碍囁しが新¶t遭零さ九たところです）．   

・頬対な手持苧撞ききd暮し、一つ一つのせ事を丁寧にやっていくべき。   いいえ  いいえ  いいえ  ・材蜃竜王湾モI元向、江丸根廟丁る蛾織なせ零  

椎名している  が多くて、ヒ事にi・！して芥向きにな九ない亡さ曳Ⅶでも霞じかもしれない  

が）  

3l  ■lt叫  貼っているが、内さ  とちらともい  
は把＃していない、  

えない   
あるいは、馴心がな  

コア  はい  どちらともい  どちらともい  l；の顔▼の¶買上、王用がスクラップアンドビルドではなく．ビルドアンド  どんなこと声■いても、言責貫をとらえてt！丁！さ九るのだろうな、とヰ」三ヰ  

椚草している  えない  えない  ビルドになりやすい。州こ薪亡インフルエンザの発生U樽、多大な耶託   」折雪■さの宋♪】気からす九は感じざる事叫ない．  

M   コP  HHLW  虹っているし、中春も                          い  はい  はい  どちらともい  
えtい  

はい    どちらともい 1ヽ  はい  

貞拉  
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ユーt．  3－2  ユー1  l！二L＿＿▼＿，，，．＿＿＿＿」   
ln  

存じでしたか？  機薯の有効性・安全性の謙保対策のほか、血液事業、麻藁・鷺せ  ぎい苦したら、ご自由にお暮きください。  
い剤対策など、国民の生命・健簾に蔓轄する隷間疇を担っておリ  
ますが、国民の生命・健廉を預かるという使命手と貧苦を■えた  
人材の育成・確度、そのような人材が能力を発揮できる環墳の整  
■や鳩杜文化のあり方などに開し、現状を踏まえ克服すべき繹甥  ますか？   

やそれを彙り越えるための提案を、ご自由にお暮きください。   か？   
ユS   

は把握していない．  えない   
あるいは、関心がな  
い  ▼∫・ ん苛めるべきだ．と考えているようで、公務員全休として既に相当疲弊   

が遺干しているのではないでし▲うれ今や日本の第1の権力看たるマ  
り・・ 
恥を引き、真に必賽なことを実即せることができ紬現在の日本においては・、  

スコミは、不偏不貞という墟前をま艶に雄拉的な廷＃もしないまま自らが  
正亀とfかりと拝じ壬】を線り速しているように思えます。権力者には色目  

残念ながらその点が最大のM闇ではないでしょうか。  
ことにより、証文lことっても大きなマイナスてあると書えまT．弐と曹のあり方、園舎  

を使い、併収需たる選良を悦ばせるためには．社会が「いじめの対1書に  

遭行のモリ方零について、乞詩的にj簿し、見遷してい〈ことが必事ではないでしょ  
してよい」と郡Fした空気を勧まに捉え、対■者を徹底的に苛めぬくので  

うか．・層内、書内を見渡すと、人手黒夢ごとに文▲とが1なり、ヱ方省としての一体  
す．対暮は、必ずしも公務1ばかりではありませんが官僚と呼ばれる公  
環員はその最たるものでしょう。仮に次官が殺害されてもそれを礼♯す  

慕、使命感が盛・ずしも強いとは言い難い印象を受けます。もともと日本社食では文  る空気すら．鳩成されているのではないでしょうか，確かに 群堰があ  
系と彗系の確執が大きく．これはこれで甥増ですが、1芳書においては事環官・技官  
の別、あるいは一札各町こ】霊蛋用の羞1が投書であり、場合によっては、他方を  

る公務Aも中にはいるかもLれませんが、それは人間である以上どの頼  

排除するような高圧的な望皇を示す職員もいるようです。このような待遇に係る不薦  
tであってもある程度は同じこと。甥在のような公然としたいじめが続く  

が渦巻いていては、モカを発揮できるどころではないことは必定です。局が、あるい  
限り、逆説的ではありますが、公葬Åの井も、社会の芳も下がっていってし  
まうことでしょう． それが、悔しくてなりません。   

は省∴政府として一致ヨ汚し、良し、ものを作り出していくには、愴貞それぞれがともに  
協力し、手をれえて聖増解決に当たることができるような頒填づくりが、何より必蔓な  

のではないでしょうか。  

38  MHしW  知っているし、内省も 把痍している                            ノス．．＋lノl．▲こ・． て考えた場合、！＝りたい馬韻はIその治療法Jが、自分の虎吠に対して、①どの格まL遍倉やだn門零封芹による漬a心薫第甘 系蛛飢な研咋の不を2）び過と現業    とちらともい∃三芸寅ともい えない   いいえ  医薬品・且痛増量のみならず、医学的黒鼠、医4保険制度、リスクマネゾ メントを含め、qエし、知謀が必要ですし、常に勉餞LI】■＝ける必事があると     有 
高と予！！されるか．ヱとのよつなi丹封弓丁のリスクがあるか、きセの麺血沈と比遵Ⅵな父方㌻広を可策と丁るだけの、人的・芦甘筑な更麦 藁摂の封■i化 科学  
liしてどうか、亭句に気をつければいいかと上Ilっています．臨床苧長鳥せよ、i手綱の遭歩に対吉した曇椅を含む字体の充実 セqⅥ事との協力の穫β  力的にかなリEしく、勤めlミけられるかは不聯Iです，大学院L〉●l弓と比l史し．  

は思えないため（鞘の芝かもしれませんが）潮力  

u   居っています。なお、那人的tI嬢扶黙から考えu在のか農機だは体  
37  MHLW  知っているし、内容も  

情輔を共有し所管法令の雄門家ではなく関係法令も把握している人材の西成が必  杷押している  ー‘‖‾  ‾ 【－    く－ ‾ く   ‾  
空である。  

38  MHL＼〃  いいえ  いいえ  どちらともい  
は絶筆していない、  えない  

M   
把握している   

鞄企業であれば、「†史命」や「ミッション」が掲示されており（例えば」＆」のCrモdoな  
す。Irl†じ三橋を2カ所で並行して行うのは舞駄なので、（非公務Åになっ   

な疾病啓発広告は宇止してもいいのではないかと思います．  

あるいは肌山門－  正  

ど）」主n月の筍に．ご恭して」l体的な方針の叉定や、判貯に．■ったときの道しるべ  
ても」1いませんので）早急に拍離を壇合した方がいいと思います。すみや  なものですが、四生労職省では 今までそのような庚射ま皆書でした ‾  

となると誓いますが、医長食品局の堵合、そのような「使命Jやrミッション」のようなも  
かに地場峨合を行うことが河Hであっても、せめて医垂食品局をPM亡l∧と  のようなアンケートを実施し 末埴輪員の声を給い上げ姻ヰの改善を傾  
同じピルlこ好くだけでも、相当コミュニケーションや審♯・安全対籠の効奉  

のも＝休粥に存在するのかもよくわからないのがり状ではないかとJ11いますので、  化・円滑化ひいてはnの向上が回れるのではないかと思われます。   
早急に五走L、qnのⅥに三コホさせ、芸巧の指示や■‖ピとの？合をはかるペきでは  
ないかとも9ヱいます。○人材のれ・i（研一！）Ⅹ撲の内容はもちろん∴天声のルー  
ルに御する研けが十分に行わ九ていないのが閻川ではないかと．rlま」＼ます。且員食  

晶1ユには、やの相場爪遭声薮、丘抗．Pl〟）A）からの出向者も多いので、1む門に  

は、エ照の方法（文王芯叩、りざ三豊Il．ri】嚢i－仏、や淳ユ、冬ー雷h告手や、予滞仇  

行亭の言霊ょさなど）に耶丁る“咋き才◆刀にエ給すべきだと㌘三います．   

∃   

≧  
晶局の迅司の速いを実地にみていただきたいとj：乞います。）・メールlこ外部からアク  

セスできません。担当者が長期出張している場合．受信したメールが何日も放苗さ  
れるので、鷲急疇の対応に不安があります。  

占／   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

n  t－，   ，   ユl  ユー7   ユーコ  ユ1   ▲  
卜l                  所属  第一次提書をご  本棟書に関して、ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  年生労■雀筐英▲晶●では、匿薬品・医薬儲外品・化粧品・医療  あなたは  あなたは  ●      書生労■省医薬食品■でのお仕事について、奉じるとこ  このようなアンケートを実篤することに嘱して、ご書見が－  

＃じでしたか？  ださい．   ■暮の有効性・安全性の鑓良対策のほか、血液事霊、麻薬・暮せ  ざいましたら、ご自由におtきください。   

い網対策など、瓜民の生島・牡♯に暮轄ナる繚間書を担っておリ  
ますが、℡罠の生島・儀■を積かるという良禽露と責Fを■えた  
人材の育成・確保、そのような人材が能力を免■できる膚壌の書  
■や鳩■文化のあり方などに嘱し、覆扶を鶴まえ寛嘱すべき霹t  ますか？   

やそれを■り越えるための提暮を、ご自由にお書きください。   か？   

10  MHLW  担っているし、内幸も  これまでの桝の分析がコkにIラわれたことは、今後の邑■品『敵のメ眞しに烏  使命瞳も■■でありこ九千綿つことが前野とはなるが、人月が白熱と打侵さ九るよう  どちらともい  どちらともい  どちらともい  自書の（予定さ九ているユー擢lこ瓜iてイレギュラーぢ■樺が多く．さらに  
杷零している  効であると書える。今後どのょうな哺tになったとしても」引打やその場■としての  なバックアップがあ彙であると患わ九る．温よ孟重■書書抜含■11においては．美  えない  えない  えない  後者の方が酵甘臥糞霧1的に■担が大き（1■1人当たりの蔓精1が  

考え方はこれまでと変わらないと考えちれ、餌場■の11隻というより人材確保策やマー  大きい．．   

ネジメントの方策がt蔓であると考える。   価するマネジメント体叫声囁農し、ある程度の持遇を考慮すべきであると考える．  

■1  日日しW  山っているが、内昏  どちらともい  
li空事していない．  

えない   

▲iいはWイIムlな  
把＃している   えない  非常にうれしく患う，  

うである机匿点茶の？も（俣tけIl事）からの入省ができるような払は体系があっ  

ムがあってもいいのではないかモのょうな人材が電力を集揮できろ』凛の瞥儀や  
嶋■文化のあり方・ぷゃばかりでIiなく．土句■も1初のlヨⅦくらいは群書があつ  
てもいいのてはちいか・相星払■■暮総合tIlとの人場史まモiんにする（苧  
間的ぢ考え方にこだわる書士富が事く．行員の考え方をわかつていないため、トラフ  
ルが多く衆生する）  

坤県芳し   ○算全邦男牒について 貰全ぷ王の¶楕提供罵について、l封作用什喀」や匿藁   えない  えない   
ぐ重義■慮内での惰疇の凛快方法事を含め）をヰ正する必tがあると患います．  
○鋸■の●撞の在り方について稟書き手炎の兜乍II鞘と比べ、痍†lの州斗備に  
医薬品■Ilの事童、安全鈴玉81門）は槽塾暮の人■の充ズが行われ、さらに進行  
中でようやく席1も上がってきており．すぐに紳■改編を行うことは、現壌の負担や  
混乱が大きく、メリットは少ないと憩われます。  

杷優している  が青汁されたことで∴瞳昆と繍iけること以一日こも．玉冨の貯要事広くせの申lこⅡち  必モに島じま丁．せ利こ追わ九る扶繁では良いせ事はでモす．権利乃生の覆でもよ  いるわけで丁ので、人〟の鑓任とモのレベル丁ツプが可たな皿凛であってわ九、どのように話かされるかょ零だと勇います．  
ほしいと慈じます．また．仇巣食基局にかぎち了■公用■全仏に対する」■豊l  

たりの鍾さlこ1も七鰭に反応しているのIi、現■てはなく白i笠やその観  
押さん′三と男いま丁．い壬I8代フロ代が現員如こ入九卓わるめの人叫の」  

ベーシュンのIて注が気になりま丁．  

く’  
・ 

輩「■－・・・幸；・r∫・L・・≠：・・  

・ 
・＝⊇ 
．リ－・、■1 

15  l●IIW  知っているが、内容  

． 久重食墓L托は糞黒鼠hが大事故てあるが．暫晶は払玉島・臥■■芯の他ニL；轟 書1なとしll】う餌⊥ユてぁり」入蕪．8J黒．邑丘エ7異などのq員し広く旺朽丁る l壬′ニは久重ぷ瓜■■■はゃ■，1との人事史動ことや．貫Eに現場け縫亨丁る（良      一・▲・．、．・・・．′・・一義≠ニ蓉・，i・′己・＝，・一一・鞘・1－11  
tま楓橿していない、 あるいは．卯心がな い  

乙ユ   



第6アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

lI＋  

高扁  
存じでしたか？  ざいましたら、ご自由にお暮きください．  

い椚対策など、国民の生命・健ヰl＝直轄する相聞杜を担っておリ  
ますが、国民の生命・せ鷹を預かるという使命喪と資Fを■えた  
人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳の整  
ずや租■文化のあり方などに蘭し、現状を托まえ克服すべき霹穏  
やそれを集り越えるための檀藁を、ご自由にお書きください。  ′ 

特lこ無し。  
明示されているのて汗ぢし易し、。   

い。   

46   MHLW  
47  

謡‡ 
ヰ8   

杷案している  
とちbともい  

えない   
ではないか）  

】 u M  

lウ  MHLW   今互初めて曳：った  

をi；うべきてある．∃鼻もそうてあると強く丘tLているが．真上基Tは一帖三I聾者  

lが享に丁もむ晶てありぢがち．牧場にいる玖緊てはとのような酬ぃ▲奉がなさ九、 託送▲嶺チが行われているかが井貫にわかりにくい。これ享ての人三でた王たま手   偏重島事乱■通・坂東封噌・文言のl旦点か‾定期的－一斧犠】▲′・ヒ  

にとったことがある墨壷てあれば、どのような長寿がなされ∴鐘℡雪がどのようぢ毎   
爬で収入してし、るかがわこ・るが、全く手にとったことがぢい鮎晶については．その烏   

昆、弓遼、年季躊衰零が一切不撃てある。インターネット頓東のJ旅てあったよう   
に、耳に左折の沃通・嬢宍彰昼且び真言－！鶴について．笥A全休て6Fの◆‡Iiを   
真電し、轡欄n」毛をはってお〈べきてあると考える。  

H i n  

に雲じます。PMDAにおいて十■■約なぎゃが真電きれても、それに‡ミニこする頻曾  
がないことがよく長安－られます。  

【 】   】   

50  MHし〟  知っているし 内さも  えない   

－    i     H  

が多く、今Ilむめ控けられるか不安で仕方ありません。   

5l  医属島了の諒立。  【  
は控潔していない．  

ぁるいはⅣ「′・がな  
～？→   

禁じながら仕事ーこむこ．野上んでいると往じます。たた事lっている墓標が多Itにわたるた  えない   

ト 鉱員のモか・tl簾を預か‾といた賃かにつ＼こ∫■訂■≡■J’   

が、環hそれぞれが抱えている蔓螺がとても多いものだと思っており、そ  

に対応していく必斐があると思います。  
れに対処するのが精一杯の状況もあると思し、ます．医薬食品局としては、  

チームワークをさらによくするなどの方法で業搾にあたっていければ良い  
のではないか、と禁じております。  

53  MHLW  知っているし 内呑も  はい  
杷案している  えない   

54  MHU〟   知っているし内幸も   概ね○見事はありま†ん ただ1〔一気に′一ったと－ろがあり王す 同一〃モ】  詔在 寮：1主事の；仁可ヰ壊や‾芥上の稟ネ監；！事は各ポ遺言黒  が▲己   ま＼   えない   
的に売文品や医膿覆葛を屈民のf抑二おん；けし∴かつi3：作鍔羊のよ盲をnぐこと る、「うちは言われてやってるだけだから」というような方亡くいらっしやるような気がし  
が求められもぢらば、もう少し医王晶・温血疇芯のメーカーや毘疇甘諷■の員∈の  ています．人員や℡雫の甘功も含め、i三やPMDAのみ写らずセミヨ帝県の文事切  

立堵ということで支驚には懸洲されるよりは疎まれる 一批判を†月く－とも   T ■′巳 に人やお金の三吉というのは欒陽にあるわけではなく、かつ昨今「ムダの柳  

萌陣化さ曾ることにもj青み込んだ方がいいという気はし王す∴呵でもかんても琵が  環事の増■も含めて、全体的ぢ綽亀を竺増していかないとそもそものぜ決にはなら  
除」ということで両方ともに相当削られています。それこそ医薬局だけでな  

やってくれるという乳提を甚ってⅧくことはあま甘連覇ではないと空いま丁ので）  ないというまがしています。  
く政府全体として一度整理して、今ある原資の中でどううま〈活用できるか  
を幹男しないと、亀吉局は他のどこかが割を噴し、、国民の皆様にプラスにな  
るとは思えないからです。  

方が、舞弘な仕事は減り、行政全体のことを考えるといいのかなとは思い  
ます。   

5S  MHしW  知っているし、内呑も  はい  はい  はい J  
暮P掘している  

∠■ゴ   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

n   ト†  ，  ユーl  ュ～  ユ1  1  

＃じでしたか？  ださい。   櫨書の有効性・安全性の確保対策のほか、血液事暮、麻藁・薫せ  所年  tl 事一次提曹をご   本提菖に関して、ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく   書生労●省匿藁食品見では．匿藁烏・匿藁♯外品・化粧＆・医療   あなたは   あなたは  】 
い綱対策など、四民の生甘欄膚に竃結する旛剛tを担っておリ  
ます机雷民の生●・t■を預かるというt禽鬱と責貫電■えた  
人材のT戒・確保、そのような人材が能力を発揮できるヰ壌の■  
■や絶■文化のあり方などに嘱し、覆状を蜂手え克tすべき，月  ますか？   

やそれをより越えるためのヰ纂を、ご卓由にお書きください。   か？   

∬  川1LW  知っているし、内寺も  l九るの  
だ凛している  えない   

でさると思います，   医集基書壌と九重芳t雀と 

望みます．   

5丁  HHLW  知っているし、l句専も  はい  はい  はい   
把櫨している  

が甘セに閉止されており、1■まい．今選覆ホさ九ている肝炎脚儀の簡81ilつ  

震ぇの近くの檎方き治仏l＝朽きなさい．この場所では胴にならない．B彙な日間  

i   

めで．囚った抑こそばにいて、一書大切なことが何であるのか声同展に示していくこ  
とである。答えは■■です。今市っていることはせ繍ではなく、偶人の耶Iのためだ  
けである．多鰻の予甘を必事とするのであれば、今回の杵炎冊立予アをその手当で  
あると考える．必璽i小魚としてほしいJ言っている人は多■いるが、一生、人に餌  
けられて生きていくことはありえない．1iむぢどが鬱■されており、なおかつ充実され  
ている我が方では、考えられない。このようなことはあり得ない，  

58  u札W  知っているL．内さも  
把■している   えない  、建、芳t討取書よミ話への監事零手ろえると，頸扶では棚卸こ、人を遇  

を強 

汲や環寧の董が大きく，とけ九ば排撃や不饉雪害きだこしや丁いため、」  
正確でタイムリーな憎ヰ素価や農工的むIユ亨的考え方の用紅事の努力が  
I引こ¢蔓と考える．   

鼓F、臨■聯僕ホ、む1暮昇蘭漢書攣への畿川手伝える有用なツールとなると考え  
る．   ≡野鶴Lたり．E舎■ll岬とのリンク声銭化したり丁る必t11あると双う．）また、  

繁日喚から、一定の串？リテラシー．臼井の臥礪†子亀  

におけるリスケティキングの考え方讐が国民の伝わるような情報発信をすべきであ  
る．・暮董や安全対策などの遥斗の虞欄に加え、現在の瞬■間鐘への索応．遇  
圭にあった事■の繍迂罵があり、今址のち鴫・方向性．壬繹の改■書の未来に向け  
た作嘉に¶くl毒闇が比性的如いように鵠じも．8の前の作糞に忙荘さ九ているため  
とてもモこまで子が拘らないというのがÅれかと患うが、この吉事では■如し掛ナる  
纂諾や各方面からのt承に手が司らなくなるのは簡遭いなL＼ので．少ちくとも暮樗  
の勅書化には弟子すべき．巾に以＆はれ■■へのエ繹1の紀分も非▼に中って  
いるよぅに灰え、少鴨のIl定の方に捧往な分■の王環声こなしてもらってどうにか  
直っているようにも見える．こ九でL彗尉▲しのけるし、仮に当払牡異な人力が鶴け  
ても新たな礪絵がある¶りはどうにかなるのだろうが、絹■としてIi換鋼てあると蚤  
じる．由文書汀の仕事軋工環の広中化Ii¶しいと書えるのて∴守れて轍樺（法令．  
謀判の声乳棚▲マネジメント下】の文王．＋分な1積引■ぎがでさる慮模詳■．霊  
筏サポートけシスタント）の先王声ヰiけるくべき．・乳量孟Iきdlこ取ら机、が、  
r不正をしてい机、こと声ご明・押促するための三島・瑚屯」が界↑に多くあるように  
鵠じる。こ九により、千▼や轡荒■の功綽的・重職な■角ができなかったり、太来の  
工事別二転tTるほどに袖縄lこII間干とられたリーることもあるとⅦいている．類I号の  
主賓や償欄と井なる声指事必貞以上に恐れずに、纂餞が円洲こJむようにまえる  
ぺきところはiえるぺきである．  

知っているが、内ホ  いいえ  いいえ  いいえ   ‡冊’PMDA旦緬由紳紆  
叛いE串してい与い、  

あろし叫．脚心力！な Mっているし、内さし  岡見の生命・tl鴎について負甘に地り掴む人材をこ†囁し、セ達する努力が求められ  
忙ギしている  ていると灰います。  ればと思います．  

引  MILW  18っているし、杓おも  払鼓誌罵に即する河内巾からの†た鴫収正について，げ∴にあるとおり遠退かつd  

把♯している  檜な㌻広が必饗とろえる，丁た、規†とモれち声話顕し四民へ公▲すも術が乏しいの  えない   
で．I引こ四民和一のフレス万ユ！マス⊃三戸うまく話汚した方追い射いについて積il  
が必tと1える。  

∠ケ   
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3－1   ユー2．    13－3．  コー4．   

■I  

存じでしたか？  ざいましたら、ご自由にお暮きください。  

う虔禽悪とカFを■えた  

ちはあります。それは元々行政を志望しナー敷囁が国民の皆様になる   
仕事をしたいという気持ちが壊し、からでありその気持ちは絶えず持ち  
掛ナているからです。毎日深夜までまた 土日も残業手当もないまま  
に、業務lこ忙殺され。また ご批判を受ける毎日ではありますが それで  
も、公的な葉矧こ環われることにやりがいと誇りを持っております。  

62  

正して侵仁丁べきであるということが翳邪、テレビては言わ九ているわlTて丁が．そ 九は．間環の解決方まではぢく、むしろ、白骨のことけ自分で才′亘紆すると菖うことき 促 
す方が王事に思います．自分でf琴軒できる慣萄をどうやって人手できるかと言うこ  
とを広く雁1コすることの方がt雷と賃っており手す．また、往古ては、遼寧外壕弓  
やき■研壌への博明提供、莱付文王への㌢宗など、靂労曹；の役軒を大きくすること  
が薗かれていますが、それ自体には反対するわけではないものの、  性の訂動こ重点をtいていると思いますが、我が国においても専門性の躊保を前i  

とした人事体系であるべきであると思います。  

行厳に関与を求めれば求めるほど、柔竹て1b的な扱いは出来にくくなり、それに  
伴う呈轟竣壌へのノモ耶ユ供や製品の供袷の葬れなどの伊増も生じるものと思われ  
ます．安全性に一点ぎーけば万くほど、どうしても打男的には、上市が遅れてしまう  
ことと同様に、一定増産そのリスクがあることは淳ギすべきであると思います。これ  
ま、どちらかを里耕すれば、その片方がおろそかになるという欄積な濾；今ではなく  

て、目J二とすることは、両署の避切な／くランスであり、品評化であるものと思います。  

どうしても相反してしまう両方の日仁を単に行政に求めるだけでは∴腋任を柁嬉する  
ことば出呈たとしても、閑却のギ浣にはならないという趣旨です．日本全体として、誉  

万のバランスのあり方．最蓼化のあり方手玉れそれに向かつて、行政、蛋血堤寧  
零、雲■が、琴じB埼で見ることがご戻るような仏1・tを11貰丁ることが必事てあると  

思います。つまり、まずは、求めるものを明確にする作エが叩要であると誓います．  
その上で、行政、患者、涙沌従事者が、何を出来るのかという計理が必要ではない  
でしょうか。   

1  F  

63   

把斗している  ることが重要だが、賛美は、針r笥て「内は官房や財牢省筆から下りてくる作業や冨  

会対応に日々箋り回されていて、時甘外に本来翼琴を処声することで精一杯．もう少  

い・自分は国会や射精省欄辣省・人草院顎からの作業に撮り回されて  
し自分なりに日々の葉樗を考えて見直す時甘が必蓼っ   】  いて、本来業巧を計・l的に遂行できないので非常にストレスを感じる。  

】  

本来墓樺ヰ引手虻■■‾ミ■－  

く■一’■  睾．上のj．1（践王立1一予扇最長）ばかりで、貢於のユ膿iJ堵ぢどのU状が正しく反  
は甥嘱していない、  唆されているのかが分から左いことが多く、モチベーションが上がらないのてはない  
あるいは、即心がな  か．（もっと成文が見えることにより、やる気も上がるのではとj了…います）  
い  

l  

形でアヒールしなけれlま、提言に沿って組織改革に移されることはMしいという印象  受生したnの㌢応に追われることが多く，蓋然とせ管やマスコミからのI二：判も強く、  

65   

えない  
ことが多いような印象があります．できるだけ仕事を引き受けないことへの  らの風見とセットにするとよりよいものになると思われます。  

を受けます。  インセンチィプが1†いていることにJMがあるように感じます」或果主義も  
董妻と思われますが、くわえて、持しい案件などを1一棲的に処押する拇■  
の蛤与や待遇を良くするといった工夫があれば、改萌されるように思われ  
ます。   

メ5、   
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n  トク   J   －1   ユーJ   111   ユーl   1  

tl      i  i            新年  第一次提書をご  本提菖に嘱して、ご書見などがござい手したら、ご自由にお書きく  書生芳■雀蚤異義晶■では．医薬品・匿藁＊外晶■化粧品・蛋療  あなたは  あなたは  あなたは  ＃生労■手鑑藁食品tでのお仕事について．悪じるとこ  このよつなアンケートを実施することに関して、一書見が－  
存じでしたか？  ださい。   櫨書の有効性・安全性の隷侯対策のほか、血液事霊、麻薬・鷺せ  ざいましたら、ご自由にお書きください。   

い綱対策など、国民の生禽・■★にt轄する隷疇■を握っており  
ますが、田民の生島・■t書積かるというせ禽感と責すを■えた  
人材のT成・鑓侵、そのような人材が電力を発揮できる環壌の丑  
■や絶■文化のあり方などに開し、覆状を隷まえ支tすべき霹t  ますか？   

やそれをtり越えるための檀茶を、ご自由にお書きください。   か？   

lも  ulLW  知っているし 内幸も  ▲雀iでlま 主に、生薬急行慮（眞三芳●雪目わえ持と、む巣食糞のあリカについ  J、筑桑島事の封作閂嶋色暮については，il埼な錠■†【鳩車含めて、竹篭分野‖こ軒  はい  はい  いいぇ   訟▲為に首丁る観戦において、美払良での腋鼻裂野勘■書看の；■tト  
檻さしている  てボ1さ九ています。その一方で．裏書瞑止のためlこ甘∴数藁卦軌軋による製  勾引こ取り鰻むべきと考えます．混†ラでは、封作用疇告■t血濃封封¶は怜く）は、  むの異句から慕tしていると見わ九も点がいくつかあると霧しておりま  

重企暮への播鶉事だけでぢく、「匿靡行軋による臥■t関・匿■ゞ筆者への止檀欄  す，（露藁晶の適用卜使用など）   

■＝覆■■閣からの勤椚；用梅告の■鹿、医薬品鳶正Il声引こ関する唇暮等）も必雷な  
事乗ではないかと考えます。   筆写綱領が遇ぎ、よtされているため間示できない」という岩島となっているのが、  

現状です。②「フィプリン欄jの■用外後用の桝で分かるょうに、£邑広で■広く行  
われているril雫外ま用」であっても、生井企纂からの拍研がなけ九If承放さ九ない  
（紘公繁に、保慮■胃もなさ九ない）のが別斌です（「申沃主■」）。この血につきまし  

ては、例えば．比丘匿や重義国縫からのモt尊lコ■づ書．先憂品行赦が、三慎的に  
石動¶・更全憧を押領丁る（ヨあ．黒重合真にもさ璽ぢ責pの4土を求める〉スキー  
ムの曹■も▼tではぢいかと1え事す．1・臥慶品の】さ正鵠閂朽穐については、  
鄭重食暮のunによる憎噸慮蚊L一筆で丁が．臥憂患巧濃からAI嘉個々の臥■■  

陵葦重責葦窪語費  

と票わ九壬丁．）  

‘7  HHLW  知っているし、内さも  いいえ  いいえ  いいえ  

紀綱l＿Tいる              く           一  た‾     t  ＼t－  聞  WLW  uっているし、出さも  
把零している   えない   

はあるが、仁角手樽ていくょう全力を尽くLて吊かないとならないと考えま  

l芯講読ミ：琵；；談話壱憲憲≡慧発話妄宅忘芸濃㌢詔や急設雲芸豊㌘ので’抑、かとた軋ますので、とにかく、脚力潤丁こと  す．・私の鷹りには、1任塞が欠如していたり＿貰全の穐侵を1せ策とし  

澤ほ一般にも理I礼、ただくあーがあると景し、手す。すなわち・行丑でのコストと医  ていない暑はい雪盲んが、省内の世の鮪暮や外如からは、ま九ではあり  

∃■■卯でのコストが、これまで以上に必事となる事凄も多〈．これらFま指命や午睡r  ますが、遭相法を衿たぎるを碍ぢい籍示や椴縮も只受lナら九手す，そうし  

といった彰で、四民の鴬嬢にも0担をいただくことになると思われます。このことから  た1；示・佐竹に㌻して、■人で末広ナるのではちく、堵tとして瞭然とした  

も、我々はより浸し、使命感と1∈を繕って．故事書していかないとならないと考えま  対応を取っていくことが、亨引こ苦い鼠■では辛めら九手す。   

す。  

把櫨している  く交えてこ九までに生じた肝炎に関する1書の歴史をtⅦする竹之は、必曇なこと  えない  ★に多く、ギ族に逃護をかけてしまうのを由し駅なく思っています。   

把攫している  た㈹嶋のEt声1つ1つ事えるようにしている）   ■ナ†＝丁▼－！・‾t  
時間の使い方に係っている面が否めない。   して起こってしまった事＃だけが呂に触九てしまっているため、そのバラン  

スがれしいと感じる．   

山  H目しW  Mっているし、川ふも   はい  はい  はい  

はい  はい  どちらともい  

lも                丁2  ■lしW    いす九L員▼なばスだと堵じま丁机これらのは品声すべて工uTるためには・量 事††鼓のみぢらす．多くの抑儀分野lこおいて．撼1．人員．サーの大喝な挑発があ 蓼となり，その三根可監¶声量会し王す．沈■1よIi魁ら九ている（椚又的にはさ ・1・ えない  声音や．選択捜による貫Ⅶの壬！十損靂かち．珂汽√の欠員がdけlニ伝わる   

・・ 
‥・・ 

あること声盟えは．¶しい¶群がめtです払い】多くの汁▲事績入することなく文  
Lアンケートの■書にはH－→し手すが．アンケートによ止さ九る恥られた文  

良でさる方法声．n仏抑こ明らかにしていく必蓼があると法じ壬す。  

．
．
．
、
．
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ーl．  ユー2．  3－3  lトl」…◆＿   

n    卜†  トウ．  ク  ユ        4．      第一次擾書をご  本杜苫に併して、ご意見などがございましたら、ご自由にお暮きく  匿生労■省医薬食品見では、医薬品・医薬静粛岳・化粧品・医療  あなたは  あなたは  あなたは  複生芳畿省医薬i高鳥でのお仕事について、竪じるとこ  このようなアンケートを実施することに関して、ご意見がご  
存じでしたか？  ださしl．  ざいましたら、ご自由にお書きください。  

い網対策など、国民の生島・盤ホに暮轄する隷問題を握っておリ  りがいを  に勤め積  を、あなた  
ますが、国民の生命・健鷹を楕かるという使命季と策貫を■えた  麿じます  けたいと  の後1な  
人材の育成・確保、そのような人材が能力を発揮できる環墳の贅  
■や趨牡文化のあり方などに閲し、現状を跨手え克鼠すべき拝観  ますか？   

やそれを彙り絶えるための提茶を、ご自由にお書きください。  
基本的考え方については贅冒する，これまでの貞一●件ばかりがクローズアップさ   

は芭穏していない、  れ．虞を折るq†、商法するザはかりが患者になることが多いが、使う側にも、そもそも  いが、瞳房や痔詳憂甲声など実胃†こ臨昆緒綿を積んだ巷を広く登用すべき，匡鰍ま  えない  証、機…正で前向きな仕事をしているという印iが持てない．こうしたことか  

あるいは、灯心がな  ら、医薬食品局での仕事にやりがいを感じられなくなっていると思う．遇  
い   ること、よい効果ばかりではないということを、さ拷千春教育としてもっと行うぺき．医 で、有効性・安全qの確保に関する1檎をする上では、投lこ立つのではないか。PM  去を榛呈正することも、薬害事件の被害者救済もt憂なのは環寧している．  

薬品行董については、嘉のi任を軍機化することばかり饅㌍することで、承泣暮資 DAとの人事交讃により、PMDAで採用された珪床の医声帯を積極的に活用しては  しかし、榛証に壬んじるばかり．有効かつ安全な医薬品・医■機器を迅速  
に必要な方々へ棲供するという使命が果たせていないのではないか。  
あと、局内各注が連環して仕事をしているという慈覚ない。逆に、面倒な聞  

】  
各課室の所事の瞼間のものが発ちてLまい、後々、忘れた頓に表面化し  機書の有効I生・安全性の確保対策のほか、血液事事、麻薬・暮せ  仕事にや  このれ壌  この書壌  ろ、思うところをご自由にお暮き下さい。                                     重量晶卜赦を担うきち番ということで．兵裏技官が多いのi‡当たり前なのかも知れな  か？  考えてい   どにも勤 めます か？   

74  MHしW  今回初めて知った  医薬品の暮きをS王にするため、ドラッグラグなどいわす、十分な壬査期でを与え  医薬品等の製造蓬禿から流通、使用を≡が一尺して行う（製薬会社、販売業者、医  はい  はい   
るへきではないのでしょつかh   ヰ磯笥琴の国営化）もーつの策だと心います。  はい  世の中から悪者というレッテルを貼られているが、逃れら九ないのでしょう  たぷん、都合のいいところしか取り上げてくれないと思っています。このア  

！  

75  M目しW  知っているが、内容  お恥ずかしい！蓋しですが、本日現在、標吉内容について細含ほで杷模しておりませ  医■現場の珂Il看をもっと入れて現場での階昆点等を抽出する必要があると考えま  
す。   患います。行政の鳩（外の世界）から医療現場を見ている状態だと考えて  く調査票を送付される万は少ないのではないかと。送付用封筒と切手の  

あるいは、関心がな  おり、いず九病院に戻った隈に何かしら業務に生かLていきたいと考えて  
L＼   

】   ⊆おります。  

76  MHしW  知っているが、内毒  雄対的に人A不足であると思う。増員が必藍。   どちらともい  
は控礪していない、  えない   上司零に対し、繰り返し説明しなくてはならない．説明した〈ても、上司等  

あるいは、関心がな  がつかまらす、藁務が雄まなくなる。   
い  

7丁  MHLW  知っているが．内容  

！  

どちらともい  
は把亭していない、  えない   

ふるいはW√1がな  本鞘にいてばかりでは、竣ま只の毒炎とすれが生じるため、外朝出向の嗜会を増や すといしlと思います 
経済している  。   

79  MHLW  知っているし、内容も  はい  はい  どちらともい  
把握している  えない   

えていない状態が多くなり、対応の不達靂よ性やインステイチューショナルメ  

モリーの欠如という危険性が増すことになり．これが迅速かつ的確な対応  

を行う際に障肯となっていると講じる。  

8D  MHしW  今夏初めて知った  今後のあり方として、人叫甘塩は甲きなJ加であると躾じたが銅汗Iqがあっても、人  
えない  

いい試みだと思う。今までなかったことがおかしい。   
が不足していれば三主qL徴凛になるため、定■の相良から法王晶庁という形Fをと  
るのもーつのえだとろえる，   

81  MHしW  知っているし、内容も芋一次lご言として手とめていただいた内ゎにつきましては、いすれも、荘重品行奴を   Ⅳ生労嘲雀へいわゆる史実技官として堤用されたqnは、たびたび㍍摘をいただく  はい  まい  どちらともい  医東食品局における業務は、国民の皆IlのOI版な生活を支えるという非  職員の．最長をお伝えする機組まほとんどなく、こうした嬢を与えていただ  
把離している    実験していくうえで雫曇なネであり、】1■一人一人、そして．埴■全休が．旦ユlこ正   様に、iニ床における轄l†が不足していると言う弔実があると思います．じ言の中に  えない  常に甲要でやりがいのある棄民であり、自身の判餅やa動が医療現場に  けたことを非禦に摘しく居っております。 本アンケートにおいては．提言  

すべさところは正してキラかなくて11ならないと考えておりま丁。 しかし．は喜の中   もございましたが、払正における長解職む拝を長ける笥、現壌践貫を養う句会を与  与えるた曹をろえると．日々知隷と｝三択を考1み王ね、＃lこ慮書を尽くして  に対するアンケートということで、記述画答が多くを占めておりましたが、  
で、ほにエ托の出で取り咽んている■と、L」モも弘美に不足している事が、一括りに   えていただければと思います。また∴・1立丘ぢ壇IlやPl〟）Aからの出向壱の方が多  いかなければならないと考えております。 一方で．医巣食品局の疇欄に  繰言に記唯されている稟議内容を実施しているか㌧どの様な農姐を持って  
r－すべきである」と述べられており、尺員が現在もそれらの美掛＝取り抽んでいると 抜毛虎しているにもyわらず、一策l、エビの区分けがある拙こも思います。lつの業  限ったことではありませんが、ド凍公務員の兼指は．日々朝早くから植t  葉環†こ馳り榔んでいるか零、週択式のアンケートをヱ絶していただくこと  
いう事実が正確に乞わらないのではないかと演じ、Il念に患いました。 また、（9）   持そ共号て貢降していく中で、双方の雲：兄を共有する囁会がより多くなれば良いかと  近くまでサービス残業に近い案緊でか現しているu状を萌えると、私自身  で、私共職員の考えや葉月案下というものを視覚的にはえてただき、検討  
臥景品雷千慮を叩う相和の今鵠の巷り方において．＜A／白茶＞というコつの統合iが   思います。 また、別の慣即として、り生労他省昆1や文系技官に対し、過度の  はやりがいを感じているから日々の箕揺をこなせるものの、知人にI止める  委員会の委員の皆様から、業摂改警のためのご乳臭等をいただ〈ことも  
サけられて掛ほしたが．とちらにごよ．鍋鴎仏九lきi更するのてあれば、その中で   社会的偏見があるようにユー上います。札自〟がⅣ生芳嘲省てむ務して苧じたことは、  ことは帽しいと患います，また、今後、蓼占抽や育児をしていくという暮を考  非常に良いのではないかと椚います。  

匂いている職員に．今Eの‘lにq〃経えるネがてそる嶋声与えていただければ華  本当に多くの瞳員が、長与等の相違虎での脚靂を食外功して、安全で有効な医薬品  えると、そうした生活はかなりの部分で11姓にしなくてはならないと覚悟も  

いに思います。   等を±文る割り迅ヰに濫轟票壌に凛供できるようにというl二念を捕って業標lこ取リ  Lております。   

絹んでいるということです凸そうした部分については転遷されす、轡班点ばかりがク  
ローズアップされて、それがすべてであるかのような柏芽が巧けば、職Åのモチペー  
ションはどうしても下がり、企業等への人材流出を助長してしまうと思います．  

82  MHLW  知っているし、内容も  どちらともい   どちらともい   どちらともい  
1年希 い  貴ない   黄ない   支ない  

83  MHLWl  頼っているが、内容  対応する花Rの不足   どちらともい  
えない   

集計ご苦労様です   

は監事していない、 ＆姐∬lむ白くな  

∠7   



第6 アンケート調査回答全文一覧表（厚労省）  

n  l－1   トク   フ   コーl   ユーク   コーユ   j・1   l  

所見  第一次攫書をご  本攫書に朋して、ご書見などがございましたら、ご自由にお書きく  書生労■雀匿藁暮島尾では、匿藁＆・匿薬療外晶・化粧品・匿療  あなたは  あなたは  あなたは  年生芳■書E藁1月膚でのお仕事について、露じるとこ  このようなアンケートを実施することに関して、ご書見がご  
存じでしたか？  ださい。   址■の有効性▲安全性の鑓侵対策のほか、血液事業、♯稟・暮せ  ざいましたら、ご自由にお書きください。   

い刑対策など、現民の生命・亀■に暮Iiする打『■を迫っており  

ますが、8長の生命・書■を預かるというせ禽婁と貴書を■えた  

人材の書成・確保、そのような人材が廉力を発揮できる覆欄の事  

書や繊■文化のあり方などに鯛し、環状を鶴手え寛1すべきさ疇  ますか？   

やそれをtリヰえるための提稟を、ご自由にお書きください，   か？   

■l  l■」LW  知っているし、内∂L  ・1曽な隷群が行われていることに敬重をまします．しかしながら、いくつか個人的に  人は、自分を尊1されれば、それに答えようと礪えるのではないかと見います，－  はい  どちらともい  どちらともい  やりがいがあることは香定し辛せんが、■人のた力．偶人の性癖封＝た  このようなアンケートをどう莞躍できるのか鑓静で丁が、やった以上は■  
た声している  景うところを述べさせていただき手す．・患者からの副作用報告の導入について  万、点いこと事しているだとうと思わ九ていると．不良少年が斜めに構えるように、薫  えない  えない  よって、1坤が成り立っているようlこ患い手丁．幕府生活へのBtも甚大  貪ったアンケートき鼻て、▲に．「モーか、モーか．で甘わるのではなく、  

は」到欝bでおいては慎■に検討するべきではないでしょうか．なぜなら、息手嶋告  詭に頑張ることができなくなってし王います．■生芳t省が露Eから不暮の日で見ら  です．（平日の夜ははとんど子填のl狩nlる妻を見ることができ手管  ちやんと分析・量I色を吊ってはしい。1±事の舎軌こ、眠いの多毛tして、夜  
のや押lこは≠大なリソースが必霊とさ九るわりに、そこから積られるⅦは決して多  れていることIi仕方がないと思いますが、且幼から曜しているだろう、とか、ごまかそ  ん）。P〃DAのような充実した冒蠍手交けることもなかなかでき壬せん．（行  中までかけて遍害しているのだから＝  
くIiないことが予想さ九るからです。モの1例を見逃すな、というごま1もあるかもし  うとしているだろう．とか暮われると、使命感やモチベーションを持ち続けることは桝  こうと患っていても、妻日いろいろなことがあって．いけないことがほとんど  

れませんが．qられたリソースで安全対策を行っている現時点では、それよりもt先  しくなります．（自分に都合のいいことを書うな！というおしかりを受けるかもしれませ  です）。もう少し余轄がないと、長い鞘電機けることは呂欄ではないかと思  
して実施すべ空ことがあるのでiまないかと患います．・む集合集出書手の人鵬活用  います。   
については、これまでの重吉事霹の鞭織■を踏まえるとttに蛾l⇒すべ含、との慧  
鼻があります。汀生芳t省から妻■企暮への再就1についての拝縞は理寧できま  
すが．なぜ、薬事暮特の経す▼手鵡まえると金蔓出■舌の焉犀章1，に機討すべき  
なのか、よく押鰐てき手せん（私の舶議不犀であれば申し駅ありません．）。現実的に  
は、仝エゴ暮ホなど婿鱗著のば用や人材の丈む化がなければ、F≠l）Aのような郷暮  
は磯■化してきてし壬うと曳い王丁．製よ全集出■寺を荏用ナることによりどのよう  

なことが」にもこと声墾まさ九ているのか（「慮ilといった穂■的ち雷貫ではなく）．  

サ壬よの方の只体的な彙蔓声明縫lこし、そ九声払しょくするための■仏的な方法を  
考えることが◎事だと双います。  

・■生芳t禰と押Hn人は、－1▲として日太の王事行故を担っているのであるから、陶  
綱■闇の人事文汰は、欒封にめ憂であると暑います．お互いの六罵声知らずにモれ  
ぞれの欄tがIfらばらにせ弔事していたのでは、Jllヰでか上また．2鰯tで行う  
事胃声まみかわないと見い王す．毛丁、中℡、シニアなクラスのいすれにおいても、  

人手史漬モ行うことにより、人飼育劇こ努めるペさだと患います。なお、独立行敵法  
人への出向が間Ⅱとされるような時勢ですが、■生労■書とPl－DAの関係を考慮す  
れば、一触的に占わ九るような「天下り」とは分けて考えることが必暮だと患います．  

・「稟8王宮の書立代・自立性・科字性」の「独立性jという富豪が、どのような壬畦で  
使わ九ているのかよく輝鰐で含ま甘んでした．円から機正しているのか？厳治的  
に？PHn∧が丹生芳■省から機立しているという農法か？華■の間でも、泣雄が丈  
なっているのではないかと懸じました．   

85  M目しW  今月初めて知った  過云の事例より、丹生芳一省で考えられる、今後の改書篇をあらゆる両から機射し  鵡■府県や他L：、他省庁だけではなく、廟要直吉石餌亘にも人相を刀  はい  はい  はい  自身の集精の影tが大きいことから、日々、A任の暮さを堅じ、愴1に帯  
ていこうという≠勢は必賽なものと考えます。   遺することで、それらの槌斗ではどのよう使命感を持ち，どのような点を不捜に患じ  応しているところですが、迅逢さも求められ、賢彊の由で王欝モ強いられる  

ているのかを菓鵠することで、それを行政事務lこ反鋏し、よりよい畑娩我傷が同られ  壌所であると重じます。そ九と異に、t日、一般の方や全暮、藁事尊の  
ると考える．  方々と暮搾斉巧や憂彙をすることで、現場を少なからす篤じさ・王られ、やリ  

甲斐も昆じております．また、讃覆土のつながりも議く、より■撫が触れる  

斗造であると腰じます。   

耶∵  uHしW  知っているが、内容  且■に現壌の声が局きにくいのは事実．しかし、それだけの余裕がないのも事実．  l乱＼  いいえ  どちらともい  
えない   

は杷零していない， あ貴いは〟∫，がな  

、て・   




